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　　プロローグ







　肌はだを焦こがすように照り付けた太陽は、もはやすっかりその勢いを失いつつある。

　短かった夏が終わり、季節は秋へと移り変わろうとしていた。

　高層ビルのガラス張りのシルエットが、夕陽を集めて輝いている。立ち並ぶ建物の合間から覗のぞく夕空は、今日も地べたを這はいずるように行いき交かう人々や車の姿を照てらし出だしていた。

　学校からの帰り道。普段は立ち寄る事すらない〝第二新しん宿じゆく駅〟で下車した。僕は高層ビルの建ち並ぶ、近代的な景観のオフィス街へやって来た。今日のこの時間、この場所へ来る事が『彼』との約束だったから……来訪の理由は、たったそれだけの事でしかない。

　駅前のバス停近くに休憩用のベンチを見付け、僕は膝ひざ上うえへ通学鞄かばんを置いて腰こしかけた。そうして『彼』との約束の時間になるまでの間を、そこで過ごす事にした。

　僕は落ち着き無く、膝上に置いた自分の通学鞄を見下ろす。

　ファスナーを開けば……『彼』から貰もらったものが、間違いなく僕の鞄の中に入っていた。

　────回リ転ボ式ル拳バ銃ー。

　もちろん鞄の中から取り出す事はしない。周囲の目を避けるべく、鞄の中に手を差し入れながら慎重にそれを手に取ってみる。手の平に圧のしかかるのは、重たい銃じゆう把はの感触。その重量だけでも、間違いなくこの拳銃が本物である事を確信させられた。

　使い方は『彼』から届いた手紙に書いてあった。問題はない。『彼』に言われた通り、弾だん倉そうに込めてきたのは１発の実弾だけだ。そう。約束の時間になれば、僕はこの場でこの引き金を引かなければならないのだ。衆目の前で。躊躇ためらいなく。容よう赦しやなく。

　それが『彼』との約束だった。

　僕はベンチの背もたれに重心を預け、１つだけ重たい嘆息を漏もらした。そうして鞄の中で銃把を握ったまま、周囲を行き交っている人々を見渡す。

　時刻はラッシュアワー。

　複数の企業ビルが立ち並ぶオフィス街という事もあり、行き過ぎる人々は、もっぱらサラリーマンやＯＬ姿だった。彼かれ等らはこれから、窮きゆう屈くつな満員電車に押し込められて帰宅して行くのだろう。僕の目前にあるバス停にも、帰る人々の順番待ちが出で来き始めている。

　せわしない彼等の姿を見ていて、僕はその景色を〝寂さびしい〟ものだと感じた。

　これほど多くの人々が行き交っているというのに、どうして僕にはこの景色が、寂しいものだと感じられてしまうのだろう。右を向いても、左を向いても、周囲には人しかいないのだ。決して１人ではないはずなのに、どうしようもなく独ひとりである事を意識させられてしまう。

　それが何な故ぜなのか、自らでさえも理解出来ない。

「見たまえよ。ここには、こんなにも他人しかいないだろう？」

　僕の胸中を見抜いたかのような言葉が、不意に隣となりから浴びせかけられた。僕は驚きのあまり、その場で背せ筋すじを小さく震ふるわせる。声が聞こえた方角、つまりベンチのすぐ傍かたわらを振り返った。

　いつからそこにいたのだろうか。僕の腰こしかけたベンチの傍らには『彼』が座っていた。

　僕が直接『彼』と出会うのは、これが初めての事である。

　初対面であるにも関わらず、それでもすぐに彼が『彼』であるという事がわかったのは、彼が噂うわさ通りの真しん紅くのシルクハットをかぶっていたからである。

　噂の────〝赤帽子をかぶった怪人〟だ。

　目ま深ぶかにかぶったシルクハットの鍔つばに隠れた彼の顔は、よく見えなかった。だから何歳くらいの、どんな奴やつなのかもわからない。ただ見たままの姿として、赤いシルクハットに黒のタキシードといった、ふざけた取り合わせの格かつ好こうをしている。それはとてつもなく目立つ格好であるのにも関わらず、だが不思議な事に、周囲を行いき交かう人々は赤帽子の奇き妙みような姿を見向きもしていないのだ。まるでこの場にいる赤帽子の姿が、誰だれからも見えていないかのような錯さつ覚かくを覚えてしまう。実際、僕だって話しかけられなければ、赤帽子の存在に気が付かなかっただろう。派手な格好の彼は、まるで存在感というものを感じさせなかったのだ。

　赤帽子は、帽子の下に覗のぞいた横長い唇くちびるへ、小さな笑みを浮かべて見せる。そして言った。

「基本的に人間は他人に対して無関心な生き物なのさ。見ようと思わなければ見ない。聞こうと思わなければ聞かない。ここで誰かが死んだところで、全ての通行人が足を止める事はないだろう。つまるところこの雑ざつ踏とうの彼かれ等らにとって、すれ違う人々は、生きていようが死んでいようがどうだって良い虫けらのような存在なのだよ」

　赤帽子の言葉を聞き、妙に納得してしまう。もう一度改めて、雑踏の人々の姿を見渡した。

　忙しくすれ違う人々は、お互いに視線すら合わせる事もなく通り過ぎて行く。

　当たり前なのだろう。世界には70億人近い人間が溢あふれているというのに、生しよう涯がいで深く関わる事になる人間の数は、その中の１パーセントにも満たない砂粒のような数なのだ。それ以外の99パーセント以上の人間など、自分の人生からすれば、いてもいなくてもどちらでも良い他人に過ぎない。極端に言えば、生きていようが死んでいようがどうだって良いのだ。

　……そうか。それでわかった。

　学校で僕をいじめる彼等も、きっと僕の事などどうでも良かったのだ。僕は彼等にとって虫けら同然の存在だ。虫けらを踏み潰つぶす事に罪悪感などないはずだ。僕が悩み、苦しむ姿を見るのは、さぞ楽しかったのだろう。

　それを思うと悔くやしくて。憎にくくて。僕の目め尻じりには涙が滲にじんだ。

「さあ、約束の時間だ」

　赤帽子はタキシードのポケットから、銀の懐かい中ちゆう時計を取り出して見下ろしていた。

　僕は瞳ひとみに涙を滲ませたまま、黙って頷うなずく。

　鞄かばんの中に隠していた拳けん銃じゆうを、今度こそ躊躇ためらう事なく取り出した。

　僕はベンチから、ゆっくりと腰こしを持ち上げる。ファスナーを開いたままだった鞄かばんは足あし下もとに転がり、学生証やノートなど、内容物が地面の上へとぶちまけられた。だが今の僕には、そんなのは些さ末まつな事だった。ただ胸中をたぎらせ、手元の拳けん銃じゆうを見下ろすのみだ。

　６発の銃弾だんを装弾できる回転式の弾倉の中には、１発のみが込められていた。それを改めて確かめ、僕は回転弾倉を勢い良く回した。しばらくカラカラと回転し続けた弾倉は、やがてカチリと小こ気き味みの良い音を立てて止まる。すると、最初に込められた１発が、何ど処こに入っているのかわからなくなった。

　今引き金を引けば、銃弾が放はなたれる確率は６分の１だ。

　僕は銃の撃げき鉄てつを起こし、その場で思わず、力ちから任まかせの雄お叫たけびを上げた。

　その雄叫びに驚いた通行人や、バス停に並んでいた順番待ちの人々の視線が、一いつ斉せいに僕へと向けられる。雄叫びを上げた僕の方を「何事か」と見やる人々から、すぐに悲ひ鳴めいが上がった。僕が手に提さげている凶器が、人を簡単に殺してしまえるものである事に気が付いたのだ。

　僕を遠巻きにして後あと退ずさるサラリーマン。何処かへと駆かけて逃げ出すＯＬ。だがもう手遅れなのだ。僕は手にしていた銃口を────黙って自分のこめかみへと押し付けた。

　見開いた眼球がやけに熱い。僕の眼球は血走っているのかもしれない。

　呼吸も荒い。鼓こ動どうも早い。僕の耳にはもはや、周囲の人々の悲鳴も、どんな言葉も届かない。僕は唾だ液えきの筋すじが垂れた唇くちびるで、しきりにブツブツと独ひとり言ごとに興きようじ続けた。

「変わりたい。変われる。この引き金で、僕は変わるんだ」

　言い聞かせるように、祈るように、僕は無意識に何度もそう呟つぶやいた。引き金を引いて弾たまが出る確率は６分の１。圧あつ倒とう的てきに死ぬ確率の方が低い。勝てる。絶対に勝てる。勝たなくてはならない。この勝負に勝って、僕は生まれ変わるのだ。この勝負に勝てさえすれば、彼がこのどうしようもない人生を変えてくれるのだと────僕の願いを叶かなえてくれるのだと約束した。

　僕が引き金を引く少し前に、周囲から無数の銃声が轟とどろいた。

　それは予想外の事だったので、少し唖あ然ぜんとする。

　見れば、向かいのバス停近くや、最も寄よりのコンビニ店内などでも、僕と同じように拳銃の銃口を自分のこめかみに押し当てている人々の姿が見られた。そして、銃声と共に頭部から赤黒い固形物と血ち飛沫しぶきを吹き上がらせ、その場に倒れ伏していく。

　ああ、何だ。僕と同じ境きよう遇ぐうの人達が他にもいたのか。……そしてこの勝負に負けたのか。

　周囲に次々と響き渡る銃声。頭部が破は損そんされた死体。そして悲鳴。逃げ惑まどう人々。

　ひどい混乱の最さ中なか、赤帽子はベンチに腰かけたまま、ただ腕を組んで夕空を見上げた。その頬ほおには、きっと笑みが溢こぼれていたのだと思う。

「ようこそ、負け犬たちゼロパーセントの楽園へ」

　そして僕は、覚悟の引き金を引いた。







Phase1：デルタｔは願う







　ポケットへ両手を突つっ込こみ、残ざん夏かの月下を歩いていた。

　醤しよう油ゆにミリン。大した内容の買い物ではなかったが、学校帰りに妹から頼まれたつかいを、最も寄よりのスーパーで済ませた。ビニール袋を片手に提さげて帰き途とを歩いているところだ。

　そこは廃はい墟きよの並び立つ薄うす気き味み悪い通り。

　ひび割れたアスファルトの隙すき間まからは草木が伸びており、かつて激しい銃じゆう火かに晒さらされたのであろう建物の数々は、砕くだけた鉄骨を剥むき出だしにして建ち並んでいる。

　５年前の──────〝東とう京きよう内ない戦せん〟。

　視界に飛び込んでくる間近な風景は、かつてのその争いによって破は壊かいされた街の亡なき骸がらばかりだ。関東圏内には、いまだこうした手つかずの無人廃はい墟きよ地区が各地に点在している。繁はん華か街がいのすぐ傍そばを抜けた先であってもだ。ここが特別に珍しい場所というわけでもない。

　明かりの灯っていない、折れ曲がった信号機の下へ辿たどり着ついた。虫の音に埋うめ尽つくされた廃墟の中で、俺おれは１つだけ嘆たん息そくを漏もらした。周囲は、いつ見ても憂ゆう鬱うつになる景色だったからだ。

　いつの頃か……この場所は〝新しん宿じゆく〟と呼ばれていた。

　俺が小学生の頃、あの栄えい華がを極めていたネオンの街並みは、今では通行人の姿などお目にかからない危険な夜道と化している。車も通れないほど荒れた路面が続く通りではあったが……一応は遠く向こうまで、まばらに街灯が並んでいた。普段ならわざわざ歩きたくなるような通りではないのだが、この道はスーパーから自宅までをショートカットする事が出で来きる近道だ。買い出しを頼まれた時に限って、俺はこの通りを歩く事があった。

　見慣れた廃墟の通りをどのくらい歩いた頃だっただろうか。

　13階建てくらいの、無人のマンション近くへ差しかかった。周囲の憂鬱な風景から視線を逃がしたくて、俺は何となく、マンションの向こうに見えるであろう月を見上げた。そうすれば視界の中には、月の映はえる夜空と、鉄骨が剥き出しになったマンションのシルエットだけが映うつし出されるはずだった。しかし、マンションの頂上とも呼べる切り立った場所に、人影が見えたような気がしたのだ。……だから思わず足を止めてしまう。

　見間違えではなかったのかと、仰あおぎ見みていた頭上に目を凝こらす。

　そして廃ビルの屋上に間違いなく、１人の少女が立っている事を理解する。

　少女は月から注そそぐ青白い輝きを背負いながら、両腕を広げて夜空を仰ぎ見ているようだった。白のワンピース姿。歳の頃は10代半ばくらいに見えた。長い白はく髪はつとスカートの裾すそが、柔らかい夜風に引かれて宙を漂ただよっている。

　美しい──────そう思った。

　だから俺は、少女の存在に目を奪うばわれ続けてしまう。月と星空を背負ったその少女は、文字通りの崖がけっぷちで、細い十じゆう字じ架かのように佇たたずんでいた。ガラス細工のように脆もろそうで、そのうえ今にも足を踏ふみ外はずして地面へ落ちてしまいそうな危あやうささえもが優美だった。

　だが少女は──────呆あつ気けなくその場から飛び降りてしまう。
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　重力に身を任まかせた落下で、少女は数秒の間だけ虚こ空くうを漂ただよった。その華きや奢しやな身体からだは瞬またたく間に固い地面へと吸い寄せられ、傍ぼう観かんしている俺おれからは見えない建物の死角へと直ちよく撃げきする。肉にく塊かいを地面へ叩たたき付けたような鈍い音を漏もらしながら、少女は夜の静せい寂じやくの一部と化したようだった。

　あまりに唐とう突とつ過ぎて、理解が少し遅れたものの、つまりそれは〝自殺〟という行為だった。

　目の前で人の死を目撃する事など滅めつ多たにないため、本来ならば取り乱さなければならない場面なのではないかと思った。だが……最初に少女を見た時に、すでに雰ふん囲い気きから予兆を感じ取っていたのかもしれない。すなわち彼女が死ぬために、あの屋上に立っていた事を。だからというわけではないが……不思議と俺の胸中には、人並みの焦あせりが生まれてこなかった。

　周囲に助けを呼べそうな人間の姿を探してみるが、どうやら目撃者は俺だけだった。今すぐに駆かけ付けられるのは、俺しかいないらしい。どうしたものかと一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんした後で、やはり放ほうってはおけないという結論に至った。

　俺は少女が落ちたであろう場所へと駆け始めた。

　少女が飛び降りたマンションは、内戦前には建設途中のものだったのではないかと思われた。『工事中』の看板がぶら下がった鉄てつ柵さくで、周囲を囲われていたためだ。幸いな事に入り口の鉄柵の鍵かぎは開いていたため、出入りする事に苦労はなかった。

　建設現場へ入るとすぐに、広いスペースへと出る。放置され、錆さび付ついた重機や鉄骨の山が見受けられた。それらの間を縫ぬうように、あの少女の身体からだが地面へ倒れている。

　少女へ歩み寄ってみると、そこで俺は理解を超えた事態に遭そう遇ぐうした。

「…………天使……？」

　目前の状況に対して、連想した言葉を思わず口にしてしまう。

　何せ少女の背中には、赤い〝光の翼つばさ〟が生えているように視みえたのだ。

　そんな馬ば鹿かな。翼の生えた人間などいるものか。俺は自らの目を疑った。何度か目を瞬またたかせてみた後に……もう一度、眼下の少女を見下ろしてみる。

　すると、先さき程ほど視えた翼は消えていた。

　やはり見間違いだったのだろうと、当然の納得をする。

　この世に天使などいるはずがないのだ。目の前で倒れている少女は、ただの人間のはずだ。

　改めてそう考えようとした矢先、俺は遅ればせながらに、さらなる異常に気が付いてしまった。

　凄すさまじい勢いで地面に叩たたき付けられたはずの少女……その身体が〝無傷〟に見えたのだ。

　思わず眉まゆをひそめてしまう。衣服の細かい破れは見受けられるものの、擦すり傷きずも、一滴の血の痕あとさえも、少女の身体には見当たらなかったのだ。あの高さから落ちて無ぶ事じなはずなどない。何より俺は今しがた、確かに少女の身体が地面に叩き付けられる音を耳にしたのだ。あの音は何だったというのだ。まるでこの少女にだけ、物理法則が適用されていないかのような不可思議な違和感。目の前の現実を奇き蹟せきと呼ぶのは、あまりに安直で適当すぎる気がした。

　少女は天使ではないだろう。だが、だとしたらこの矛む盾じゆんをどう説明すれば良いのか。

　まだ息があるらしく、意識を失っていながらもうなされていた。少女は固く瞼まぶたを閉ざし、何かにしがみ付こうと、無意識に宙へ腕を伸ばす。伸ばした腕の先にあった俺おれのズボンの端はしを、華きや奢しやな手で握った。形の良い唇くちびるが、苦しげに一ひと言ことだけを呻うめいた。

「……たす……けて…………」

　少女の頬ほおを一筋すじの涙が伝う。そして力なく腕を落とし、動かなくなった。

　助けてくれと言う少女……何から救えと言うのだろう。その涙が、不思議と良心を軋きしませる。

「……死にたいのか、生きたいのか。どっちかにしろよ」

　俺は独ひとり呟つぶやいてしまう。

　少女の飛び降り自殺を目もく撃げきしたのは自分だけだろう。周囲には、自分以外の誰だれもいないはずだ。俺がこのまま立ち去れば、少女はここでずっと独り、取り残されたままになってしまう。

　俺はしばし考えた後、少女の身体を持ち上げて背負う事にした。

　少女の身体はあまりにも華奢で軽い。持ち上げる事は難しくもなかった。少女のすぐ近くには、レンズがひび割れた、赤いフレームの眼鏡めがねが落ちていた。少女のものだろうか。俺はそれも拾い上げ、制服のポケットへ突つっ込こんだ。

　少女の小さな温ぬくもりを背中に感じながら、俺おれは黙って、再び帰き路ろを歩き始める。

　買い物をして帰れば良かっただけなのに、妙みような拾いものをしてしまった。

　生きているのか、死んでいるのか。最初から彼女は、どこまでも曖あい昧まいな存在だった。




　　　　■■■




　学校のすぐ近くにある、それほど大きくもない自然公園。

　春には桜の咲き誇る美しい景色が見られるというのに、残ざん夏かの今では、とっくの昔から緑の葉桜ばかりしか見当たらない。青空以外に見るものさえない。それでもこの退屈な場所へ好んで訪れるのは、通っている高校から最も近くにあり、１人で静かに読書が出で来きるからだ。

　俺はしばしば昼休みに学校を抜け出しては、気分転換にこの公園を訪れるようにしている。

　今日も今日とて、緑の芝しばが生はえ揃そろう麗うららかな昼下がりの景色。

　公園内の散歩コース脇わきに置かれた、いつものベンチへ背を預け、俺は１人で空を眺めていた。

　視界一杯に広がる青い空。白い雲。爽さわやかな風と、木々の葉は擦ずれの音。視界を埋うめる青いキャンパスを前に、日々の雑念が薄れていく。本を読み始める前に、こうして頭の中を空っぽにするのは、いつも心地が良かった。

「また学校を抜け出してるんだね」

　……ベンチに寄りかかって空を見上げていると、聞き覚えのある声をかけられた。渋しぶ々しぶながらも、ベンチの背もたれから身体からだを起こし、俺は無ぶ粋すいな声の聞こえた正面方向を確認する。

　俺に声をかけてきたのは、同じ学校の制服を着た女子生徒だ。風変わりな緑色の瞳ひとみ。背中まで伸ばしたストレートの白い長ちよう髪はつ。あどけない少女の面おも立だちには似合わず、かけている赤いフレームのファッション眼鏡めがねは、大人おとなっぽくて格好かつこ良よく見える。だが、柔らかく綻ほころんだ表情を見れば、やはり彼女は年相応に幼く見えた。

　羽う鷺さぎ雪せつ名な────彼女は２週間前、俺の同級生になったばかりの、転校生の少女だ。

　白い夏用の半はん袖そでシャツに、女子用の赤ネクタイ。スカートといったシンプルな制服の出いで立たちである。まだ着慣れていないはずの制服なのに、彼女にはよく似合って見えた。

　羽鷺は自らの細い腰こしに手を当て、嘆たん息そく混まじりの呆あきれ口調で言った。

「最初は真ま面じ目めそうな人に見えたのに、こうして頻ひん繁ぱんに学校を抜け出しているだなんて。どうやら冴さえ上がみ誠せい一いち君って人は、ずいぶんな不良さんだったみたい」

　俺は少しふて腐くされながら、羽鷺へ言い返した。

「学校抜け出てるのは羽鷺も一いつ緒しよじゃないかよ。それに今は昼休みなんだから、別に授業サボってるわけでもない」

　弁明する俺。だが最初から羽鷺は、そんな問答には興味がなかったようで、特別何かを答える事もなかった。次に彼女がやる事と言えば、いつも通りニコニコしながら俺の隣となりのベンチへ腰こしかけるだけだ。羽う鷺さぎは先さき程ほどまで俺おれがしていたように、真似をして空を見上げ始める。

　いつだって意味不明な彼女の行動。

　だからいつだって、俺は悶もん々もんと羽鷺について考えてしまう。

　この公園で俺が羽鷺に出会うのは、最近では毎回の事になってきている。俺が学校を抜け出すタイミングを見計らっていて、俺の後を尾行しているのではないかと思う事さえある。毎度毎度、何をしにこの公園へ来ているというのだろう。自意識過か剰じようかもしれないが……まるで俺の様よう子すを興味深く観察しているように感じる時もあるのだ。

　気を取り直し、俺は自分の膝ひざの上に置いてあった文庫本を拾い上げる。読みかけの推理小説である。青空を眺める事にも飽あきてきたため、俺は読書を再開する事にしたのだ。俺が黙々と本を読み始めたのを横目に、羽鷺が微笑ほほえみ混まじりに問いかけてくる。

「君はいつも、暇ひまさえあればそうやって本を読んでいるよね」

　確かに、俺はたいがい読書をしている。通学中の電車の中とか、休み時間とか、暇さえあれば本を読んでいるのは事実だ。羽鷺は興味深そうに問いかけてくる。

「君はどうして本を読むの？　やっぱり本が好きだから？」

「うーん……そう言えば、言われてみれば何でなんだろう。別に本を読むのが好きってわけでもないし、嫌きらいってわけでもないなあ。何というか……作業？」

「作業？」

「ああ。そこに本があると、読みたくなるって感じかな。タイトルに惹ひかれたとか、中身に興味があるとか、そういうんじゃない。ただ読まなきゃいけないって、そんな気がするんだよ」

　２人して空を見上げながら、ぼやきのような会話が途と絶だえた。

　羽鷺は少しだけ首を傾かしげているようだ。若じやつ干かん、間が抜けた顔で、俺の横顔を見ている。我ながら、わけのわからない回答をした自覚はあった。だが、それ以外に何と言えば良いのかわからなかった、というのが本音である。

　しばらく黙る羽鷺。沈黙の間を、セミの鳴き声が埋うめ立たてていった。

　やがて羽鷺は、小さく肩を震ふるわせて笑い始めてしまう。

「１年後……この公園はどうなっていると思う？」

　いつものノンビリした微笑みで、唐とう突とつに問いかけてくる羽鷺。

　急に妙みようちきりんな話を始められて、俺は怪け訝げんな顔をしてしまう。

　だが羽鷺が唐突な話をするのはいつもの事なのだ。俺はあまり意に介する事なく答えた。

「さあね。１年後も、今日のこのまんまで、ゆるーい風景なんじゃないか」

「そっか。なら、１０００年後のこの公園はどうなっているかな」

「今度は１０００年後か。どうだろう。少なくともその頃、俺は生きていないからわからないよ」

　羽鷺は優しく双そう眸ぼうを細める。空を見上げたまま、穏おだやかに続けた。

「そうだね。人の命は有限。だから君が、無限に続くこの世界を目もく撃げき出で来きる期間は、生まれてから死ぬまでの僅わずかな時間だけでしかないんだよ。数学の世界では、人が観測出来るこの限られた時間を、デルタｔの有限区間で書き表す事が出来る。無限に等しい時間を持つ世界からすれば、人の生しよう涯がいは刹せつ那なの事。限られた時間デルタｔの狭はざ間まに生まれ、そして死んでいく」

「なるほど。何億年も前に世界は誕生してるってのに、人間はせいぜい１００年も生きられないし。１０００年後のこの公園の行く末さえわからない俺おれ達たちの人生なんて、デルタｔの短さだよ。儚はかないもんだ。……ところで、この話のオチは何ど処こへ向かってるんだ？」

「……冴さえ上がみ君。人間に〝無限〟なんてものは扱えないの」

　羽う鷺さぎは何な故ぜか、少し寂さびしげにそれを言った。

　羽鷺はしばしば、こうした奇き妙みような話を始める事がある。彼女は数学とか物理にやたら詳しくて、学校で習っていないレベルの、高度な知識さえ持っているようなのだ。羽鷺は続けた。
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「誰だれだって、生まれた時には自分の未来に無限の可能性を持っている。けれど生きるという事は、無限の中からたった１つを選び続ける有限化の連続でしかない。人は生きているだけで、選べる可能性を失っていくんだよ」

　羽鷺は顔に、苦笑を浮かべる。

「君は無限にあった選せん択たく肢しの中から、たった１つしかなかった今の自分を選んでいる。もしも君が、今の君とは違う君だったなら、きっとあの時……私を拾いはしなかったのかもしれない。君は、今のヘンテコな君だから面おも白しろいんだよ」

　それだけを告げると、羽う鷺さぎはベンチを立った。フラフラと芝生しばふの上に歩み入り、そこで仰あお向むけに寝転んでしまう。芝生の上で大の字に寝そべって、今度はそこから空を見上げ始めたようだ。通行人達の奇き異いの目なんて、これっぽちも気にしていない。どこまでもマイペースな行動である。変人と言えば良いのかもしれない。だが俺おれは思わず、小さく笑んで呟つぶやいてしまう。

「……ヘンテコなのはお前もだろ、羽鷺」

　いつだってそう。彼女は何にせよ、真顔で小難しい言葉を並べ立てておいて、いつも言いたい事はシンプルでしかない。回りくどい、奇き妙みような語りが彼女の癖くせなのだろう。世の中広しと言えど、こんなヘンテコな女子高生など、俺が知る限りでは羽鷺しか思い当たらない。

　そもそも最初の異常な出会い方からして、彼女の存在は全体的にヘンテコなのだ。

　何せ────飛び降り自殺をしても死ななかった少女なのだから。

　飛び降りた羽鷺を拾ったあの夜……倒れていた彼女を病院まで運び、時間外窓口で無む理り矢や理りに医者を呼び付けたというのに、診察結果は問題なしだった。「病院へ健康人を連れて来て、何のつもりだ」と、医者からこっぴどく叱しかられてしまったのは良い思い出になった。

　それから間もなく……俺の学校へ羽鷺が転校してきた時には、あまりにも予期していない事態だったために、かなり驚いてしまった。こんな偶然もあるものなのかと、奇妙な縁を感じたのは確かだ。だが驚きも束つかの間ま、もはやこうして日常会話ができる程ほどに親しくなってしまっているのだから、全くもって羽鷺はおかしな奴やつなのだ。

「無限の可能性の中から選んだ自分……か」

　俺は今日も、そんな羽鷺の話す奇妙な言葉について考える。

　少なくともすでに、俺にも羽鷺にも、生まれた時に持っていた無限の可能性とやらはないのだろう。無限に枝分かれしていた道みち筋すじの、たった１つを選んで今の人生を歩んできたのだから。

　だからこそ、こう思ってしまうのは必然なのかもしれない。

　────もしもこの道を選んでいなかったのなら、自分はどうなっていたのだろうか。

　今よりも幸せな自分。今よりも不幸な自分。無限にあったはずの可能性。果たして俺は、自分が一番幸せになれる正しい１つだけを選択してこられたのだろうか。

　木々の合間を縫ぬって吹き抜ける柔らかな風に抱だかれ、ただいつものように空を見上げた。もしかしたらそこに、失くしてしまった大切な無限の欠片かけらが転がっている気がした。
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　予鈴が鳴り、本日最後の授業が終わると、教室内は一気にざわめきを取り戻す。

　帰りのホームルームが始まるまでの間、俺は周囲の雑音に耳を塞ふさぎ、昼休みに読んでいた本の続きに耽ふけった。俺がそうしているといつも通りに、前の席に座っている男子生徒が、俺の席を振り返ってくる。男子生徒は重苦しい吐と息いきを吐はき出しながら、辛しん抱ぼう堪たまらず言った。

「だあーもう。ちくしょう。かわいいよなー、羽う鷺さぎちゃん。なあなあ」

「そうだな」

　目ま深ぶかに被かぶったグレーのニット帽に、だらしなく着き崩くずした制服のシャツ。何な故ぜだかリストバンドを３つもしている自称オサレなクラスメイト、幸ゆき村むら弘ひろ樹きだ。弘樹は椅い子すの背もたれに深く寄りかかりながら、遠巻きに羽鷺の席を見つめて言った。

「あの白はく髪はつとか、緑色の瞳ひとみとか、マジ変わってるよな。ハーフだって話だけど、何ど処この国のハーフなんだろうなあ。綺き麗れいだよなあ！　なあ！　なあ！」

「はいはいそうだな。見た事ない色だな」

　俺おれは本を読んだまま、弘樹を見向く事もせずに同意する。

　確かに羽鷺は、容姿だけで言えばかなりかわいい。同年代にしては少し発育の度合いが慎つつましいとは思うが、その小こ柄がらさも、華きや奢しやさも、魅力的であると思う。不思議な緑色の瞳も綺麗だ。だから「かわいい」と言った弘樹に同意したのだが……弘樹は不服そうに顔をしかめた。

「ちょっとちょっとー、誠せい一いち君。今日はずいぶんと淡たん泊ぱくな反応じゃないの。俺達の前ぜん人じん未み踏とうなまでに熱い男の友情って奴やつでさー、もっと気合いの入ったリアクションをちょうだいよ」

「今日に限らず、俺はいつもこんなだっての。気合いが入ってなくて悪かったな」

　弘樹は「つまんねー」と、唇くちびるを尖とがらせながら拗すねた素そ振ぶりをして見せる。

　この軽薄さが主成分の幸村弘樹という男は、高校に入ってからの付き合いである。つまり今年の春先からの腐くされ縁えんだ。偶然同じクラスで、偶然席が隣りん接せつしただけ。お互いに性格的な共通点は皆かい無むだったのだが……５年前の〝東とう京きよう内ない戦せん〟で両親を亡くしているという点が一いつ緒しよだったせいか、何となく話をしてみて、その後も何となく交流するようになった。

　このクラス内では、弘樹や俺が特別な境きよう遇ぐうというわけでもない。

　そもそも俺達の通っている学校は、内戦で家族を失った生徒が大半を占めているのだ。そのせいか、生徒達はお互いに気を遣つかって、家族の話をしようとしないのが普通だ。そんな面倒な空気の中、俺と弘樹はお互いの家庭の事情を打ち明け合っている。俺が弘樹と気軽に接する事が出で来きるのは、お互いの素す性じようを良く理解出来ているおかげなのかもしれない。

　そんな弘樹は、教室の自席で、俺と同じように読書をしている羽鷺の姿を見やっていた。

「誠一はもう聞いたか？　羽鷺ちゃん、転校して来る時にうちの編入試験やったらしいんだけど、全科目満点だったみたいだぞ。噂うわさだと羽鷺ちゃん、ＩＱ１８０超えの天才らしくってさ、転校してくる前は海外の学校にいて、そこでは飛び級もしてたらしいんだ。マジだとしたら、なんつーか常人離れしてるよなあ。頭良すぎだよ」

「何処で聞いてきた噂なんだか知らないけど、全部が本当なんだとしたらすごい話だ」

「そうなんだよ、そうなんだよ！　住む世界が違うっていうか。高たか嶺ねの花って奴？　しかしハードルの高い恋ほど燃え上がっちまうってね！　俺は羽鷺ちゃんに惚ほれちまったぜ！」

「何だ、弘樹は羽鷺の事が好きになったのか。確かお前、夏休み入る前は隣となりのクラスの佐さ藤とうが好きって言ってなかったっけ？　ずいぶんと心変わりが早いじゃないか」

「より険しく。より高く。困難で手応えのある山脈を登って行くのが男らしさってもんだろ」

「煙と何とかは高い所へ昇のぼるとも言うんだぞ」

「おうおう、言ってくれるじゃん。でも賢く底辺這はいずり回るよりよっぽど良いっての。全く高校生にもなったってのに、女子に興味を示さないとか、誠せい一いちの方が少数派なんじゃねえの」

「興味ないなんて言ってないだろう。ただ、俺おれ達は国の税金で学校へ通わせて貰もらってる身分だぞ。交際費とか雑費出す余裕なんてないんだ。生活出費以外は節約しなくちゃいけないだろ」

「うわー、節約第一とか、主婦みたいにケチくさい男だこと。こりゃモテねえわけだ」

「……ほっといてくれ。こっちは妹と生活するだけで手て一いつ杯ぱいだっての」

「まあ何でも良いって。そんな事より羽う鷺さぎちゃんだ！」

　無む理り矢や理りにでも羽鷺の話を続けようとする弘ひろ樹き。女子生徒の話をする時の弘樹は、まさに水を得た魚。キラキラと目を輝かせながら力説した。

「どうやら羽鷺ちゃんにご執しゆう心しんなのは俺だけじゃないらしいんだ。俺の聞き込みじゃあ、一ひと目め惚ぼれ率の高い事高い事。玉ぎよく砕さい覚悟で告白する事を検討してる奴やつが、日々校内で増加してる感じだぜぇ。いやー、人気者だよなあ。お前もウカウカしてんなよ」

　ライバルが大勢増える事を楽しそうに語る弘樹は、まるでただのお祭り好きにも思える。

「お前はお前で、年中色いろ恋こいの世界で生きてるよな。いつか女に足あし下もとすくわれるんじゃないか」

「誠一こそ、年中本ばっかり読んでるじゃん。それじゃあ彼女の１人も出で来きねえってもんだぞ」

「余よ計けいなお世話だ」

「俺の台詞せりふだっつーの」

　弘樹と俺はお互い、ジト目で視線を交かわす。

　いつも通りに不毛な会話を続けていると、担任の先生が教室へ戻って来て、帰りのホームルームが始まった。弘樹は面倒そうに席へ腰こしかけ直す。廊ろう下かへ出歩いていた生徒達も、教室に戻って来た。ホームルームの最さい中ちゆうなんとなく気になって、俺は羽鷺の席を見やった。弘樹のような関心とは少し違うのだと思うが……俺も羽鷺に興味を持っている事は事実だ。

　興味というよりは、疑問という方が正確だろう。

　同級生達と接している時の羽鷺は、微笑ほほえみ、普通に話し、普通に振る舞っているように見える。だがそれは、「話しかけられれば」という条件付きだ。教室で、羽鷺が自発的に誰だれかへ話しかけたりする姿は見た事がない。教室にいる時は自席から窓の向こうを眺めていたり、読書をしているだけだ。何と言えば良いのか……俺には羽鷺が、寂さびしそうに見えるのだ。もしも彼女が孤独を抱かかえているのなら、それがあの夜の行動に関係しているのかもしれない。

　何な故ぜ、彼女は飛び降り自殺を図ったのだろう。

　何故、彼女は無傷だったのだろう。

　未いまだ彼女に関する疑問は多い。

　確かな事は、初めて出会った時の彼女は涙していたという事だ。誰だれとも積極的に関わろうとしない彼女の態度を見ていると、俺おれに初めて出会った時の、彼女の弱々しい姿がどうしても思い出されてしまう。もしも教室で見かける彼女の普通の振る舞いが、無理をして作った体てい裁さいなのだとしたら……彼女の瞳ひとみの奥には、得え体たいの知れない絶望が潜ひそんでいるように思えた。

　先生から簡単な連絡事項を聞いた後に、ホームルームは解散となり、予鈴と共に生徒達の下校時間となる。生徒達が席を立って帰る波に紛まぎれ……気がつけば羽う鷺さぎの姿も消えて行った。

　今日の掃そう除じ当番である弘ひろ樹きの泣き言を聞きながら、俺も教室を後にした。

　昇降口で上うわ履ばきから靴へと履き替え、校舎の外へ出ようとする。すると、教室内でも微かすかに聞こえていた雨音が、一気に濃いものへと変わる。空の模も様ようは、午前中とは豹ひよう変へんしていた。

　光に溢あふれていたはずの青空はいつしか曇り、今は涼やかな雨を降らせている。迂う闊かつにも今日は自宅の玄関先に傘かさを忘れて来てしまったため、雨の降りしきる校庭を、やむなく駆かけて突つっ切きるしかなかった。校門横の自転車置き場には、雨宿りできる屋根があるのだ。俺は一いち目もく散さんにそこを目指し、自転車置き場の屋根の下へと滑り込んだ。

　自転車置き場へ来たのは、ある人物とそこで待ち合わせをしていたためだった。

　その人物を待ちながら、する事のなかった俺は、周囲の雨音に耳を澄ましてみた。

　自転車置き場の屋根を叩たたく雨音。薄い屋根の上を跳ね回る雨う滴てきの音に埋うもれながら、俺は下校して行く生徒達の傘を見守っていた。どのくらいの間そうしていただろうか。

「うっをーい！」

　雨音の中に、聞き覚えのある甲かん高だかい声が混まじって聞こえる。どうやら俺と待ち合わせていた人物が現れたようだ。

　校門の向こうに待ち人の姿が見えた。下校中の他の生徒の目がある事もあるが、別にそんなにわかりやすく大きな声を出す必要はない気がした。おかげで目立って仕方がない。

　ポニーテールに結ゆった黒くろ髪かみ。無む垢くな瞳をキラキラ輝かせた、遠目からでも天てん真しん爛らん漫まんなのが見てわかる元気いっぱいの少女である。彼女の小さな身体からだが、ピョコピョコ跳ねるように近付いてくる。彼女は水色の傘を差しており、さらにもう１本、予備の傘を片手に提さげている。

　俺に傘を届けに来てくれた彼女は、冴さえ上がみ愛あい架か。────妹だ。

　愛架は飼い主を見つけた子犬のように、嬉うれしそうに俺へ手を振って見せている。

「お待たせー。待った？」

「悪かったな、わざわざ忘れた傘を届けに来てもらって」

「ふふー。困った兄を助けるのも、良い妹の役目だからね！　気にしないでよ！」

　愛架は、半はん袖そでシャツから覗のぞいた自分の細い腕で、ありもしない力こぶを作って見せた。俺は愛架から受け取った傘を開くと、ようやく雨の降る帰路を歩き出す。傍かたわらには妹が並んで歩き始めた。

　愛架は白いシャツにスカート、水色のリボン型ネクタイという服装だ。それは愛架の中学校の制服で、うちの高校の界かい隈わいでは浮き立って見えるものでもある。制服だけではなく、先さき程ほどの大声。とにかく目立っており、下校中の他の生徒達から、チラチラと視線が向けられている。

「……愛あい架かはいつでも何ど処こでも目立つよな。良い事なんだか、悪い事なんだか」

　俺おれのその言葉に、愛架は真まっ平たいらに近い自らの胸を張り出し、得意げに言った。

「良い事だよ！　うちのクラスの先生が、良い意味でも悪い意味でも目立つ人間になりなさいって言ってたよ。この鬱うつ屈くつした世の中、とにかく目立つ人にならなきゃ駄だ目めなんだぞって」

「……いや、悪い意味では駄目だろ。なんか色々やばそうな先生だな、お前のクラス担任」

　半なかば呆あきれながら、俺は呟つぶやく。とりあえず愛架の担任の先生について掘り下げる事はやめた。

　駅へ向かう最さい中ちゆう、今日は愛架が、やたらとにやけている事に気が付いた。

「どうかしたのか。今日は機き嫌げんが良さそうにしてるけど」

「ありゃー、わかっちゃう？　今日ね、女の子友達だけで久しぶりにカラオケへ行くの。お小こ遣づかいの貯金も貯まってきたし、たまには贅ぜい沢たくしようと思ってさ」

「……それで今け朝さ、俺に夕食当番の順番を代われって言ってたのか」

「うん！」

　力いっぱいに頷うなずく愛架。

　我が家では、家事は当番制なのである。今夜は愛架が夕飯を作る係であったのだが、今朝になって当番を代わって欲しいのだと、愛架から頼まれていた。理由が判明して、俺は納得する。

「事情はわかったけど、明日休みだからって遅くなるなよ。車に気を付けろ。門限は守る事」

「んもう、１つしか歳変わらないのに、そうやってすぐ子供扱いしないでよー！」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせて言う愛架。俺は微笑ほほえむ。全く以もつて愛架はいじりやすいから困る。何だってこうも些さ細さいな事でムキになってくるのだろう。反抗期なのかもしれない。だとしたら愛架も色々と大人おとなになっていくのだと、しみじみと感じた。何だか愛架が無性にかわいく思えて、思わず俺は「よしよし」と頭を撫なでてやる。頭を撫でられた愛架は、俺の腕を振ふり解ほどこうとしながら、「やめてよー」と言って頬ほおを染そめて身み悶もだえていた。

「……えっと。あ、あのさー。……誠せい一いちもたまには、一いつ緒しよにカラオケ行きたくない？」

「女の子友達だけで行くんだろ。男の俺が行くのは、どう考えても野や暮ぼってもんだろ」

「んーそっか。そうだよねえ……」と、残念そうに萎しおれる愛架。

「変な事を言う奴やつだな。それに俺、今日はバイトあるから。どっちにしろパスだったよ」

「バイトって、あの繁はん盛じようしてない本屋の？」

「そう、繁盛してない本屋の」

　愛架の言葉に相あい槌づちをうちながらも、俺は何となく語調を暗くして続けてしまう。

「俺の歳でも雇ってくれるバイト先は、あの本屋くらいだしな。少ない生活費に手を付けなくても小遣いを稼がせてくれるんだから、ありがたい事だよ」

「……」

　俺おれが口にした「少ない生活費」という単語を耳にしたせいか、愛あい架かは何も言わなかった。

　……５年前に起きた〝東とう京きよう内ない戦せん〟で、俺と愛架は親父おやじと死別した。

　片親だった俺達兄妹は、親父が死んだ事で一切の経済力を失い、一時は浮ふ浪ろう児じとして路頭に迷っていた事もある。内戦で家族を失った人々は多く、とくに俺や愛架のように、両親を亡くして浮浪児になってしまう子供が大量に発生した事は、社会問題にさえなった。

　そこで日本政府が内戦後に打ち出したのが〝内戦孤こ児じ救済法〟である。

　この法律によって、俺と愛架は高校を卒業するまでの間だけ、政府より生活保護を受ける事が出で来きているのだ。つまり今の俺と愛架を生かしてくれている頼みの綱つなは、政府より毎月支給される学費や生活費だけなのである。支給額は多くなく、贅ぜい沢たくなどとは程ほど遠とおい生活だ。

　ふと、いつも駅まで向かう途中に見かける廃はいビルを見上げた。

　駅前の近代的な街並みの中に、その廃ビルがポツリと１つだけ聳そびえている。景観に似合わない、とても違和感のある建物だ。その廃ビルは６階建てで、元々は各階に居酒屋のテナントが入っていたのだろう。割れた窓の向こうには、寂さびれたバーカウンターなどが見えていた。

　あのビルも、内戦後に引き取り手がつかずに放置されたものなのだろうか。

「…………東京内戦か」

　思わず呟つぶやいてしまった。

　正史によれば────〝東京内戦〟とは政治の腐ふ敗はいによって急増した貧困者達が、怒りに任まかせて政府施設を攻こう撃げきした事がきっかけで始まったのだと言われている。霞かすみヶが関せきを始め、関東の環状線周辺の主要都市で次々に暴動が発生し、民衆が国家転てん覆ぷくを謀はかる反政府ゲリラと化した、事実上のクーデターでもある。特に新しん宿じゆく区の被害は酷ひどく、地下にあった巨大ジオフロントの爆ばく破は崩ほう壊かいで、蟻あり地じ獄ごくのようなクレーター状にくぼんでいる。その影響で、地上の建物はあらかた地中へと陥かん没ぼつしてしまった。新宿の傷きず痕あとは、今では新宿クレーターと呼ばれる程の惨さん状じようだ。

　あの内戦は俺が小学生だった時の事件だが……未いまだに、燃え盛る戦場と化した首都の、おぞましい光景を憶えている。駐ちゆう留りゆうアメリカ軍や自衛隊が押しかけ、暴動が鎮ちん圧あつされるまでの２日２晩、武ぶ装そうした反政府ゲリラとの激しい銃じゆう撃の応おう酬しゆうが繰り広げられていた。

　俺や愛架だけでなく、関東に住んでいた人々は、否いや応おうなくあの地じ獄ごく絵え図ずを目まの当あたりにした。

「……ねえ、行こうよ？」

　廃ビルを見上げていた俺の制服を、愛架が不安そうな顔で引っ張っていた。俺は苦笑して、愛架の頭を撫なでてやる。そんなこんなで、愛架と他愛もない雑談を続けて歩いていると、すぐに駅まで辿たどり着ついた。改札口を抜け、駅のホームで電車を待つ。俺のバイト先の本屋は、３つ隣となりの駅だ。しかしどうやら愛架は反対方向の電車に乗るらしい。ここでお別れだ。

　ホームで電車を待っている間、愛架は他愛もない身の回りの出来事を嬉き々きとして俺に話してくる。俺はいつも通り、愛架の話に頷うなずいてやっていた。

　ふと愛架は、思い出したように手の平を打って見せた。

「そういえば誠せい一いちは、〝赤帽子レツドハツトの噂うわさ〟って知ってる？」

「赤帽子レツドハツトの噂？　何だそれ」

　愛あい架かの問いかけは、全く予期していないものだった。愛架は悪戯いたずらっぽく俺おれをあざける。

「えー、やっぱり知らないのー、遅れてるー。誰だれのどんな願いでも叶かなえてくれるっていう、赤い帽子をかぶった怪人の噂だよ。今、うちの中学じゃかなり有名なんだから！」

「願いを叶えてくれる赤帽子の怪人か……あんまり怖くない噂だな。むしろ良い奴やつじゃないか」

「うーん、そうだねぇ。怪人とか言われてても、たしかに願い事を叶えてくれるだけだし。別に怖い感じじゃないかも。あーあ、あたしの願いも叶えて欲しいなあ」

「なんだよ、叶えて欲しい願いなんてあったのか」

「あるよ」

　愛架は、少し寂さびしそうに微笑ほほえんで言った。

　それが何かを聞こうと思った矢先、駅のホームへ、電車の到着を告げるアナウンスが流れる。

　愛架の待っていた電車が来たようだ。停車した電車の自動ドアが開くと、愛架は電車の中へ乗り込み、俺の方を振り返る。俺は小さく手を振りながら、愛架へ言ってやった。

「あんまり遅くならないうちに帰って来いよ」

　扉が閉まる。愛架を乗せた電車は、そうして俺の見えない何ど処こかへと行ってしまった。




　　　　■■■




　バイト先の本屋へ到着すると、アルバイト店員用のロッカー室へ向かう。そうして制服の上から店のエプロンを羽は織おると、俺はすぐに店内のレジへ立った。整然と並んだ本棚が、等間隔に列を作って並べられている。風景としては、ありふれた本屋の様相でしかない。

　……ただ案あんの定じよう、今日も客足はやや少ない。

　このバイト先の本屋は、駅から歩いて５分程ほどの場所にある中型の店舗だ。駅から近い立地条件ではあるが、メインストリートの裏側に位置しているせいか、客足はいつも芳かんばしくないのだ。大たい抵ていは、メインストリート側にあるライバル店の方を利用してしまうからだろう。客が少ない分にはアルバイトの身としては楽が出で来きて良いのだが、店長でなくとも、店の未来に少なくない不安を覚えてしまう。大丈夫なんだろうか、これ……？

　しばらくした頃、店内で本を物色していたＯＬらしき女性が、参考書コーナーの本を１冊手に取り、それをレジへと持って来た。俺にとって、その女性が本日の１人目のお客さんだ。女性の特徴を一ひと言ことで言えば、美人だ。目鼻立ちも、スタイルもなかなかに良い。少しウェーブがかったミディアムロングの黒くろ髪かみ。女性用のダークスーツで身を固めた、クールビューティ然とした女性だ。高圧的な吊つり目めが、ちょっとだけ怖かったりもする。

「いらっしゃいませ」

　俺おれは接客マニュアル通りの挨あい拶さつをしつつ会え釈しやくをする。女性が差し出してきた本のタイトルに目をやった。『推計統計学入門』。何とも難しそうな本である。

　俺は本へバーコードリーダーを当て、接客マニュアル通りに女性へ問う。

「カバーはおかけしますか？」

「いいえ、結構です」

　女性はそう答えると、何な故ぜか俺の顔を注視し始めた。……俺の顔に何か付いているとでも言うのだろうか。そんなにジロジロ見られると照てれるな。女性は不可解そうに尋たずねてきた。

「……あなた、何ど処こかで会った事が？」

「いえ、たぶん初対面ですけど」

　俺の返事を耳にしながらも、女性はやはり不可解そうな顔をしたまま訝いぶかしげにしているようだ。他人のそら似とか、既き視し感かんとか、そういったものを俺に感じているというのだろうか。

「……私の気のせいでしょう、忘れてください。ところで別件なのですけど」

　女性は気を取り直したのか、真ま面じ目めな表情で、スーツの懐ふところから小さな手帳のようなものを取り出した。黒い艶つやがかった手帳を、こちらへ開いてみせる。

　警けい視し庁ちよう刑事部、捜そう査さ第一課、秋あき月づき杏きよう子こ刑事。手帳の中には、そうした情報が書き込まれ、目の前の女性の証明写真が貼はり付つけられている。どう見たところで警察手帳だ。という事は、この秋月杏子という女性は警視庁の刑事という事になる。

「ある高校生に関して、この界かい隈わいで聞き込み調査を行っているところです。あなたも、この写真の人物に見覚えがあれば、何でも良いので情報をいただけませんか。誰だれかに会っていたとか、何かを言っていたとか。些さ細さいな事でも構いませんので」

　秋月刑事は懐から、今度は１枚の写真を取り出した。それを俺へ手渡してくる。

　個人的な理由で、あまり警察には関わりたくないのだが……仕事で情報を欲している秋月刑事を、無む下げに扱うのも可哀かわい想そうだ。俺は渋しぶ々しぶと渡された写真へ目を落とす。

　秋月刑事の差し出してきた写真には、１人の少年の顔が写し出されている。証明写真である。写真に写った少年は学生服姿であり、微笑ほほえみの欠片かけらさえ表情に覗のぞかせていない。

　意外な事だったのだが、俺は写真の人物に心当たりがあった。

「あー……この人ならよく見てますよ。うちの店の、立ち読み常連ですから」

「やはりそうでしたか」

　秋月刑事は、写真の人物がこの店の常連である事を知っている口振りだった。なるほど、それが調査済みであったから、何かしらの情報を求めてうちの本屋へ来たわけか。店員の俺へ声をかけたのも、日常的に店内の客を観察しているであろうと目星を付けての事なのだろう。

　しかし顔は知っていても、写真の人物の名前までは知らない。客は客でしかないのだから。

「俺がシフトで入ってる時は、ほぼ毎日見てる人です。これくらいの学校帰りの時間帯に来てて、いつも立ち読みばっかりしてますよ。そう言えば、今日は来てないですね」

　秋あき月づき刑事は俺おれから写真を回収し、別の質問を投げかけてきた。

「赤帽子レツドハツトの噂うわさ、というものを知っていますか？」

　あまりに予想外な質問であったため、次句を濁にごしてしまう。

　赤帽子レツドハツトの噂。さっき愛あい架かから聞いた、都市伝説の類たぐいの話だ。なんで刑事が、そんな根も葉もない噂について聞いてくるというのだ。写真の常連客と都市伝説、何か関係でもあるのか。

「ええ、まあ一応。……とは言え、そんなに詳しいわけじゃないんですけど。願い事を叶かなえてくれる、赤い帽子をかぶった怪人、でしたっけ。悪い奴やつじゃなさそうですよね」

「……噂の存在自体はご存じなのですね。この界かい隈わいでは、有名な噂なのですか」

「さあ、どうでしょうね。少なくとも、俺は今日まで聞いた事もなかったんですけど。知り合いの中学校とかその辺では、結構有名な話らしいですよ」

「その中学校というのは、何ど処こですか？」

「教えるのは構わないんですけど……都市伝説なんですよね。なんだか赤帽子レツドハツトが実在するみたいに聞こえますけど。どうして警察がそんな事を調べるんですか」

「捜そう査さ上の秘密ですので、申し訳ありませんが教えるわけにはいきません。ご容よう赦しやを」

　秋月刑事は答えない。見た目通りに、冷たい人なのかもしれない。俺は愛架の名前を出す事はせず、愛架の中学の名前だけを教えてやった。秋月刑事は俺から聞いた校名をメモ帳へ記載し、漢字の綴つづりが間違っていないかを俺へ確かめる。

　そうしてレジの会計までを終えると、会え釈しやくをしてお礼を言ってきた。

「お忙しい中、捜査にご協力いただき、ありがとうございました」

「いえいえ、刑事さんこそお仕事ご苦労様です。頑がん張ばってください」

　会計を終えた本を脇わきに抱かかえて店を去ろうとする秋月刑事へ、俺は僅わずかに芽生えた好奇心を抑おさえる事が出で来きず、つい呼び止めて聞いてしまう。

「ところで、その写真の人。何で調べてるんですか。何かの犯人？」

　秋月刑事は振り向きもせず、その場で立ち止まって言った。

「彼は昨日……第二新しん宿じゆくで自殺しました」

　背中越しにそれだけを告げ、彼女は店を後にして行った。




　　　　■■■




　あたしが知る限り、赤帽子レツドハツトの正体については、いくつかの説が存在する。

　例えば、夢破れた数学者の怨おん霊りようなのだとか。あるいは強力な力を持った悪魔が改心して、天使になった姿なのだとか。検証する方法がない以上、それらは全てが憶おく測そくであり、正確な事は誰だれも知らない。しかし大たい抵ていの噂など、そんなものである事は違いないだろう。

　正体などわからなくても、彼を呼び出す方法なら誰もがちゃんと知っていた。

　チャンパーノウン定数。

　０．１２３４５６７８９１０１１１２……といった具合に、小数点の後に、１から小さい順で十進表記の数字を並べた定数の事だ。まず、この定数を９まで手首に書く。次に携帯電話を取り出し、６６６─６６６６─６６６６へ電話をかけるのだ。電話番号が使われていないというアナウンスに構わず、後は受話口へこう告げるだけだ。

　────赤帽子レツドハツト様、私の願いをお叶かなえください────

「ねえ……やめようよ、涼りよう子こ」

「なによ、愛あい架か。怖いわけ？」

「当たり前だよ……！」

　あたしは、怖い噂うわさとか怪談とか、そういった類たぐいの話が大の苦にが手てなのだから。

　オレンジ色の淡い照明で照らされた、カラオケショップの一室。

　あたし達３人は歌もそこそこに歌い終えると、学校で噂になっている赤帽子レツドハツトについて話していた。そして好奇心に負けた友人の涼子が言い出したのだ。試してみようと。

　無論、あたしはそんなのは怖いから、反対するに決まっていた。

　それなのに、友人である凉子の悪ノリは留とどまる事はなかった。

　無む理り矢や理り、手首に数字を書き込まれ、あたしの携帯電話には、例の電話番号が入力されてしまっている。涼子に促うながされるようにして、もう１人の友人である奈な緒お子こも、面おも白しろがって電話番号を入力し終えている様よう子すだった。あとは全員、通話ボタンを押すだけで……噂通りであれば、怪人を呼び出す事が出で来きてしまう状況だった。

　１人だけ噂の実践を渋しぶっているあたしへ、凉子が悪戯いたずらっぽく笑って言った。

「大丈夫だって。単なる噂話でしょ。もしも本当に赤帽子レツドハツトが出て来ても、願い事叶えてくれるだけなんだし、別に悪い事は起きないんだから良いじゃん。面白そうだよ！」

「そうよ。むしろ噂が本当だったら、私達の願い事、叶えて貰もらえるはずよね」

　奈緒子も同意している。全く、どれだけ怖いモノ知らずな２人なのだろう。

　２人は遊び半分に赤帽子レツドハツトを呼び出す儀式を行おうとしているのだ。

　たしかに赤帽子レツドハツトは、噂によれば呼び付けた人間の願いを叶えるというだけの怪人であり、人へ危害を加える存在ではない事になっている。しかし……相手は超常的な存在。いくら無害とは言え、赤帽子レツドハツトが異質で正体不明の〝何か〟には違いない。果たしてそれを呼び出してしまう事は良い事なのだろうか。あたしは不安と背徳感を拭ぬぐい切れずにいた。

「隣となりの第一中にさー、サッカー部の超かっこいい坂さか本もとって先せん輩ぱいいるじゃない？　噂だと、坂本先輩の所に赤帽子レツドハツトが現れたんだって。全国大会で勝てるようにお願いしたらしいよ」

「え。第一中って……たしか今年の全国大会で優勝したんだよね？　ニュースで見たけど」

「そう！　あれも実力なんだか、赤帽子レツドハツトのおかげなのか。後者なら私もあやかりたいわー」

「でもだとしたら変だよね。確かこの前、隣のクラスの優ゆ美みちゃんとか、宮みや川がわ先輩とかも試したけど何も起こらなかったって言ってた。他にも試してる人はいるみたいだけど、現れたり現れなかったりするって事なの？　赤帽子レツドハツトが現れる条件って、他にも何かあるのかしら」

　確かに最近、教室でも面おも白しろ半分に赤帽子レツドハツトの噂うわさを試している生徒達がいるのは、あたしもよく見かけている。しかしいつも決まって何も起こらないため、やはり赤帽子レツドハツトの噂はデタラメなのだと思われていた。奈な緒お子こが冗談っぽく言った。

「心の清らかな人の所にしか現れない、とか？」

「何それ、笑える。どうやったらそんなもんがわかるのよ」

　話が盛り上がっている２人の傍かたわらで、あたしだけがまごついていた。噂を試す事に抵抗のあるあたしの胸中を察したのか、凉りよう子こが補足を入れてきた。

「大丈夫だって、愛あい架か。ただの噂なんだから、どうせ何も起こらないって。出て来たところで願いを叶かなえて貰もらえるんだから、百利あって一害なしじゃん？」

「…………うう…………本当に、今回だけだよ…………？」

　凉子の押しに敵かなわず、あたしは気乗りしないながらに、了承せざるを得なかった。

　あたし達３人はお互いに顔を見合わせ、「せーの」のかけ声の後、同時に通話ボタンを押した。それぞれ、携帯電話を耳に当てながらコール音が始まるのを待つ。悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでいる凉子と奈緒子。不安を抱かかえたまま２人の表情を見ている内に、あたしの耳元でも電話のコール音が始まってしまう。コール音は長く続く事もなく、すぐに途と切ぎれてしまった。

『……お客様のおかけになった電話番号は、現在使われておりません。もう１度、電話番号をお確かめになった上、おかけなおしください』

　受話口に聞こえるのは、かけた電話番号が存在していないという、お決まりの自動アナウンスの音声だった。あたし達は、凉子が言う「せーの」のかけ声に合わせ、送話口へ言った。

　────赤帽子レツドハツト様、私の願いをお叶えください────。

　あたし達はそれぞれに電話を切って、自分の携帯電話を見下ろした。

　すぐに室内を覆おおう無言の沈黙。危険はないはずだというのに、それでも鼓こ動どうは荒くなり、緊張のせいで息苦しさを覚える。カラオケルームは防音室となっているため、周囲の部屋の雑音など聞こえはしない。静けさの中、自分の鼓動だけが音として聞こえてくるようでさえあった。

　あたし達は何かおかしな事が起こっていないか、周囲へ気を配る。

　だが……室内は電話する前と変化はなく、あたし達自身にも、何か起きた様よう子すはない。

　息を殺したまま、どのくらいの沈黙が続いた頃だっただろうか。

「……なーんだ、やっぱり噂だったんじゃん！」

　長い沈黙を破ったのは、凉子の陽気な声だった。凉子は背後のソファへともたれかかった。

　凉子の悪ふざけに賛同してはいたものの、やはり緊張していた奈緒子も、安あん堵どした様子でソファへと腰こしかける。あたしも凉子の一ひと言ことで緊張が解けたせいか、１つ息が漏もれた。

　なんだか肩の力が抜けてしまい、あたしもへたり込むようにソファへ腰かけた。

「…………良かったぁ、何も起きなかった」

　もう心底から安あん堵どして、あたしは深い溜ため息いきを漏もらしてしまう。

　しばらくそれぞれが呆ぼう然ぜんとしていた後に、あたし達はようやくお互いに視線を交かわし、笑い出してしまう。先さき程ほどまで手に汗を握って、青ざめていた自分達がおかしく思えたのだ。

「もー、本当に赤帽子レツドハツトが出て来たらどうしようかと思ったよ。凉りよう子この馬ば鹿か」

「でも、ちょっとスリルがあって面おも白しろかったっしょ。それにー、赤帽子レツドハツトが出て来たなら願い事叶かなえて貰もらえるんだよ。別に出て来ても良かったじゃん」

　結果オーライだった事を強調して、カラカラと笑い飛ばす凉子。

　奈な緒お子こは、そんな適当な態度の凉子へと尋たずねた。

「でもさ、もしも本当に赤帽子レツドハツトが出て来てたら、みんなは、どんな願いを叶えて貰うつもりだったの？　凉子ちゃんとか、何を頼むつもりだった？」

「そりゃー決まってんでしょ。私は絶対、志望校合格よ。今の世の中、ものを言うのはやっぱり学歴なんじゃん？　学歴さえあれば、人生安あん泰たいよ。そう言う奈緒子こそどうなのよ」

　凉子に問い返された奈緒子は、照てれくさそうに微笑ほほえんで答えた。

「私は、カッコイイ彼氏が欲しい、とか？」

「あー、それも有りだったなー！　いや、むしろ大正解かも」

　奈緒子の願いに、してやられたと涼子は膝ひざを打つ。間を置かず、涼子はあたしの方も見る。

「で、愛あい架かは？　どんな事願うつもりだったのよ」

「え、えっとね、あたしは……」

　あたしは少しだけ言いい淀よどんでしまう。何と言えばいいのか、気持ちがうまく言葉にならなかったのだ。どう言おうか、少しモヤモヤと考えた後、私は一番率直だと思う表現で答えた。

「あたしは……お金が欲しい……のかな」

「ええええええ！」

　途と端たんに、凉子が目め一いつ杯ぱいに不服そうな声を上げる。

「このご時世に希少なくらいピュアっピュアしてる愛架ともあろう子が、実はお金が欲しいだなんて現実的な事考えていたなんて、お姉さんはショックよ！」

　凉子はあたしの肩に手を乗せながら、演技がかった仕草で泣なき崩くずれて見せる。それを見て、奈緒子がクスクスと笑っていた。だがあたしは、凉子の言葉に構わず続けた。

「あたしのね……大切な人のために、必要だから」

　目を細めて照てれてしまう。

　大切な人……そう、あたしにとってはかけ替えのない、大切な人のためだ。

　気き恥はずかしさで俯うつむくあたしへ、奈緒子が薄く微笑みながら、改まって問いかけてきた。

「それって、愛架ちゃんの好きな人なの？」

「そんな、好きだなんて……！」

　あたしは、声を震ふるわせて狼ろう狽ばいしてしまう。

「愛あい架か、あんたまさか悪い男に騙だまされてるんじゃないでしょうね」

「あり得るよね……愛架ちゃんだったら」

　凉子の言葉に同意する奈な緒お子こ。「そんなんじゃないよ」と必死に弁明するあたしを抱だき締しめ、凉子は「かわいいよー」といつも通りに頬ほおずりをしてくる。心配をされたような、からかわれたような。あたしはちょっとだけ複雑な心境で、やはり唇くちびるを尖とがらせて拗すねてみる。

　そうしてあたし達がふざけ合っている時だった。

　唐とう突とつに────室内の照明全てが消える。

「……え？　何、停電？」

　思わず凉子が、消えた天井の照明を仰あおいで呟つぶやいた。どうやらあたし達の部屋だけではなく、廊下の向こうに見えている他の部屋も、突然天井照明が消えてしまったようだ。停電しているのは店全体なのだろう。窓のない室内は外からの明かりも差さず、暗くら闇やみに淀よどんでしまう。あたし達はお互いの顔すらよく見分ける事が出で来きない状況に陥おちいる。

『……人は自らの未来に希望を抱き、その成じよう就じゆを願いながらに生きる』

　あたしが全く知らない男の声。それが唐突に、あたしのすぐ隣となりの空間から聞こえて来た。

　その声の登場に、あたし達は背せ筋すじに冷水が流れたかのような寒気を感じた。過か剰じような冷房が効きいてでもいるのだろうか、先さき程ほどよりも濃くなった室内の冷気が、得え体たいの知れない肌はだ寒ざむさを感じさせる。声の発生源へと……あたし達は恐る恐る首を巡めぐらせた。

　部屋の最さい奥おう部ぶのソファに、その男は膝ひざと腕を組んだ格かつ好こうで優雅に腰こしかけていた。男の手前のテーブルの上には、いつの間にか見知らぬ携帯電話が開いて置かれていた。男の持ち物だろうか。その携帯電話の小さなディスプレイから溢あふれ出でる光で、男は姿を闇の中に浮かべている。

　男は黒いタキシード姿で、円筒形の赤いシルクハットをかぶっていた。

『何な故ぜだろうね。人は自らの生を輝かせる事を、生きる目的として据すえている。しかしどんなに眩まばゆい光であったとしても、それは死によって失われてしまう呆あつ気けないものでしかない。最初から失う事が前提の命を、人は何故にそれでもなお輝かせたいと願うのか』

　凍り付くあたし達などお構いなしに、男は悠ゆう然ぜんと立ち上がる。

『知っているだろう。僕は君達の願いを叶かなえ、あるいは未来無き者達を楽園へ導く存在だ。輝けずに燻くすぶる者、理想通りに生きられなかった者。そんな君達と僕は、実は酷ひどく似に通かよっている』

　テーブルの上に置かれた携帯電話の照明が、下から照てらすスポットライトのように、赤いシルクハットの男を不ぶ気き味みに闇の中で照てらし出す。主人へかしずく執しつ事じのように、男は片手で虚こ空くうに半円を描いて、恭うやうやしく胸元に当ててお辞儀をして見せた。

　シルクハットの鍔つばの下から覗のぞいた唇くちびるだけが、微笑ほほえみの形に歪ゆがんでいる。その微笑みは、邪よこしまな思いの混まじらない爽さわやかなもので……だが、氷ひよう塊かいに入ったひび割れのように冷たい。

『君達は僕の事を赤帽子レツドハツトと呼ぶ。君達の願いを────承知した』







Phase2：コペンハーゲンの怪人







　物心ついた時から、親と呼べる存在は父親１人だけだった。

　眼前で執とり行われている葬そう儀ぎは────その父親のものでもあった。




　特設された簡易祭さい壇だんの前に、整然と立ち並ぶ多くの人々。合同葬祭式場の祭壇には、死者に手た向むけられるはずの、献花の１つさえも用意出で来きなかった。救援物資さえも満足に行き渡らない廃はい墟きよと化した東とう京きようの街並みでは、このような簡易葬を行うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　纏まとわり付くような冷たい冬の大気に満たされた街。

　戦災によって傷付いた人々はその日、失った大切な誰だれかのために冥めい福ふくを祈っていた。

　祭壇の目前に並び、すすり泣く人々の中、俺おれと妹も立っていた。

　何な故ぜなのだろう……不思議と涙は出て来なかった。

　決して悲しくなかったわけではない。悲しくないはずなどない。

　父の悲報を知った瞬しゆん間かんから、胸中はずっと、引ひき裂さかれんばかりの痛みに悲ひ鳴めいを上げ続けている。それなのに、俺は泣く事だけが出来ずにいた。隣となりで項うな垂だれている愛あい架かは、目を赤く腫はらすほどにまで泣き喚わめいている。それなのに俺は、『泣く機能』が壊こわれてしまっているとでも言えば良いのか。虚うつろな双そう眸ぼうは、潤うるむ事すらも叶かなわない。

　死者を悼いたむその葬儀は、実にささやかに、そして厳おごそかに執り行われていった。

　祭壇の前へ、経を唱える僧侶が入場する。人々は死者達へと黙もく祷とうを捧ささげた。経が始まるなり、すぐに泣なき崩くずれる者。故人を亡くした悲しみの重さに耐えかね、項垂れてすすり泣く者。中には付き合いだけで葬儀に参加しているのか、退屈そうな顔をして葬儀が終わるのを待つ人々の姿も見受けられた。

　そこには実に様々な人々の姿があった。

　死を悲しむ者。

　死に無関心な者。

　何故、こうも違うのだろうか。人の死を悼む目的で集まった者同士であるというのに、その振る舞いも、考え方も、バラバラで不ふ揃ぞろいでしかない。人の死を分かち合っているはずだというのに、それぞれがまるで性質の違う死を扱っているかのようですらある。

　俺の胸中は無感動に、ただ呟つぶやくような結論を綴つづるしかなかった。

　────ああ、死とは、誰とも分かち合えないものなのだ。

「……泣けないのかい」

　すぐ背後。知らないおじさんが、俺に言葉をかけた。俺は振り向かず、ただ涙を流せないまま祭壇を見上げ続けていた。黙ったままの俺の背中を見守りながら、知らないおじさんは残念そうに、語調を下げて言った。

「……そうかい。その歳で、可哀かわい想そうにね」

　言われて、俺おれは自分が可哀想な人間なのかと自問する。

　自分の境きよう遇ぐうは、何ど処こにでも転がっているような不幸な話の１つ程度にしか思えなかった。

　幼少の頃に母親とは死別し、その後は父親の手一つで育てられてきた。俺や愛あい架かを養うためという理由もあったのだろうが、刑事だった父親は事件を追ってばかりの仕事漬けで、ロクに家へも帰って来なかった。そして……あの内戦の炎の中、俺の知らない何処かで死んでいた。

　自分とは、ほとんどの時間を共有してこなかった父親。

　父親はまるで、他人のような家族であった。

　泣けない理由は、もしかしたらそのせいなのだろうか。まるで他人のような家族だったから、心の底から悲しいとは思えないのだろうか。だとしたら、自分とは何と冷れい酷こくな人間なのだろう。

「泣けないからと言って、自分を卑下する事はないよ」

　俺の胸中を見み透すかしたように、背後のおじさんは話を続けてくれた。

「大事なのは、この場で涙を流せるかどうかじゃない。人の死が……人間が死ぬという事が、悲しい事なのだと理解できる事だ。君が当然のように感じているその思いが、大切なんだ」

　おじさんはそれだけを俺に言って、後は黙り続けていてくれた。

　だがその時の俺には、おじさんの優しさなど理解出来なかったのだ。ただどうしようもなく胸の奥が空っぽだった。まるで風穴でも開いているかのように虚きよ無むで、漠ばく然ぜんとしていた。

　────俺はただ、『言葉』が欲しかったのだ。

　どんな言葉なのかなんてわからない。誰だれかにかけて欲しかった言葉なのか、自分で言いたかった言葉なのか、そんな単純な事さえもわからない。でも俺は、確かに言葉を欲していたのだ。空っぽの胸の隙すき間まを埋うめられるような、不確かで、曖あい昧まいで、けれど優しい何か。この絶望や、この乾いた虚無の全てから、自分を救い出してくれるような、圧あつ倒とう的てきで絶対的な一ひと言こと。

「……たぶん〝言葉〟が欲しいんだ」

　俺は無意識に、だが背後の知らないおじさんへと、訴えるように呟つぶやいていた。

「もう愛架が泣かなくて済むような……俺のこの気持ちが救われるような……そんな言葉が」

　おじさんは、うわごとのような俺の話に耳を傾かたむけてくれていた。だが、何も答えなかった。俺の虚むなしい呟きは、辺りに漂ただよう焼香の香りとお経の中へと霧散して行く。

　だがやがてその呟きに、おじさんは言ったのだ。

「……見付からないのなら探し出すと良い。何処にもないのなら、創り出せば良い。私達はまだ生きているんだ。これから始められない事なんて、何１つないさ」




　　　　■■■




　目が覚めると、ベッドの上に突つっ伏ぷして寝ていた事に気付く。

　ベッドの上で上体だけを起こすと、大きく伸びを１つした。ベッドのすぐ傍そばには、眠る直前まで読んでいた本が開かれて置かれている。

　本屋のバイトから帰って来た後、読みかけだった本を読んでいたのだが……どうやら疲れていたのだろうか、ついつい眠りこけてしまっていたらしい。

　自室で目覚めた俺おれは、壁掛けの時計で現在時刻を確認する。もう夜も10時半だ。

　愛あい架かは門限までに帰って来たのだろうか。隣となりの愛架の部屋から物音は聞こえないが……終電で帰って来ようものなら、叱しからなければならないだろう。人を叱ったりするのは苦にが手てなのだが、父親がいない今、愛架にとって父親代わりになれるのは自分しかいないのだから仕方がない。

　俺は自室を後にして、隣の愛架の部屋へと向かう。自室を出ればすぐにダイニングキッチンとなっており、そこを経由して行く事が出で来きる間取りだ。ようするに、部屋を出ればすぐ隣に愛架の部屋の入り口が見えるのだ。

　部屋には明かりが点ついておらず、中から物音さえもしない。寝ているのかもしれない。こっそり扉を開けて様よう子すを覗のぞき見みようかとも思ったが……ついこの前にも、ノックをせずに扉を開けた時にはずいぶん酷ひどくブーたれた。２日ほど口をきいて貰もらえなかった事もあった。まったく年頃の少女は難しい。……子供扱いするなとも言っていたし、ここは愛架を信じて、部屋を覗くのは止めておこう。そう思った。

　寝ね惚ぼけ眼まなこのまま自室へ戻ったところで、ようやく窓の向こうの雨音に気が付く。

「明日も雨なのかね……」

　自室のガラス窓の向こう側を、降りしきる雨う滴てきが線を描いて滑り落ちて行く。夜の雨に濡ぬれた景色は、いつもと代かわり映ばえのしない、市営住宅の２階から見える夜景でしかない。

　俺と愛架の住んでいるこの周辺は、市営のマンションが建ち並んでいる住宅街だ。東とう京きよう内ない戦せんで家財を失った人々が暫ざん定てい的てきに住んでいる、仮設住宅街と言う奴やつだ。仮設とは言え、ここ５年くらいの間に立てられた建造物ばかりであるため、街並みの景観としては近代的で、やや洒落しやれた雰ふん囲い気きではある。俺の住んでいるマンションも新しいし、なかなかに住み心地は良い。

　目が覚めてしまった事もあり、俺は再び眠くなるまでの間を、さっきまで読んでいた本の続きに耽ふけって過ごす事にした。ベッドに仰あお向むけで横たわりながら、頭上に掲かかげて開いた本の文字に目を通していく。こうしている時間は、１日の中でも格別に心地良い時間なのだ。

　────君はどうして本を読むの？

　ふと、羽う鷺さぎの言葉が脳のう裏りをよぎった。

　聞かれた俺は嘘うそ偽いつわりのない本心を答えたつもりだった。「好きとか嫌きらいだからではなく、読まなくてはならない気がするから」なのだと。羽鷺からすれば、わけのわからない回答だった事は間違いないだろう。実際のところ……あの答えは事実の一部でしかないのだから。

　本当のところ、自分が本を読みあさっている理由には、何となく気が付いているのだ。

〝欲しかった言葉〟に出会いたいからだ。

　おそらく俺おれの心の中には、「言葉にしたい。けれど上う手まく言葉にならない」という、行き場のない気持ちがある。胸の内にしか留とどまれなくて。けれど言葉にしなければ誰だれにも理解されなくて。それなのに言葉にして吐はき出せない、苦しい思いがある。そうした形のない、あらゆる思いに言葉という姿を与えたくて。未いまだ形のないそれら言葉の中に、満たされない自分の心を潤うるおしてくれるような、欲しかった言葉がある事を信じているのだ。

「あの時……」

　俺は呟つぶやきながら、頭上に掲かかげていた本を下げ、枕元へと置いた。そして天井を見上げる。

　何となく、過去に参加した合同葬そう儀ぎの事を思い出してしまったのだ。

　────あの時の自分は、いったいどんな言葉を欲していたのだろう。

　今でもわからない。今でも答えは出せていない。

　死んだ父親に対する憐あわれみの気持ち。涙する事すら出で来きなかった、自らを軽けい蔑べつする気持ち。様々な気持ちが入いり交まじった絶望の中で、俺は自分を救ってくれるような優しい言葉を求めた。俺はあの時見つけられなかった言葉を、今でも探し続けているのだろうか。多かれ少なかれ、きっと誰の人生の中にだって、見つけられなかった言葉や、欲しかった言葉はある。

　誰だって、きっと何かを探して生きているのだ。俺だけじゃないだろう。

「……」

　そこまで考え、何となく自じ嘲ちよう的てきな気分になって、浮かんだ苦にが笑わらいで頬ほおが引ひき攣つる。今の独ひとりよがりな考えは、もしも口にしたなら恥はずかしい気がしたからだ。

　照てれくさい気分を誤ご魔ま化かしたくなったせいか、今日は本の続きを読む事は止める。目が覚めてしまった事もあり、眠くなるまでダイニングでテレビでも見ていようかと考えた。

　思うが早いか、俺は自室を後にする。

　食卓に腰こしかけ、テレビの電源をリモコンで操作する。液晶テレビが点つくのに、時間はかからない。何か面おも白しろい番組がやっていないか、俺は適当にリモコンをいじってみるが、もう９時ドラマなどは終了している時間帯である。目に付くのは、どの番組も深夜のニュースばかりだ。

「…………集団ピストル自殺事件？」

　印象的なテロップが付けられた事件報道に、思わずリモコンを操作する手が止まる。

　ニュースが報じる内容は簡潔だった。

　学校でいじめに遭あっていた少年少女達が、自殺志願者となった。彼かれ等らはインターネットを経由して集まり、何ど処こかから入手した拳けん銃じゆうで集団自殺。自殺の決行場所は第二新しん宿じゆく駅の駅前と報じられていた。

　思い出す……昼間に出会った刑事は、「彼は昨日、第二新宿で自殺した」と言っていた。

　もしかして、俺が見せられた写真の人物は……この事件で死んだのだろうか。

　俺は集団ピストル自殺事件に、ちょっとした興味を抱いてしまった。もう少しだけニュースの詳細を聞いてみる事にする。

　警けい察さつの捜そう査さの結果、集団ピストル自殺事件には、大きく３つの不ふ審しん点てんが存在するという。

　１つ目。自殺者達の遺書に、おかしな記述がある点だ。

　死んだ彼かれ等らの自宅からは、それぞれに遺書が見つかっているらしい。その遺書の中には、生まれ変わるという単語がいくつも散見出で来きたという。「この勝負に勝って生まれ変わる」、あるいは「生死を賭かけた勝負に勝てたなら、自分は変われる」。そんな内容らしい。ピストル自殺をする事で、彼等は何な故ぜか自分の人生が良い方向へ変わるのだと信じていたという事になる。これから自らの未来を閉ざそうとする人間が、最さい期ごに残す遺書へ、変身願望にも似た自分の未来の希望を書かき綴つづっているというのだから、確かに言われてみれば変だ。

　２つ目。自殺者達は、何ど処こから拳けん銃じゆうを手に入れたのか。

　自殺したのは、一般的な学生の身分である少年少女達だ。彼等の経歴からは、犯罪シンジゲートやヤクザとの関係性は見あたらないらしい。一般人がどうやって銃火器を入手する事が出来たのか、その出で所どころが謎なぞに包まれているのだという。

　３つ目。あり得ない〝偶然の連続〟。これが一番大きな不審点なのかもしれない。

　ピストル自殺者の数は７人。いずれも同型の回リ転ボ式ル拳バ銃ーを使用しており、いずれの銃も装そう弾だんされていた実弾は１発だけ。現場の目もく撃げき証言によれば、自殺者達は皆、弾倉を回してから１回目の引き金で頭部を接せつ射しやしたのだという。

　つまり７人は全員、ロシアンルーレットを行って死んだ事になるのだ。

　１回目の引き金で弾たまが出る確率は６分の１。

　そして７人とも、１回目で見事にその確率を引き当てて死んで見せた。

　７人全員が６分の１を引き当てる確率は、６の７乗分の１。

　つまりこのピストル自殺事件の状況が発生する確率とは────

「────約28万分の１？　こんな事って、起こり得るもんなのか……？」

　いつの間にかニュースへ食い入っていた俺おれは、無意識に呟つぶやいてしまっていた。

　そんな時、唐とう突とつに自分の部屋から、携帯電話の着信音が聞こえた。

　部屋の壁越しにも聞こえる着信の音量に驚き、俺は思わずその場で背せ筋すじを正す。

　こんな夜遅くに、いったいどんな非常識な奴やつが電話をかけてきたというのだろう。電話の着信音で愛あい架かが起きてしまう事や、近所迷惑になる事を心配して、俺は小走りで自室へと戻る。ベッドの上に転がっていた携帯電話を取り上げてみると、全く知らない電話番号からの着信である事がわかった。……悪戯いたずら電話だろうか。

　鳴り止む様よう子すがないため、俺は渋しぶ々しぶと受話口を耳に当て、電話に出る事にした。

「……もしもし」

『そちらは、冴さえ上がみ誠せい一いちさんの携帯電話で間違いありませんか？』

　何処かで聞いた事のある女性の声が、受話口の向こうから聞こえてきた。だが……誰だれだっただろうか。すぐに思い出せない。俺おれは「そうです」と簡潔に答えた。すると電話の向こうの女性は、すぐに次の質問を投げかけてきた。

『妹の冴さえ上がみ愛あい架かさんは、ご在宅でしょうか？』

「……？」

　愛架が帰って来ているかどうか。何な故ぜ、この女性はそんな事を問いかけてくるというのだ。

「……失礼ですけど、どちら様ですか？」

『失礼しました。私は警けい視し庁ちよう刑事部、捜そう査さ第一課、秋あき月づき杏きよう子こ刑事です』

　秋月刑事。その名前で思い出した。夕方頃、バイト先の本屋で出会った女刑事である。電話越しの声では、すぐにわからなかった。だがおかしい。俺は、秋月刑事に携帯電話の番号など教えていない。つまり〝調べられた〟という事になるわけだが……嫌いやな予感がした。

　愛架が在宅かどうか。秋月刑事は俺にそれを問いかけてきている。

　何故、そんな事をいちいち俺へ聞いてくるのだろう。猛もう烈れつに嫌な胸騒ぎが始まる。

　……俺は再び愛架の在宅を確認するために、自室を後にする。

　もう１度、訪れた隣となりの愛架の部屋。やはり電気は灯っていないようだった。思い切ってノックをしてみるが返事はない。顰ひん蹙しゆくを買っても構わない覚悟を決め、俺は扉を開けようとノブを掴つかんでみる。鍵かぎの付いていない扉は、いつも通りに容易たやすく押し開ける事が出で来きた。

「………………帰って……ない……！」

　受話口を耳に当てたまま、俺は愕がく然ぜんと呟つぶやく。愛架の部屋は無人だった。時刻は夜の11時さえも回っているのに……こんな遅くになっても愛架が帰って来ていない事はあり得ない。

　深夜に刑事からの電話。帰って来ていない妹。

　悪い想像は否いや応おうもなく凶悪なものへと変へん貌ぼうを遂とげていく。

「愛架に……妹の身に何かあったんですか……！」

　俺は込み上げてくる焦あせりを噛かみ潰つぶしながら、なるべく冷静を装よそおって問いただす。

　秋月刑事は一ひと言ことで、俺の嫌な予感に答えをくれた。

『冴上愛架さんは、誘ゆう拐かいされました』




　　　　■■■




　吹き抜けのドーム状になった駅構内の天井から生えた電光掲示板。それを見上げると、最終電車の到着時間が消えている。運転を見合わせているところであり、運転再開がいつになるのかわからない状況のようだ。俺が佇たたずむ改札口前。その向こう側に見えるのは、駅ホームへ向かう階段だ。そこには足止めを食らった人々が、長い行列を作って電車を待っていた。

　構内のざわめきの中、人々の行列を愕然と見やり、俺は荒い呼吸で肩を揺すっていた。

　秋月刑事から連絡を受け、いても立ってもいられずに家を飛び出て来てしまった。秋月刑事からは自宅で待機しているようにと指示されていたが、そんな指示に従える程ほど、今は気持ちに余裕がなかったのだ。何かしら行動を起こそうという気持ちばかりが逸はやり、俺おれは傘かさを差す事さえ忘れて、こうして雨の中を、息を切らせて走って来た。

　秋あき月づき刑事の話では、愛あい架かとカラオケで一いつ緒しよだった２人の女子生徒を、警けい察さつが保護しているらしい。保護された２人の証言では、愛架は突とつ如じよ現れた男に連れ去られてしまったのだと言う。詳しい事情がよくわからないため、今現在、秋月刑事が事情聴取を行っているのだと聞かされているが、つまり……愛架は誘ゆう拐かいされたという事になるのだろう。

　保護された２人と秋月刑事から、一刻も早く詳しい事情を聞き出したかったのだ。

　だから俺が向かおうとしているのは、２人が保護されているという第二新しん宿じゆく警察署だった。

　第二新宿行きの最終電車に乗ろうと、最も寄より駅の改札口までやって来たところまでは良かったのだが……車両点検の影響で、電車が遅ち延えんしているというのは予想外だった。

　この場へ至るまでの間、ずっと全力疾しつ走そうだった事もあるが、冷たい雨に身体からだが濡ぬれて疲ひ弊へいしてしまっているようだ。額ひたいに貼はり付つく濡れた前髪からは、脂あぶら汗あせとも雨う滴てきともわからない滴が流れ落ちる。思うように動かない自分の身体に苛いら立だちながらも、俺は周囲を見渡した。駅構内に入っている店舗はすでに営業時間を過ぎており、どこもシャッターが下ろされていた。シャッター前にも終電待ちの人々がたむろっており、各々に携帯電話で、何ど処こかの誰だれかとのメールや電話に耽ふけっているようである。

　どうしたものか。周囲の人々と同じように、このままここで終電を待たざるを得ない状況だ。だがこの瞬しゆん間かんにも、愛架の身に何か起きているのではないかと思えば気が気ではない。秋月刑事は、「詳細がわかり次第、ご自宅へ伺うかがってご報告します」と言っていた。だが今の愛架を取り巻く状況が、予断を許すとは限らないのだ。……１分１秒でも早く警察へ駆かけ付け、愛架の話を聞き出したかった。愛架が無ぶ事じでいるのだという事を確かめたかった。

　終電を待つよりも早く、何とか警察署へ着く事は出で来きないか。俺は思し索さくを巡めぐらせる。

「……タクシー。そうだ、タクシーだ……！」

　ここから第二新宿までともなれば、結構な代金を請求されるだろう。だが緊急事態である今は、金額など些さ末まつな事だ。金で解決できる問題であるのなら、何だって金で解決するつもりだ。実の妹の危機に、悠ゆう長ちような事などしていられない。

　迷ってる時間がもったいない。考えるが早いか、俺は行列待ちの改札口に背を向け、駅前のロータリーへと向かう。しかし俺と同じ事を考える人々も当然のように存在したようだ。タクシー乗り場の前も、終電に乗る事を諦あきらめた人々で行列が出来ていた。終電が来るのが早いか、タクシーに乗れるのが早いか。どちらも大差ないと予想される規模の大行列である。

「そんな……！」

　降りしきる雨に打たれながら、俺はその場で肩を落としてしまう。

　無意味とはわかっていても、俺は自分を責めずにはいられなかった。

　妹の危機に、さっきまで自分は何をしていたというのだろう。どうして愛あい架かが帰って来ていない事に気が付かなかった。どうして愛架をカラオケに行かせたというのだ。

　今いま更さらどうしようもない後悔が、怒ど濤とうのごとく押し寄せ、息苦しい肺を圧あつ迫ぱくする。

「…………愛架……愛架……！」

　情けなくて。思わず食くい縛しばった犬歯が、自らの唇くちびるへ浅く突つき立たった。裂さけた唇から滲にじんだ血の味が、口の中に広がっていく。その味を噛かみ締しめながら、俺はその場で項うな垂だれ続けた。耳の奥を、重たい雨音が埋うめ立たてていく。通り過ぎる人々が、雨中に佇たたずむ俺を奇異の目で見る。

　……どれくらいの時間、そうして雨あま晒ざらしのまま落ち込んでいただろうか。

　冷たい雨に打たれて項垂れていた俺おれへ、傘かさを差し出す小さな腕が見えた。

　その小さな腕は色白で華きや奢しやだ。どう見ても、少女のか細いものである。傘を差し出す腕が何者であるのか。俺は腕に沿って視線を這はわせて確認する。

「…………羽う鷺さぎ…………？」

　見間違える事のない、緑色の美しい瞳ひとみ。俺はその少女の名を呟つぶやいた。呆ぼう然ぜんとしている俺へ差し出されていたのは、羽鷺が柄えを握っている傘だ。

「……風か邪ぜ、引いちゃうよ」

　目の前に佇む彼女は、いつも通りの微笑ほほえみで、ただそれだけを言った。

　羽鷺の落ち着いた雰ふん囲い気きのせいか、俺はようやく、軽い錯さく乱らん状態だった頭が冷静さを取り戻し始めた気がした。羽鷺は自分の傘しか持っていなかったため、俺は彼女の傘へ一いつ緒しよに入れて貰もらう形となった。思いもよらぬ相あい合あい傘。俺と羽鷺は、まるで密接するような形で向かい合う。羽鷺とこんな時間、こんな駅前のロータリーで出くわす事になるなどとは予想もしていなかった。自分よりも小こ柄がらな羽鷺の姿を見下ろし、俺は彼女を簡単に観察する。

　赤いネクタイに、制服の白いシャツ。赤い眼鏡めがね。彼女はいつも通りの学校の制服姿である。しかしいつもと１つだけ違っていたのは────彼女の腰こしの後ろに１冊の分厚い本が括くくり付つけられていた事である。銀色の鎖くさりでがんじがらめに縛り付けられたその本は、封ふう印いんされているといった様相だ。本を縛る鎖の余った部分が、羽鷺の細い腰へと緩ゆるく巻き付いているようだ。

　それはともかく。俺は濡ぬれた前髪をかき上げ、気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすために咳せき払ばらいをする。

「ええっと……なんか、駄だ目めなところを見られた感じなのかな、これは」

「こんな所でいったいどうしたの。何かあった？」

　羽鷺の淡々とした問いかけに……上う手まい返しが思い付かなかった。

　妹が行方ゆくえ不明になっていて、居ても立ってもいられずに家を飛び出してきたのだ。現場に駆かけ付ける事も出来ず、この場で無力に落ち込んでいたのだと説明するのも情けない。だが何よりも、関係のない羽鷺を状況に巻き込んでしまう事が躊躇ためらわれた。

「ごめんな。ちょっと今は話せない」

　俺は事情を話さないで誤ご魔ま化かす事にした。その俺の態度に気がついてか、羽鷺は答えた。

「…………そっか。わかった。でも何か力になれる事があったら、遠えん慮りよせずに言ってね」

「ありがとう。それより羽う鷺さぎこそ、こんな時間に何やってるんだよ」

「……ごめんね。私も話せないの。少し、複雑な事情が出で来きて」

　羽鷺は冷たく双そう眸ぼうを細め、俺おれから視線を外はずした。羽鷺にも話したくない事情があるのだろうか。他人の事を言えた身分でないのはわかっているが……少し気になった。

　お互いに会話が続かない。相あい合あい傘がさをしている程ほどに距離は近いのに、俺達はお互いに視線を交こう錯さくさせる事もなかった。

　気まずい沈黙が続いていた時だ。

　前触れもなく────俺の頭ず蓋がいの奥が激しく痛み始めた。

「…………ぐっ！」

　苦く悶もんの声が漏もれる。頭部の一番深い部分に、刺さされたような鋭い痛みが走った。その痛みに呼応するように、自らの眼球が熱く充血していく。

　何だこれは。どうしたというのだろう。あまりにも激しい頭痛。俺は目を見開いたまま、両腕で頭を抱かかえた。気を抜いたら、頭部が破は裂れつしてしまうのではないかと思う程に痛みが酷ひどい。暴れるような苦痛に奥歯を食くい縛しばっていると、強きよう烈れつな耳鳴りまでもが始まった。

「………………何だよ、あいつは……？」

　俺は気が付いてしまった。

　雨の降りしきる駅前ロータリー。タクシー待ちの行列の向こうに線路がある。その線路の上を〝歩いてくる人影〟があるではないか。

　線路を歩く人影の、あまりにも異様な風ふう貌ぼう。

　赤いシルクハットを目ま深ぶかにかぶったタキシード姿の男。そうとしか表現出で来きない奇き抜ばつな格かつ好こうをした男だ。真しん紅くの傘を差して、優雅に線路のど真ん中を歩いて来ている。行動と言い、格好と言い、どう見たところで異常者の類たぐいだろう。終電が遅延している影響で電車が来ていないとは言え、線路内への立ち入りは危険行為である。常識ある人間なら、あんな事はしない。

　だがおかしい……あんなに目立つ格好の男に、誰だれも気が付いている様よう子すがない。

　線路脇わきには交番だってあるというのに、交番前に佇たたずむ警けい官かんは、目の前を通り過ぎて行く赤帽子を捕つかまえる気配がない。タクシー乗り場で列を作っている順番待ちの人々も。線路脇にたむろっている若者達も。どうやら俺以外の誰もが……線路内の男の姿を見向きもしていない？

　まるで男の姿が、誰からも見えていないかのようではないか。どういう事だ。

　男がこちらへ近付いて来るにつれて、俺の身体からだには、頭痛以外にも予期せぬ異変が現れる。

　視界が────見る見る赤く染そまっていくのだ。

　まるで赤いセロハン越しに見える映像のように、目に見える世界の全てが赤く染まっていくではないか。俺の眼球から頬ほおを伝って、ポタポタと滴のようなものが流れ落ちて行った。全てが赤色に見えるその世界で、俺は自らの双眸から流れる液体の正体を理解する。

「……冗談だろ！」

　血だ。

　俺おれは血の涙を流している。

　赤色しかない世界ではあったが、指ですくい上げた涙が、降りしきる雨の色とは違っている事ならわかった。視界の全てが赤みがかって見えるようになった頃。シルクハットの男の周囲にいる人々の頭上に、無数の赤い文字が視みえるようになってきた。

　その文字は立体映像とでも言えば良いのだろうか。

　赤い光の数字が、虚こ空くうで浮いて漂ただよって視えるのだ。警けい察さつ官かんの頭上にも、タクシー待ちの人々の頭上にも。浮かんでいる数字は、例えば42などといった意味不明な値あたいばかりだ。どの人の頭上に浮かぶ数字も、テレビノイズのような酷ひどい映像の乱れがかかっている。

　いったい、あのノイズがかった光の数字は何だと言うのだ……！

　血の涙を流している俺を、羽う鷺さぎは憐あわれむように細めた視線で見上げてきていた。

「冴さえ上がみ君には素質があったみたいだね。彼の姿が〝視える〟ようになったんでしょう？」

「……これは……これはいったい、何がどうなってるんだ……！」

「君のフレームは大き過ぎたんだよ。だから、彼の持つ〝石〟の、巨大な力に影響されやすかった。残念だね。君には〝無ス次カ元ラ数ーの異常を視認できる才能〟が開花してしまった」

　羽鷺は意味不明なそれだけを告げると、半なかば無む理り矢や理りに俺へ傘かさを手渡す。

　羽鷺は駅構内の改札口の方を見やった。そして踵きびすを返し、何も言わずに駅構内を目指して歩いて行こうとする。１本しかない傘を渡して去って行く羽鷺を、俺は慌あわてて呼び止めた。

「ちょっと待て、サッパリわからないぞ！　何ど処こへ行くんだよ！」

「彼と会ってくる」

「彼って……何の事言ってるんだ！」

「私は線路を歩いている彼に用事があって、ここへ来た」

　そう言った羽鷺の双そう眸ぼうは、雨に濡ぬれた眼鏡めがねの奥で陰かげった。

「彼は葬ほうむられるべき最後の救世主……災厄の数アルヘトスと呼ばれている」

　羽鷺はそれ以上語る事もなく、ただ雨の中を駅の方へと歩いて行った。小さくなっていく背中を唖あ然ぜんと見送りながら、俺は何となく思った。

　羽鷺がこの場へ来ていたのは、あの男に会うためだったのだろうか。

　俺は未いまだ収まる事のない頭痛に歯を食くい縛しばりながら、もう１度だけ懸けん命めいに、男の姿を見やる。遠くに姿が見えていた時よりも、近付いて来た男の姿は、鮮明さを増していた。

　そして────気が付いた致ち命めい的てきな事実に、血の気が失せる。

　赤いシルクハットの男は、傘を持っていない方の腕で、眠っている小さな少女を抱きかかえていた。その少女の横顔を、俺はよく知っていたのだ。

「…………嘘うそだろ……愛あい架かだ……！」




　　　　■■■




　込み上げてくる怒りで腕が震ふるえる。その震える腕で、俺おれは頬ほおを流れる血の涙を拭ぬぐった。

　俺は羽う鷺さぎから借りた傘かさを畳たたみ、雨の中に自らの身を晒さらす。異変が起きた自分の身体からだを気き遣づかう事もない。今以上に濡ぬれてしまう事も構わず、俺は駅構内へ向かって全力疾しつ走そうした。

　もはや自分の体調なんてどうでも良かった。ただ許せなかった。

　妹を誘ゆう拐かいしたと思おぼしき人物が、すぐ目と鼻の先に現れたのだから。

　再び戻って来た駅構内。そこには何な故ぜか、当然先に辿たどり着ついているはずであろう羽鷺の姿が見当たらなかった。しかし今は羽鷺に構っている場合ではないのだ。

　何としても────今ここであの帽子の男を捕つかまえてやる！

　愛あい架かを救い出そうと意気込む俺は、素早く周囲の状況を確認した。

　駅改札口前の電光掲示板には、ようやく最終電車の到着時間が表示され始めていた。電車の運転が再開したせいだろう。改札口前にいた人々も、駅ホームを目指して移動を開始している。駅ホームには電車を待っていた人々が一度に集まり始め、少々の混雑になっていた。

　帽子の男に会うためには、線路へ出る必要がある。改札口を通って、今まさに混雑している駅ホームへ向かうしかない。人ひと混ごみを突つっ切きる覚悟を決め、俺は黙って改札口へ向かった。

　途中、気になった俺は、周囲の人々の頭上に視線を配ってみる。

　改札口付近にいる人々には……何の数字も視みえはしない。シルクハットの男の周囲にいた人々の頭上には、ノイズがかった数字が視えていた。あれはやはり見間違いだったのだろうか。自分の目に映うつった数字のような映像が、未いまだ錯さつ覚かくだったように思えてならなかった。

　だが、異変は一いつ瞬しゆんのうちに起きてしまう。

「またさっきの数字なのかよ……！」

　忌いま々いましく毒づいた。駅構内の蛍光灯が、僅わずかに明めい滅めつした。そのすぐ後だった。駅構内にいる全ての人々の頭上に再び、タクシー乗り場付近で見かけたような赤い数字が浮かんで視えるようになってしまった。いずれの数字も、ノイズがかって乱れている。

　そんな乱れた数字の中を────赤い帽子をかぶった１人の男が、傘を差したままで現れた。

　終電待ちの人々が織おりなす人口密集地帯。駅ホームへ向かう人々の進行方向とは逆方向から、男は優雅に歩いて来ていた。人混みの中を進む男の足取りは、１度たりとも止まらない。何故なら男の行く先を遮さえぎらぬよう、周囲の人々が次々と身を引いて進路を開けているからだ。

　人混みの中に、まるで自然と男の通り道が生まれているような光景だった。

　帽子の男は、おそらく線路からホームへと入り込んで来たのではないかと思えた。人々の進行方向に逆らって歩く男は、周囲の人々からすればかなりの迷惑だ。それなのに……誰だれ１人として、帽子の男の存在に気が付いている様よう子すがない。人々の視線は、１つとして目前の帽子の男に向けられていないのだ。まるで帽子の男の存在が、そこに在あるのに無いかのようだ。

「何なんだよアイツは……何がどうなってるんだ……！」

　気が付けば、俺おれは思わず愕がく然ぜんと呟つぶやいていた。

　帽子の男の存在に気が付かないでいるのは、人間だけではなかった。

　帽子の男は駅ホームの混雑を優雅にすり抜けると、自動改札を切きつ符ぷも使わずに通過して行く。乗車カードをかざした様よう子すも、切符を通した様子すらもない。それなのに自動改札は、通過した帽子の男を『無む賃ちん乗車』とは見なさず、ゲートを開けたままにしていた。

　人間ではないゲートの上にも、謎なぞの数字が浮かんで視みえるのだから堪たまらない。

　いったい何が起きているのか。俺には到底、理解する事など出で来きていなかった。

　ただ確かな事は、誰だれからも気付かれていない帽子の男の存在に、俺は気付いているという事。そして妹を誘ゆう拐かいしたのは、帽子の男であろうという事だけだ。

　改札口を抜けた所で、帽子の男は歩みを止める。

　手にしていた傘かさを畳たたむと、それを虚こ空くうに向け、軽く放ほうり投なげた。その傘は乱暴に宙を舞い、地面に落下して僅わずかに跳ねる。地面に転がった傘の上には、またもや赤い数字が浮かび上がっている。数値は99。そして、傘の尖とがった先端は俺の方角を示していた。

　帽子の男は、傘の先端が示す方角へと視線を向ける。その行く先に俺の姿を見付けた。

　ひとしきり俺を観察し終えた帽子の男は、横長の唇くちびるに、亀き裂れつのような笑みを浮かべた。
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「……歩いてきた方角は正解だったようだ。お遊びでやってみたが、この傘かさダウジングの精度もなかなか大したものだろう。この方角が99パーセントという事は、察するに君が彼女の兄、冴さえ上がみ誠せい一いち君だね。もう少し手間取るかとも思ったが、アッサリと見つかって助かったよ」

　帽子の男は、どうやら俺おれの事を探していたような口振りだった。愛あい架かを誘ゆう拐かいした事から考えると、身代金を要求するつもりなのかもしれない。

　帽子の男の都つ合ごうなど知った事ではない。俺は怒りに任まかせた口調で問いかける。

「俺の妹に何をしたんだ……返答次第じゃ承知しないぞ！　何者なんだよ、お前は！」

　帽子の男と間近で相対している俺は、実は先さき程ほどから凄すさまじい頭痛に見舞われている。

　帽子の男を懸けん命めいに睨にらみ付つけてはいたものの、実際には苦痛が表情に出ないよう、取とり繕つくろうのが精せい一いつ杯ぱいだった。気を抜けば脳みそが破は裂れつしてしまうのではないかと思う程の激痛。どうやらその痛みは、帽子の男の傍そばに近寄れば近寄る程に増しているようだった。

「僕が何者なのか、か。その問いかけの答えは難しい。何せ君には理解できないだろう。しかし僕の目的なら単純だ。君の妹いもうと君くんの願いを叶かなえるため、僕は君に会いにここへ来たんだ」

「愛架の願いを……叶える？」

「申し遅れた。そうだな……」

　赤帽子は片腕に意識のない愛架を抱かかえたまま、もう片方の腕を自分の胸元へ静かに添そえた。そして恭うやうやしく、わざとらしい程に丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎと共に名乗って見せる。

「夢の亡なき骸がら。造られた救世主。呼び名は色々とあるが、君達は僕の事を赤帽子レツドハツトと呼ぶ」

「お前が……赤帽子レツドハツト？」

「その通り。君の妹君に呼び出され、願いを託たくされたのさ。まあ、正確には呼び出されたというわけではないのだがね」

　男の支し離り滅めつ裂れつな挨あい拶さつを耳にしながら、俺は絶句していた。

　その姿と格かつ好こうからして、予想していない事はなかった。だがそんな事はあり得ないという頭ごなしの否定が、俺の胸中にはあった。当たり前ではないか。信じたくなどない。目の前の人物は、都市伝説に登場する〝願い事を叶える怪人〟だと名乗っているのだ。

「冗談……いいや、お前が都市伝説の怪人様だとしたら何だって言うんだ！　良いから愛架を返せ、さもないと……！」

「さもないと？　どうすると言うのかね？」

「お前を警けい察さつに捕つかまえて貰もらうんだ！　お前のやってる事は誘ゆう拐かいだぞ！」

「フフ、ははは」

「何がおかしい！」

　自称怪人は、俺の脅おどしを一笑にふす。苦しげに腹を抱かかえながら、怪人は答えた。

「いや何、僕が警察如ごときに何とかされるのだと考えている事がかわいくてね。どうせなら僕を殺すくらいの事は言ってくれて良いのだよ。何せ僕の方は君を殺しに来たんだからね」

「！」

　次の瞬しゆん間かん、俺おれは呼吸する事が出で来きなくなっていた。

　最初は、背後から誰だれかに胸を刺さされたのかと思った。それ程に強きよう烈れつな痛みを胸に感じたのだ。だが刺されたわけではなかった。外部からの痛みとは違う、内部からの痛み。まるで心臓にヒビが入ったかのような、胸の奥を引ひき裂さく痛みだ。心臓が……痛い！

　たまらず俺はその場に跪ひざまずく。

　自らの胸元を両手で庇かばうように抱だき締しめると、悶もだえ苦しみながら背を丸めた。

「……知っていたかね。人間は生きているというだけで、今この瞬間に死ぬ〝確率〟が付きまとっている。事故死、病死。それら死に至る確率とは、普段は偶発する事さえ稀まれな可能性でしかない。だが、その稀な可能性を任意に発生させられるのならどうだろう。僕の手によって、今ここで、君が心臓発作によって突然死する事もあり得るとは思わないかね」

　怪人は、跪く俺を愉ゆ快かいそうに見下ろしながら、意味不明な事を言っている。この胸の痛みは、怪人が意図的に起こした心臓発作だとでも言うのか。そんな馬ば鹿かな！

　俺の胸の前に、あの赤い数字が浮かんでいるのが視みえた。触れる事すらできない、ノイズがかった幻まぼろしのような数字。数値は０．０３。何なのだ、この赤い数字は……！

「────冴さえ上がみ君、ちょっとごめん」

　すぐ傍そばから、少女の声が聞こえた。

　謝あやまられた意味はわからなかったが、うずくまっていた俺は、咄とつ嗟さに声の方角を見上げる。

　見上げた先に、スカートをはいた少女の下半身だけが見えた。片脚でその場に立っているようで、もう片方の脚は、何かを蹴けり上あげる直前のように、背後へ思い切り持ち上げられている。

　謝られた意味は、その直後にわかった。

　少女の細い脚は、思い切り俺の心臓の真上を蹴り上げる。華きや奢しやな脚からは想像も付かない重たい蹴り。それを無防備に食らい、俺は文字通り後方へと蹴り飛ばされて転がった。

　蹴り飛ばされた俺はゆっくりと体勢を立て直すと、その場でよろめくように立ち上がる。

　肋ろつ骨こつが軋きしむように痛み、思わず咳せき込こんでしまった。

　だが────心臓の痛みは治おさまった。

　それと共に、胸元に見えていた赤い数字も見えなくなっている。

　咳き込みながらも、俺を自分を蹴り飛ばした少女へと改めて向き直った。

「羽う鷺さぎ…………助けてくれたのか……？」

「何とか心臓発作が止まったみたいで、良かったね」

　羽鷺雪せつ名なは笑いもせず、冷淡な口調で言って退のける。

　いきなり現れて俺を蹴り飛ばした羽鷺を、怪人は興味深そうに顎あごを撫なでながら見やる。

　怪人は薄く笑みを漏もらしながら、何ど処ことなく楽しそうに言った。

「……おかしいな。僕が偽ぎ装そうを解かい除じよしている冴上君ならともかく、君にも僕が視みえているのか。只ただ者ものであるとは思えないのだが。何者なのかね」

「ただの、冴さえ上がみ君のクラスメイトだよ」

　羽う鷺さぎは俺おれへ背を向けると、静かに怪人と対たい峙じする。

　羽鷺は対峙した怪人へ向けて、素そっ気けない一言を告げた。

「あなたが操あやつるのは〝確率〟なんだね」

　余裕綽しやく々しやくでニヤついていた怪人が、急に表情を固くして黙り込んだ。

　ほくそ笑む事を止めた怪人へ、だが羽鷺は遠えん慮りよする事もなく続けた。

「私にもようやくあなたの姿を見つける事が出で来きた。あなたをこうして探し出すのは、本当に面倒な作業だったよ。何せあなたは確率を操る事で、自らの存在が周囲の人々に〝気付かれる確率〟を極端に低くしている。今この瞬しゆん間かんに発生し得る可能性の中から、好きなものを選んで発現させられるなんて……危険極まりない力だね」

　赤帽子レツドハツトが確率を操っている？

　羽鷺は今、確かにそう言った。すぐに思い出す。先さき程ほど、赤帽子レツドハツトも言っていたではないか。「稀まれな可能性を任意に発生させられるのならどうだろう」と。じゃあ、俺が心臓発作を起こして死にかけたのも、この場にいる人達が赤帽子レツドハツトの存在に気が付けないのも。全て赤帽子レツドハツトが確率を操作する事で、ありえない偶然を引き起こしているからだと言うのか。

「……君は、かなり厄やつ介かいそうだ」

　怪人は、片腕で愛あい架かを軽々と抱きかかえたまま、もう片方の腕でタキシードの懐ふところをまさぐる。その懐から、一丁の拳けん銃じゆうを取り出した。俺は思わず身構える。

　見た目からしてすでに危ない奴やつだとは思っていたが、まさか怪人が拳銃を所持しているとは思いもしなかったのだ。取り出した拳銃の銃口は、躊躇ためらいなく羽鷺の額ひたいへと向けられている。今しも引き金にかかる怪人の指。ほんの少しでもそこに力が加われば、羽鷺の頭には風穴が空くだろう。銃口を羽鷺に向けたまま、怪人の帽子の下に覗のぞいた頬ほおには、亀き裂れつの入ったような細い笑みが浮かんだ。俺はたまらずに叫さけんだ。

「羽鷺！」

　だが俺の悲ひ鳴めいは、乾いた一発の銃声によってかき消えてしまう。

　周囲に響き渡る火薬の破は裂れつ音おん。それでも周囲の人々は、発はつ砲ぽう音に気付く事すらもない。

　排はい莢きよう口こうから飛び出る熱された薬莢。銃口から飛び出した１発の銃弾だんは、高速のスピン回転を伴い、秒速４００メートルに達する速度で大気中へと撃うち出だされる。直線の軌き跡せきが目指す先には────それでも怯ひるむ事すらない緑色の眼光が閃ひらめく。

　銃弾が発射される直前、羽鷺は怪人の向ける銃口へ右手の平をかざし、微かすかに呟つぶやいていた。

「……分子間力分解オープン・フアンデルワールス」

　羽鷺のかざした手の平の先に、青白い数字の羅ら列れつが浮かんで視みえた。

　それは俺の胸元に浮かんでいた赤い数字と同じものだろうか。膨ぼう大だいな数字の羅列は、見ようによっては複雑な〝数式〟のようだ。羽う鷺さぎの眼前には、数あま多たの数式が壁のように展開される。その数式の壁まで到達した銃じゆう弾だんは、まるで風に舞う砂のように、虚こ空くうで解けて霧む散さんした。

「！」

　自らの放はなった銃弾が、羽鷺へ到達する直前で霧散してしまい、怪人の表情は露ろ骨こつに引ひき攣つる。シルクハットの下に覗く横長の唇くちびるが、苦にが々にがしく真ま一いち文もん字じに引き結ばれた。

　絶句したのは、何も怪人だけではない。俺おれだって同じだ。

　夢でも見ているのか？

　銃で撃うたれたはずのクラスメイトは、未いまだ平然とその場に立っている。死んでいないのだ。

　羽鷺は怪人へ右手をかざしたまま、淡々と告げた。

「……かつて偉大な数学者、ピタゴラスは言った。万ばん物ぶつは〝数〟で出で来きているのだと」

　羽鷺の言葉が終わるのと共に、羽鷺の目の前に展開していた数式の壁がかき消えた。羽鷺はかざしていた右手を下ろすと、かけている眼鏡めがねの奥を陰かげらせて言う。

「物体とはミクロレベルでは分子の集合体。その分子同士の間には、分ぶん子し間かん力りよくと呼ばれる引力のようなものが存在する。〝その値をゼロへ書き換えてしまえば〟引力を奪うばう事だって出来る。銃弾は分子結合状態を維持する事が出来ず、崩ほう壊かいするしかないよね」

「……数式を操あやつる者……数秘術師アルケニストが未いまだ絶ぜつ滅めつしていなかったとは、驚きだ」

　怪人は感心した口調で呟つぶやいた。そして嘆たん息そくを１つ漏もらして続ける。

「なるほど、様式は違えどお互い数を操あやつる者同士か。こんなオモチャでは君を倒せそうにない」

　怪人は構えていた銃口を下げると、自分の懐ふところへ拳けん銃をしまい込んだ。そうして改めて羽鷺へと問いかける。今度は、一切の微笑ほほえみさえ混まじらない、冷れい徹てつな口調でだ。

「聞こう。君は何者だ」

　羽鷺は何も答えなかった。

　しばらく無言で見つめ合った羽鷺と怪人。

　だがやがて、怪人の方が降参と言わんばかりに肩を竦すくめて見せる。

「答えるつもりはないという事か。やれやれだ。しかしお互いに便べん宜ぎ上、ハッキリとさせておかなければならない問題もあるだろう？」

　怪人はそれを問う。

「君は僕に敵対するのか」

「うん。そうだね」

「残念だ。ならばせめて、名前だけでも聞かせて貰もらえるかな」

「……羽鷺雪せつ名な。私の名前だよ」

「覚えておこう」

　あまりにも毅き然ぜんとした羽鷺の態度に、怪人はただ苦笑する。

「参ったね。冴さえ上がみ君を始末したかったのだが、君のような強力な護ご衛えいがいるのでは、迂う闊かつに手を出すのも危険か。少々準備が必要になりそうだ。仕方ないが……今日は出直すとしよう」

　そのまま愛あい架かを担かついで、何事もなかったかのように去って行こうとする怪人。

　踵きびすを返した怪人を、俺おれは慌あわてて呼び止める。

「な、待てよ！」

　肩越しに頭だけで俺を振り向く赤帽子レツドハツト。俺は怒りに任まかせた口調で喚わめき立たてる。

「愛架を返せって言ってるだろう！　何ど処こへ行くつもりだ！」

「僕は出会う全ての人々の願いを叶かなえ、その人生を輝かせたいのさ。彼女の願いを叶えるのも、僕の大切な仕事なんだよ。仕事が完了するまでは、彼女を返す事は出で来きないな」

「ふざけるな、俺の妹を誘ゆう拐かいする事が仕事だって言いたいのか！」

「誘拐したのは手段であって目的ではないよ。言っただろう。僕は君を殺そうと思って、ここまで来たんだ。つまり彼女の願いを叶えるためには、それが一番良いと思ったからさ」

「俺が死ねば、愛架の願いが叶うって言うのかよ！　そんなはずあるわけがない！」

「本当に、そう断言出来るのかね？」

「…………どういう意味だよ！」

「君のような若者には、まだわからない事かもしれないがね。社会は足の引っ張り合いなのさ。自らの幸福は、時に自分以外の誰だれかの不幸の上にしか、成り立たない事もあるんだ」

　怪人の自信に溢あふれた言葉を気き味み悪わるく思った。怪人は不敵に微笑ほほえむだけで、それ以上は俺の疑問に答えようとはしない。俺の代わりに、今度は羽う鷺さぎが唇くちびるを開いた。

「簡単にここから逃げられるのだと思っているなら、少し考えが甘いんじゃないかな」

「ほう……これは困ったな。羽鷺君まで、僕をこの場から帰したくないようだね」

　怪人は首を小さく傾かしげ、困ったように肩を竦すくめてみせる。睨にらみ付つける俺と、無言で佇たたずむ羽鷺。怪人は周囲をマジマジと眺め回した後、何かに気が付いたらしい。手の平を打って見せた。

「ふむ、これは使えそうだ。僕が見たところ、この駅の地下には何か爆発物が埋まっているようだ。もしもそれが爆ばく発はつでもしてしまったのなら、この駅で大量の人間が死ぬ事になる。しかし幸いな事にも、この場には羽鷺君がいる。無論、これを放ほうってはおかないだろう？」

　……急に何を言い出しているのだ？

　そう思った瞬しゆん間かんだった。怪人の足あし下もとを中心に、地面の下から巨大な赤い数字が浮かび上がってくるのが見えた。ノイズがかった数値は、０．００４５２。

　片手で抱いていた愛架の身体からだを、怪人は肩へと担かつぎ直した。そして両腕が自由になったところで、かぶっていた赤いシルクハットの鍔つばを手に取る。

「さようならの挨あい拶さつだ」

「お、おい！　待てよ！」

　怪人を呼び止めた俺は、だがすぐに言葉を失う。

　何な故ぜなら怪人は、そこで初めて自らのかぶっていた帽子を取って見せたのだ。

「………………冗談じゃない。本当に何なんだよ、お前は……！」

　そう呟つぶやいてしまったのは他でもない、俺おれ自身だ。

　どうやら俺は、とんでもない誤解をしていた。

　目の前の男は異常者などではなかった。それどころか人間ですらなかった。

　シルクハットの下に隠れていた鼻から上の頭部。そこには、髪かみの毛けも眼球も見当たらない。何せ鼻から上の頭部の一切がない。普通の人間であれば脳が存在するであろう位置には、どういう原理なのか……ビー玉サイズの白い球体が１つ浮かんでいるだけだ。

　怪人は手に取った帽子を胸に当てて、これまでで一番丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをして見せる。そうしてから再びシルクハットをかぶり直すと、悠ゆう然ぜんと傘かさを拾った。

　呆あつ気けに取られていた俺の傍かたわらで、羽う鷺さぎは怪人の足あし下もとに現れた数字を見下ろしていた。

「……これ……〝起き爆ばくする確率〟……！」

　何かに気が付いた様よう子すの羽鷺は、慌あわててスカートのポケットから黒マジックを取り出した。背を向けて去って行く怪人の動向など意に介さず、羽鷺はその場に跪ひざまずいて、懸けん命めいに床へ複雑な数式を書き始めた。羽鷺の行動の意味がわからない俺は、尋たずねるしかない。

「アイツが逃げるぞ！　こんな時に何してるんだよ、羽鷺！」

　俺の言葉に耳を貸さない羽鷺。羽鷺の態度を焦じれったく思い、俺は羽鷺を置いて怪人を追いかける事を考えた。そうして俺が躊躇ためらっている間にも、羽鷺は数式を書き終える。

　羽鷺は記載した数式を指先でなぞり、小声で呟つぶやいた。

「拡散度急速増大エントロピー・ブースト」

　羽鷺のなぞった数式が青白い一いつ瞬しゆんの輝きを放はなつ。

　次の瞬間、怪人を追いかけようとしていた俺を、羽鷺は黙って正面から押し倒していた。

「…………え？」

　冷たい床の感触を背中に感じながら、わけもわからぬまま、俺は自分を押し倒した羽鷺の姿を見やる。小さな羽鷺の身体からだが、俺の背中へ華きや奢しやな腕を懸けん命めいに回していた。まるで縋すがるような格かつ好こうで俺を抱だき締しめる羽鷺。押しつけられる羽鷺の小振りな胸の双そう丘きゆう。その感触に、俺の鼓こ動どうは振幅を大きくして跳ねる。その小さな身体は温あたたかく……心地よい。雨に打たれて冷えていた俺の身体を、まるで柔らかく溶かしていくかのように感じられた。

「……大丈夫だよ」

　羽鷺は俺の胸に顔を深く埋うめたまま、ただそうとだけ呟いた。

　────駅構内で凄すさまじい爆ばく発はつが起きる。

　俺の赤く染そまった視界の全てを、大地から激しく吹き上がってきた粉ふん塵じんが埋め尽つくしていった。地面から根こそぎもぎ取られて宙を舞う自動改札機。ひしゃげて千ち切ぎれ飛ぶ、天井の電光掲示板。粉塵に呑のみ込まれ、姿がかき消えて行く終電待ちの人々。何が起きたのかもわからないうちに、羽鷺と俺の身体からだも、下から突つき上あげる強きよう烈れつな力によって空中へ放ほうり上げられていた。上下のわからない無重力の感覚の中で、羽う鷺さぎが俺おれを抱だき締しめた理由を理解する。

　庇かばってくれたのだ、俺を。

　爆ばく煙えんに巻き上げられて虚こ空くうを飛んでいる最さい中ちゆう、傘かさをさしたまま優雅に佇たたずむ赤帽子レツドハツトの姿が見えた気がした。赤帽子レツドハツトは爆発に巻き込まれた俺と羽鷺を見上げながら、ただ愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんでいた。悔くやしく思いながら、だが俺の意識は赤一色にフェードアウトしていく。

　何ど処こかへと身体が落下していく感覚と共に、俺の意識は途と絶だえた。




　　　　■■■




　地響きの後、激しく炎えん上じようする駅を遠くに見つめていた。

　しばらくすると、消防車が発する悲ひ鳴めいのようなサイレンが聞こえてくる。黒い雨空を赤く照てらし出す火災。黒煙が立ち上っていく様は、五年前の炎上する東京の姿を彷ほう彿ふつとさせた。

　黒のスーツに、黒のネクタイ。オールバックの黒くろ髪かみに、尖とがった双そう眸ぼう。葬そう列れつに並ぶ喪も服ふくをまとった長ちよう身しん痩そう躯くの男は、住宅街の暗がりに溶け込むように、ただ雨の中で佇んでいた。傘かさの布地を叩たたく雨音に耳の中を浸しながら、男は無言のままに、赤く染まる夜空を見上げ続けていた。

　ややあってから、男はスーツのポケットから携帯電話を取り出した。

　携帯電話には盗聴防止のために通信暗号化スクランブルカートリッジが取り付けてある。ワンプッシュでお決まりの連絡先へ通話を始めると、きっかり２回目のコールの後に電話が繋つながる。

　男は大振りな送話口へと唇くちびるを近付けると、一ひと言ことで問いかけた。

「……状況は」

『駅構内で爆発が発生。現在、近きん隣りんの消防及び警けい察さつによる消火活動が開始されたようです。爆発の規模は空対地爆弾だんクラスと推定。事故なのか、爆弾が仕かけられていたのか。調査中です』

　電話の向こうの女性オペレーターが、簡潔に答えた。さらにオペレーターは続ける。

『ＥＵ、中国、ロシア。いずれの諜ちよう報ほう機関にも、表立った動きは見られません。しかし先さき程ほど、ＡＥＳ暗号通信の傍ぼう受じゆに成功しました。アメリカは感付き始めたようですが、本件への他国の介かい入にゆうの可能性は、現状では低いと解析されています』

「時間の問題だ。あの災厄の数アルヘトスが持っている〝石〟の存在に気がつけば、欲しがる国はいくらでも出てくるだろう」

　男は素そっ気けない言葉で返し、続けた。

「いずれにせよ、ようやく奴やつの気配を捉とらえられる距離に近付けた。これより監視に入る」

『くれぐれもご注意願います。迂う闊かつに接近し過ぎれば、敵に我々〝教団〟の存在を気付かれる可能性があるでしょう。何せ救世主計画メサイアプランの計画書によれば、敵は身体能力や五感までもが強化されているようです。あまり無理をしないでくださいね、ディエゴ執しつ行こう官かん』

「承知している。それよりも、奴やつが〝この国に持ち込んだモノ〟は発見できたのか」

　ディエゴと呼ばれた男は、オペレーターに問いかけた。

　だがオペレーターは、少し口調を濁にごして応答する。

『……申し訳ありません。そちらに関しても未いまだ捜そう索さく中です。現在、国内警けい察さつ機関へ情報を流る布ふしています。彼かれ等らが食い付けば、発見が早まる可能性はあるでしょう』

「期待出で来きんな。目に見える脅きよう威いしか相手にしないのは、何ど処この国の警察も同じだ」

　ディエゴは、オペレーターの言葉を切って捨てる。

　黙り込んだオペレーターに向かって、ディエゴは言った。

「ここは日本だったな……そういえば警察に１人、優秀な人材の心当たりがある。今から言う名前のアドレスにメールを送ってやれ」

　オペレーターといくつかの言葉を交かわし、やがてディエゴは携帯電話の通話を終えた。電話をスーツのポケットへ放ほうり込こむと、再び雨中の火事を遠くに見上げる。

　煌こう々こうと赤黒く燃える夜は、雨音の中にかき消されていく。

「変ア革ルのベ石ド……５年前のあの石か」

　男の呟つぶやきを耳にする者など、この黒い雨の中には１人として存在しなかった。







Phase3：世を満たすスカラー







　未いまだ駅の爆ばく発はつ事故で慌あわただしい警けい視し庁ちよう舎しや。

　その一角に、集団ピストル自殺事件の捜そう査さ本部も存在していた。

　秋あき月づき杏きよう子こは組織犯罪対策部が仕切っている午前中の捜査報告会議に参加し、捜査員達のここ数日間にわたる捜査報告を聞いていた。照明を落として暗くした室内で投射されるスライド映像。そこにはピストル自殺者達の遺体の写真や、使用された拳けん銃じゆうが映うつし出だされている。順番に起立して、自分の捜査状況を発表する捜査員達。その報告を、黙って聞いていた。

　自殺事件の捜査本部が設置されるというのは、秋月が知る限りでは初めてのケースである。

　この事件に関して捜査本部が設置される事となった理由は、「人が死んだから」というよりは、「大量の銃火器が使用されたから」という事情の方が大きい。

　問題視されているのは、人間の死よりも、死ぬために用もちいられた手段の方なのだ。

　７人の自殺者達が、いずれも回リ転ボ式ル拳バ銃ーを用いて頭部を接せつ射しやし、即死した事件。組織犯罪対策部が捜査した結果、その自殺に用いられた回転式拳銃は、２週間前に密みつ輸ゆ船せんによって国内へ持ち込まれたものである事が判明した。武器の密輸に関わった犯人達は、すでに数名が逮たい捕ほされているのだが……捕つかまった彼かれ等らは一いち様ように、「取引は事実だが、購入した大量の火器は何者かによって奪うばわれた」と証言しているらしい。彼等が大金を支払って密輸した武器は、何者かによって全て奪われてしまって、行方ゆくえは知らないのだと主張しているのだ。

　そんな馬ば鹿かな。嘘うそに決まっている。自分達で売りさばいたのだ。普通なら誰だれもがそう思う。しかし彼等は一向に口を割らず、依い然ぜんとして容疑を認めようとはしていないのだ。

「……赤帽子レツドハツト」

　秋月は誰にも聞こえない小声で、会議中に毒づいた。

　誰かが密輸団から銃火器を奪った。

　その奪った銃火器を、誰かが少年少女達に与えた。

　密輸団と自殺者達を結ぶ接点となるのは、〝謎なぞの第三者〟であるのは間違いない。

　……謎の第三者の正体は、赤帽子レツドハツトであるのだと秋月は推察していた。なにせピストル自殺事件の少年少女達には、『赤帽子レツドハツトの噂うわさを試していた』という共通点があるのだから。

　しかし秋月の推測が常識外はずれであるのも間違いない。

　都市伝説の怪人が、武器の密売人から銃を奪って、それを自殺志願者達に与えたのだという事を、誰が信じるというのだろう。秋月の予測通り、秋月の報告書を見た警察の上層部は、内容を一笑にふすだけの反応だった。

　それはともかく……民間人の自殺に用いられたピストルは氷山の一角であり、盗ぬすまれた火器はまだ40点近くが行方不明になっている。まだ発見されていない他の武器も、同じように民間人へ流通している可能性が考えられるだろう。

　……秋あき月づきが少し気になっている別件もある。聴ちよう取しゆの結果、密みつ輸ゆ団だんは今回の銃じゆう火か器きの取引以外にも、別の大口の取引を行っていたという情報も出てきているのだ。そちらに関しても捜そう査さ中ではある。その大口の取引の内容が気になりはしたが、捜査会議はそこで終了してしまった。

　室内に明かりが戻ってくる。簡単な質疑応答の後に、捜査員達は席を立って、それぞれの職場に戻って行く。その流れに紛まぎれ、秋月も席を立った。

　秋月は捜査本部を後にする。

　自分のデスクに戻ってくると、秋月は黙って腰こしを下ろした。秋月のデスクには……行方ゆくえ不明になっている、二人の少年少女の顔写真が置かれていた。

　赤帽子レツドハツトの噂うわさを試した少女、冴さえ上がみ愛あい架か。

　そして愛架の兄である少年、冴上誠せい一いち。

　２人の顔写真を感かん慨がい深く見下ろしながら、秋月は自分の携帯電話が、デスクの上で小さく震ふるえている事に気が付く。携帯電話を開いて見ると、１通のメールが届いていた。差出人の名前は無く、送信に使われたアドレスも、見た事のないドメインである。

「…………これって……！」

　秋月は人知れず、自らのデスクで驚きよう愕がくした。




　　　　■■■




　微ま睡どろみの中を彷徨さまよっていた意識が、緩ゆるやかに浮上を始める。

　夢から覚める時の軽い頭痛を伴いながら、薄く瞼まぶたを見開いた。半分閉ざされたままの瞼から、外の陽光が差し込んでくる。意識はまだ恍こう惚こつの中にあったが、視界だけはハッキリと部屋の輪りん郭かくを捉とらえ始めていた。襖ふすまの隙すき間まから射さし込こむ陽光。どうやらそれが眩まぶしくて、眠りから醒さめてしまったようだ。

　気がついた時、俺の目の前には天井があった。軽い頭痛がしたため、開いていた双そう眸ぼうを、思わず左手の平で覆おおう。視界は、夜と同じ暗くら闇やみに閉ざされた。

「ここ……何ど処こだ……？」

　疑問を抱いた。手の平を顔からどけて、寝ていた布団ふとんの上で上体だけを起こす。身体からだからシーツがズリ落ちる事には構わず、俺おれは寝ね惚ぼけ眼まなこで周囲を見渡してみた。

　目覚めたのは……どうやら10畳程ほどの広い畳の部屋だ。古風な桐きりのタンスや、掛かけ軸じくが飾られている。見た限りでは和室だと思うが、問題なのはどう見たところで自分の家ではないという事だ。悲しいかな、俺はこんな立派な和室で生活などしていない。

　ふと見ると、部屋に置いてあった大鏡に自らの姿が映うつり込こんでいる。鏡に映った自分の姿を見て初めて、灰色の着物姿に着替えさせられている事に気づいた。旅館で着るような浴衣ゆかただ。いったいどうして俺おれは、こんな場所でこんな格かつ好こうをしているのか。

　たしか……第二新しん宿じゆくへ行こうと駅まで向かったのだ。そこでクラスメイトの羽う鷺さぎ雪せつ名なに出会った。赤帽子レツドハツトが愛あい架かを連れているのに出くわして、妙みような数字が視みえるようになって、駅で爆ばく発はつが起こった……それから先の記憶がない。無理に記憶を辿たどろうとしているせいか、軽い目め眩まいを感じる。俺は傾かしげた額ひたいを、片手で受け止めた。

　いつまでも布団ふとんの上にいるわけにはいかない。もっと詳しく状況を把は握あくしようと考えた俺は、シーツをどけて立ち上がろうとした。立ち上がるために、俺は傍かたわらの畳の上に手を突いた。

　だが……指先に感じた奇き妙みような柔らかさと温あたたかさは、俺の知る畳の感触ではなかった。

「…………っ！」

　予期せぬ出来事が起きていた。驚きよう嘆たんの声が、悲ひ鳴めいのように漏もれそうになるのを堪こらえる。

　視線の先には、色白い少女の胸を鷲わし掴づかみにしている俺の手があったからだ。

　背せ筋すじまで伸びる艶つやがかった白い長ちよう髪はつ。閉ざされた瞼まぶたの奥には、いつもの美しい緑色の瞳ひとみが隠されているのだろう。クラスメイトである羽鷺雪名。すぐ傍らに彼女がいた。

　俺の布団の隣となり。つまりは畳の上で横たわり、眠りこけているところだった。

　乱れた浴衣ゆかた姿で。

　浴衣の隙すき間まからあられもなく露出した太ふと股もも。そして綺き麗れいな鎖さ骨こつ。露出した肩にブラジャーの紐ひもが見えない事から考えて……下着を着けていないのか、これは？　浴衣の生地ごしに掴んでしまっている彼女の小振りな胸から、俺は慌あわてて手をどけた。状況がよく理解できていない俺は、破は裂れつしそうな心臓の高鳴りを堪えつつ、目前の無防備極まりない少女への視線のやり場に困り果てる。……顔が熱くなってしまった。

　正直、羽鷺の目が覚めなくて助かった。起きていたらかなり気まずかった。内心では、これは事故なのだから仕方ないと言い訳をしつつ、なんだか罪悪感を感じずにはいられない。

　ふと、眠っている羽鷺が本を手にしている事に気がついた。

　その本のタイトルは簡潔だ。「看かん病びよう入門」……こんなわけのわからない参考書が、世の中に存在するとは。眠っている羽鷺の近くには、他にも医学書やら薬草学やらの本が散乱している。

　どうやら慣れないながら、必死に俺を看病しようと考えた形跡が見られる。近くに置いてある医療用メスやら植うえ木き鉢ばちやら、何に使おうとしたのか、用途不明な物品に関しては若じやつ干かんの不安を感じるが……試し行こう錯さく誤ごした結果、疲れて寝てしまったというオチだろうか。数学やら物理やら、色々と小難しい事は詳しいくせに、他人の看病の仕方はわからないなんて。

　……ちょ、ちょっとかわいいだなんて思ってないぞ！

　照てれながらも俺は、眠っている羽鷺へ自分のシーツをかけてやった。なるべく、羽鷺の姿が目に入らないように注意しながらだ。そうしてから、俺はゆっくりと起き上がる。

　ふらつきながらも、外の陽光が差し込んでいる襖ふすまへと歩み寄った。それに手をかけ、襖を開く。すると襖の向こうから、目も眩くらむような日差しが照り付けた。

　あの日の暗い雨空が一変して、空は残ざん夏かの快晴となっていた。太陽が若じやつ干かん、西に傾かたむいている事から推測しても、時刻は昼を回った頃だろうか。俺の目前に現れたのは、美しく手入れの為された日本庭園だった。

　どうやらこの場所は日本家屋の１部屋であるらしい。瓦かわら屋根の母おも屋やを取り囲む庭。その庭に面した縁えん側がわ。立派な屋や敷しきのようだが、見覚えはない。しかしそんな見覚えのない庭の物もの干ほし竿ざおへかけられている洗濯物は、どう見ても俺おれが着ていた服だ。

「…………ひゃっ！」

　突とつ如じよ、背後で甘ったるい奇き妙みような悲ひ鳴めいが聞こえた。俺は和室を振り返る。

　するとそこには、目覚めたばかりの羽う鷺さぎがいた。眠っていた時の、自分の格かつ好こうに気が付いたのだろう。俺のかけてやったシーツで胸元を隠しながら、身を小さく丸くしていた。

　耳の先端まで赤くして、羽鷺は困った顔で俺の方を見上げている。先さき程ほどの事もあり、俺も困りながら微笑ほほえむ。お互いに言葉を失ってしまうが……気まずさを隠すために、とりあえず俺は、咄とつ嗟さの挨あい拶さつで全てを誤ご魔ま化かす事にした。

「こ、この場合、おはようと言うよりはおそよう、なのか？」

「え！　ええっと……おそ……よう？」

　羽鷺は咄嗟の俺の冗談に合わせてきた。

　羽鷺の慌あわてふためいた態度が新鮮で、面おも白しろくて。なんだか俺は、ついつい笑ってしまう。

　しばらく笑っている俺を惚ほうけながら見ていた羽鷺だったが、こちらにつられて、やがて一いつ緒しよに笑い出してしまう。教室ではいつも暗い影を背負っていた羽鷺だったが、不思議と今はそれを感じなかった。今の彼女は、心の底から微笑んで、笑ってくれているように見えたのだ。

　羽鷺のその笑顔が嬉うれしくて、同時に俺は、妙みように落ち着かない気持ちにさせられてしまう。彼女の澄んだ色の眼まな差ざしを直視できず、熱っぽい頬ほおを隠すよう、俺は羽鷺から顔を背そむけた。

「……ここはいったい何ど処こなんだ？」

「ここは私の家だよ」

「まさかとは思ってたけど……こんなでかい家が、羽鷺の家なのかよ？」

「うん。冴さえ上がみ君の家の場所はわからなかったから。とりあえず私の家に運んで、手当てし……ようとしたんだよ。やった事ないから、あんまり上手にいかなかったんだけど……」

　羽鷺は「看かん病びよう入門」の本を膝ひざに置いて、少しガッカリした様よう子すで肩を落とす。

「それに──私が一緒にいれば、赤帽子レツドハツトも迂う闊かつに君を攻こう撃げきしてこないだろうしね」

　赤帽子レツドハツト。羽鷺の口から、その名が出た。俺が記憶している常識外はずれな体験は、どうやら夢や幻まぼろしの類たぐいではないようだった。俺はその事を非常に残念に思った。

　それにしても……俺も羽鷺もよくあの駅での大だい爆ばく発はつをほとんど無傷で生き残れたものだ。

　奇き蹟せきと呼ぶのは安易だが、奇蹟以外に何と表現すれば良いのかすらもわからない。あの爆発は、赤帽子レツドハツトの話が確かなら『爆発物』らしい。未いまだ信じられないような話だが、あの化ばけ物は〝確率〟を操あやつる事が出で来きるのだという。おそらく、駅地下の爆発物が爆ばく発はつする希少な可能性を引き起こしたといったところだろうか。……何をどうしているのやら、だ。

　そこまで考えたところで、俺おれは身体からだの節ふし々ぶしが痛い事に気が付く。着物に隠れて見えないが、たぶん身体のあちこちが擦すり傷きずや軽い火傷やけどになっているのだろうと予測できる痛みだった。

「俺……どれくらいここで寝てたんだ」

「まる１日半くらいかな。今日は日曜日だよ」

　羽う鷺さぎからそれを聞いて絶句する。だとしたら、真っ先に確認しなければならない事がある。

「俺の妹は……愛あい架かはどうなったんだ！」

「……妹さんは、赤帽子レツドハツトにさらわれたままだよ」

　つまり俺は、愛架をあの化ばけ物ものの魔ま手しゆに預けたまま、丸１日半も気を失っていた事になるのか。愛架は……無ぶ事じでいるのか。一気に凶悪な不安が胸へ押し寄せてくる。

「まだ大丈夫」

　そんな俺の心配を見越していたかのように、羽鷺が困ったように微笑ほほえんで見せた。

「赤帽子レツドハツトは言っていた。愛架さんの願いを叶かなえるまでは、愛架さんの身み柄がらを返す事は出来ないって。それはつまり逆説的に考えれば、愛架さんを返す予定はあるという事だよね」

　羽鷺の言葉を、俺は唖あ然ぜんと聞いていた。たしかに、羽鷺の言う通りに解釈は可能だろう。しかしだとすると、あの化け物の言う愛架の願いとはつまり……俺の死。

　赤帽子レツドハツトは、俺を殺すまでは愛架を生かしておくと言っていた事になる。俺が死なない限りは、愛架の命は無事なのだろうか……都つ合ごうの良い推測でしかないが、今は信じたかった。

　俺はふと、羽鷺の様よう子すがおかしい事に気がついた。羽鷺は、なにやらモジモジと照てれくさそうに俯うつむいていた。まだ寝ている姿を見られた事を気にしているのだろうか。

「えっとその……服がかなり汚れてたから洗濯しておいたんだけど…………」

「え、ああ、そんな事までしてもらって悪いな。ありがとう」

　確かに庭に干してある洗濯物は、どれも俺が着ていた服ばかりだ。爆発に巻き込まれた際、どの程度汚れていたのかはわからないが、粉ふん塵じんと土ど砂しやに巻き込まれたのだから、汚れは酷ひどかったのだろう。１日半も経っている今干している事から考えても、汚れを落とすのは大変な作業だったのかもしれない。それが申し訳ない気もした。

　だがそれだけでは、羽鷺がモジモジしている理由はわからなかった。

　羽鷺はどういうわけか、俯いた頬ほおを桜色に染そめてしまっているのだ。

　カーッと耳まで赤くしてから、羽鷺はやがて、震ふるえる声で俺へ言った。

「しし、した、下着は脱がせられなくってね……あの……ご、ごめんなさい……！」

「……」

　羽鷺は頭から蒸気を上げながら、俺を見ずに言う。言われて確認してみれば……たしかに俺が今着ている下着だけは、あの夜に着ていたもののままだった。

　羽う鷺さぎはシーツをまとったまま立ち上がり、慌あわてて俺おれの目前へと駆かけ寄よってくる。相当焦あせっているようで、羽鷺は呂ろ律れつの回らない口調で俺へ告げる。

「今からお風ふ呂ろ沸わかすから入って。わた、私、お昼ご飯作るから。もう……い、行くから！」

　羽鷺は未いまだ赤面したまま、大慌てで和室を後にする。そして縁えん側がわの向こうへと素足で駆けていった。その慌ただしい後ろ姿を見送りながら、俺はもう一度微笑ほほえんでしまう。

　学校で会う時は、やたら小難しい話をしてくる変人だとしか思っていなかった。だが彼女にも、同年代の少女らしい羞しゆう恥ち心しんや、間が抜けたところもあって、なんだそれがかわいく思えた。それに何よりも────今日の羽鷺は、俺が初めて見る良い笑顔をしていた。




　　　　■■■




　風呂から出た後、俺は羽鷺に案内されて居間へと向かう。なんだか旅館に来て、もてなされているような気分だった。シャツとスカート姿に着替えてきた羽鷺の後ろに付いて縁側を歩く。そうして湯上がりの心地よい頭で、俺は様々な疑問について考えていた。

　愛あい架かを誘ゆう拐かいした赤帽子レツドハツトの正体は、何なのだろう。

　怪人には……頭がなかった。人間ではなかったのだ。

　羽鷺はそんな赤帽子レツドハツトについて、何かを知っているような口振りだった。俺の目の前を歩く、この羽鷺雪せつ名なという少女はいったい……何者なのだろう。

「散らかってるけど、どうぞ」

　考え事をして歩いていると、羽鷺が傍かたわらの襖ふすまを開あけ放はなって立ち止まっている事に気がつく。どうやらそこに食卓があるのだろう。羽鷺は俺へ、入るように促うながしている。俺は思考を中断し、羽鷺の好意に甘える。羽鷺の案内するままに居間へと入った。そして……すぐに言葉を失う。

「たしかに散らかってるな、こりゃ……」

　俺は目の前に聳そびえる本の山々を、唖あ然ぜんとしながら見上げて言う。

　居間は畳の部屋で、木製の立派なローテーブルが中心に置かれている。人が立ち入る事が出で来きるのは、おそらくその周辺の空間だけだろう。テーブルを取り囲むように、数え切れない本が積み重ねられて聳え立っていた。俺はテーブルに歩み寄ると、近くに聳えている本のタワーの１つへ目を配る。背表紙のタイトルは英語だったり日本語だったり。いずれも辞書のように分厚い本が多く、どうやら内容は数学、物理学、医学など、専門書の類たぐいが大半のようだ。それら本の隙すき間まの空間に、大型の液晶テレビや自宅電話機などが置かれており、かろうじて食卓での歓談くらいは出来る配はい慮りよをされているようだった。それにしても、一見して床が抜けそうな程ほどの大量な蔵書量である。何だこれは、図書館でも始める気なのか。

「これ……羽鷺の親が読んでる本なのか？」

「私、家族いないよ。……５年前に２人とも死んじゃったから。だから〝今は〟全部私のもの」

　羽う鷺さぎの両親が亡くなっているなんて、初めて聞いた。

　５年前という事は、羽鷺の両親も東とう京きよう内ない戦せんで死んだのだろうか。しかし、たしか転校初日の挨あい拶さつでは、羽鷺は海外を転々としている帰国子女なのだと言っていた。まあ、詳細はわからないが、いずれにせよ他人の俺おれが、羽鷺の死んだ両親の事を掘り下げるのは失礼だろう。

　俺や愛あい架かだって、親父おやじの死んだ経けい緯いをあれこれ聞かれるのは良い気分ではないのだ。

　俺は羽鷺に促うながされるままに、テーブルの前に座ってあぐらをかく。それにしても……人ひと様さまの家で介かい抱ほうされた上に、風ふ呂ろ、洗濯、飯まで用意して貰もらった。

「助けて貰った上に、食事まで作って貰って悪いな。本当にありがとう」

「どういたしまして」

　羽鷺は本の山を器用にすり抜け、その向こうにあるのだろう、台所へと向かった。しばらくすると、盆ぼんに載のった２人分の焼き魚と味み噌そ汁しるを運んでくる。羽鷺はそれを手て際ぎわ良く食卓に並べると、持ってきた炊飯器を開いて、茶ちや碗わんにご飯を盛り付け始めた。

「ところでこの本、全部読んだのか。いくら読書好きなのか知らないけど、尋じん常じようじゃない量だ」

「君だって、いつもたくさん読書しているでしょ。良ければ好きなの読んでも良いよ」

「俺が読む本ってのはこういう専門書じゃないし、それに図書館の貸し出しだ。この蔵書量は、俺なんかと比較にもならないって。何せ自分の背丈より高い本の山だぞ。初めて見たよ」

「ここの本の大半は、元々はお父さんが遺のこしてくれたもの。私が全てを集めたわけじゃないの」

「……こんな本ばかり持ってたって事は、親父おやじさんは学者か何かだったのか？」

「研究者だった。……今はもうない研究所の、だけどね」

　羽鷺はご飯を盛り付けた茶碗を、俺の前へ差し出して置いた。合がつ掌しようして「いただきます」を言うと、俺達は黙々と箸はしを付け始める。よくよく考えれば、これは羽鷺の手料理という事になるのだろう。以前、同じクラスの女子が調理実習で作った焼き魚は黒くろ焦こげで酷ひどいものだったため、羽鷺の料理にも警けい戒かいしてしまった。……しかし食べてみると予想外に上じよう手ずで驚いた。羽鷺の料理は、とびきり美う味まいわけではないが、なんだか懐なつかしさを感じさせる素そ朴ぼくな味だった。

「そうだ。テレビ点つけても良いか？　あの駅の爆ばく発はつ事故がどうなったかを知りたいんだ」

　俺が問いかけると、羽鷺は本の山の中からリモコンを取り出し、俺へ手渡した。羽鷺から手渡されたリモコンをテレビへ向け、俺は電源ボタンを押す。

《────今日は赤帽子レツドハツトの噂うわさについて特集しようと思います》

　テレビを点けて最初にやっていたワイドショーが、開口一番にそれを告げた。別にその番組を見る事が目的ではなかったのだが、チャンネルを変えようとする指が止まってしまう。

　画面隅すみに表示されたテロップは、『実在する都市伝説・赤帽子レツドハツトの正体に迫せまる！』となっていた。とうとう赤帽子レツドハツトの噂は、テレビメディアにまで取り上げられ、面おも白しろ可お笑かしく、その存在を世間へと流布され始めたようだ。番組の調べによれば、赤帽子レツドハツトの噂が広まり始めたのは、ここ半年間程ほどの事であるのだと言う。番組では匿とく名めいの顔モザイクで、自称「赤帽子レツドハツトへ夢を願った」と証言する人々が登場していた。中には赤帽子レツドハツトのおかげで結婚できたとか、仕事が上う手まくいったとか、そういった成功談を話す人物まで登場する始末だ。それらインタビューを見ていた番組コメンテーター達は、「私も会ってみたい」と盛り上がっている。

　人の夢を叶かなえるのは善よい行い。

　そうした論調で、メディアでの赤帽子レツドハツトは専もつぱら好評のようである。テレビに登場する人々を見ていると、本当にあの怪人が危険な存在であるのかわからなくなってしまう。

　だが……愛あい架かはあの怪人に誘ゆう拐かいされており、俺おれは命を狙ねらわれているのが現実だ。

　気を取り直し、リモコンを操作して番組を色々と変えてみる。すると目的の、駅の爆ばく発はつ事故の現場を映うつしているニュース番組を見つけた。これに違いない。

「……爆発の原因は、駅の地下に埋まい没ぼつしていた不発弾だんか」

　番組を聞きながら、俺は冷や汗混まじりに呟つぶやいた。怪人が言っていた通り、あの駅の下には爆発物が埋うまっていたようだ。報道によれば、不発弾は第二次大戦中に落とされたものらしく、何十年もの間、あの駅の地下深くに埋没していたようだ。

「負傷者０名？　あれだけの爆発事故だったっていうのに、誰だれも死んでないのか……？」

「うん。私が爆発の被害範囲を限定させたから。近くにいた君は、庇かばうしかなかったけど」

　何気なく告げる羽う鷺さぎの言葉に、俺は絶句する。爆発の被害範囲を──羽鷺が限定させた？

「……そう言えば、お茶を出してなかったね」

　羽鷺は自分の箸はしを置き、再び台所へ向かう。食卓からかろうじて覗のぞき込こめる台所を見やると、食器棚から急きゆう須すを取り出す羽鷺の姿が見えた。次に羽鷺は、台所で水道の蛇じや口ぐちを捻ひねる。羽鷺は急須へ水道水を注そそいでから、茶葉の入った缶を持ってきた。蓋ふたのついていない、開あけっ放ぱなしの急須は、なみなみと水道水で満たされている。

　俺は軽く困こん惑わくせざるをえない……羽鷺家はお湯ではなく、水でお茶を入れるのだろうか。

　羽鷺は水の入った急須へ茶葉を入れる。そして急須の周りを、優しく指先でなぞった。

「！」

　視みえたのだ。

　羽鷺が急須に触れると、急須を満たしている水の水面に、青い数式が浮かんだ。

　それはあの夜に見た、触れる事の出で来きない幻げん像ぞうの数だ。

　最初に視えた数値は24。だが見る見る間に、数値は70までカウントアップされた。昨日視た数字と違うのは、色とノイズがかっているようではないという事くらいだろうか。

　青い数字が消えた後、急須の穴から湯気が上ってくるのが見えた。

「お前……いったい何をしたんだよ」

「水温を70℃にまで上昇させた。水の数式へ、私が数値を代入したの。ほら、熱々だよ」

　羽鷺は熱くなった急須から出るお茶を、俺と自分の分の湯飲みへと注いだ。俺へお茶を差しだし、飲むように促うながす。恐る恐る唇くちびるを付けてみると……水は、普通の熱いお茶になっていた。

「例えばロケットに乗って人が月へ行くためには、科学者達の綿めん密みつな計算が必要でしょう。原子力発電を行おうとすれば、化学反応を精密に計算する必要があるわ。現代の科学技術のほとんどは、元を正せば計算によって成り立つものばかり。遥はるかな太たい古こより、人が身の丈たけを超えた力を扱おうと思えば、そこには数と式が当然のように存在していたとは思わない？」

　羽う鷺さぎはお茶を飲みながら、くもった眼鏡めがねの奥で緑色の双そう眸ぼうを細めた。

「この水だってそう。水とは……温度、透とう明めい度、分子密度。その他あらゆる数値ステータスが寄り集まり、組み合わさる事で水たり得ているわ。数の並べ方、組み合わせ方によって性質や構造が決まり、それらは全て数式によって表現される。この世に存在するあらゆるモノの根源は数。万ばん物ぶつは、その組み合わせによって形作られているの。私のような数秘術師アルケニストが操あやつる数すう秘ひ術じゆつでは、大きく分けて２つの事が出で来きる。数を書かき換かえる事と、数を組み立てる事」

「……今お前は、水の温度を決定している数値ステータスを書き換えたって事か……？」

「この世に書き換えられない数はない。数秘術の基本である〝数値ステータスの書き換え〟だよ」

　羽鷺は湯飲みをテーブルへ置いて、唖あ然ぜんとしている俺おれを覗のぞき込こんでくる。

「冴さえ上がみ君は、確率偽ぎ装そうによって見つけにくくなっていた赤帽子レツドハツトを見つける事が出来た。それに今も、私が急きゆう須すを撫なでた時点で驚いていたよね。たぶんもう間違いない。君には青い数字のような幻げん像ぞうが〝視みえている〟はずだよ」

「…………普通は視えないもんなのか、これ。でも羽鷺にも視えているんだろう？」

「私の場合は生まれつきね。でも君の場合は一昨日おとといからでしょ。君のフレームは大きかった。元々素質があったから、赤帽子レツドハツトに出会う事で素質が開花したんだろうね」

　羽鷺はいつも通り、柔らかい笑みを浮かべてそう応えた。俺にとって羽鷺の講こう釈しやくは、全く以もつて意味不明なものだった。だがその口振りからして、羽鷺は間違いなく核心を知っている。

　俺はしばらく言葉を失い、黙り込んでしまう。聞くべきかどうか、一いつ瞬しゆんだけ迷ったのだ。

「教えてくれ……俺の眼めはどうなってるんだ」

　羽鷺は少しだけ表情を強こわ張ばらせる。

　おそらく、深入りするなという無言の警けい告こくなのではないかと思えた。

「君は眼めが良過ぎるんだよ。体質だね。この説明じゃ駄だ目め？」

　駄目に決まってるだろう。俺は表情だけで応える。

　羽鷺は観念したのか……緩ゆるやかに語り出した。

「……冴上君は、人工知能開発ＡＩにおけるフレーム問題を知っている？」

「……？」

「例えば人工知能を搭とう載さいしたコンピュータにカメラを取り付けて、人間の目の機能を与えてみたとするね。結論から言えば、人工知能はカメラから入ってくる膨ぼう大だいな映像情報を処理し切れずに壊こわれてしまうの。この世界は、人工知能の記憶装置ストレージ容量には収まりきらない程ほどに多くの情報で満ち溢あふれているからだよ。けれど人間は、コンピュータの処理能力にさえ劣おとる脳しか持っていないのに、人工知能のように壊こわれてしまう事なんてないよね。どうしてだろう」

　羽う鷺さぎはいつも通りに不可思議な話を始めると、唐とう突とつにＶサインを俺おれの目前へ突つき出した。

「この指は何本に見えるかな」

「何本って……２本だろ？」

「じゃあ、私が君に指を見せている間、私の後ろのテレビは何を映うつしていた？」

「……注意してなかったんだ。わからないよ」

「その通りだね」

　羽鷺はＶサインを引っ込めて、そして小さく微笑ほほえんで言う。

「君には景色全体が見えていた。けれど実際に君が視みていたのは、私の２本の指だけだった。人間は視界に入る情報の中から、興味のあるものだけを取り出し、それ以外のものが見えない事に出で来きてしまう。視るものを〝興味のあるものだけに限定する〟という機能が働くから。これは視界へ入ってくる膨ぼう大だいな情報量から脳を守るための保護機能なんだよ」

　羽鷺は自らの眼鏡めがねを取とり外はずし、そのフレームの縁ふち取どりを、指先で妖よう美びになぞりながら続けた。

「……冴さえ上がみ君。人間に扱えるものなんて、この世界の限られたごく一部でしかないんだよ。私達は何もかもが見えているつもりで、それなのに生しよう涯がいをかけて視えるものなんて、興味という枠フレームの中に入った僅わずかなものだけでしかない。それは小さな虫眼鏡で世界を覗のぞいているようなもの」

「……つまりだとしたら、俺のフレームって言うのは……」

「そう。君の眼めは、普通の人よりも虫眼鏡が大きいみたいだね。普通の人なら見落としてしまうような、視る必要のない異い形ぎようまでよく視えてしまう。俗っぽく言えば〝霊れい感かんが強い〟って言えばわかりやすいのかな。君には、普通の人には見えないものが視えてしまうんだよ」

　霊感が強い……？

　羽鷺はそんな常識外れな事を言っている。じゃあ何だ。俺に霊感なんてものがあるというのか。幽霊とか怪奇現象とか、そういうものが視えるとでも。正直、呆あきれに近い心境だった。

　ふと、羽鷺が俺の顔を凝ぎよう視ししている事に気が付いた。羽鷺は突とつ如じよとして身を乗り出し、俺の顔の間近にまで、自分の顔を近付けてくる。予期せず羽鷺に接近された俺の心臓は、鼓こ動どうを乱してデタラメに跳ねる。

「なな、何だよ！」

　息がかかる程ほどの距離から、彼女の澄んだ緑の双そう眸ぼうが俺を覗き込んでくる。俺の間近に急接近した羽鷺は微動だにせず、ただじっと俺の顔を凝視しているようだった。恥はずかしくて、俺は思わず頬ほおが熱くなってしまう。その事さえも恥ずかしくて、益ます々ます赤くなっていくばかりだ。

「……………………ご飯粒ついてるよ」

「…………へ？　はあ？」

　羽鷺は俺の頬に付いていたご飯粒を摘つまみ取る。そうしてから羽鷺は何事もなかったかのように、再び箸はしを持ち直して、食べかけだった自分の魚へと箸を伸ばす。

　肩の力が抜けた俺おれは、開口したままで呆ほうけ続けてしまう。

　……眠っている姿を目もく撃げきされて赤面したり、俺の下着を脱がせられなかったり。基本的には初う心ぶで純真な少女のはずだ。だが今のように、無防備に俺へ接近して見せたりもする。普段から高度な学術知識を語る羽う鷺さぎの姿からは想像した事もないが……どうやらこういう事に関して、彼女はかなりの天然らしい。

　ふと、魚の身を摘つまんでいた羽鷺の箸はしが動きを止める。

「…………あ」

　羽鷺は短く呟つぶやいた。彼女は黙って自らのスカートを見下ろしている。何事かと、俺も羽鷺の見下ろす視線の先を見やり……そして同様に気がついた。

「……あ」

　俺の口からも、羽鷺と同じ言葉が漏もれる。

　おそらく俺の頬ほおについていた米粒を取った時だろう。醤しよう油ゆ瓶びんが倒れており、テーブルの上に流出した黒い液体が、羽鷺のスカートの上に滴したたり続けていた。




　　　　■■■




　浴室の方から、シャワーの音が聞こえてくる。

　しばらく水の滴る音を耳にしながら、俺は廊ろう下かで羽鷺を待っていた。

　やがてシャワーの音が途と絶だえると、浴室にいた羽鷺が洗面室へ現れるのが確認できた。確認できたとは言え、等身大サイズのミストガラスがはめ込まれた引き戸の向こうに、モヤがかったシルエットが見えるだけだ。ガラスの向こうはモヤになっていて、決して鮮明に見えはしない。しかしモザイク越しとは言え、一いつ糸し纏まとわぬであろう羽鷺の、肌はだ色いろのシルエットが確認できるだけで十分に……十分に何だというんだよもう！

　とにかく、さっきから俺は無む性しように落ち着かない気分にさせられていた。

　冷静さを保とうと咳せき払ばらいをしてみたり、意味もなく深呼吸を始めてみたりする。そうして何とか気を取り直しながら、ガラス越しに立っている湯上がりの羽鷺に向かって、俺は言った。

「……なあ、羽鷺。１つだけ、教えて貰もらっても良いか」

「何？」

　扉の向こうの羽鷺に、こちらの声は届いているようだ。俺は思い切って尋たずねてみる。

「お前、赤帽子レツドハツトの事をナントカって呼んでただろ。たしか、アル……アルなんとかだ。よくわからないけど、それって何なんだ？」

「……」

　バスタオルで髪かみを拭ふいていた羽鷺のシルエット。それが止まる。

　しばらくの間の後に、羽鷺はゆっくりと語り出した。

「……〝災厄の数アルヘトス〟。存在するだけでこの世の理ことわりを狂わせてしまう、呪のろわれた怪物。遥はるかな昔、秘密結社であるピタゴラス教団は、語られてはならない禁きん忌きの存在をアルヘトスと呼んだの。数学史について詳しくはないけれど、名前の由来は、きっとそこからだと思う」

　髪かみを拭ふき終おわった羽う鷺さぎは、次に身体からだを拭き始めた。

「そもそも災厄の数アルヘトスという言葉を使う人が少ないから、厳げん密みつに意味は定義されていないんだけどね。〝数を操あやつる異能を持った人間〟の事だと思ってくれれば、だいたい間違いじゃない。赤帽子レツドハツトの場合は……人間と変ア革ルのベ石ドが融ゆう合ごうする事で誕生した災厄の数アルヘトスだよ」

「変ア革ルのベ石ド？」

「見た目は、白いビー玉サイズの石。彼の頭に付いていたでしょう？」

「えっとつまり……人間と石ころが混まじって出で来きたのが、あの都市伝説の怪人なのか……？」

「変ア革ルのベ石ドは凄すさまじいエネルギーを秘めた精神感かん応のう物質。触れた人間の強い想おもいに反応して、その人間を構築する数式を組み立て直してしまうの。その人間が強く望んだ姿にね。この現象は〝最適化〟と呼ばれていた。赤帽子レツドハツトは、石に想いを最適化されて災厄の数アルヘトスになったの」

　細い身体に、羽鷺はバスタオルを巻き付けながら続けた。

「私のような数秘術師アルケニストと呼ばれる存在は、数を書かき換かえ、数を組み立てる事で、人々の言う奇き蹟せきを起こす事が出で来きる。けれど災厄の数アルヘトスは、私達とは全く異なる方法で奇蹟を起こす。数を傷付け、数を狂わせる。災厄の数アルヘトスは世界の法則を破は壊かいする事で奇蹟を起こすの」

「数を傷付けて狂わせるって……どういう事だ？」

「赤帽子レツドハツトが操あやつっている数を視みた君になら、わかるはずだよ。彼の操っていた数は傷付けられ、赤くノイズがかかったように歪ゆがんで視えたはず。万ばん物ぶつの根源たる数の破壊。災厄の数アルヘトスは、この世界における禁忌によって奇蹟を実現するの。彼が〝教団〟の人間に狙ねらわれる事になるのは、時間の問題だろうね」

「……教団って何だ？　そいつらは災厄の数アルヘトスを狙ってるのか？」

「質問は１つじゃなかった？」

　羽鷺は俺おれに問い返す。問い返された俺は言葉を飲み込んでしまった。

　俺は苦笑を漏もらしてしまう。

「そうだったな」

　約束違反だった事に気が付き、俺はそれ以上、彼女から情報を聞き出す事は止めた。

　羽鷺は言った。

「ごめん、こんなに待たせちゃって」

　ガラス越しに見える羽鷺のシルエットは、そう言いながら着替えの服を手探りしていた。

「すぐに着替えるから、そうしたら探さがしに行こう。私にも手伝わせて欲しい」

「……探すって？」

「決まってるじゃない。君の妹さんをだよ」

　羽う鷺さぎは当然のように言って退のける。羽鷺の提案に対して俺おれは……冷静に答えた。

「……愛あい架かを探さがすって言ったって、赤帽子レツドハツトの居場所の手がかりなんて何もないだろう。俺達が探すより、警けい察さつに捜そう索さく願いを出して協力を得た方が得とく策なんじゃないのか？」

「発見される確率を偽ぎ装そうしている赤帽子レツドハツトを、警察の人達に見付けられると思う？」

　確かに爆ばく発はつした駅の人々は、あの怪人が銃じゆうを発はつ砲ぽうしても、その存在に気が付く事はなかったのだ。それは警察官だって同じ事なのかもしれない。

　羽鷺は少しだけ寂さびしそうに言った。

「私は、赤帽子レツドハツトに会わなければならない。君と一いつ緒しよにいれば……また彼に会えそうだから」

　羽鷺の言葉を聞きながら、俺は考えた。

　羽鷺は何な故ぜ、あの怪人を探しているのだろう。

　俺と羽鷺が駅で出会ったのは、おそらく偶然だ。俺と羽鷺は、最初から目的を共有していたわけではなく、こうして一緒に怪人を探そうとしているのは成り行きなのだ。羽鷺には、羽鷺の理由があって怪人を探しているはずだ。だがその目的が何なのか、わからないままだった。

　────ガラッ！

　俯うつむいて考え込んでいた俺の目前で、突とつ如じよとしてガラス戸が開いた。

　羽鷺が着替え終わったのかと思って見上げると、俺の思考は緊急停止する。

　ガラス戸の向こうから駆かけ出してきた羽鷺が、脈みやく絡らくもなく俺の身体からだに抱だきついてきたのだ。羽う鷺さぎの着替えは終わってなどいなかった。まだバスタオルを身体からだに巻いただけの格かつ好こうである。

　状況に付いていけず、俺おれは狼ろう狽ばいしてしまう。

「どど、どうしたんだ！　何事だ！」

　羽鷺は青ざめた表情で、洗面室の一角を指差していた。シンクのすぐ横に、小さな黒い生き物が蠢うごめいていた。どう見てもそれは……ゴキブリだった。
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「ゴゴ……ゴゴゴ……！」

　呂ろ律れつの回らない羽鷺の口振り。どうやら羽鷺はゴキブリが大の苦にが手てのようだった。羽鷺はパニックになっているのだろうが、俺の方は別の事でパニックになりそうだった。何せ羽鷺の身体に巻かれていたバスタオルが、床に落ちていた。




　　　　■■■




「わぁ～綺き麗れい！」

　羽鷺はウットリと頬ほおを綻ほころばせながら、緑色の瞳ひとみをキラキラと輝かせて呟つぶやいた。

　東とう京きようタワーよりもさらに高い、地上高４５０メートルの東京スカイタワー第二展望台。

　第二展望台をグルリと取り囲んでいるこの空中回かい廊ろうは、トンネルのような形状をしていた。巨大なチューブの中にいるような気にさせられるこの回廊は、通路の片側がガラス張りになっている。そこから眼下に一望出で来きる夜の東京湾や、関東平野の夜景は美しかった。

　……実はここへ来るまで、俺と羽鷺の間にはずっと会話が生まれなかった。

　裸はだかで俺に飛び付いた羽鷺だったが、冷静になった彼女はその後ずっと、俺の顔を正面から見られなくなってしまっていた。何か会話をしようと俺が口を開けば、すぐに羽鷺が赤面して茹ゆだってしまう。その繰り返しが続いて困っていた。ようやくこの景色によって、羽鷺の気持ちも晴れてきたのかもしれない。感かん嘆たんの言葉を発してくれた羽鷺に、俺は少なからず安あん堵どした。

　どうでも良い事かもしれないが……着替えた羽鷺は今日も、あの不ふ発はつ弾だんの日と同じ、鎖くさりに縛しばられた本を腰こしに巻き付けている。いったいあの本は何だと言うのだろうか。

「この光の１つ１つに人がいるんだと思うと、なんだか不思議だね。この景色は文字通り、命の輝きと呼んでいいのかもしれない」

　詩的な事を言いながら、羽鷺はガラスの壁面を懸けん命めいに屈かかんで覗のぞき込こんでいるようだ。東京の夜景に夢中なのだろう。珍しく無む邪じや気きに目を輝かせている羽鷺は、普段、俺が学校で会う羽鷺とはかなり雰ふん囲い気きが違っている気がした。

　しかし納得はいく。何せ、この夜景は絶景と呼んで良いものだ。

　まるで星ほし屑くずを地上にばらまいたかのように煌きらめく、眠らない都市の夜景。その上空に輝く星々。想像を超えた光の風景に息を呑のみ、誰だれだって思わず心奪うばわれてしまうだろう。

　俺だって、口にする事はなくても、景色の壮大さに感動しているところだ。

「星空だって綺き麗れいなもんだぞ」

　俺おれに言われて気がついたのか。羽う鷺さぎは足あし下もとの夜景から、頭上の星空へと視線を転じる。

　俺と羽鷺はその場で立ち止まり、２人並んで星空を見上げ始めた。

　どうやらこれくらい高度があれば、街の明かりの中でも星が見えるようだ。まあ、夜空に星が見えるとは言っても、やはり眼下に明るい都市の夜景がある以上、満天とはいかない。しかし散見できる星の数は、地上で見上げる数よりも、遥はるかに多くて幻げん想そう的てきだ。

　星空を見上げながら、俺はふと懐なつかしい記憶を思い出した。

「そういえば昔……家族で天体観測へ行った時、親父おやじに色々と教えてもらったっけな」

　疎そ遠えんだった父親との数少ない思い出。幼い時に失しつ踪そうした母親との記憶はないが、父親の記憶だけは、どうにかまだ残っていた。かつての父親の受け売りを、俺は思い出しながらに語った。

「この星々の中には、地球から遥か16万光年先の場所に存在する銀ぎん河ががあるらしい。16万光年と言えば、光の速度で16万年かけてようやく辿たどり着つける距離で。つまりその銀河の光が地球で観測できるまでには、16万年もの時間がかかるんだそうだ。俺達は地球から、16万年も前の銀河の姿を見上げているらしい。そう思えば不思議な話だよな。この星空には、過去と現在が同時に存在しているって言うんだから」

　何を急に語ってしまっているのだろうかと、俺は苦笑を漏もらしてしまう。だが続けた。

「最初から身近にあるせいで、誰だれもこの星空を異常だなんて考えたりしていない。羽鷺が言う通り、この世界は最初から、ちっぽけな人間の手には余る程ほどの神秘でできているのかも」

　俺の言葉に耳を澄ませながら、羽鷺は深く瞼まぶたを閉ざしていた。そうしている羽鷺は、何な故ぜだかとても幸せそうに見えた。俺は照てれくささを誤ご魔ま化かすために微笑ほほえんだ。

「いや、なんかクサイ事言っちゃったのかな。やっぱり今の無しにしてくれ」

　慌あわてて体てい裁さいを気にしてみたが、時すでに遅しだろう。だが羽鷺は、俺の言葉を茶化ちやかす事はしなかった。やがて閉ざしていた瞼を緩ゆるやかに開き、羽鷺の視線は、再び星空と相まみえる。

「ねえ……こんなにも綺麗な世界が何で出で来きているのか、冴さえ上がみ君は考えた事がある？」

　愛おしげに細めた双そう眸ぼうで、星空を遠く見つめる羽鷺の横顔。

　心臓が、射い貫ぬかれたように跳はねる。

　それは俺がこれまで見てきた、羽鷺のどんな表情よりも綺麗だった。俺は気がつけば……羽鷺の美しい緑の双眸へ釘くぎ付づけにされてしまう。羽鷺はいつも通りに不可思議な話を続けた。

「近代物理学の観点から言えばね。この宇宙の構成物質の約４％は、私達の身近にある通常の物質バリオンと呼ばれる物。約23％が、正体不明の物質で、暗黒物質と呼ばれている物。そして残り73％が、測定不能な不可視のダークエネルギー。つまりこの宇宙の96％は〝不可視の何か〟であるとされているんだよ。この世界は人間にとって、わからないものだらけって事」

「わからないもので出来ている美しい世界、ね」

　羽鷺の美しさの方に惚ほうけていた頭で、だが俺は苦笑混まじりに相あい槌づちを打った。

　そこまで語り終えた羽う鷺さぎは、しばし星空を堪たん能のうするために黙り込む。だから俺おれも羽鷺と同じように空を仰あおぎ、時が経たつのも忘れ、ただ壮大な景色に酔よいしれた。

　羽鷺と空を眺めるのは初めてではない。いつもの公園、いつものベンチで２人して空を見上げる事はしばしばある。だがその時とは違い、今は無む性しように落ち着かない気持ちだった。

　周囲では肩を寄せ合い、休憩用のソファに腰こしかける恋人達が、幸せそうに夜景の美しさに浸ひたっている。そんな雰ふん囲い気きのせいか、俺は妙みように隣となりの羽鷺の存在を気にしてしまっている。羽鷺と俺は、そんな関係ではないというのに……俺は何を期待してしまっているのだろう。

　しばらくした頃、羽鷺がポツリと言った。

「さっき言った不可視の何かってね……実は５年前に、ある研究機関が正体を暴あばいたの」

「え、そうなのか」

　横目に見た羽鷺は無表情である。羽鷺は美しい唇くちびるを開いた。

「……無ス次カ元ラ数ーと呼ばれているの。スカラーとは、目には見えない、実体はなくとも大きさを持って存在するエネルギー全般の事。例えば電気はスカラーエネルギーの代表例だよ」

「じゃあ、スカラーってのは電気エネルギーの事なのか」

「あくまでもそれは例だよ。大きさがあっても見えないものは、他にも私達の身近にたくさんある。そうだね。温度や質量。時間だってそう。全てはこの世界に在あるものばかりだけど、誰だれにもその姿を視みる事は出で来きないはず。私や君のような人間には、例外的に視えるけれどね」

「…………それってつまり、俺に視える赤や青の数字が、スカラーだって言うのか」

　羽鷺は黙って頷うなずいた。羽鷺の肯定に、俺は少し困った顔をしてしまう。

「万ばん物ぶつは数で出来てるんだっけ？　何だか難しくて、ずっとイメージ湧わかないんだ」

　言った俺へ、羽鷺は苦笑を織おり交まぜて答えた。

「そうかもね。もしも正確に理解出来なくても、こう思ってくれていれば良いよ。あらゆるものはスカラーで出来ている。あらゆる現象が、スカラーの挙動によって説明出来るんだって」

「うーん……わかったような、わからないような」

　どうやらこの世は、目に見えない、触る事さえも出来ない無ス次カ元ラ数ーで満たされていたらしい。学校では習いもしない事だが、羽鷺は俺に、そうなのだと教えてくれている。しかし俺は首を傾かしげてしまう。いったい、姿無き不可視の存在とはどんなものなのだろうか。

　俺は眼下に広がる東とう京きよう都との夜景を見下ろした。

　そこでふと、思い至った。

　この光の下に暮らしている人々は────数あま多たの想おもいを抱かかえて生きている。それは喜びであったり、悲しみであったり。その想いの１つ１つは目には見えず、触れる事さえも出来ない無形のもの。しかし確かに大きさを持って存在し、俺達はそれを当然と思って生きているのだ。

「だとすれば……人の世を満たすのは数多の想いスカラーなのか」

　思わず呟つぶやいてしまう。姿無き存在というのは、そうしたものなのではないかと思った。

　俺おれの呟つぶやきの後に、傍かたわらの羽う鷺あぎが淡々と告げた。

「どうやら君の方が私よりも眼めが良いみたいだし。これだけ見晴らしの良い場所なら、君になら視えるんじゃないかな。スカラーの濃い場所が」

「そこが赤帽子レツドハツトの居い所どころか。愛あい架かも、そこにいるんだろう」

「……赤帽子レツドハツトの頭に付いていた白い石。あれは物体化する程ほどに圧縮された膨ぼう大だいなスカラーの結晶。眼が良すぎた君は、あの石を間近で見たから、頭痛がして血の涙を流した。あの時に君の才能は開花したんだよ。スカラーが異常に書かき換かえられたり、スカラーが歪ゆがめられていると、君には〝異常なスカラー〟が赤い数字として視みえてしまう。もしくはあの石のように、強大なスカラーの塊かたまりを近くに感知すれば、感度が良い君なら頭痛を感じたりするはずだよ」

　羽鷺の講こう釈しやくを耳にしながら、俺は眼下の夜景を眺め、視て頭痛を感じる場所を探し始める。

　それにしても……俺が持っている〝霊れい感かん〟とやらで、都市伝説の怪人を探しているだなんて、クラスで話したら笑い話にもならない程におかしな事をしているのだろう。

　俺は視ていた夜景の中に────その場所を見つけた。

　たくさんのマンションが建ち並んだ場所。住宅街だろうか。他の場所を視ていても平気なのに、そのマンションが視界に入るだけで、俺は小さな頭痛を感じるのだ。視ていると頭が痛い。

　俺はマンション街を指差して、傍らの羽鷺へ告げた。

「……あそこだ。あそこを視ていると、なんだか頭が痛む」

「あそこだね……行こう、赤帽子レツドハツトの所へ」

　俺の言葉を聞いた羽鷺は、すぐに踵きびすを返してその場を後にしようとする。あっさりとしているその態度に、俺は「おいおい」と内心で制止をかけてしまう。俺は羽鷺の小さな背中を呼び止めた。

「行こうって、俺達だけで赤帽子レツドハツトの所へ行くのか。警けい察さつとか呼ばなくて良いのかよ」

「警察の手には余る相手なの。簡単に君の心臓を止めてしまえる力を持った相手なんだから。ただの人間じゃ、いくら束たばになっても返かえり討うちにされるだけだよ」

「……ただの人間じゃ歯が立たない化ばけ物もの相手に、お前なら大丈夫だとでも言うのかよ」

「……」

　羽鷺は俺を振り返らず、立ち止まって黙り込む。

　黙り込んで俯うつむいてしまった羽鷺へ、俺はゆっくりと歩み寄って追い付いた。

　羽鷺の傍らまで近付くと、羽鷺が悲しそうな顔をしている事に気が付いた。まるで雨に濡ぬれた子犬のように、その視線は何ど処こかを彷徨さまよっている。その理由などわからない。だから俺は羽鷺の萎しおれてしまった顔を見て困ってしまう。そして小さく嘆たん息そくを漏もらした。

　羽鷺の華きや奢しやな肩へと片手を置いて、俺は微笑ほほえみ混まじりに言ってやった。

「わかったよ。俺達だけで行こう。けど無む茶ちやはするなよ。ヤバくなったら警察だ。良いな？」

　そう言った俺に、羽鷺の双そう眸ぼうは、だが切なく細められたままだった。羽鷺は眼鏡めがねの奥を陰かげらせてしまう。隣となりをすり抜けて先を行こうとする俺おれへ、羽う鷺さぎは静かに唇くちびるを開いて尋たずねかけた。

「………………私からも、聞いて良いかな」

　俺は羽鷺を振り返って足を止める。羽鷺は俺の顔を見ずに問いかけた。

「どうして冴さえ上がみ君は……ずっと私に何も聞こうとしないの？」

　羽鷺は小さな両手の平を握にぎり締しめ、固い拳こぶしを作っている。伏ふせた目線を寂さびしげに細めている羽鷺の表情。しかし唇は固く一いち文もん字じに引き結び、何かに耐えようと覚悟しているようだ。

　まるで俺の返事に怯おびえている……そんなふうにも見えた。

　羽鷺は思っていた事を吐はき出だそうと、堰せきを切ってさらに問いかけてくる。

「……何で飛び降りたのかとか。何で無ぶ事じだったのかとか。私が何者なのかとか。君は全てを疑問に感じているはずなのに、私に関する全てを尋ねない。私は君にとって、かなり異常な存在のはず。なのにこんなにも普通に接してくれる。君は……私の事をどう思ってるの？」

　羽鷺は俺の眼めを見ずに、苦しげに絞しぼった双そう眸ぼうで俺の足あし下もとだけを見つめている。

　俺の眼を見て問いかけられなかったのかもしれない。

　羽鷺はその疑問を、ずっと不安に感じていたのだろうか。

　俺は困ってしまい、適当に後頭部をかきながら続けた。

「聞けば羽鷺が辛いんじゃないか。ただずっと、そう思ってたから」

「そんな……私を気き遣づかって遠えん慮りよ出で来きるような状況なの？　あなたの妹は誘ゆう拐かいされていて、しかも誘拐した犯人の事を、私は知っているんだよ。私の正体くらい聞くのが普通じゃない」

　まあ、正論だ。確かにそれを聞かない俺は、羽鷺からすればおかしく見えるのだろう。

「結果論でしかないんだけどさ。今までお前が自分から打ち明けなかったって事は、やっぱり話すのが辛い事なんだろう。なら俺は、これで良いと思ってるんだけど……駄だ目めか？」

　気楽な俺の言葉を聞いていた羽鷺は、俯うつむいたままで問う。

「どうして君は、何も話さない私なんかと一いつ緒しよにいられるの……疑わしく思わないの？　君の考えてる事が、全く理解出来ないよ」

　そこで羽鷺は、俺の顔を厳しい表情で見上げる。俺は困り果てて頬ほおをかく。

「昔……内戦の時の話だ」

　奇き妙みような話を始めた俺を、羽鷺は無言で見つめていた。俺は続けた。

「親父おやじが死んじまってから、俺と愛あい架かは廃はい墟きよ同然の街で、浮ふ浪ろう児じをやっていた事があるんだ。まともな食事は自衛隊の配給しかなくてさ、俺達以外にも行き場を失った人達が大勢い過ぎて、最初の頃の配給は全然足りてなかったんだ」

　少し嫌いやな記憶でもあったため、俺は嘆たん息そくを漏もらしてしまう。

「配給所には色んな人がいてさ。偉い金持ちの社長は自衛隊に賄わい賂ろを約束して、１人で他の人の分の食しよく糧りようまでたくさん貰もらって行ったよ。そいつに俺や愛架の分の食糧も持って行かれたんだ。食べ物がなくて困っていた俺達に、１人のオッサンが食糧を分けてくれたんだ。自分の分しかないのに、それを全部、俺おれ達たちにくれたんだぜ。そのオッサンは金持ちでも何でもなかった」

　俺はゆっくりと羽う鷺さぎへ歩み寄った。

「確かにお前は異常な存在なのかもしれないよ、羽鷺。何せ出会いは自殺現場で、今も正体がよくわからない。でも大切なのは肩書きじゃないだろ？　お前が誰であるのかじゃなくて、お前が何をするのかって事の方が、俺は重要だと思うんだ。お前はこうして、俺の妹を助けようと力を貸してくれている。駅の爆ばく発はつの時には、身を挺ていしてまで俺を守ってくれた。お前はそういう人間なんだよ、羽鷺。なら俺は、お前に欺あざむかれてなんていないさ」

「……冴さえ上がみ君」

　羽鷺は俺の名を呟つぶやく。少しだけ照てれくさかったが、俺は羽鷺に言った。

「だから気にすんなよ。お前が話したくない事なら無理に話さなくて良いんだ」

　俺は羽鷺の小さな頭の上に手の平を乗せた。羽鷺は小動物のように身を竦すくめる。

「お前の苦しみがわかるだなんて、簡単には言えないさ。冷たい言い方なのかもしれないけど、お前の抱かかえてる気持ちはお前だけのものなんだ。俺には、お前の苦しい気持ちを代わってやる事は出で来きない。でもこんな俺にだって、お前の苦しみを分かち合う事くらいは出来る。いつか…………話してくれたら嬉うれしいよ」

　言われた羽鷺は、ただ呆ぼう然ぜんと俺の顔を見上げていた。

　しばらく羽鷺は唇くちびるを惚ほうけさせ、今度は俺の眼めを正面から見つめて黙り続けた。

　やがて小さく────本当に小さくだけ、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

　その頬ほおを、微かすかな心の熱で温ぬくめて。

「………………君は、おかしな人だよね」

「お前も相当な変わり者だよ。お互い様ってとこだろ」

　羽鷺はそっと自らの胸元に両手を当てて、瞼まぶたを閉ざす。その顔には僅わずかかな安らぎのようなものが窺うかがえた。瞼を閉ざしたまま、羽鷺は照れ笑いを浮かべる。

「何も聞かないでいてくれて、ありがとう」

「どういたしまして」

　俺は羽鷺の頭から手を退どけて言った。

「行こう、羽鷺」

「その呼び方……友達なのに、少し堅苦しいよ」

　突然、俺に何かをねだろうとする羽鷺。羽鷺は俺の顔を真正面から見み据すえながら言った。

「……私の事、名前で呼んで欲しい」
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　燭しよく台だいに灯された火で、小さな世界が揺ゆらめいていた。

　ロウソクの灯火のみによって浮かび上がる教会の礼れい拝はい堂どう。その参列席の１つに腰こしかけた少女は眠るように瞼まぶたを閉じ、胸元で両手を合わせて祈り続けていた。暗黒に抱かれた十じゆう字じ架かのレリーフは、音もなく地に影を落とす。落とされたその影は、少女の素す肌はだの上を横切って揺ゆらいだ。

　少女の背後で、教会の扉が押し開かれた。

　入り込む風。夜気に冷やされた風が、少女の足あし下もとを撫なでて過ぎて行く。

　誰だれかが来訪してきた事を悟り、少女は振り向かず、ただゆっくりと瞼を開いた。

　音が反響しやすい礼拝堂に響く、来訪者の足音。確認せずとも、少女にはその足音の正体がわかっていた。足音が近づく緊張で、合わせていた手の平には力が籠こもる。足音は少女のすぐ傍かたわらまで辿たどり着つき、そして途と絶だえた。

　少女────冴さえ上がみ愛あい架かは、祈り続けた格かつ好こうのままに問いかける。

「……あたしを殺すつもりなの？」

　震ふるえる声色だった。まるで囁ささやくような言葉。飲み下した固い唾つばが、愛架の喉のどを軋きしませる。

　足音────赤帽子レツドハツトと呼ばれる怪人は、帽子の下に覗のぞいた唇くちびるへ笑みを浮かべて見せる。

「君が本当にそれを願うのなら、だ。お嬢さん」

　怪人は、ただそうとだけ答えた。

　……愛架の記憶は朧おぼろ気げだった。

　カラオケ店の店内で、この怪人が現れたところまでは覚えていた。そして意識を失い……その後に何が起きたのか、一切を覚えていない。気がついた時には、愛架はすでに、この見知らぬ教会に閉じ込められていたのだ。今日が何日で、この無人の教会が何ど処こであるのか。愛架を取り巻く今の状況は、愛架にとってわからない事だらけである。

　怪人はしばらくの沈黙の後に言った。

「意外に冷静なのだね。君くらいの年齢であれば、もっと落ち着き無く、僕へ向かって喚わめき立たてるものだと予想していたよ。何せ僕は、君を誘ゆう拐かいして監かん禁きんしているのだから」

　怪人は薄く笑んだままだった。

　対して愛架は、冷たい汗を額ひたいに浮かべながらも強がって言う。

「……みんな、あたしの事を子供扱いするのよね。どうしてなんだろ。自分の事を過大に大人おとなだなんて思っていやしないけど、喚けばどうにかなると思う程ほどに幼よう稚ちじゃないもん」

　別に落ち着いているわけではなかった。ただ、取り乱したところでどうにもならない。愛架は、それをよく理解していただけである。そんな愛架の言葉に、怪人は「なるほど」と短く相あい槌づちを打つ。今度は愛架から、怪人へ恐る恐る話しかけてみた。

「凉りよう子こと奈な緒お子こは……どうしたの？」

「心配する必要はないさ。彼女達の願いはすでに叶かなえた。残りは君だけだ」

　怪人は、そうとだけ答えた。怪人の言葉をどこまで信用して良いのかはわからない。だがひとまず、友人２人の身に危険が及んでいないのだという事を聞けただけでも、心は安らいだ。

　愛あい架かは怪人へと、さらに問いかけてみる。

「どうしてあなたは……私達の願いを叶かなえてくれようとするの。他にもあなたに願い事を叶えて欲しい人はたくさんいるはずでしょう。何でよりにもよって、あたし達だったの？」

「何も君達が特別だったわけじゃないさ」

　怪人は中央の通路を隔へだて、愛架の隣となりの参列席へと腰こしかけた。

「僕は、願いを叶える相手を意い図と的てきに選んでなどいない。無差別なのさ。君達の場合は偶然、僕が近くにいた時におまじないをしていた。それだけの理由だよ。誰だれでも構わないから、出会った人間の願いを片かたっ端ぱしから叶える。だから、たとえ相手が聖人君子だろうが犯罪者だろうが、僕には興味がない。僕はただ彼かれ等らの願いを叶え、その人生を輝かせたいだけなのだから」

　怪人は意味のわからない答えを提示してくる。愛架の理解など構わず、怪人は続けた。

「君には何の事なのか理解できないだろうがね。僕には、今この世に存在するあらゆる確率が視みえるんだ。星の数程ほどいる人間達の中からだって、僕は僕に会いたがっている人間を見付ける事が出で来きる。何せ、手首にチャンパーノウン定数を書いて、６続きの電話番号に電話をかける者などそうはいない。そんな特殊な条件が揃そろった人物がいる確率は、僕からすれば何ど処こにいようが一いち目もく瞭りよう然ぜんなのさ」

　背もたれへ寄りかかると、怪人は礼れい拝はい堂どうの十字架を見上げて膝ひざを組んだ。

「人生を輝かせるって……どういう事なの」

「……僕もその答えを探しているところだ。だからこの仕事を続けているんだ」

　怪人は、少し疲れたような嘆たん息そくを漏もらすだけだった。

「神の存在を信じるかね？」

　突とつ如じよとして仰ぎよう々ぎようしい事を愛架へ尋たずねる怪人。

　愛架が黙っていると、怪人は構わずに、語りたい事を語り始めた。

「自らが最も幸せになれるはずの最良の未来。人はそれを夢と呼ぶ。しかしいくら人が未来に夢を描こうと、願った夢の通りに生きられる人間など、ごく僅わずかな限られた数でしかない。ならばこうは思わないかね。この世界は、実は圧あつ倒とう的てき多くの人間を不幸にするように出来ているのではないかと。この世界は……どこかがおかしいのではないかと」

　怪人は帽子の下に覗のぞいた横長の唇くちびるを、やがて苦笑の形に歪ゆがめる。見上げた十字架のレリーフは、揺ゆらめくロウソクの火に姿を炙あぶり出だされ、ステンドグラスの前で静止し続けていた。

「この世の誰だれもが輝ける世界……神はそれを創らなかった。だから僕はそれを創りたいと願った。その想おもいを最適化され、人々の願いを叶えられる力を得たのさ。僕に宿った石のせいだろう。僕には人が胸中に抱いている〝最も強い想い〟が感じ取れるんだよ。だから僕が叶える君達の願いというものは、何も君達が口にした建たて前まえの言葉などではないんだ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う赤帽子レツドハツトは、軽く肩を竦すくめて見せた。

「確か君は僕へ願ったね。金が欲しいのだと」

「あ、あの時あたしが言った願い事は────」

「知っているさ。君の本音は読めている。実際は、君の兄のためなのだろう」

「……！」

「良い事を教えてあげよう」

　そう言うと、怪人は続けて愛あい架かの耳元へと唇くちびるを近づけた。

　怪人は愛架の耳元でいくつかの言葉を囁ささやく。囁かれた愛架は、驚きよう愕がくに目を見開いた。決定的な事実によって打ちのめされたのだ。愛架の顔色は青白く冷め、唇は震ふるえた。

「……これで僕の行動の理由が理解してもらえたかな」

　怪人は参列席から腰こしを上げ、タキシードの懐ふところへ手を差し入れた。そこから１丁の拳けん銃じゆうを取り出して見せる。拳銃を取り出した怪人に驚き、愛架は参列席に腰かけたままで後あと退ずさった。

「残念ながらね、僕に過去は変えられないんだ。だから彼の人間性までを変える事は出で来きない。今のままでは、君の願いは叶かなわないだろう。色々と検討したがね。君の願いを叶えるためには、君の兄を消すのが一番だと考えたんだ」

「駄だ目め！　そんなの絶対に駄目だよ！」

「君の心を縛しばり続けているのは、君の兄だ。僕の提案は合理的だと自負しているのだがね」

「そんな……そんなのって……！」

　重たい沈黙が流れる。

　愛架は絶望せざるを得なかった。怪人が囁いた言葉が事実なのだとすれば、たしかに兄が存在する限り、自分の願いが叶わない事を理解したためだ。だからと言って、自分のために兄が死ななければいけないという状況を、愛架は許容する事など出来なかった。

　今さら言葉で願いを取り消そうにも、怪人は耳を貸そうとはしないだろう。愛架の心が読める怪人の事だ。愛架の本心が変わるまでは、願いを叶え続けようと考えるはずだ。

　つまりこのままでは確実に……兄は怪人によって殺されてしまうだろう。

　怪人の提案に、愛架は今にも泣き出してしまいそうだった。青ざめ、唇を震ふるわせ続けていた。しかしそんな愛架だったが……やがて脳のう裏りに、１つの考えが浮かんだ。

「…………お願いがあるの」

「この上、さらに願う事があるというのかね」

　愛架は閃ひらめいたのだ。怪人に兄を殺させない、唯ゆい一いつの方法を。愛架は顔を上げた。

「あたしに、試させて欲しい事がある」

「……ほう。何を試そうと言うのか」

　愛架の言葉に興味をそそられた怪人は、愛架の提案に耳を傾かたむける。

　そして愛架の提案を聞いた怪人は、呆あつ気けに取られてしまった。だが、怪あやしく微笑ほほえんでも見せた。怪人は愛架の手を取り、自分の拳けん銃じゆうを優しく手渡した。

「面おも白しろい提案だ。ならば僕は、君にこれを渡しておくべきだな」

　そう言うと、怪人は愛あい架かに背を向けて教会を後にしようとする。

　遠ざかっていく怪人の足音。

　それを耳の奥に留とどめながら、愛架は怪人の背中を見やる事もなく呼び止めた。

「………………何ど処こへ行くつもりなの？」

「僕の仕事は、この世界を希望と幸せで輝かせる事だ。ただ、その職務を全まつとうするだけさ」

　怪人は歩みを止める事もなく、言い捨てて去る。

　愛架の背後で、両開きの教会の扉が押し開かれた。再び吹き込む夜気の風。怪人が教会を後にすると、礼れい拝はい堂どうには元の静せい寂じやくが立ち込める。

「………………あたしは……何て最低なんだろう……！」

　愛架は手にした拳けん銃じゆうを見下ろしたまま呟つぶやく。唇くちびるの端はしを、僅わずかに噛かみ締しめて。
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　電車を降り、マンション街へ向かう通りを歩いている途中だった。

　東とう京きようスカイツリーを後にした頃から、空は急速に雲に覆おおわれていった。

　重々しく淀よどんだ雲からはやがて────幾いく重えにも〝粉雪〟が舞い降りて来る。

　降りしきる白銀は、街灯の光の下では鮮あざやかに浮かび上がって見えた。その様はまるで、満開の桜の木の下へ舞う、白い花びらのようだった。

　８月の末に降りしきる粉雪。異常な雪空を、東京の人々は唖あ然ぜんと見上げるしかなかった。気象庁の予報によれば、この雪は今夜から明後日の未明まで降り続けるのだと言う。積雪の恐れもあるらしく、道路を走る車は徐行運転を余よ儀ぎなくされていた。

　俺おれと雪せつ名なは、予想だにしていなかった、この雪の降り始めた夜空に相あい対たいしている。

　交差点で、俺達は赤信号に足を止められていた。排気口から白煙を吹き出して行いき交かう車。傘かさを差して通り過ぎる人々。季節外はずれも甚はなはだしい風景に困こん惑わくしてしまう。まるで真冬のように冷え込む夜気に、半はん袖そでの両腕を擦こすりながら、俺は白い息を溢こぼして空を見上げる。

「……どうなってるんだ、この天気。まだ季節は夏なのに雪だなんて……」

「……」

　異常すぎる天候を訝いぶかしんでいる俺の呟つぶやきに、傍かたわらの雪名は何も言わなかった。

　俺達は駅前でタクシーを拾い、運転手へ行き先を告げる。行き先を告げられた運転手はフランクな老人であり、「あいよ」と返事をしてくれた。車が緩ゆるやかに走り出すと、車窓の向こうを流れて行く街のネオンが、徐々に華々しさを失っていくのが見て取れた。

　やがて、俺達を乗せたタクシーは目的のマンション街へと辿たどり着つく。

　まばらに並ぶオレンジ色の街灯。雪の舞う夜に、いくつものマンション棟とうが建ち並んでいた。どれも10階建てくらいだろうか。階数を数えたわけではないが、それくらいの高さのマンションが、周囲に林立している。住人達が使っているであろうバス停は無人で、その近くにある小さな公園にも、この時間では人の姿など見受けられない。

「おんやあ」

　タクシーを降りる直前、俺おれが運賃を支払っている最さい中ちゆうに、タクシー運転手は間ま延のびした疑問を漏もらした。フロントガラス越しにマンションの棟むね々むねを見上げ、タクシー運転手は腕を組んで不思議そうに首を傾かしげる。

「今日はおかしい事ばかりだなあ。いつもなら、この辺のマンションにはたくさんの明かりが灯っているんだけど……今日は何だか真っ暗だ。停電でもしてるんですかな」

　俺から運賃を受け取ったタクシー運転手は、それだけを言って去って行く。遠ざるタクシーのテールランプが、大通りの方角へ消えて行くのを見送った後、俺はタクシー運転手の見上げていたマンション群を見上げた。

　確かに、どの家々にも明かりが点ついていない。点いている部屋が存在していない。まるで人々が寝静まった深夜の様相である。……時刻はまだ夜の９時半くらいだ。さすがに何ど処こか、明かりが点いている部屋があっても良いのだが。

　俺は気が付いてしまった。

「……どういう事だよ……何処もかしこも、数字だらけじゃないか！」

　明かりの灯っていない家々の扉の前には、あの赤い、スカラーと呼ばれる数字が視みえた。雪せつ名なが言うには、俺に視える赤い数字の幻げん影えいは異常なスカラーなのだと言う。異常なスカラーとは、人じん為い的てきな原因で書かき換かえられたり、狂わされたりしたもの。だとすればこのマンション街の全ての家々は、何らかの数を歪ゆがめられているのだという事になる。

　気付いたのはそれだけではない。雪の夜空を見上げていた俺は、愕がく然ぜんとする。暗雲の立ち込める夜空に、ノイズがかった巨大な赤い数字が浮かんで漂ただよっているのだ。その数値は、０．０００６７。俺と同じ空を見上げながら、傍かたわらで雪名が言った。

「あれが今夜の〝雪が降る確率〟なんだろうね」

「……冗談だろ。アイツがこの異常気象を引き起こしてるって言うのかよ！」

「おそらくね。だから冴さえ上がみくん、気を付けて」

　マンション棟とうの１つを見上げていた俺へ、雪名が真顔で告げる。

「ここはもう彼の確率が支配する世界。この雪も、このマンションの静けさも、おそらく全ては彼が仕かけているもの。彼が言っていた君を殺す準備というのが、たぶんこれなんだよ」

　雪名は雪の降り続く異様な空を見上げ、眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを悲しげに陰かげらせる。その理由はわからない。それ以上の言葉を呑のみ込こみ、雪名は緩ゆるやかに歩き出した。俺達が踏み出した先の暗黒は、見た目よりも遥はるかに濃厚であったのかもしれない。

　雪と暗くら闇やみに包まれた広大なマンション街へ足を踏み入れて行く雪名。その傍らを、俺は無言で付つき添そって歩く。先さき程ほどから小さな頭痛がしている。だとすれば、俺の眼めは再びあの男を捉とらえる事になるのだろう。この暗くら闇やみの向こうに────赤い帽子をかぶった怪人がいるのだ。
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　静まり返ったマンション街を、粉雪は軽やかに漂ただよい舞い飛ぶ。

　建物の合間、夜よ闇やみよりもさらに薄暗い路ろ地じ裏うらに、蠢うごめく影の集団があった。

『半径１キロ圏内の報道管制を掌しよう握あく。電波及び、通信インフラへの妨害工作完了』

『現場指揮官へ通達。官かん邸ていからの殺さつ戮りく作戦の許可を確認。以後は現地指揮官による超法規的権限と判断による、特定条件下における破は壊かい及び殺人行為が容認される』

　物もの陰かげに隠れている１人の男。男の手にした無線機には、数々の通信が入り乱れていた。

『了解。周囲目もく撃げき者しやの確認及び排除後、作戦行動を開始する。各持ち場へ。クラス３以上の情報を目撃した民間人に対しては、これを射殺する事を命じる』

『ホーネット９、８。作戦開始位置到着まで残り２分。航空支援は無人機にて担当する。なお、マニュアルに従いＫ装備にて待機』

『各チーム、無線を開けて指示を待て』

『本Ｈ部Ｑより各員へ。周辺の熱分析結果が出た、それぞれの端末へ転送する』

　衛星から赤外線熱分析をかけ、男の周辺の熱源の場所を調べた結果が出たようだ。

　男の持っていた小型無線機の液晶パネルへ、偵てい察さつ衛星によって解かい析せきされた情報が転送され始めた。３次元ＣＧで描びよう画がされた周辺マップ。人間がいると判明した場所にはドットの点がプロットされていく。味方は識別ＩＣを体内に埋うめ込こんでいるため、パネル上に青色の点で表示されていく。識別ＩＣを持たない熱源、つまりは敵が赤色の点で表示されるのだ。

　敷しき地ち内ないにいるはずの〝噂うわさの怪人〟は、赤色で表示されるはず。

　液晶パネルには、まず味方の点が描画されていく。マップにはびっしりと青色の点が敷しき詰つめられた。男の周囲にいる味方の数は、１個小隊に匹ひつ敵てきする人数である。

　そして次に、パネル上には敵の位置を示す赤色の点が描画される。

『……目標の位置を確認。これより状況を開始する』

　建物の陰かげから、不ふ穏おんな雰ふん囲い気きの男達が姿を現わした。黒い目だし帽の上に夜光双眼鏡ノクトビジヨンをかけ、黒い防ぼう弾だんベストの肩からは、ヒモで吊つるされた自動小銃を提さげている。

　男は背後へ伸ばしていた右腕を、前方へと鋭く振りかざした。それが合図だった。完全武ぶ装そうの軍勢が銃じゆう口こうを構え、腰こしを落とした低姿勢のまま、物陰から湧わき出だして来る。３人１組で１列に並ぶと、足音を殺し切った前進を始める。

　月さえ見えない白銀の夜は、底知れない悪意を湛たたえて始まろうとしていた。
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　マンション林立地帯の中央部には、広い公園が設けられていた。昼間であれば子供連れの団地住人が集う憩いこいの場と言ったところであろうか。俺おれが軽く見渡した限りでも、小さいサッカー場やテニスコートなどが見受けられる。周囲は緑の芝が生はえ揃そろい、木々が生おい茂しげった、自然豊かな景観であった。

　だが今夜は季節外はずれの雪。

　暗く冷たい森と化した公園内を、俺と雪せつ名なは、寒さで身を竦すくませながら歩いていた。

　公園内のハイキングコースを照てらし出す無数の街灯の下には、冷たい白色が薄く積もり始めている。積雪１センチメートルに届くかどうか、といった程度だろうか。冷え切った夜には虫の音の１つすらもなく、澄んだ大気は、周囲の静せい寂じやくをよく引き立てている。昨晩までの夏の夜は、微み塵じんの気配も感じさせてはくれない。周囲を見渡しながら改めて思う。

　いったい今、このマンション街で何が起きているというのだろう。

　状況のどれを取ってみても、俺は異常を感じずにはいられなかった。

　どの家々にも明かりが点ついておらず、呼よび鈴りんを押しても誰だれも出て来ない。全ての家々が寝静まっている。あるいは出払って外出中。そうした希少な偶然が積み重なっている状況に思えた。

　いちいち言うまでもなく、この状況は普通ではない。

　夏の雪空。冷えた大気。人が消えたマンション群。おそらくこの異常な状況を作り出している怪物、赤帽子レツドハツトがこの付近に潜ひそんでいる事は間違いないと、確信させてくれる。

　道なりにハイキングコースを歩いている時だった。

　俺達が歩いているコースの隣となり、サイクリングコースの方から、自動車のエンジン音らしきものが聞こえてきた。微かすかに聞こえたそれは徐々に音量を増し、やがてヘッドランプの輝きまでをも伴ってやってくる。眩まばゆいその輝きに、俺は双そう眸ぼうを細めて呟つぶやいた。

「……何だ？」

　サイクリングコースを通過していく車両の一団は、その数４台。外観は、一般的な自動車などではなかった。小型船舶のシルエットに、４輪のタイヤを取り付けたような車形。漆しつ黒こくの装そう甲こう板ばんに車体を覆おおわれており、車両の屋根に────機き銃じゆうの付いた銃座まで取り付けられている。

「冴さえ上がみ君、見つからないように気をつけて」

　傍かたわらの雪名が、俺に忠告した。雪名は俺の身体からだを引っ張り、車両の一団から死角となる木こ陰かげへ急いで身を潜ひそめる。俺は雪名に尋たずねる。

「何だよ、あれ……かなり物ぶつ騒そうな銃が付いてたぞ！」

「見た感じ、ＬＡＶ２。自衛隊の軽装甲機動車だね」

　雪名の口から飛び出した突とつ飛ぴな単語を咀そ嚼しやくできず、俺は次句に事欠く。困こん惑わくしている俺の様よう子すを気き遣づかってか、雪名は補足した。

「…………赤帽子レツドハツトの頭に付いていた石……変ア革ルのベ石ドを狙ねらって来たんだと思う」

「な、何でそんなもんを狙って、自衛隊が出て来る騒ぎになるんだよ……！」

「変ア革ルのベ石ドは、不可視のスカラーエネルギーが視認できる程ほどに凝ぎよう縮しゆくされた、莫ばく大だいなエネルギーの結晶体だって言ったよね。その含がん有ゆうエネルギーは、地球上の電力を数年間賄まかなう事が出で来きる程に強大な力を秘めていると言われているの」

「……おいおい、スケールでか過ぎる話だぞ、そんなの……！」

「あの石の量産さえ出来れば、世界から化石燃料は不要となって、エネルギー枯こ渇かつ問題は解決する。それどころか、人類の科学文明は飛躍的な進歩が可能になるだろうね。だからこう呼ばれるんだよ。人の世に変革をもたらす石────変ア革ルのベ石ドって」

「……」

「あの石を欲しがる人達は……昔からたくさんいるの」

　雪せつ名なは寂さびしげに言った。その瞳ひとみの奥には、いつもの得え体たいの知れない絶望が淀よどんでいるように見えた。雪名の身の上を聞く事はしないが……それでも雪名が何者であるのか、俺には益ます々ますわからなくなっていくばかりだった。そんな雪名は、怪け訝げんな顔をしていた。

「……おかしいね。スカラーが視みえる私や冴さえ上がみ君ならともかく、どうして確率偽ぎ装そうされている赤帽子レツドハツトの居い所どころが、自衛隊の人達にわかったんだろう。……急いだ方が良いかもしれない」




　　　　■■■




　装そう甲こう車しやの一団は、やがて広い場所へと突つき当あたる。

　目の前の空間が急に開けると、十じゆう字じ架かを模もした墓石が並ぶ、広大な墓地へと辿たどり着ついた。薄く雪の積もった墓石の数々。十字の墓に囲まれた中央に、巨大な十字架の彫刻が突つき刺ささった建物が建っていた。そこが、目的の教会だった。

　教会の墓地にたった１人、長身の男のシルエットが立っている。

　赤いシルクハットを目ま深ぶかにかぶったタキシード姿。真しん紅くの傘かさを雪原の上へ突き立て、優雅に寄りかかった格かつ好こうのまま、まるで不動の彫刻であるかのように立たち尽つくしている。シルクハットの頂上とタキシードの両肩には、うっすらと白い粉雪が積もっているのが窺うかがえた。

　教会墓地の入り口で止まる装甲車。

　停車した車両からは、すぐに無数の人影が飛び出て来た。全身を黒い防ぼう弾だん服ふくで覆おおわれた格好であり、肩からはアサルトライフルをベルトで提さげている。

　５．５６ミリ自動小銃。陸上自衛隊の装備品である。

　装甲車から出て来た完全武ぶ装そうの軍勢は、流れ込む水流のように、一気に墓地内へと散開して展開を終える。装甲車の銃じゆう座ざにも、何人かが待機しているようだ。

　装甲車に付いた無数のドラム照明が赤帽子レツドハツトを照てらし出し、軍勢はその場に静止する。

　軍勢の展開から少し遅れ、指揮官が装甲車から降り立った。

「……相変わらず、教団からの情報は正確過ぎて恐れ入る」

　指揮官の男は卑ひ屈くつに笑んで呟つぶやいた。銃じゆう口こうを構えている軍勢の中央まで来ると、その場で腕を組んで立ち止まる。指揮官は都市伝説の怪人へ向け、高らかに声を張り上げて宣告を始めた。

「我々の任務は、君の持っている変ア革ルのベ石ドの回収だ。可能であれば生いけ捕どり、状況が許さなければ死体で持ち帰れとの命令になっている。よって君が採とるべき選択肢は２つ。投降か。死か。10秒やろう。好きな方を選ぶと良い」

　俯うつむいていた怪人はゆっくりと、指揮官の男へと視線を這はわせた。だがすぐに指揮官に興味を失ったのか、再び視線を伏ふせて何も答えない。全く相手にされていない事を悟さとると、指揮官は忌いま々いましげに舌打ちを漏もらす。持っていた無線機の送話口へ、噛かみ付くような一ひと言ことを告げた。

「……殺やれ」

　言葉が終わるのと同時に、遠方から２発の銃声が轟とどろいた。大気を切きり裂さく音を伴って、遠方から２発の銃弾だんが飛来する。墓地から後方に離れたマンションの一角。教会の位置を狙ねらえる高い場所から放はなたれたライフル弾が、秒速７００メートルに達する速度で、怪人の頭部をシルクハットごと撃うち抜ぬく。怪人がかぶっているシルクハットには、綺き麗れいな風穴が２つ開いた。

　────殺した。間違いなく。指揮官はそう確信する。

　だがそんな指揮官にとって予想外だったのは……頭部を撃うたれたはずの怪人は、倒れ伏すわけでもなく、その場に変わらず平然と佇たたずんだままだという事だ。

　目を疑う指揮官。愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「……馬ば鹿かな、何な故ぜ死なない……！」

「……やれやれ、いきなり撃うってくるとはずいぶんと野や蛮ばんな事だ。生あい憎にくと私には頭がないのさ。もし次に狙ねらう機会があるのなら、心臓にしておく事だ」

　怪人はおもむろに右手を頭上へ掲かかげて見せる。

「お返しだ」

　怪人は、掲げた腕で指を鳴らした。

　すると────教会の屋根の上に、突とつ如じよとして複数の人影が現れる。

　10人程の男女だ。現れた人々には、年齢や性別にまるで統一性がなかった。歩く事さえままならない老人。窶やつれた青年や、けばけばしい化け粧しようの少女までいる。全員、どう見たところで民間人の老若男女だ。

　異様な事に、屋根の上に姿を見せた人々は、各おの々おのにアサルトライフルで武ぶ装そうしていた。

　指揮官は胸中で悲ひ鳴めいを上げる。それが怪人の奇き襲しゆうである事を理解したためだ。

　教会の屋根の上は、墓地からは死角となっていて見えなかった。そこに刺し客かくが潜ひそんでいる事など────もっと言えば、怪人に味方がいる事など、誰だれが予測できたと言うのか。衛星の赤外線熱分析結果によれば、この教会には、あの怪人の熱源しかなかったのだ。これ程ほど多くの人々がいる事を何故、解析できなかったのだ。機器の誤作動とでも言うのか。そんな事が起きる〝偶然〟などあるものか。

　即座に始まる、頭上からの一いつ斉せい射しや撃げき。

　吐はき出だされる数あま多たの銃じゆう弾だんは、さながら天から降ふり注そそぐ死の雨。為なす術すべもなく、自衛隊の軍勢は銃火の雨に晒さらされる。名も知らぬ誰だれかの墓石ごと身体からだを撃うち砕くだかれ、大気を唸うならせる弾丸によって、身体を大地へと繋つなぎ止とめられていく。銃口から連続的に吐き出される銃弾と銃火。排はい莢きよう口こうから勢い良く飛び出して行く熱された薬莢。それは白煙の軌き跡せきを虚こ空くうへ刻み、屋根の上を転がり落ちる。ジュッと音を立てて、屋根に積もった雪が溶けていった。

　僅わずか数秒間の攻こう撃げきだけで、自衛隊の軍勢は、その半数以上が死に絶えてしまう。周囲の墓石には、撃ち殺された人々の血ち飛沫しぶきが無残に飛び散っている。

　装そう甲こう車しやの銃座に座っていた１人が、自や棄けになって教会の屋根へ向けて機銃掃そう射しやを行う。腹の底に響く重たい連射音が、大気を低く震ふるわせて教会の屋根の上の人々を薙なぎ払はらった。

　猛もう烈れつな勢いの銃火が銃口から吹き出たかと思うと、次の瞬しゆん間かんには教会の屋根ごと、人々の四し肢しが粉ふん砕さいされて砕け散っていく様が見えた。機関銃からの猛もう烈れつな砲火に晒された人々は、屋根を紅ぐ蓮れんに染そめ上げると、砕けた肉にく塊かいとなって墓地へと降り注ぐ。

　文字通りの血の雨を────怪人は手にしていた傘かさを開いて優雅に受け止めていた。

　屋根の上の人々が死に絶えると同時に、前触れもなく装甲車の機銃席が爆ばく発はつする。暴発である。暴発した機銃が、周囲の弾薬へ引火し、激しい爆発となって装甲車の屋根を吹き飛ばした。

　瞬またたく間まの攻防だけで、周囲一面は見るに堪たえない血の海と化した。

　黒煙と炎を上げて燃え盛る装甲車を愕がく然ぜんと見上げて、指揮官は両肩を戦慄おののかせる。

「何だ……何なのだ、この状況は……！」

　惚ほうけている指揮官に構わず、怪人は周囲の惨さん状じようを見渡した。

　燃え盛る装甲車の炎に照てらし出だされた雪原。砕けた墓標が並ぶ墓地は、立ち込める硝しよう煙えんと、地面を荒々しく彩いろどる血の跡に満たされている。死し屍し累るい々るいを眺め、怪人は笑いもせずに言った。

「教えてやろうか。僕は君達の願いは叶かなえてやったんだ」

「何をわけのわからない事を言っている、ふざけるな！」

　怪人は静かに、指揮官へ言葉をかけ始めた。

「君達を殺した彼かれ等らは、５年前の内戦の巻まき添ぞえで、愛する者達を不ふ条じよう理りに奪うばわれた人々だ。ずっと君達のような、内戦への加か担たん者しや達に復ふく讐しゆうを願って生きてきた」

「…………何だと！」

「そして君達はその逆だ。あの内戦の時に、望みもしない人殺しで手を汚してしまった。君達は、彼等から愛する者達を奪った張本人なのさ。彼等は復讐を、そして君達は────５年前の償つぐないを願い続けて生きてきただろう。僕は、君達が〝お互いに巡めぐり会あう確率〟を発現しただけだよ。君達は命令通りにやって来ただけのつもりなのだろうが事実は違う。最初から僕が、君達がこの場へ現れるように確率を調整していたんだよ」

　絶句している指揮官を、怪人はただ嘲あざ笑わらう。狂気に歪ゆがんだ微笑ほほえみを浮かべて。

「実のところ、君達のような〝死にたがり〟の願いを叶かなえるのが一番簡単なんだ」
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　装そう甲こう車しやの一団の後を追って行くと、ようやく俺おれと雪せつ名なは開けた場所へと行き当たる。

　寒々しい白銀の中に建っている教会は、不純な音の混まじらない静せい寂じやくに包まれていた。

　無む慈じ悲ひな無音の中────俺達はあの怪人の姿を目もく撃げきする。

　怪人、赤帽子レツドハツトは教会墓地の中心に佇たたずんでいた。その長身の肩には、うっすらと雪が積もり始めている。その姿は、どことなく憔しよう悴すいしているようにも見えた。

「…………君達を待つのは退屈過ぎた。おかげで自衛隊が全ぜん滅めつしてしまったよ」

　血ち濡ぬれた傘かさを差したまま、怪人は雪原の墓地から俺達に声をかける。

　俺と雪名は、周囲一帯に散らばる死体と血の量に言葉を失ってしまう。

　燃え盛る装甲車の炎に照てらし出だされた雪原。砕くだけた墓標が並ぶ墓地は、立ちこめる硝しよう煙えんと、地面を荒々しく彩る血の跡に満たされている。手足がもぎ取られて散らばっている少女。頭部の中身を、派手にぶちまけて伏ふしている老父。俺達の先に辿たどり着ついたのであろう、自衛隊と思おぼしき兵隊達も死に絶えている。

　まるでこれでは……俺が東とう京きよう内ない戦せんの頃に見た、地じ獄ごく絵え図ずそのものではないか。

　惨さん劇げきの情景を前に立たち尽つくしていた俺は、やがて墓地の中央で佇む怪人を睨にらみ付つけた。

「…………お前が殺したのか、この人達を……！」

　言葉には、自然と静かな怒りが籠こもった。その怒りは正義感からくるものなのか、目前の理り不ふ尽じんに対するものなのか。だが俺の怒りに対して、怪人は冗談っぽく両手を広げて見せた。

「僕は何もしていないよ。前にも言ったはずだろう、人はただ生きているというだけで死ぬ確率が付きまとうのだと。これは彼かれ等らが元々持っていた死の可能性の１つでしかない」

　怪人のふざけた弁解を聞きながら、苛いら立だちで犬歯を覗のぞかせてしまう。そうして懸けん命めいに怪人の姿を睨み付ける俺だが……実は体調が良くなかった。怪人の間近にいるせいだろう、俺は酷ひどい頭痛に侵おかされていた。こちらの具合など気にせず、怪人は飄ひよう々ひようと告げるばかりだ。

「話を本題に移そうか。冴さえ上がみ君の妹は教会の中にいる。行くと良い。僕はもう、君達兄妹へ干かん渉しようする事はないだろう。君達には興味がないんだよ」

　俺が問いただす前に、愛あい架かの居い所どころを口にする怪人。

　予想していなかった一方的な怪人の自白に、俺は呆あつ気けにとられる。そして嫌いやな予感がした。

「お前……まさか愛架に何かしたのか……！」

「確かめてきたら良いではないかね。妹は目と鼻の先だろう？」

　怪人の茶化ちやかす口振りがいちいち癇かんに障り、理性が途と絶だえそうになる。

「行って」

　そう口にしたのは、俺の隣となりで怪人を冷ややかに見つめ続ける雪せつ名なだった。雪名は続けた。

「赤帽子レツドハツトの様よう子すが、前に会った時と違っている。何を企たくらんでいるのかはわからないけれど、妹さんを解放してくれるというのなら好こう都つ合ごうだよ。彼は私に任まかせて、君は妹さんの救出に専念して欲しい。君はそのためにここへ来たんでしょう。だから……行って」

　表情１つ変えずに断言する雪名。見れば、怪人は雪名の目線を正面から見つめ返しているようだ。怪人と雪名が交かわす、無言の視線の交こう錯さく。今の怪人の興味は、俺にではなく雪名へ向けられているように見えた。だが俺の答えは考えるまでもない。

「駄だ目めだ。お前１人に、あんな化ばけ物ものの相手を任せられるかよ！」

　食らい付く俺に、雪名は言いにくそうに告げる。

「今から私は彼と戦う事になる。こんな事言いたくないけどね…………君を守りながらでは、彼とはとても渡り合えない」

「守る必要なんてない。俺もお前と戦える……！」

「ありがとう。でもお願い。行って。あの教会に妹さんがいるわ。おそらく彼が君に興味をなくしたという事は、君を殺す算段がついたか……妹さんに何かあったかのどちらかだよ。ここで時間を無駄にしている場合じゃないはず」

　かたくなに愛あい架かの救出を優先するよう提案してくる雪名。

　俺は苦悩した挙あげ句く、覚悟を決めて答えた。

「……すぐに愛架を連れて戻って来る。だからそれまで、絶対に生きていろ」

「うん。冴さえ上がみくんも気を付けて」

　俺は血ち染ぞめの雪原を教会へ向けて駆かけ始はじめた。

　油断なく怪人へ注意を配りながら、その傍かたわらを駆け抜ける。やがて教会の門前に辿たどり着ついた俺は、重たい両開きの扉を引いて屋内へと足を踏み入れた。愛架を助け出し、雪名を死なせたりしない。赤帽子レツドハツトの思い通りに、させるわけにはいかないのだ。
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　誠せい一いちの姿が教会の中へと消えて行くのを確認してから、雪名は怪人へ静かに問う。

「何な故ぜ、あなたは人々の願いを叶かなえようとするの」

「無む償しようの善行だ。それは聡そう明めいな君が、わざわざ疑問に思う程ほどに奇き妙みような事なのかね」

　怪人は明めい瞭りように答えて見せる。差していた血まみれの傘かさを折おり畳たたむと、それを雪上に突つき立たてて見せた。怪人は、夜空を覆おおう厚い雲を見上げて語り出した。

「人にとって理想の人生とはどんなものなのだろう。例えばこんなのはどうだろうか。一流の学校へ入り、一流の会社へ就職する。愛する伴はん侶りよを得て、やがて子供達の見守る中、緩ゆるやかに年老いて死んでいく生しよう涯がいさ。誰だれもが漠ばく然ぜんと考える〝こうあるべきだ〟と思う未来がある。だが、こうあるべきだという理想から外はずれてしまった人々は、どうしたら良いというのだ。そんな憐あわれな者達にだって救済が必要だろう。その救済というのが、僕なのさ」

　怪人の演説を耳にしていた雪せつ名なは、さらなる問いを投げかける。

「私は知っている。だからあなたを放ほうっておけなかった。多くはないけれど、あなたに願って死んでいく人達がいるでしょう。どうしてあなたは、未来を願う人達を殺してしまうの」

「僕でも救えない人間がいるからさ」

　怪人の唇くちびるから、言葉と共に溢こぼれる白い吐と息いき。その白さが、怪人にも人の温ぬくもりが通っている事を意味している。怪人は雪の夜空を見上げたままに自じ嘲ちようした。

「羽う鷺さぎ君は、コペンハーゲン解釈を知っているかね？」

　唐とう突とつに問う怪人を訝いぶかしく思いながらも、雪名は思い出して答えてやった。

「たしか量子力学における観測問題で、並行する異世界パラレル・ワールドについての解釈方法の１つ。ヒュー＝エヴェレットが唱えた多世界解釈が〝未来はあらかじめ決まっている〟というものであるのに対して、コペンハーゲン解釈は〝未来は分ぶん岐きする〟と唱えるもの」

「大おお味あじな解釈だが、概おおむね正しい。その若さで素晴らしい博学だ」

　怪人はわざとらしく手を叩たたき、雪名へ小さな拍はく手しゆを贈る。

「僕はね、コペンハーゲン解釈は正しいと思っているよ。未来は分岐している。その行く末を決めるのが確率なんだ。僕には、今この瞬しゆん間かんに存在するあらゆる確率が視みえていてね。たとえ僅わずかな確率でしか起こりえない現象でも、それが〝０ゼロパーセント〟でない限りは強制選択する事が出で来きる。しかし逆に０ゼロパーセントの確率はどうする事も出来ないのさ。存在しない選せん択たく肢しなど、誰だれにも選べないだろう？」

「何が言いたいのかしら」

「この世界には、叶かなう確率が０ゼロパーセントの願いを持つ者達がいるという事だ」

　怪人は空を見上げたまま、恭うやうやしく胸に手を当てて語った。

「すでに分岐を選択してしまった人々だよ。願いの叶う確率が０ゼロの未来をね。道を選択した以上、過去に遡さかのぼって選択をやり直す事は出来ない。だからだよ。絶対に叶わぬ願いに苦しんで生きるくらいなら、リタイアによって救われる生しよう涯がいもあるとは思わないか」

「死ぬ事で人が救われるのだとでも？」

「少なくとも、人間だった頃の僕はそうだった」

　黙り込んだ雪名を見て、怪人は苦笑を溢こぼした。

「持たない者は、必死に欲しいものを得ようと足あ掻がく。しかしその足掻きの全てが、最初から報われない事が決まっていたならどうだ？　人は未来に希望があると信じるからこそ、傷付き、苦しみ、悲しみ、絶望しても耐えられる。しかし希望は無いのだと、最初からわかっていたならどうなのだ？　まるで生きる時間の全てが、拷ごう問もんに等しいではないか」

「……」

「僕が生しよう涯がいを終わらせる人間というのはね、それ以上生きていれば不幸になるしかない人間だ。確率が視みえる僕になら、彼かれ等らの人生が行き着く先など、概おおむね見越す事が出で来きるのさ」

　怪人は雪せつ名なへ視線を戻し、問いかけた。

「さあ、今度は僕の番だ。君は何な故ぜ僕に会いに来た。今日は答えて貰もらおう、羽う鷺さぎ君」

「やめさせるためだよ。私には、そうしなければならない責任がある」

「何をやめさせる。人々の願いを叶かなえる事をか。無む償しようの善行を否定するとでも言うのかい」

「あなたは数を使って人を傷付け過ぎている。私がやめさせたいのは、あなたが独善で人々を不幸にしていく事。あなたには誰の願いも叶えられない。誰も幸せになんて出来ないんだよ」

「………………聞き捨てならないな」

　雪名の言葉にヘラヘラしていた怪人は、初めて不快そうに頬ほおを引ひき攣つらせた。

「難なん癖くせを付けようとしているようだが、君だって本当は、僕に願うためにここへやって来たんじゃないのか。君が本当に願っている事は────〝自らの死〟だろう」

「……」

　怪人の言葉に、雪名は露ろ骨こつに表情を歪ゆがめた。怪人は遠えん慮りよする事もなく続ける。

「僕から視て君はとても奇き妙みような人間だ、羽鷺君。〝君を倒せる確率〟はいくらでも高める事が出来るのにね。〝君が死に至る確率〟だけがおかしいんだ。これはどういう事なのだろう」

　苦にが々にがしく黙っている雪名の様よう子すを見やった怪人は、再び怪あやしく微笑ほほえむ。

「君の願いを叶えてみれば、この謎なぞも解けるだろう。かかって来たまえ。僕は最初から、君の願いを叶えてやるつもりだったのさ。そのために、特別なこの舞台を用意して待っていた」

　片手にした傘かさの先端を雪名へ構え、怪人はシルクハットをかぶり直す。

　────同時に、雪名の腰こしに巻かれていた細い鎖くさりが、ひとりでに解け始めていく。

　雪名の腰から外はずれた鎖は、自重で地面へ落下する事はなかった。鎖は無重力の中を漂ただよっているかのように、ただ虚こ空くうを静かに浮遊し始める。雪名の周囲へ、縮ちぢれた細い鎖が幾いく重えにも広がって漂う。厳重に封ふう印いんされていた１冊の本も、雪名の周囲に浮かんだ。

「私の願いを叶えるだって？」

　前触れもなく、それまで穏おだやかだった少女の口調が、刺とげ々とげしく鋭いものへと豹ひよう変へんしていた。

　虚空を漂っていた本を片手に収めると、雪名はかけていた眼鏡めがねを緩ゆるやかに取り外して捨てる。

　そこには一切の人間らしい温ぬくもりの混まじらない、人形のような無の表情が覗のぞく。

　まるでそれは、雪名の別の人格が現れたかのような激変だった。

　雪名の緑色の双そう眸ぼうは、いつしか闇やみの中で淡く発光し始めていた。もはやそこに穏おん和わな少女の面おも影かげは微み塵じんもなく、氷の塊かたまりのように底冷えする気配だけが、怪人へと放はなたれている。

「もうとっくに言っただろう、赤帽子レツドハツト。お前には誰だれの願いも叶えられやしないとな」

　雪名の言葉と共に、本を封ふう印いんしていた鎖に無数の青い数式が浮かび上がる。次の瞬しゆん間かん、本を封じていた鎖の繋つなぎ目が、バラバラに砕くだけて弾はじけ飛とんだ。戒いましめから解とき放はなたれた本が開かれると、全てのページが隙すき間まなく複雑な数式で埋うめ尽つくされている事がわかる。

「お前が操あやつる数では、私を殺す事など出で来きない」

　雰ふん囲い気きが豹ひよう変へんした少女は、怪人へ向けて宣告をした。




　　　　■■■




　教会の入り口を閉ざしていた重厚な扉を開く。開いた扉の向こうへ駆かけ込こむと、外の寒気が和やわらいでいくのを感じた。俺おれは素早く周囲へ視線を配り、危険がないかどうかを警けい戒かいする。

　教会の入り口から最さい奥おう部ぶの礼れい拝はい堂どうへ続く中央通路には、一直線の赤い絨じゆう毯たんが敷しかれている。俺おれはその赤い絨毯の上に立っていた。中央通路の両りよう脇わきには、礼拝堂側に向けて規則正しく並べられた参列席。高い天井を見上げれば、礼拝堂に置かれた祭さい壇だんの上に、美しいステンドグラスが臨めた。燭しよく台だいに灯ったロウソクの火によって、照てらし出だされる教会内。俺は、祭壇の前に佇たたずむ１人の少女の姿を見付けた。

　見慣れた中学校の制服。忘れるはずのない面おも影かげ。だから思わず、俺は少女の名を呼ぶ。

「愛あい架か！」

　俺は少女────愛架の元へ駆かけ寄よる。教会内には、俺の鈍にぶい足音だけが木霊こだまして反響した。愛架との距離が縮ちぢまると、愛架はゆっくりと俺の方へ片腕を差し向け始める。

　愛架の手の中には────黒光りする冷たい拳けん銃じゆうが見えた。

「！」

　愛架は手にしていた拳銃の銃口を、俺へ向けている。

　俺の脚は一気に推進力を失い、その場に立ち止まってしまう。

　愛架が拳銃を持っている事も驚きではある。だが何よりも、銃口を向けるという愛架からの最大級の拒きよ絶ぜつ行為に対して、俺は言い様のない衝しよう撃げきを感じていた。あと数歩の距離にいる愛架へ、俺はそれ以上、近付く事が出来なくなってしまった。

「……何だよ。どういう事なんだよ、愛架」

「…………来ないで、誠せい一いち」

　愛架は、苦しげに一ひと言ことだけを言った。愛架には、いつもの快活さが微み塵じんも見受けられない。まるで死人のように生気が感じられず、俺を見つめる双そう眸ぼうは虚うつろで、表情は青ざめている。

　何な故ぜ、愛架が俺へ銃口を向けるというのだろう。理由は見当さえも付かない。

　だがもしかしたら俺は、自分でも気が付かぬ内に、愛架から恨うらまれるような事をしてきたのだろうか。あの怪人は言っていた。愛架の願いは、俺が死ぬ事によって叶かなえられるのだと。愛架は…………本当に俺の死を望んでいるのか。

「……赤帽子レツドハツトが言ってたの」

　立たち尽つくして言葉を失っていた俺おれへ、ポツリと愛あい架かは語り出した。

「彼は確率を操あやつる事が出で来きて、だから〝望んだ未来が訪れる確率〟を引き当てさせる事で、みんなの願いを叶かなえられるんだって。あたしの願いが叶う確率は……０ゼロなんだって」

　怪人は確率を操る事で、人々の願いが叶う確率を発現させている。そんな事は重々承知している事だった。愛架の願いが叶う確率が０ゼロパーセント……だとしたら。

「何を願ったんだ、愛架」

　恐る恐る、俺は愛架に問いかけた。

　愛架は青ざめた表情のまま、だが小さくだけ頬ほおを綻ほころばせ、苦くるし紛まぎれに微笑ほほえんだ。

「誠一は憶えてる？　お父さんが死んで、行く当てがなくなった昔の事。あたし達は……内戦で壊こわれた廃はい墟きよの街を彷徨さまよって、しばらく無人のビルに隠れて生活してたっけ」

　語る愛架の視線が、少しだけ遠くなった。

「ビルの外では毎日昼夜を問わずに、大人おとな達が略りやく奪だつや暴力を繰り返してたし。何ど処こかのガレキの下からは、誰だれかの悲ひ鳴めいがずっと聞こえてた。痛いよ、熱いよって。でも外は怖くて、誰も助けられなくて……あの時はみんな、ただ自分が助かる事だけで必死だった。他人のために何かをしてやろうなんて余裕がなかったの。それなのに誠一だけが、いつもみんなと違ってた」

　愛架は俺に訴えた。

「暴力を振るう大人おとなには立ち向かった。助けを求める声が聞こえれば、声が聞こえなくなっても、手が血まみれになってもガレキを掘り返した。誰だれかが苦しんでいたら放ほうっておけない。誰かに感謝されなくても、誰かの代わりに傷付く事も躊躇ためらわない。弱音の１つも吐はいてくれた事ないじゃん。知ってる？　誠せい一いちは、そういう強い人なんだよ…………あたしとは違って！」

「……」

「……あたし、知らないフリをしてたけど知ってる。全部知ってるんだから。誠一があの本屋のバイトばかりに没ぼつ頭とうしているのは、お小こ遣づかい稼かせぎなんかが理由じゃない。本当は……あたしを大学に進学させたくて、学費を稼いでいるんでしょ！」

　……性分のせいか、嘘うそで誤ご魔ま化かす事が出で来きなかった。何せ愛架の言葉は図星だった。

　俺がバイトをしている理由は、愛架の大学進学のための費用を稼ぐためだ。内戦後に政府が打ち出した内戦孤こ児じ救済法。俺や愛架のような内戦によって生まれた孤児を、高校卒業まで統合的に支援する法律だ。大学へ進学する資金がなければ、大たい抵ていの場合は高校卒業後には就職する必要がある。だが……この不景気な時代に、高校卒業程度の学歴では、正社員として雇やとってくれない企業の方が圧倒的に多い。

　大学卒業という学歴さえあれば、上う手まくいく事の方が多い世の中だ。

　だから自分はともかく、せめて愛架だけでも大学を卒業させてやりたいと、そう思って始めたアルバイトだった。愛架には秘密にしていたのだが……どうやら知られていたようだった。

「内戦でお父さんが死んでからずっと、誠一はあたしの父親代わりになろうとしてくれてたよね。お父さんがいない分まで、あたしを守ろうと頑がん張ばってくれてる。でもあたしのために黙って自分を犠ぎ牲せいにしている誠一を……いつからかあたしは見ていられなくなった。何でそんなに優しくて、馬ば鹿かみたいに強いのよ。その優しさが……辛くて仕方がないんだよ……！」

　いつしか、愛架の眼めには涙が溢あふれ始はじめている。固く閉ざした唇くちびるを震ふるわせ、頬ほおを染そめている。

「あたし、ずっと誠一の足を引っ張りたくなかった。あたしのためにばかり頑張って、誠一自身の人生を台無しにして欲しくないの。だからあたしだって、誠一に大学へ行って欲しいんだよ。あたしの事ばかり気にしないで、自分のやりたい事を見つけて幸せになって欲しいんだよ。それなのにいつも……いつも誠一は自分の事よりあたしの事ばかりだ……！　こんな駄だ目めな妹なんかのために、自分の人生を棒ぼうに振ろうとしてるんだよ！」

　愛架の頬を、一ひと筋すじの滴が流れ落ちていった。
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「……赤帽子レツドハツトは言った。誠一はね、これから先も、自分の事よりもあたしの事ばかりを優先するんだって。あたしのためにばかり頑張って、自分の幸せを逃し続けるんだって」

「……お前が願ったのは〝俺の幸せ〟か」

「どうだろう。本当はどうだったのか、もうわからないよ。あたしが願っていたのは……誠一に対して感じている罪悪感から解放される事。それだけだったのかもしれない」

　愛架は構えた銃をいっそう固く握りしめ、俺へ告げた。

「ごめんね。あたしはいつも自分の事ばかりだ。あたしって、ホント最低だよね」

　苦しげに、愛あい架かはようやく胸の内に溜ためていた重荷の全てを吐はき出だし終えたようだった。

　愛架の願った事は、俺おれが幸せに生きられる事……いや、俺の足手まといになっているかもしれないという自責の念から解放される事だったようだ。それを達成するには、悩みの元凶である俺が消える事。それが最良の手段なのだと、怪人に言われたようだった。

　俺はしばらく黙もつ考こうした。やがて、涙している愛架の顔を真正面から見つめた。

「……ハッキリさせておく。俺はお前に足を引っ張られているなんて思った事はないよ。それにすまない。お前が辛くても、たぶん俺は今のやり方を変える事は出で来きない」

「わかってるよ。誠せい一いちは、そういう人だから」

「……愛架。お前は何な故ぜ、俺のやり方では、俺が幸せになれないと決め付けてるんだ」

「言ったでしょう、確率を視みる事が出来る赤帽子レツドハツトがそう言っているの」

「赤帽子レツドハツトに言われたからハイそうですか、なのか。単純過ぎやしないか」

　銃じゆう把はを握り締しめる愛架の手の平が、僅わずかに緩ゆるんだ。俺は続けて言った。

「赤帽子レツドハツトに視みえているのは、あくまで確率なんだろう。決定された未来なんかじゃない」

「……なら、存在する確率が０ゼロパーセントの未来に、どうやったら辿たどり着つけるって言うのよ」

「辿り着くさ。今この瞬間では存在する確率が０ゼロパーセントの未来かもしれないが、この先の未来でも、ずっと０ゼロであり続けるとは限らない」

「……！」

　愛架は、俺に向けて構えていた銃口を僅かに下げる。俺は、不敵に微笑ほほえんで見せた。

「東とう京きよう内ない戦せんの絶望から生き延びたのは俺だけじゃない。お前だって一いつ緒しよじゃないか。将来に希望なんて見えなくても、俺達はこうして未来を諦あきらめずに生きてきた。今さら確率になんて屈するなよ。この世に書かき換かえられない数なんてない事を証明しよう。俺達は、０ゼロの確率だって書き換えていけるはずだ。俺は必ずお前を幸せにするし、自分の幸せだって掴つかんで見せる」

　俺は両手を挙あげ、手の平を愛架に見せる。降参の格かつ好こうで、俺は愛架に微笑んだ。

「……すまなかった、愛架。お前をそんなに追い詰めていた事に、今まで全然気が付かなかった。だからこの後、俺がどうなったとしてもお前は何１つ悪くないんだ。俺はお前の選択を受け入れるよ。けれどもしも俺を信じてくれるのなら頼む……一緒に帰ろう」

　銃口に向けて微笑む俺を、愛架は困こん惑わくの表情で見つめ返した。

　俺は────愛架が言う程ほどに強い人間などではないのだ。

　銃口から銃弾だんが撃うち出だされ、それによって射い貫ぬかれて殺される自分。死ぬ瞬しゆん間かんを想像すれば、ここで立っている事も怖くてたまらない。逃げ出してしまいたい。それでも逃げたくないのだ。愛架の真剣な気持ちから逃げる事だけはしたくない。

　俺は、上げている両腕の震ふるえが愛架に気付かれぬよう、必死に微笑みかけるだけだ。

　愛架が、悩んでいる苦しみから解放される瞬間をただ願って。

「…………フフ、フフフ、あははははははは」

　愛あい架かはやがて、吹ふっ切きれたように笑い出した。

　愛架はいつもと変わらない明るい笑顔で、俺おれへ微笑ほほえみかけた。

「…………参ったな、ここまでお人ひと好よしだなんて。銃じゆうを向ければ、少しは私の事を嫌きらってくれるかと思ってた。だから赤帽子レツドハツトに頼んで、こうしてみたのに……それでもあたしを許しちゃうなんてね。人が好いにも程ほどがあるよ」

　愛架はしばらく笑い続けた後────俺へ向けて構えていた銃口を、自分のこめかみへ押し付けて見せた。俺は内心で悲ひ鳴めいを上げる。愛架の意図は、すぐに理解出で来きたからだ。

「出来るわけないじゃん……最初からあたしには、誠せい一いちを撃うつ事なんて絶対に出来ない」

　愛架は、涙を流したまま微笑み続けていた。

「ごめんね……お兄ちゃんの人生を、台無しにしたくない。だから、あたしの方が消えるから」

「よせ、愛架！」

　叫さけびながら、必死に駆かけ出だしていた。愛架の拳銃を奪うばい取とろうと、俺は無む我が夢む中ちゆうだった。だが間に合わない。愛架が引き金を引く動作の方が、俺が愛架へ駆け付けるよりも遥はるかに早い。

　無残な１発の銃声が、教会内へと轟とどろいた。

　目前の愛架から吹き出る鮮血。愛架の手の平から転がり落ちる拳銃。返り血を浴びた俺の胸の中へ、力を失った愛架の身体からだが倒れ込んで来る。その軽い身体を受け止めながら、俺は呆あつ気けに取られていた。何せ────愛架のピストル自殺は失敗したのだ。

　俺は、愛架の背後から、愛架の肩を撃った人物を見やっていた。

「…………秋あき月づき……刑事？」

　礼れい拝はい堂どうの裏口から入って来た女刑事。彼女の手の中には、硝しよう煙えんを立ち上らせている拳銃が握られている。彼女の１発が、愛架の引き金を阻そ止しした。




　　　　■■■




　雪せつ名なは手にしていた本を静かに手て放ばなす。

　手放された本は、雪名の周囲を緩ゆるやかに漂ただよい始めた。

　本と同じように、雪名の周囲を漂っていた鎖くさり。雪名がそれを両手で掴つかむと、瞬しゆん時じに鎖の表面に複雑な青い数式が浮かび上がり、駆け巡めぐる。次の瞬間、虚こ空くうで縮ちぢれていた鎖は一本の芯しんが通った棒ぼう状に連なり、先端には青白い巨大な炎が灯って燃え盛る。

　全長４メートルに達する、棒と化した鎖。

　先端から持ち手まで灯った炎を刃に見立てれば、それはまるで鎖で出来た〝巨大な剣〟だ。

　雪名は鎖の剣を下段に構えると、間かん髪はつ入いれずに怪人を目がけて駆け出す。

　────その速度は、もはや駆けるなどという生なま易やさしいものではない。

　ブーツの底で地面の雪を鋭く跳ね上げながら疾しつ走そうする雪名は、一呼吸で怪人を斬きり伏ふせる間合いへ迫せまり終える。流れるように華か麗れいな動作で、雪名は怪人へ胴どう薙なぎの一いつ閃せんを繰り出した。

　鎖くさりの剣が、空気を引ひき裂さく風切りの音。

　炎を灯した鎖の剣は、周囲の墓石を紙切れのように軽々と切り飛ばしながら、凄すさまじい勢いで怪人を目がけて肉にく薄はくする。切り裂かれた墓石の切断面は────超高温で熱された痕あとのように赤く溶けてしまう。鎖の炎が灯っているように見える部分。鎖を部分的に分子振動させているのだろうか。高熱にして、墓石を溶よう断だんできる刃と化しているようだ。怪人は墓石の溶けた切り口から、素早く考察を終えた。

　迫り来る鎖の剣を、だが怪人は虚こ空くうへ優雅に跳躍する事で避ける。

　怪人はゆうに人間２人分程の高さを浮き上がって見せた。それは常人の身体能力を凌りよう駕がした動きである。勢い良く最初の一ひと薙を空振った雪せつ名なだったが、それが避けられる事は計算通りであった。雪名は夜空へ舞い上がった怪人を見上げると、振り抜いた鎖の剣を即座に上段に構えて振り下ろす。空中で身動きが取れなくなった怪人を目がけ、剣は鋭く空気を唸うならせながら繰り出される。剣の軌き道どうは、虚空に浮いた怪人の身体からだを完全に捉とらえるコースであった。

「！」

　鎖の剣が怪人を直ちよく撃げきする寸前で、怪人の姿が、突とつ如じよとして雪名の目前から消失する。必殺の１撃は怪人を捉える事なく、虚むなしく地面を叩たたいて、雪を溶かした蒸気を発する。雪名は気が付いた。先さき程ほどまで自分が怪人の姿を目撃していたはずの空間にうっすらと、ノイズがかった赤い数字だけが浮かんで漂ただよっている事に。そのノイズがかった、つまり傷付けられて歪ゆがんだスカラーは────０．０２。

「…………私が〝お前の姿を見失う確率〟か」

　雪名は、いつの間にか自分の背後に佇たたずんでいる怪人へと告げた。怪人はシルクハットをかぶり直し、横長の唇くちびるを笑みの形に歪ゆがめて言った。

「人の所しよ行ぎようは、あらゆるものが確率に支配されている。攻撃の１つ１つだって例外ではない。命中率。回避率。防御率。君には残念な現実だが、僕はそのどれもが１００パーセントだ」

　怪人の周囲を包むように、幾いく重えもの細いリングが浮かんでいる。そのリングの上に記述されている赤い数値は、いずれも雪名の攻撃の命中率を表しているようだった。雪名は苦笑する。

「なら、手数の多さで試すとしよう」

　呟つぶやく雪名。雪名の殺た陣ては止まらない。

　さらなる加速で、怪人の懐ふところ深くへと飛び込んで行った。雪名の踏みしめた一歩が、足下の雪を抉えぐり、激しく巻き上げる。怪人の首を跳ね飛ばそうと、あるいは肩かた口ぐちを切り落とそうと、豪快な斬ざん撃げきを次々に繰り出した。胴薙、切り上げ、半身を捻ひねった振り下ろし。鎖の先端に灯った青い炎と、雪名の緑色の眼球が、闇やみ夜よに一いつ対ついの残光を引いて消える。まるで刃を纏まとった嵐のような荒々しさで斬ざん舞ぶを舞う雪名。とうに常識を外はずれた雪名の電でん光こう石せつ火かの数々を、だが怪人は後退しながらも涼しい顔で回避し続ける。

　やがて雪せつ名なは悟る。

　圧あつ倒とう的てきな勢いで攻こう撃げきの手数を増やしても、やはり怪人には攻撃が当たらない。

　理解と同時に、雪名はその場で脚を止めた。雪名の攻撃が鎮しずまった事を察さつ知ちし、怪人は雪名と距離を開けて対たい峙じする。猛もう攻こうの後だというのに、息切れの１つもしていない無表情な雪名を、怪人は呆あきれて皮ひ肉にくった。

「やれやれ。数すう秘ひ術じゆつで言う〝数値ステータスの書かき換かえ〟で強化し、その鎖くさりを剣に変えているようだね。長ものの重量物を、華きや奢しやなお嬢さんがずいぶんと軽々と扱ってくれるものだ」

「所しよ詮せん、人間の腕力や脚力は〝力〟だ。力とは古典物理の数式で表現可能なもの。数値ステータスによって大きさを決められる以上、私がその数値ステータスを書き換えられないはずがないだろう」

　冷めた口振りで、雪名は応えた。雪名の両手足を、リング状の青い数式が取り巻いて漂ただよっている。雪名は自分の身体からだの数値ステータスを書き換える事で、腕力と脚力を過か剰じように強化していた。

　怪人と雪名は、しばらく無言で対峙する。

　雪名の緑色の双そう眸ぼうを眺めていた怪人は、ある事に気が付いた。

「……ずっと引っかかっていた。だがどうして今まで思い出せなかったのだろう。君のその緑色の眼め。先端科学機構ネメシスに捕とららえられていた数秘術師アルケニストの女と一いつ緒しよの色だ」

　無表情だった雪名の眉まゆが、僅わずかに動く。その動どう揺ようを見逃さず、怪人は嬉き々きとして続けた。

「なるほど。君は彼女の娘。高貴なる血族ノーブル・ブラツドの姫君と言ったところか」

　雪名は肯定も否定もしなかった。だが怪人は、雪名の無言を肯定と見なす。

「かつて、人と神が交まじわり生まれた高貴なる血族ノーブル・ブラツド。科学の世に数の秘術を与え、狂わせた存在。東とう京きよう内ない戦せんで死んだ彼女が最後の純血種だと思っていたが、まだ君が残っていたようだ」

「……その話をやめろ」

「怒らないでくれたまえよ。僕は彼女に感謝している１人だ。何せ先端科学機構ネメシスが彼女を発見し、研究する事がなければ、僕のような存在は生まれなかったんだ」

「やめろと言っている！」

　雪名は初めて、感情に任まかせた怒りの声を上げる。怪人は細く笑む。

「先端科学機構ネメシスにいる時、私は君のような存在についても学習したんだよ。数秘術師アルケニストが扱う数秘術とは、周囲のスカラーを消費する事で発動するんだろう。スカラーの消費なしで力を行使できる僕達アルヘトスとは違ってね」

　雪名の手の内を、怪人は言葉によって看かん破ぱしようとし始めた。

「君達が書く数式は、スカラーを与える事で初めて意味を成し、森しん羅ら万ばん象しようを制御する。機械が電気を与えられて動くのと同じ理屈だ。制御する現象が複雑で大規模である程ほどに、必要なスカラーの量も増す。少ないスカラーでやれる事と言えば、初等術式である〝数値ステータスの書き換え〟程度だ。だが僕を倒すには、高度術式である〝数の組み立て〟が必要なのではないかね？」

　雪名は気が付いた。遠くから、微かすかにプロペラの回るローター音が近付いて来る事に。

　音に気が付いた雪せつ名なへ、怪人は横長の唇くちびるにさらなる亀き裂れつを走らせて微笑ほほえんだ。

「先の自衛隊が遺のこした無人戦闘ヘリだ。〝攻こう撃げき目標を誤認識してしまう確率〟だって存在する」

　暗くら闇やみに陰かげるその笑みには、どす黒く淀よどんだ狂気が滲にじむ。

　吹き付ける強風にざわめく木々の葉は擦ずれ。風によってかき分けられた木々の合間から、眩まばゆいスポットライトが覗のぞき、やがて教会を照てらし出だす。眩い照明に、雪名はたまらず目を細めた。

　現れたのは────怪人に操あやつられた２機の無人戦闘ヘリ。

　漆しつ黒こくの機影には、陸上自衛隊の文字が描かれている。どうやら死んだ兵隊達の所有物だったようである。２機のヘリは機体の下に取り付けられた強烈な照明で、少女の姿を雪上に捉とらえた。雪名がスポットライトの中に収おさまると、すぐさまモーターの甲かん高だかい高速回転音が轟とどろき始はじめた。

　戦闘ヘリの小型回転式多銃身機関銃ガトリング砲による機き銃じゆう掃そう射しやが始まった。

　銃軸じくを中心に、銃身から代わる代わるに銃弾だんが速射される。毎分３０００発の20ミリ弾。降りしきる雨よりも高速に、破は壊かい的に雪上を叩たたき付ける。象の脚でも木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばす弾頭が、絶え間なく雪名を目がけて放はなたれた。

　２機の戦闘ヘリから吐はき出される集中豪雨のような破は壊かい。雪名は鎖くさりの剣をその場に捨てると、踵きびすを返し、教会を目指して逃げ出す。跳躍し、教会の建物の上へと駆かけ上あがり始めた。

　逃にげ惑まどう雪名の足跡を辿たどるように、数あま多たの銃弾が教会の壁面や屋根へと叩き付けられていく。一いつ瞬しゆん前に雪名がいた場所は次々と破壊の雨に晒さらされ、木材であろうと金属であろうと、大差なく砕くだけて飛び散っていった。１発が掠かすっただけでも、小さな雪名の身体からだなどバラバラに砕け散ってしまう威力である事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　雪名は教会の天てつ辺ぺん、十じゆう字じ架かのレリーフの上まで辿り着く。十字架の上、２機の戦闘ヘリのスポットライトが、佇たたずむ少女の影を浮き彫りにする。

　２機の戦闘ヘリへと対たい峙じし、開いていた本のページの中から、雪名は一いち行ぎようを指先でなぞる。

「下降乱気流マイクロ・バースト」

　形の良い唇くちびるからは白い吐と息いきと共に、呪じゆ文もんに似た冷れい酷こくな一ひと言ことが漏もれた。

　雪名の一言に呼応したかのように、雪名が開いていた本のページが青白く発光する。すると２機の戦闘ヘリの頭上に、青い光で描かれた巨大な幾き何か学がく模も様ようの魔法円が現れた。複雑な青い数式が幾いく重えにも入り交まじったその魔法円は、一瞬だけ眩く輝き、周囲へ光を炸さく裂れつさせて消える。

　魔法円が消えるのと同時、厚い雲の切れ間から、前触れもなく荒々しい強風。

　普通に立っている事さえままならない、猛もう烈れつな突とつ風ぷうである。

　２機のヘリの直上から地面へ向けて吹き付けるその風は、まるで風の滝だった。戦闘ヘリを中心に、風は爆ばく風ふうのようで、雪名と怪人の衣服を、重心ごと背後へと引っ張り倒そうと叩き付ける。

　２機の戦闘ヘリは風の滝に為なす術すべなく、バランスを失い落下していった。

　間もなくして、ヘリは機体正面から地面へ深々と突つき刺ささる。

　僅わずかな時間差の後、赤黒い炎を上げて爆ばく発はつ。機体の破は片へんは炎の塊かたまりとして、周囲の墓地へと降ふり注そそぐ。未いまだ鋭く吹き付ける激しい風の中を、砕くだけた巨大なプロペラの１枚が飛来し、勢いよく赤帽子レツドハツトの傍かたわらの大地へ突つき刺ささった。だが赤帽子レツドハツトは意に介かいした様よう子すもなく、天から注ぐ炎と雪の中、クツクツと低く笑って言った。

「……高度術式による現象の創造か。今ので、スカラーの蓄たくわえはだいぶ使い切ったはずだろう」

　空から吹き付けていた強烈な風は、やがて嘘うそのように穏おだやかさを取り戻していく。

　周囲が元通りの静かな雪景色へと戻る頃、後に残されたのは、墓地の中央で燃え盛っている戦闘ヘリの残ざん骸がいだけである。黒煙に混まじって鼻を突くガソリンの香り。火花が空中で爆はぜる音。そんな様子を教会の天てん辺ぺんから見下ろした雪せつ名なは、戸と惑まどった。

　先さき程ほどまで墓地にいたはずの怪人の姿が────忽こつ然ぜんと消えている。

「雪名、後ろだ！」

　教会から飛び出してきた少年が、雪名の眼下で叫さけんでいた。慌あわてて振り向くと、いつの間に上ってきたのか、教会の屋根の上に佇たたずむ赤帽子レツドハツトの姿があった。

　雪名は理解する。また〝姿を見失う確率〟によって、自分が目め眩くらましを受けた事を。

　赤帽子レツドハツトは、十じゆう字じ架かの上に佇む雪名を見上げていた。ただ見上げていただけではない。その手の中には、１丁の拳けん銃じゆうの銃把はが握られ、銃口はすでに雪名の額ひたいへと向けられている。

「僕は人の願いが叶かなえられる。これで証明されただろう？」




　　　　■■■




　乾いた破は裂れつ音おんが響き渡る。

　俺の見守る中、赤帽子レツドハツトの放はなった銃弾だんは、十字架の上に佇んでいた雪名の頭部を鮮あざやかに撃うち貫ぬいた。弾はじかれたように天空を見上げる雪名。頭部を撃たれた雪名は、後頭部から僅わずかな血ち飛沫しぶきを噴ふん出しゆつさせると、そのままゆっくりと背後へと倒れていく。

　十字架の上に佇んでいた雪名の身体からだは、教会の屋根の上から重力に任まかせて落下して行った。後頭部から墓地の雪原へと着地し、鈍にぶい音と共に頭ず蓋がいが割れた。仰あお向むけに倒れた雪名の後頭部から温あたたかい鮮せん血けつが広がり、大地の雪を溶かしていく。

「あ……ああ……あああああああ！」

　落下して来たクラスメイトの死体を唖あ然ぜんと見ていた俺おれは、やがて在あらん限りの絶ぜつ叫きようを奏かなでた。雪の墓地に、気が狂いそうな慟どう哭こくを刻み込むように。

　教会の屋根から落下して来た雪名へ駆かけ寄より、俺は力なく両りよう膝ひざから崩くずれ落ちてしまう。脱力した重たい両肩を下げ、絶命している雪名の面おも影かげを見下ろすしかなかった。

　……そこで俺は再び、いつかの夜に目もく撃げきした光景と出くわす。

　雪名の背中に、赤いスカラーで形作られた────天使の羽根が生はえて視みえた。

　それは正確には数字ではない。∞という記号。アンフィニの記号を模もした形の羽根だ。

　死に至る傷を負っていた雪せつ名なの肉体は、ビデオの逆再生をかけているかのように、俺おれの眼前で見る見る内に元の姿へと修復されていく。身体からだの擦すり傷きずも、割れていた頭ず蓋がいも、額ひたいに穿うがたれていた弾たま穴あなさえも。わずか10秒程度で、時間を遡さかのぼったように無傷の姿へと戻ってしまう。

　全ての傷が癒いえた頃、雪名は緩ゆるやかに瞼まぶたを開いて目覚めた。薄く開かれた瞼の下には、いつもの美しい緑色の瞳ひとみが覗のぞく。雪上に仰あお向むけで倒れたまま、微睡まどろんでいるような柔らかい視線を俺へ投げかける。そして落らく胆たんし……力なく苦笑してから、第一声を呟つぶやいた。

「…………冴さえ上がみ君には、もう見られたくなかったのにな…………」

「雪名……お前……」

　次句に事欠いている俺に気付いてか、雪名は左腕を持ち上げる。雪名は手の平で、自らの双そう眸ぼうを覆おおい隠かくしてしまう。雪名は、冷たい粉の降りしきる曇どん天てんに向かって言った。

「……こんなの気持ち悪いよね。いくら傷ついても元に戻ってしまう。私は死ねないから」

　いつも通り穏おだやかな彼女の口振り。手の平で覆った雪名の顔は、美しい唇くちびるしか見えない。

　唇の端には……無理に明るく振る舞おうと作った笑みが浮かんでいる。教室で雪名が浮かべていた、あの乾いた笑顔だ。雪名は唇から白い吐と息いきと、言葉を溢こぼした。

「老いる事も死ぬ事もなく、ただ無限の時間を持つ。私はね、〝無限〟の災厄の数アルヘトスだよ」

　重々しく告げる雪名。頬ほおに落ちた１粒の雪が、体温に溶かされ、滴となって流れ落ちる。まるで雪名が泣いているような光景。だが彼女の涙は流れない。手の平に覆い隠された雪名の眼まな差ざしが、どんな感情に苛さいなまれているのかはわからなかった。だが雪名の声は……震ふるえている。

　────人間に〝無限〟なんてものは扱えない。

　いつか、彼女が言っていた言葉だ。その言葉の意味が、ようやく俺にも理解できた。

　雪名はただ微笑ほほえんでいるだけで、多くを語ろうとしなかった。

　けれど、彼女が辛く苦しんでいる事なら、いちいち言葉にしなくてもわかった。浮かべている微笑みが、気丈に振る舞って、無理をして作った嘘うそだという事もだ。

「……！」

　まただ……また俺は、欲しい言葉を見付けられないでいる。

　たった一ひと言ことで良かった。

　奇跡のような一言で、彼女の絶望の全てを救えるような言葉。彼女が欲しがっているであろう言葉だ。そんな魔法のような言葉が欲しかったのに。どうしていつも肝かん心じんな時に、そんな都つ合ごうの良い言葉は見つからないのだろう。懸けん命めいに涙を堪こらえて微笑む雪名を見下ろすだけで、俺には何１つ言う事も出で来きなかった。俺は何と無力なのか。

「……フフ」

　教会の屋根から俺達を見下ろす怪人の含ふくみ笑いが、頭上から聞こえてくる。

「フフフ、ははははは！　なるほど、これは傑けつ作さくだ！　ようするに君も僕と同じだったという事か。数秘術師アルケニストでありながらも災厄の数アルヘトスとは、余よ程ほどの化ばけ物ものじゃないか！」

「お前……！」

「羽う鷺さぎ君を倒す事は出で来きるのに、羽鷺君の死ぬ確率だけが０ゼロパーセントだったのは、つまりこういう事だったわけだ。ようやく合が点てんがいったというものだ」

　教会の屋根に佇たたずむ怪人。それを見上げる眼まな差ざしに、俺おれはありったけの憎しみを込める。

　怪人は俺の怒りさえも心地良いのだろう。悠ゆう々ゆうと問いかけてくる。

「ところで、冴さえ上がみ君が生き延びたという事は、消えたのは妹いもうと君くんの方だったという事かね」

「残念だったな、愛あい架かならちゃんと生きている！」

「……？」

　俺の返答に、怪人は予期していなかった事であるかのように言葉を濁にごしてしまう。

　次句を躊躇ためらう怪人へ向けて、俺は言ってやった。

「確率を操あやつるわりには、予期せぬ事態に関しては抜けているんだな。教会で、俺と愛架を助けてくれた人がいたんだよ。愛架は今、その人に連れられて病院へ向かっているところだ」

「……ふむ。私の知らない伏ふく兵へいがいたのか。それは計算外だったな」

　何やら１人でブツブツと呟つぶやく怪人。ひとしきり何かを考え込んでいるようだった。

　気を取り直した怪人は、残念そうに溜ため息いきを漏もらしてから言った。

「まあ良いだろう。妹君がしくじったところで、君がここで死ぬ事には変わりないのだから。元々は羽鷺君を殺すために用意したものだったが、結果的に好こう都つ合ごうというものだ」

「何の話をしているんだ……！」

「地球上の特定の場所へ隕いん石せきが落下する確率だが、どれだけ低いのか知っているかね？」

「……？」

「例えば１９０８年の事だ。シベリアのツングースカにおいて原因不明の大だい爆ばく発はつが発生した」

　赤帽子レツドハツトの語り始めた事の意味がわからず、俺と雪せつ名なは怪け訝げんに赤帽子レツドハツトを見上げる。

「半径約30キロの森林を焼やき尽つくしたその災害は、一説では落下してきた隕石が空中で爆発した天体爆発だと言われている。地球にツングースカレベルの隕石が落下するのは、１０００年に１度起こるか起こらないかの〝超低確率〟だ」

「……まさか、お前！」

　怪人の言葉の意味を理解し、俺は青ざめる。だが怪人は、肩を竦すくめて冷やかして見せる。

「さすがにそんな巨大なものを落としたら、人類を滅亡させてしまうよ。だからもっと小規模なものを用意しておいた。しかし、この地点にピンポイントで落下するものを探すのには苦労した。まあ、羽鷺君を殺すためには、これくらいしないと駄だ目めだろうと思ったのさ」

　すでに俺と雪名には視みえていた。

　空を覆おおい尽つくす黒い雲のキャンパスに、巨大な赤い数字が浮かび上がる様が。浮かび上がって視えたのは、小数点以下の０ゼロが、数え切れない程ほどに並んだ数値だ。

　これから起ころうとしているのは────〝超低確率〟でしか起こり得ない現象。

「さて、では試して見るとしようか。このマンション群を吹き飛ばす程度の小規模な天体爆発でなら、羽う鷺さぎ君を殺す事が出で来きるのかどうかね。肉の１片さえ残らない火力なら、死なない羽鷺君でも消滅くらいは出来るかもしれないだろう？　楽しい実験といこうじゃないか」

　怪人はシルクハットの鍔つばを摘つまんで下げ、悠ゆう然ぜんと立ち上がった。横長の唇くちびるで、不敵に微笑ほほえんで見せる。そして、人差し指で空を指し示した。

「巻まき添ぞえになる前に、僕はお先に失礼する。それでは諸君、永遠にさようなら」

　怪人が言った直後、曇どん天てんの向こう側が茜あかね色いろに燻くすぶり始める。鼓こ膜まくが破は裂れつしそうな程ほどの大気振動。周囲の建物を軋きしませる地響き。肺を満たす空気には、焦こげた匂においが混まじった。

　怪人は人間離れした跳躍力で、木々の上を飛び移りながら去って行く。

　その背中が遠ざかって行くのを最後まで見守る事はせず、俺おれも行動を起こした。

　未いまだ頭を撃うたれたダメージが抜け切らないのだろう。足取りがおぼつかない雪せつ名なへ、俺は肩を貸した。俺達は教会へ背を向けて、全速力でその場から逃げ出そうとする。

　今さら逃げ始めたところで、俺達が生き延びられる確率は限りなく０ゼロに近いのかもしれない。わかっていた。だが抗あらがいもしない内に諦あきらめる事だけは嫌いやだったのだ。

「……冴さえ上がみ君、私を置いて逃げて。君だけなら、もっと速く走れるはず」

「駄だ目めだ！　ここでお前を見捨てるくらいなら、一いつ緒しよに死んだ方がマシだ！」

「……冴上君」

　弱々しく言葉を漏もらす雪名。雪名はしばらく黙った後に、言った。

「……じゃあ、お願いがある。私を教会の屋根に連れて行って」

「馬ば鹿か言うなよ！　そんな事していたら逃げ遅れるだろう！」

「……どのみち、私達が〝逃げ切れる確率〟は彼の支配下だよ。普通に逃げたとしても絶対に間に合わない。なら逃げるんじゃなくて、立ち向かうしかない」

「…………どういう事だ」

「教会の屋根の上に、私の本が落ちているはず。それが必要なの。急いで」

　雪名の表情は、まだ諦めてなどいなかった。







Phase4：無限の孤独







　人間と高貴なる血族ノーブル・ブラツドの間に生まれた少女は、例外なく母親と同じ、高貴なる血族ノーブル・ブラツドとして生まれ付いた。幼少の頃より自然とスカラーを視みる事が出で来き、それを感じ、操あやつる事が出来たのは、特とく殊しゆな血ち筋すじだからなのだと聞かされていた。だから少女は〝貴重な研究サンプル〟として保護され、新宿の地下に幽ゆう閉へいされて生きてきた。

　少女が地上へ出る事は、一度も許可された事はなかった。

　だから少女が知る地上の姿とは、地下研究所の遠い天井から射さし込こむ、僅わずかな光の眩まぶしさだけだった。地上へ憧あこがれていた少女は、よく両親へ、地上の話をねだっていた。

　地上には数え切れない程ほどに多くの人間や、動物と呼ばれる命も存在しているのだと聞かされた。広大な空に、輝く太陽、美しい満天の星空。何ど処こまでも続く青い海や、緑の森。１度も見た事のない景色に憧れ、少女はいつも寝る前に考えていた。

　────地上に行ってみたい。

　────地上には、きっと楽しい事がたくさんある。

　そんな少女は、無人の薄暗い管制室の片かた隅すみで泣きじゃくっていた。

　管制室には、扇おうぎ形がたに配置された漆しつ黒こくのテーブルが、ひな壇だんのように階層式にいくつも置かれている。天井や壁、各テーブルに配置された最先端の制御機材とモニターが並んでいるが、どれも電源は落とされている。静まった管制室で微かすかに響くのは少女の泣き声だけだった。

「泣かないで、雪せつ名な」

　澄んだ水のように、清せい涼りよう感かんのある綺き麗れいな声が、天井から生はえたスピーカー越しに聞こえた。

　声を発した女性は、ひな段配置の管制室と向かい合って設もうけられている巨大な水すい槽そうの中にいた。水槽の中心、置かれた椅い子すの上に腰こしかけている。水槽の中は目が眩くらむ程ほどの眩まばゆい白色の照明に照てらし出だされており、その白色に照らされた水槽の下半分は、無色の水で満たされていた。

　水の上に置かれた椅子。水の上に腰かける女性。あり得ない不思議な風景だった。

「……お母さん」

　雪名は涙声で、ガラスケース越しの母親の姿を見上げる。

　水槽の中、白色の検体服を羽は織おって腰かける女性は雪名の母親────ラティエルであった。

　ショートボブの白はく髪はつに緑色の双そう眸ぼう。母親というには若過ぎる、少女のような目鼻立ちをした愛らしい女性であった。しかし見た目の愛らしさには似合わない、どこか幸さちの薄い儚はかなげな雰ふん囲い気きを湛たたえている。管制室の隅で泣いていた雪名は、涙で赤く腫はらせた目を擦こすりながら、静かにその場で立ち上がった。母親は椅子に腰かけたまま、雪名へ微笑ほほえみながら問う。

「お父さんと約束していたんでしょう。今日は遊んで貰もらうんだって。でもお父さんが仕事で遊べなくなった。だから悲しいのよね」

　聞いていると落ち着く、澄んだ母親の声だった。

　母親は椅い子すに腰こしかけながら、申し訳なさそうに俯うつむいて言う。

「ごめんなさいね。いつか、私が地そ上とへ連れて行ってあげられたら良いのに……」

　俯く母親に、雪せつ名なは慌あわてて首を左右に振って見せた。

「ううん、お母さんは悪くないんだよ。だってお母さんは、ここから外へ出たら駄だ目めなんでしょ。だから謝あやまらないで、お母さん」

　一いつ生しよう懸けん命めいに母親を肯定しようとする雪名。母親は雪名の思いやりに頬ほおを小さく綻ほころばせた。

　母親は椅子から腰を上げ、水面の上に素足を付けて立ち上がる。立ち上がった母親の姿は小こ柄がらで、一児の母とは到とう底てい思えぬ少女そのものだった。母親は水面の上を歩き、ゆっくりと雪名の方へと歩み寄った。母親が踏みしめた水面からは小さな波紋が広がり、水すい槽そうの中を僅わずかに波打たせる。母親は水槽のガラス越しに手の平を伸ばし、小さな唇くちびるを開いた。

「来て、雪名」

　スピーカー越しに届く母親の言葉に小さく頷うなずき、雪名もガラス越しの母親へと歩み寄る。１枚のガラス越しに、母と娘は、お互いに手の平を重ねた。温ぬくもりを感じられない冷たい感触。自分の娘の小さな手の平を愛いとおしそうに見下ろしながら問いかけた。
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「……雪名は本当に大きくなったわね。それもそうか。今年で６歳だものね」

「うん！」

「じゃあ雪せつ名なも、今年から小学生か。もうお姉ちゃんだ」

　母親の言葉に、雪名は力なく項うな垂だれてしまう。唇くちびるを尖とがらせて、拗すねた口調で言った。

「……学校はね、行っちゃ駄だ目めなんだって。私はお母さんと一いつ緒しよで、大事なけんきゅうさんぷるだから。この研究所の中でお勉強するんだよ」

　雪名の話を聞いて、母親は悲しそうに眉まゆ尻じりを下げる。雪名は慌あわてて取とり繕つくろった。

「大丈夫だよ！　お友達は出で来きなくても、私にはお母さんとお父さんが傍そばにいるもん！　けんきゅうじょのみんなも、仲良くしてくれるんだよ！　だから、寂さびしくなんてないよ！」

　母親を励ます雪名。だから母親は、無理にでも微笑ほほえんで言った。

「ありがとう。雪名はいつも優しいね。お母さん、雪名からいつも元気を貰もらってばっかりだ。だから雪名の元気がなくなっちゃうと、お母さんの元気もなくなっちゃうよ」

「ええ！　そうなの……？」

「そうだよ。だから雪名が泣いていると、お母さんも泣きたい気持ちになっちゃうんだよ」

「…………」

　雪名はやがて、涙に濡ぬれていた自らの頬ほおを拭ぬぐうと、明るく元気いっぱいに微笑んだ。

「私、もう泣かないよ。お母さんが泣くのは嫌いやだもん」

「ありがとう。雪名とお父さんが元気だから、お母さんも元気でいられるよ」

「うん。雪名、元気でいる！　そろそろ、すうひじゅつの訓練の時間だから行くね！」

　雪名は母親に手を振って見せる。そうしてガラス越しの母親に背を向けると、元気良く駆かけ出だして行った。管制室を出る際に１度だけ母親を振り返り、雪名は「行って来ます」を告げる。母親は優しく微笑ほほえみ、「行ってらっしゃい」と答えた。

　雪名が部屋を後にすると、廊ろう下かを駆けて行く元気な足音が遠ざかって行く。

　母親は再び１人、水すい槽そうの中から無人の管制室を見渡す。そして、誰だれにも届かぬ言葉を囁ささやいた。

「…………私は、あなたの頭を撫なでてあげた事すらない。酷ひどいお母さんだね」




　　　　■■■




　昨日の夜から降り続いていた雪は止んでいた。

　しかし空は、雪が降っていないというだけで曇どん天てんのままである。目覚めた時、看かん護ご師しさんから聞いた話では、夕方頃からはまた雪が降るのだと言う。冷たい雪を湛たたえて灰色に濁にごった空は、あたしの心境に見合った良い色だと思えた。

　ピストル自殺をしようとしたあたしは、寸前のところで駆け付けた警けい察さつの人に撃うたれたのだと言う。どうやらそれは本当の事らしく、撃たれたあたしの右肩は包帯とギプスで固く拘こう束そくされている。白い病院服に、点滴。右肩の奥に疼うずくような痛みを抱かかえたまま、満まん身しん創そう痍いな姿であたしは目覚めた。

　警けい察さつに撃うたれたおかげというのも変な話だが、どうやら入院費は警けい視し庁ちよう持ちだったようで、立派な個室まであてがわれた。好こう待たい遇ぐうとは言え、あたしの気分は全く晴れる事はない。こうなったのは、全て自じ業ごう自じ得とくであったからだ。あたしは虚うつろな眼まな差ざしのまま呆ぼう然ぜんと、ただ窓の外の冷たい夏の風景を眺めているだけ。そうして時間を過ごしていた。

　何時かもわからない頃、病室の扉を外からノックする音が聞こえた。

　ノックの後に黙って入室してきたのは、綺き麗れいな女の人だった。女性用のダークスーツにトレンチコートを羽は織おった、クールビューティ然とした女性だ。小さな花はな束たばを抱かかえており、あたしのベッドの傍かたわらまで歩み寄る。ヒールが床を叩たたく音。女性は懐ふところから手帳を取り出して掲かかげる。

「警視庁捜そう査さ一課、五係の秋あき月づき杏きよう子こです」

「……あなたが、あたしを撃うったっていう刑事さん？」

「はい。お目覚めになったと聞いたので、お見舞いに来ました」

　秋月と名乗った女刑事は、欠片かけらの躊躇ためらいや罪悪感も見せずに肯定した。秋月刑事はあたしのベッドの傍らの水差しへ、持ってきた花を差し始める。あたしは秋月刑事へ問いかけた。

「誠せい一いちの代理で来てくれたんですか？」

「…………あなたのお兄さんは言っていました。きっと今のあなたは、自分に会えば辛くなるだろうと。お兄さんはしばらく来ませんよ。残念ながら私は、お兄さんに頼まれたわけではありません。個人的に、あなたとは少しお話がしてみたかっただけです」

　水差しへ花を差し終えた秋月刑事は、ベッドの脇わきにあった丸まる椅い子すへ腰こしかけた。

　あたしは恐る恐る、傍らに腰かけた秋月刑事へと問いかけてみる。

「あの、大丈夫だったんですか……私を撃っちゃって。その、責任問題とか……」

　秋月刑事は、民間人の私を撃ったのだ。警察の責任問題などが発生し、彼女を大変な窮きゆう地ちへ追いやった可能性が高い。だが秋月刑事は笑いもせずに断言した。

「些さ細さいな事です。あの時あなたを助けられないくらいなら、どのみち私には、この仕事を続けるだけの資格がなかったという事です。お気になさらずに」

「あの……その……ごめんなさい」

　あまりにもはっきりした秋月刑事の応答に、あたしは語尾を弱めてしまう。

「……教会でのあたしの話、聞いていたんですか」

「はい。立ち聞きで申し訳ありませんでしたが、一部始終を聞かせていただきました」

「なら…………あたしが誠一へ銃じゆう口こうを向けた事も知っているんですね」

　秋月刑事は黙った。肯定でも否定でもない態度。さすがに大人おとなという事もあり、沈黙の使い方が上う手まい人である。だが一部始終を聞いていたという事は、つまりあたしが誠一を撃とうとしていたのを勿もち論ろん知っているはずである。

　あたしは……何かに縋すがりたい気持ちがあったせいか、秋月刑事に隠す必要はない気がした。だからだろう。初対面である秋月刑事へと、あたしは胸の内を打ち明け始めてしまう。

「……誠せい一いちを傷付けて、誠一に嫌きらわれれば、きっともう誠一はあたしのために傷付こうなんて思わない。だからあたしは、誠一を傷付けようとした。もうあたしのために誠一が犠ぎ牲せいにならないように。でも信じられますか？　誠一は…………銃口を構えるあたしへ笑ってくれた……」

　秋あき月づき刑事は無表情で、だが黙ってあたしの話を聞いてくれていた。

　あたしは溢あふれてきた感情のはけ口を求め、ただ思っている事を話した。

「あの時わかったの……あたしがどんなに誠一を傷付けたって、誠一はあたしの事を恨うらんでなんてくれない。嫌ってなんてくれない。撃うてるわけないじゃん。たった１人だけの家族なんだよ。あたしは……あたしは誠一の事が大好きなんだから……！」

　左手で額ひたいを抱かかえて俯うむく。潤うるんだ双そう眸ぼうでは、周囲のものが歪ゆがんでしか見えなかった。

　視界だけではない。今はきっと、あたしを取り巻く全てが歪んでいるのだ。

　泣き出してしまったあたしをしばらく見守っていた秋月刑事は、やがて静かに唇くちびるを開いた。

「一生彼の重荷になるくらいなら、いっそ自分がいない方が彼のため。あの時、そう思った？」

「……」

「あなたにとって、お兄さんはヒーローなんですね」

　秋月刑事は高圧的な面おも持もちに、初めて優しい微笑ほほえみを垣かい間ま見せた。

「自分が守られてばかりだと思うと、足手まといになっている気がして辛い気持ちになる。誰だれかの重荷になっていると思うと苦しくなる。そういう気持ちは、私にも少しわかるんですよ」

　苦笑混まじりに言う秋月刑事。だが微笑ほほえむ事を止め、厳しい顔に戻って尋たずねた。

「あなたは、本当に自分がお兄さんを不幸にしている。あるいは不幸にしてしまうのだと思っているのですか」

「……わからないです。でも、否定出で来きないんです」

「そうですか。ですが私には、あなたがお兄さんを不幸にする存在には見えません」

　秋月刑事の言葉に、あたしは顔を持ち上げる。

　不思議そうに見つめ返すあたしへ、秋月刑事は厳しい表情のままで言葉を紡つむぐ。

「私が捜そう査さしてきた限り、赤帽子レツドハツトに願いを叶かなえられた人々というのは、みんな自分のためにしか願っていません。自分の幸福。自分の快楽。自分の夢。それなのに、あなただけが違っていた。あなたが願ったのは、家族であるお兄さんの幸せ。あなたは他人のために願った」

　秋月刑事はもう１度だけ、本当に小さく微笑んで見せた。

「他人のために願う事が出来るあなたに、どうして幸せに出来ない人がいるんですか」

　秋月刑事は椅い子すから腰こしを上げて立ち上がる。涙を流したまま、呆ぼう然ぜんと見上げているあたしへ一礼をすると、淡々と別れの挨あい拶さつをした。

「突然の来訪で、長々と失礼しました。安静にして、早く良くなってくださいね」

　秋月刑事は言葉短く告げると、背を向けて病室を後にして行った。

　あまり親しみ易い人ではなかった。ぶっきらぼうで、見た目が少し高圧的で……でも何な故ぜか、優しさを感じさせる人。あたしは少しだけ、秋あき月づき刑事の言葉に救われたような気がしていた。

　頬ほおを流れる冷たい涙が、いつしか温ぬくもりを取り戻している。病室に残されたあたしは、１人きりで泣き続けた。さめざめと、胸を圧あつ迫ぱくしている重たい罪悪感が流れ落ちるまで。




　　　　■■■




　ホームルームが終わる頃、曇どん天てんからは再び雪が降り始めていた。季節は未いまだ夏であるというのに、それが天気予報通りの空だというのだから、おかしなものだ。

　あまりの寒さに、今け朝さは学生服の上着とセーターを引っ張り出して着てしまった。マフラーに手袋。俺おれだけではなく、見たところ他の生徒達も同じような格かつ好こうだ。

　透とう明めいなビニール傘がさ越しに見上げる空からは、ゆっくりと、柔らかい雪の粉が舞い降りてくる。

　異常な天候に違和感を持っている者は少なくなく、下校を始めた生徒達は、誰だれもが同じように不安な顔で空を見上げていた。そんな生徒達の流れに乗っかりながら、俺も下校している最さい中ちゆうだった。俺は黙って、校舎の中を校門へと向かって歩いて行く。

　俺の傍かたわらを歩くニット帽のクラスメイト、幸ゆき村むら弘ひろ樹きも、雪空を見上げて呟つぶやいた。

「何か……昨日のマンション地帯全ぜん壊かい事件と言い、この異常気象と言い、最近は世界の終わりみたいな雰ふん囲い気きだよな。あー、辛しん気きくさいのは苦にが手てだってのによ、まったく」

　弘樹の言うマンション地帯全壊事件とは、今け朝さからテレビや新聞がトップニュースとして扱っている大事件だ。何せ半径３００メートルに渡るマンション群が、小規模な隕いん石せきの天体爆ばく発はつによって、壊かい滅めつ的てきな損害を受けたのだ。まるで激しい空爆に晒さらされた後のように、建ち並んでいたマンション群は更さら地ちとなってしまった。

　隕石落下という特異な天災は物珍しく、世間が騒ぎ出すのは当然の事だった。だが奇き妙みような事に、全壊状態のマンション地帯からは住人達の犠ぎ牲せい者しやは出なかったのだと言う。昨日は住人達全員が家を留守にするという奇き蹟せき的な偶然が重なり、人的被害は皆かい無むに等しかったのだそうだ。テレビの識者達は、そんな偶然は起こり得ないと口々に批判を始め、陰いん謀ぼう説せつだの宇宙人説だの、根拠のない憶おく測そくが飛とび交かい始めている状況だ。

　昨晩、現場に居合わせた俺からすると、それらはあまりにも突とつ飛ぴな憶測ばかりだ。

　だが真実は、世間で言われている憶測などよりも遥はるかに狂っているのだから笑えない。

　この雪も、天体爆発も、たった１人の災厄の数アルヘトスによって起こされたのだと誰だれが信じる。雪せつ名なのおかげで天体爆発を生き残った俺は、おそらく真実を知る生き証人なのだろう。

「────おいってば。さっきから聞いてんのかよ、誠せい一いち」

　考え事に耽ふけっていた俺は、弘樹の呼びかけで我に返る。弘樹は怪け訝げんに俺の顔を覗のぞき込こんだ。

「お前、今朝からずっと変じゃね？　何言っても上の空だし、心ここに在あらずって感じだぜ。土日に何か悪いもんでも喰くったのか。俺様の常備している胃薬君をやっても良いんだぜ」

　親指を立てて、下へ手たくそなウインクをする弘ひろ樹き。俺おれはなんとなく苦笑して答える。

「お前と一いつ緒しよにするなよ」

「ようやくらしい発言じゃん。あんまりこの俺を心配させないでくれたまえよ、誠せい一いち君」

「へいへい。心配してくれてどーも」

　弘樹は気け怠だるそうに、頭の後ろで両腕を組む。

「心配と言えば、羽う鷺さぎちゃんも心配よな。今日学校休んでたじゃん。あれ、無断欠席らしいぜ」

「……らしいな」

「いったいどうしちゃったんだろうなあ。って……ん？」

　弘樹は行く先に視線を向け、何かに気が付いたようだった。校門の方を見ている弘樹に促うながされ、俺も同じように目を向ける。弘樹は興奮し、鼻息荒く呟つぶやいた。

「……誰だれだよ、あのすんげえ美人。誰かの姉ちゃんか？」

　弘樹は、校門の前で佇たたずむトレンチコートの女性を凝ぎよう視しした。その女性は俺の姿を見付けたのだろう、こちらに向かって手を振る。

「俺を迎えに来てくれたんだ」

「ええ、ちょっ、あの人、お前の知り合いなの！」

「まあな。……悪い、弘樹。今日はここでお別れだ」

　立ち止まって唖あ然ぜんとしている弘樹を置き去りに、俺は校門前に佇む女性の方へと歩いて行く。去り行く俺の背中へ、弘樹が一言だけ声をかけた。

「…………待てよ、誠一」

　俺は足を止め、呼び止めてきた弘樹を振り返る。弘樹は珍しく神しん妙みような面おも持もちで尋たずねてきた。

「明日も、ちゃんと学校来るんだろ？」

「ああ。当たり前だろ」

「なら良いんだ。じゃあ、また明日な」

　弘樹は、立ち止まっていた俺の横を過ぎ去って行く。ポケットに両手を突つっ込こみ、背を丸めた後ろ姿は少し寂さびしげだった。弘樹なりに、俺の事を真ま面じ目めに心配してくれていたのだろう。そんな弘樹に何も打ち明けられない自分をもどかしく思いながらも、俺は弘樹の背中へ囁ささやいた。

「……戻って来るさ」




　　　　■■■




　学校の近くの有料駐車場に、秋あき月づき刑事の自家用車は駐とめられていた。

　クールな雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらに、乗っている車は、可愛かわいらしいモスグリーン色のコンパクトカーだった。秋月刑事に促うながされるままに、俺は車の助手席へとお邪じや魔ました。

「……病院へ行ったんですよね。愛あい架かの様よう子すはどうでしたか」

　運転席でエンジンキーを回す秋あき月づき刑事へ、俺おれは恐る恐る尋ねてみた。

　秋月刑事は変わらぬ冷れい淡たんな表情で、だがはっきりと答えた。

「彼女は強い人です。けれど、まだ時間は必要だと思います」

「……すいません。妹を撃うったせいで停職中なんですよね。なんてお礼を言ったらいいのか」

　秋月刑事の車にエンジンがかかる。

　車は、冷えたアスファルトの上を静かに走り出した。

　車窓の向こう。白はく煙えんを巻き上げて通り過ぎるバイクや自動車の流れ。メインストリートを行いき交かう人々は、誰だれも彼もが冬の服装だ。気を抜けば、今がまだ八月の後半であるという事を忘れてしまいそうな景観だ。けれど、やはり冬だと思うには違和感が拭ぬぐい去されない。雪をかぶった緑の木々や草花の陰かげに、セミの抜ぬけ殻がら。寒々しい景色にも夏の形跡はたしかに残っている。

　まだ暖房の効きいていない車内は寒かった。俺と秋月刑事の間には、気まずい沈黙が流れた。

　沈黙に耐えかねた事もあるが、俺は秋月刑事へ問いかけた。

「どうして秋月刑事は、あの教会の場所がわかったんですか」

「……ちょっとした旧ふるい知り合いから、メールが届いたんです」

　秋月刑事は１度、黙り込む。そうして言葉を選んでから話そうとしている様子だった。

「こういった災厄の数アルヘトスが関係する事情に詳しい人です。彼は〝教団〟という組織に所属しています。長らくコンタクトが取れなかったのですが……今回は向こうから接触してきました。私は彼から赤帽子レツドハツトの居場所を教えて貰もらって、辿たどり着ついたのがあの教会だったんですよ」

「教団……」

　雪せつ名なから聞かされていた覚えのある単語だった。

　たしか、災厄の数アルヘトスに敵対している組織である。俺は秋月刑事を横目で見やった。秋月刑事は変わらず車の進行方向へと視線を固定しながら、傍かたわらの俺の疑問に答える。

「教団については、私も詳しい事を知っているわけではありません。大昔からこの世界の秩ちつ序じよを守ってきた秘密結社だという事しか。特定の国に属しているわけでもなく、その資金源も、組織規模も、全体像は把は握あく出で来きません。しかし各国の政界や財界に強いコネクションを持っている強力な組織であるのは確かです。今わかっているのは、だいたいこの程度です」

「……ええっと。なんかサラリとすごい話してませんか。秘密結社が、現代に実在してると？」

「信じられない気持ちはよくわかりますよ。私だって……最初は信じられませんでしたから」

　苦笑する秋月刑事。大人おとなが真顔でする突とつ飛ぴな話を、俺は無理にでも信じ込む事にした。

「……まあともかく、秋月刑事に赤帽子レツドハツトの居所を教えてきた教団の人っていうのは、つまり俺達の味方だって考えて良いんですよね」

　俺の問いかけに、だが秋月刑事は渋しぶい返事を返した。

「どうでしょう。はっきりと味方なのだとは断言できないと思います。彼はいつも、目的のために利用できるものを利用しているだけです。今回もそう。私は彼から赤帽子レツドハツトの居い所どころを聞き出すために、ある〝交換条件〟を呑のんでいます。無む償しようの協力ではなかったんですよ」

「交換条件？」

　秋あき月づき刑事は黙り込んだ。その交換条件について、俺おれには詳しく語れないのだろうか。大人おとなの沈黙には意味がある事を、俺は知っていた。だからそれ以上は聞かない事にした。

　俺が追求するのを諦あきらめると、それを気け取どった秋月刑事は続けた。

「少なくとも雪せつ名なさんがいる限り、完全な協力関係になれないのは間違いありませんね」

「……どういう事ですか。雪名がいると、教団と協力関係を結べないって」

「教団は人類文明の平和など守りません。教団が守っているのは、世界を満たすスカラーの秩ちつ序じよ。彼かれ等らにとって災厄の数アルヘトスとは、数の秩序を乱す〝葬ほうむられるべき数〟なのだそうですから」

「なるほど、災厄の数アルヘトスを敵視してるって事は……つまり教団は、赤帽子レツドハツトだけじゃなくて、雪名の事も敵視してるって事になるんですね」

「はい。彼等は間違いなく、雪名さんの命も狙ねらっていますよ。〝最重要殺害指定〟としてね。今のところ彼女を殺す方法がないので、無む駄だな手出しはして来ないようですが」

「殺す方法がないから、無駄に手出しをして来ない……？」

　何か引っかかる気がしたが、その違和感は放ほうっておく事にした。

　車の行く手を阻はばんでいるかのように、フロントガラスへ降りかかって来る粉雪。その粉雪の向こうに、自動車の行列が見えてきた。最初は渋じゆう滞たいかとも思ったが、どうやら警けい官かん達が先頭車両を引き留め、１台ずつ車内を確認しているようだ。周囲には防犯カメラまで設置しており、不ふ審しんな車がないかを厳重にチェックしているようだ。

「……銃じゆう火か器きの流出で、テロ警けい戒かいレベルが上げられているせいですね。検問ですよ。あちこちでやっていますから、いずれ大渋滞になるでしょう」

　左右に振れるワイパーで雪をかき分け、秋月刑事は忌いま々いましげに毒づいた。

「昨日から降り続いたこの雪。電車は運転を見合わせていますし、首都高速や幹線道路も、積雪の影響で一部が通行止め。赤帽子レツドハツトが降らせているこの雪は、確実に首都交通機能を麻ま痺ひさせています。全て赤帽子レツドハツトの計画通り……警察を含め、私もしてやられました」

　秋月刑事の口振りが気になった。

「あの……この雪が何かの計画だって、秋月刑事は考えているんですか」

「……これまでに赤帽子レツドハツトが起こしてきた事には、全てに何らかの目的がありました。この雪にだけ意味がないのは、おかしくありませんか」

　言われて納得する。秋月刑事の言う通り、怪人の起こしてきた事には、全てに目的が存在してきた。例えば天体爆ばく発はつの件。マンションから住人達を遠ざけたのは、関係者以外の人的被害を出さないようにするための配はい慮りよであったのだと考えられる。だとすればこの雪にも、何かの目的があって不思議ではない。

　俺が気になったのは、秋月刑事がその目的を知っているような口振りであるという事だ。

　もしかしてそれが……教団との交換条件に関係しているのだろうか。

　秋あき月づき刑事との会話が途と絶だえると、俺おれは再びサイドガラスの向こうへ視線を向けて黙る。正面方向から左後方へと流れて行く助手席の景色を、頬ほお杖づえを突きながら眺め続けた。

　考える事は尽つきなかった。何せ取り巻く問題は数多くある。目的不明の降雪。赤帽子レツドハツトに傷付けられ、自分を許せないでいる妹。そして────不老不死のクラスメイト。

「……雪せつ名なさんの事を考えているのですか」

　唐とう突とつに胸中を看かん破ぱされた。俺は頬杖を突いたまま、もう１度だけ秋月刑事を一いち瞥べつする。

　相変わらず車の進行方向に釘くぎ付づけの秋月刑事とは視線が合う事もなく、だが俺は尋たずねた。

「秋月刑事は、雪名の事を知っているんですか」

「…………少し長い話ですけどね」

　秋月刑事は、視線を遠く細めて語った。

「冴さえ上がみ君は、〝先端科学機構ネメシス〟という団体を知っていますか？」

「名前くらいなら。確か東とう京きよう内ない戦せん前まで存在していた、国営の研究機関でしたっけ」

「その通りです。先端科学機構ネメシスは国内にいくつかの巨大実験施設を保有していた、国内最大規模の科学技術研究機関でした。内戦時に関東の施設が破は壊かいされ、物理的に閉へい鎖さされましたがね」

　秋月刑事は、小さく嘆たん息そくを漏もらして続けた。

「先端科学機構ネメシスにはかつて、ある１人の科学者が在席していました。もともと彼は量子物理学の第一人者で、第２のアインシュタインと呼ばれた希き代だいの天才です。日本政府にスカウトされてから、彼は先端科学機構ネメシスの専属研究所長となり、５年前の内戦で死亡するまでの間に、人類の文明レベルを飛躍的に跳ね上げるであろう、とてつもない発見をしました」

　俺おれはそのとてつもない発見とやらの中身を推察した。

「…………スカラーの発見、ですか」

「はい。詳しいわけではないのですが……難しい言い方で言うと、超ひも理論において１次元の性質を持つ弦げんだそうです。スカラーとはあらゆるエネルギーに変換可能なもの。そしてスカラーは、膨ぼう張ちようを続けているこの宇宙で無む尽じん蔵ぞうに増え続けているものでもあります。つまり彼の研究は、膨ぼう大だいなエネルギーを生み出す〝底なしの源泉〟を見つけた事になるんです」

「その人が雪名の……」

「ご明察です。羽う鷺さぎ宗そう司じは、雪名さんの父親です」

　秋月刑事の話の途中から、俺は何となく予感していた。雪名は言っていたのだ。自分の父親は、今はもう存在しない研究所の科学者だったのだと。

　秋月刑事は、トレンチコートのポケットからタバコを取り出した。ハンドルを片手に、器用にライターで火を点つける。少し窓を開けて、車内の煙を逃がした。秋月刑事は話を続けた。

「羽鷺宗司はスカラーを発見した。けれど、発見しただけではどうしようもなかった。何せスカラーをエネルギーとして使用するための〝技術〟が、当時の人類にはありませんでした。人類の力だけでは、スカラーのエネルギー利用などという事は不可能な無理難題だったんです。しかし幸いにも、問題解決の糸口はありました。それが高貴なる血族ノーブル・ブラツドの存在です」

「ノーブル……ブラッド？」

「紀元前から存在する、数秘術師アルケニストの血族です。長らく教団によって守られてきました。血族とは言っても、いつの時代も５人以上存在した事がない絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに近い存在ですけどね。彼かれ等らは生まれながらにしてスカラーを視みる事が出で来き、スカラーを操あやつることが出来る特とく殊しゆ能力を持っていました。それは羽鷺宗司がスカラーを発見する、ずっと以前からの事です」

「……なるほど。高貴なる血族ノーブル・ブラツドが持っている、スカラーを操る力を研究したんですね」

「またまたご明察です。先端科学機構ネメシスは１人の高貴なる血族ノーブル・ブラツドの女性を見つけ出しました。彼女を捕とらえ、非人道的な人体実験を何度も繰り返したそうです。彼女の名はラティエル。預言者とさえ呼ばれていた強力な数秘術師アルケニストであり────雪せつ名なさんの母親でもあります」

　秋あき月づき刑事の発言は衝しよう撃げきだった。

　天才科学者と絶滅危惧種。それが雪名の両親だと言うのだ。

　タバコの煙を唇くちびるから溢こぼしながら、秋月刑事はさらなる言葉を紡つむぐ。

「やがてスカラーをエネルギー利用する技術は実現されました。その成果物の第１号として生み出されたのが変ア革ルのベ石ド。赤帽子レツドハツトのような異能者を創り出した禁きん忌きの石です」

「なら赤帽子レツドハツトを生み出すきっかけになったのは……雪名の両親って事になるんですか！」

「そうです。それに────」

　秋月刑事は、一いつ拍ぱくの間を置いた。

　一いつ瞬しゆんだけ、語る事を躊躇ためらったように見えた。だが、秋月刑事はその事実を告げる。

「……東とう京きよう内ない戦せんの真実は、正史にあるような民衆のクーデターなどではありません」

「……？」

「事実は、雪名さんのご両親の研究成果を奪うばおうとして、各国が東京を舞台に争った秘密裏りの〝戦争〟なんです。事実は隠いん蔽ぺいされましたが、あれは内戦などではなかったんですよ」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話で、俺おれは絶句してしまう。

　東京内戦が、変ア革ルのベ石ドを奪うばい合うために行われた戦争。秋月刑事はそう言っている。秋月刑事の話を裏付ける証拠など１つもないが……だが俺は、雪名が言っていた言葉を思い出した。

　────あの石を欲しがる人達は、昔からたくさんいるの────

　言葉を失っている俺の傍かたわらで、秋月刑事は淡々と話を続けて言った。

「……雪名さんは感じているのかもしれませんね。赤帽子レツドハツトや、私達に対する罪悪感を。何せ、ご両親の研究が原因で、東京内戦と呼ばれる大きな惨さん劇げきが勃ぼつ発ぱつしたのですから」

「……」

「スカラー研究の成果物は全て、５年前の東京内戦の時に先端科学機構ネメシスの施設ごと失われたはずでした。ですが赤帽子レツドハツトは今もなお存在している。あの怪物は、過去の亡ぼう霊れいなんですよ」

　秋あき月づき刑事は、タバコの吸すい殻がらをダッシュボードの灰皿へと落とした。俺おれは思わず尋たずねた。

「……どうして秋月刑事は、そんなに先端科学機構ネメシスや雪せつ名なの事について詳しいんですか。それに、教団の人とも関わりがあるんですよね……ただの刑事とは思えません」

　俺に問いかけられた秋月刑事が、少しだけ寂さびしそうに微笑ほほえんだように見えた。いつも強こわ張ばっているように固い秋月刑事の頬ほおは、目に見えないくらい僅わずかに、緩ゆるんだのかもしれない。

「私には昔……尊敬する先せん輩ぱいがいました」

　秋月刑事は、懐なつかしげに双そう眸ぼうを細めた。その優しい口振りから察するに、先輩という存在は、秋月刑事にとって大切なものだった事が窺うかがえた。

「先輩の奥さんは先端科学機構ネメシスにさらわれて、人体実験の被験者にされたんです。奥さんがいなくなってから先輩は、ずっと１人ぼっちで先端科学機構ネメシスと戦っていました。そうしてやがて先輩は、国ぐるみで先端科学機構ネメシスが行っていた非道な実験の真実に辿たどり着ついたんです」

　秋月刑事は前髪をかき上げた。

「先輩はまるでヒーローのような人でしたよ。身も心もボロボロになりながら、先輩の孤独な戦いは長く続きました。私は先輩の傍そばで、先輩を支えたいと思っていました。……上う手まくはいきませんでしたがね。私が災厄の数アルヘトスの事件に関わるようになったのは、先輩のおかげなんです」

「……その先輩って人は、どうなったんですか」

「内戦でお亡くなりになりましたよ」

　躊躇ためらいもなく、秋月刑事は断言した。

「……先輩は１つの変ア革ルのベ石ドを持っていました。人間の生きられる〝時間〟は、膨ぼう大だいなスカラーなんです。変ア革ルのベ石ドの材料に使われる大量のスカラーとは、たくさんの〝人の命〟でした。先輩の手にした石がつまり、先輩の奥さんの命を材料に創り出されたものだったんだそうです」

「……」

「先輩は……きっと死ぬまで憎んでいたんです。先端科学機構ネメシスや、それを支援していた政府を。口にしなくてもわかるんです。私は先輩の傍で、ずっと先輩の背中を追いかけてきましたから」

　秋月刑事が黙り込むと、車内は、微かすかに聞こえるロードノイズだけに満たされた。




　　　　■■■




　遥はるかな太たい古こより地上に降ふり注そそぎ、あらゆる命に等しい死を与えてきた冷たい熱源。

　……雪。白い１粒１粒に死を宿し、世界中から温ぬくもりを消し去っていこうとする。

　雲の切れ間から覗のぞいた太陽は、高熱で熱された鉄のような橙だいだい色いろになっていた。目も眩くらむようなオレンジ色の夕陽に照てらし出だされた粉雪は、１つ１つが光の粒子のように輝いている。美しく輝き、降りしきる粉雪の中……瞳ひとみに映うつり込こんでくるのは廃はい墟きよと化した無人のビル群だった。

　あるものは傾かたむき、あるものは半はん壊かいし、それらが建ち並ぶ荒れ果てた土地には、人や獣けものの姿すらもなかった。かつてであれば、この廃はい墟きよは東京23区の中でも屈くつ指しの華々しさを誇っていたはずの街。だが今ではホームレスすらも寄り付かない、見捨てられた土地に成り下がっている。

　自然の為なすがままに荒れ果てた無む惨ざんな道路の端はし々ばしには、折れ曲がった道路標識や信号機が、未いまだ寂さびしげに潜ひそんでいる。大地には、自由気ままに成長を遂とげた樹木や夏の草花が生おい茂しげり、緑豊かな荒れ地と化していた。

　────新しん宿じゆくクレーター。

　秋あき月づき刑事に車で送ってもらったのは、この新宿の墓場である。秋月刑事が近辺の駐車場を探している間、俺おれは傘かさも差さず、先に車から降りて廃墟の中へと足を踏み入れていた。

　かつてこの街の地下には、巨大な空間が存在したのだと言われている。

　都市の水害対策として、地下に広大な空間を設けてそこへ雨水を逃す公共システムというのが表向きの看かん板ばんであった。そしてそこで、クーデター勢力による爆ばく破はテロが起きた。地盤から複雑に崩ほう壊したこの土地は、再開発の目め処ども立っておらず、陥かん没ぼつした建物の亡なき骸がらがいくつも置き去りにされたままだ。歴史の教科書では、そういう事になっている。

　だが事実を知ってしまえば何の事はない。

　この新宿の地下には、人知れず先端科学機構ネメシスの秘密実験施設が存在していたのだ。

　爆発したのは何もない地下空間などではなく、先端科学機構ネメシスの実験施設。

　変ア革ルのベ石ドを奪うばおうと侵略してきた人々の欲望により、この街は滅ほろんだ。

　────傾かたむいて聳そびえる廃ビルの屋上に、俺おれは彼女の姿を見つけた。

「…………雪せつ名な」

　初めて会った時のように、彼女は屋上の崖がけっぷちから、廃墟を見つめて佇たたずんでいる。

　学校の制服姿で、腰こしにはまた、鎖くさりに封ふう印いんされた本を括くくり付つけていた。

　やはり、雪名はこの場所へ来ていたのだ。俺は雪名のいる廃ビルの中へと侵入した。

　廃ビルは、元はマンションだったようである。建物自体が傾いているため、上階へ続く階段も傾いているようだ。そんな傾いた長い階段の行き止まりには、「立ち入り禁止」の札が下がった扉が現れる。俺は構わずその扉を開けて、廃ビルの屋上へと歩み出た。やはり屋上も軽く傾けい斜しやしており、扉を出た先は下り坂になっている。

　屋上からの展望は、壮そう観かんだが孤独だった。爆ばく心しん地ちと思われる場所を中心に、アリ地じ獄ごくのように建物の多くが沈み込んでいるのがわかる。中心部に行くほど深く沈んでいる。確かに、見た目は巨大なクレーターだ。

「５年前の内戦で……本当はここで死んでいるはずだった。お父さん、お母さんと一いつ緒しよに」

　雪名の傍そばへ歩み寄ると、雪名は突然語り出した。

　夕陽に向かい合う雪名の足あし下もとから、長い影が伸びている。その影を踏む直前で、俺の足は止まってしまった。雪名の小さな背中を見守りながら、雪名の話を黙って聞く。

「本来なら、私がここに立ってこの景色を見る事なんてあり得なかったはずなのにね……私は、私を愛してくれた全ての人達が死に絶えたこの景色の中をまだ生きている。大好きな人達が誰だれもいないこの世界はまるで、私にとっては死後の世界みたい。生きている実感も、死んでいる自覚もない。ただ死んだように生きる。それだけの場所に過ぎない」

「お前はまだ……死んでなんかいないじゃないか」

　苦しい気持ちを吐はき捨すてるような俺の言葉。雪せつ名なの背中は寂れたままに見えた。

「冴さえ上がみ君は、人の死の定義をどう思う？」

　振り向いてくれない雪名のネクタイが、風に虚むなしく吹かれて揺ゆれていた。

「現代の法医学において、人の死は３つの状態から定義されている。心臓の停止。呼吸の停止。脳の停止。この３つの状況が揃そろって初めて、人は死亡しているのだと判定される。けれど、それは法律上の解釈。生きている人間が、他人の死を判定するために必要な目安でしかない」

「……」

「動けなくなっても、本当はまだ生きているのかもしれない。話せなくなっても、本当はまだ生きているのかもしれない。それを誰だれにも気付いて貰もらえず、勝手に他人から死んでいるのだと決めつけられいるだけなのかもしれない。そうだとしたなら、人にとっての本当の死は何？」

「お前はどう思うんだ」

「私はこう思うよ。この世の誰の記憶からも忘れ去られた瞬しゆん間かん……きっとそれこそが、人が死ぬ瞬間なんだって。だとしたら羽う鷺さぎ雪名は、やはり５年前に確かに死んでいる。過去の私を知っていた親しい人達はすでに、ここでこうして、静かに眠り続けているんだから……」

　一いち陣じんの風が吹き込む。これから来るであろう、夜の冷え込みを予感させる冷たい気配だ。

「私の命は永遠。きっと冴さえ上がみ君がお爺じいちゃんになっても私はこのままだし、たとえ人類の文明が滅ほろびても、それでもずっと独ひとりぼっちなんだろうね。たまに………………すごく怖いんだ」

　雪名の後ろ姿から、俺おれは目を逸そらしたくなかった。１分１秒でも雪名の姿から目を背そむけたら、雪名が瓦が解かいしてしまう。弱々しい彼女の背中を見ていて、そんな不安に駆かられた。

　雪名は空を仰あおいで言った。

「……そろそろ行くね」

「行くって……何ど処こへ」

「赤帽子レツドハツトを殺すよ。彼は暴走しつつある。もう、生かしておいてあげられない」

　殺す────雪名の口から出た、彼女らしくない冷れい酷こくな台詞せりふ。

　俺は、胸の底にかきむしられるような痛みを感じた。

「……色々と迷惑かけて、ごめんね」

　振り向かない雪名の背中が、寂さびしげな陰かげを落としたように見えた。

「君は、自殺しても死なない私を置き去りにしなかった。だから私は、きっと初めての友達が出で来きたような気がしたんだと思う。君みたいな人がいる事が嬉うれしくて、甘えたくなって、だから転校生になってまで、君に会いに来てしまった。でもやっぱり……住む世界が違ってた」

　教室で微笑ほほえんでいた彼女の気持ちが、今いま更さらながら理解出で来きた気がした。俺おれ達の学校の生徒は、東とう京きよう内ない戦せんで家族を失った生徒ばかりだ。俺も、弘ひろ樹きも、みんなそうだ。そんな中で無理に微笑んでいた雪せつ名なの胸中は……きっと俺なんかの想像を超えて苦しかったはずだ。

　いつか彼女が言っていた。人間には無限の時間は扱えない。

　愛する者達を全て失い、何１つ残されていない空っぽの時間が無限に続くのだ。愛する者達が傷付けた世界を、無限の時間に渡って傍ぼう観かんし続けて。１人ではとても背負いきれない量の憎しみや悲しみに晒さらされている彼女の生しよう涯がいは、まるで拷ごう問もんに等しいのかもしれない。

　だから彼女はあの時……飛び降りたのだ。

　死ねないとわかっていながらも、死ねるかもしれないという僅わずかな期待に縋すがった。自傷行為にしか過ぎないのに、自らを傷付ける事で、自らを罰ばつし続けていた。そして今回は、両親の罪つみ滅ほろぼしのために赤帽子レツドハツトと戦う事を選びながら……同時にきっと彼女は、解放されたいとも思っている。無限の孤独と、無限に終わらない絶望から。

　彼女の戦いとは、きっと勝敗さえどうでも良い奇き妙みようなものなのだろう。

　殺しても、殺されても────どちらでも彼女の心は救われるのだから。

　ようやく、雪名は俺を振り向いた。夕陽と粉雪の輝きを背負った雪名。視界いっぱいに溢あふれた輝きの中で、雪名は俺に向かって眩まぶしいくらいに微笑んでいた。

「冴さえ上がみ君。短い間だったけど、ありがとう。ここから先は、君が関わるには危険すぎる世界だよ。だから…………お別れしなきゃ」

　雪名は俺の平へい穏おんな暮らしを壊こわしたくないのだろう。

　だからこれ以上はこの件に関わるな。もう一いつ緒しよにいられない。そう言っている。

　微笑んでいるはずの雪名の瞳ひとみに、溢こぼれ落ちそうな涙が滲にじんでいた。

「君のために洗濯をして、お風ふ呂ろを沸わかして、食事を作る。誰だれかのために何かをするのって久し振りだったから、何か楽しかったんだよ。一緒にご飯を食べるのも……家族といるみたいだった。だから……だからね。こんな私にも優しくしてくれて、本当にありがとう」

　懸けん命めいに涙を噛かみ殺して微笑みかける雪名。また、彼女は無理をしている。

　その痛々しいまでの笑顔が辛くて、見ていられなかった。

　気が付けば────雪名は俺を固く抱だき締しめていた。

　雪名は俺の背中に手を回し、俺の胸の中に小さな頭を埋うめている。突とつ如じよとして雪名に抱き締められた俺は────同じように雪名を抱き締め返した。
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「…………ごめんね……本当にごめん……今だけにする……だから……！」

　雪名は俺の胸の中に頬ほおを埋めて呟つぶやいた。俺の胸が、温あたたかい滴で濡ぬらされていくのを感じた。雪名は、小さな肩を震ふるわせ続けた。

　……誰にだって、欲しかった言葉があるはずだ。

　雪名が欲している言葉は何なのだろう。知りたくて。わかりたくて。

　だがやがて、雪せつ名なは俺おれの腕を静かに振ふり解ほどいてしまう。

　離れて行く雪名の身体からだを捕つかまえようと、俺は手を伸ばした。だがその手が雪名に触れる直前、俺の目前に青いスカラーの数値が現れる。数値だけではない、元素記号を伴った化学式だ。

「催眠化合物分泌メラトニン・プロツト……おやすみ、冴さえ上がみ君」

　雪名の言葉の後に、急激な眠気が込み上げてくる。平へい衡こう感かん覚かくがなくなった身体を支える事が出で来きず、俺は堪たまらず膝ひざを折った。勢いよく地面へ倒れようとした俺の身体を、雪名の華きや奢しやな腕が支えてくれるのを感じた。重たすぎる瞼まぶたを閉ざすと、もはや何も感じず、何も見えなくなってしまう。俺の意識は呆あつ気けなく、唐とう突とつに訪れた眠りの中へと沈んでいった。




　　　　■■■




　肌はだ寒ざむさを感じ、微睡まどろみから覚める。そこはまだ、雪名と話していた廃はい墟きよの屋上であった。

　俺は自分の身体に積もり始めていた雪を払い落とし、ゆっくりと上体を起こした。

　ぼやけた頭で現状を把は握あくする。……俺は雪名の力によって眠らされたのだろう。疑う余地もない。追われる事を懸け念ねんして、足取りを絶つために俺を眠らせたと言ったところか……クソ！

　どれ程ほどの時間を眠ってしまっていたのか。俺は空の具合を見上げてみる。沈みかけて黒ずんでいるとは言え、まだ空に夕日が見える事からも、おそらく時間経過は20分程度だろうか。

　寝起きの頭痛に眉み間けんを歪ゆがめながらも、俺おれはその場に立ち上がった。廃はいビルを後にするのだ。

「……見付けるしかない……！」

　廃ビルの階段を下りながら、俺は１人で毒づいた。

　どうやら俺は、異常なスカラーを察さつ知ちする能力に秀ひいでている。雪せつ名なにもスカラーを察知する能力は備そなわっているようだが、感度は俺の方が高いのだと言っていた。ならば雪名よりも先に、俺が怪人の居い所どころを探し当てる事は不可能ではないはずだ。怪人と会いに行った雪名に、もう１度会えるチャンスがあるとすれば、もはやこの方法しかないだろう。

　だが……会って何を言えば良いのだろう。俺は彼女の欲している言葉を持たない。彼女の絶望を救えない。ただ彼女を放ほうっておけないというだけでは、彼女の力にはなれないだろう。

　立ち止まる。俺は自分の頬ほおを叩たたいた。

「しっかりしろ、誠せい一いち。言っていたじゃないか、助けてって……！」

　初めて雪名に出会った夜。彼女は泣いていた。彼女の伸ばした腕は、誰だれにも届くはずなんてなかったのだ。だが……俺のズボンの裾すそを掴つかんだ。彼女の言葉は、俺にだけは届いた。

　駆かけ付つける理由なら、十分ではないか。

　思い直し、再び駆け出そうとする。そこで俺は、ある違和感を感じた。

　寝起きのせいだと思っていた頭痛だったが、治おさまる気配がない。それどころか廃ビルの出口へ向かうに連れて、痛みは酷ひどくなっていくばかりなのだ。この感覚に……俺は覚えがあった。

「……この痛み……まさか！」

　階段を下る足が速くなる。俺は慌あわてて廃ビルを飛び出すと、周囲に視線を配った。

　おそらく、俺の予感は的中している。特定の方角に視線を向けた時のみ、俺は酷い頭痛を感じる事が出で来きた。近くにあの怪人が存在している事を確信した。

　廃墟の風景の中、俺は頭痛を感じる方角に向けて懸けん命めいに走った。積み重なった建物のガレキを踏ふみ締しめ、折れた信号機の上を跨またぐ。

　息を切らせ、いくつかのガレキの山を越えた先に────ようやく見付けた。

「やあ」

　忌いま々いましくも、聞き覚えのある軽い挨あい拶さつがかけられる。

　ガレキの山上。俺は苦く悶もんの表情を噛かみ殺ころしながら、そこに佇たたずむ者の名を呼ぶ。

「……赤帽子レツドハツト……！」

　もはや見慣れた真しん紅くのシルクハット。黒のタキシード。長身の怪人は、片手の平を小さく見せ、俺に向かって馴なれ馴なれしい挨拶をしている。

「逃げて、冴さえ上がみ君！」

　悲痛な声が俺の名を呼ぶ。見れば、怪人の見つめる先に雪名の姿があった。

　予想外に早い再会を喜ぶどころか、俺は絶句する。

　雪名の肩に、ガレキの鉄骨が深々と突つき刺ささっていたのだ。

　鉄骨によって身体からだを地面に縫ぬい止とめられている雪せつ名なは、身動きが取れない状態だった。どうやら俺おれは、雪名と怪人の、戦いの果ての場面に出くわしたようだった。不老不死の雪名は、傷の自然治ち癒ゆが始まっているとは言え、身体は血まみれで痛々しく傷付いていた。

「御ご覧らんの通り、彼女を消しよう滅めつさせる試みは失敗だったようだ。まさかあの天体爆ばく発はつでも死んでいなかったとはね。君達が生存している確率を確認して驚いたよ。こうして後あと始し末まつをしに来なければならないとは、どれだけしぶといのか」

　立たち尽つくしている俺に構わず、怪人は地面に転がる雪名へと、優雅に歩み寄って行く。

「全く以もつて今回は不ふ愉ゆ快かいな事が多い。妹いもうと君くんの願いは叶かなえ損そこねてしまったし、羽う鷺さぎ君はともかく、冴さえ上がみ君まで生き残っている。こうも思い通りに行かないのは初めての事だよ」

　そう言いながら怪人は、雪名の肩に刺さっている鉄骨を踏み付けた。

「う……ああ……！」

　怪人の足の下で、雪名が苦しみにもがく。

　一気に俺の理性が失われる。我慢できずに、無む我が夢む中ちゆうで怪人へと殴なぐりかかった。

「ってめえ、今すぐその足をどけろ！」

　だが怪人は、飛びかかる俺の拳こぶしを難なく避ける。

　近付いてきた俺の喉のどを掴つかみ上あげ、軽々と片手で俺の身体を持ち上げた。

　宙ちゆう吊づりになった俺の喉に、怪人の手の平が食い込んできた。首が絞しまったせいで呼吸が上う手まく出で来きず、俺は足をばたつかせてもがいてみた。だが怪人の腕の力は強力で、俺のどんな抵抗さえも意に介かいしはしなかった。怪人は、自分の手中でもがいている俺の耳元に囁ささやいた。

「……あまり調子に乗るなよ、人間風情ふぜいが。今この場で君を殺せば、叶え損ねた妹君の願いを叶えられるんだ。理解させてやろうか。僕に輝かせられない人生などないんだよ……ん？」

　怪人は俺を持ち上げたまま、何かに気が付いて足あし下もとを見下ろした。見れば、怪人が踏み付けている鉄骨の下で、身動きの取れない雪名が懸けん命めいに右腕を伸ばしてきている。

「…………冴上君を……離せ……！」

　青ざめた顔で怪人を睨にらみ上げている雪名。それを見た怪人は、面めん倒どうそうに嘆たん息そくをして見せた。

　雪名が言う通り、怪人は持ち上げていた俺の身体を放ほうり投なげて手て放ばなす。放り投げられた俺は、ガレキの山の上に左肩から派手に着地した。

「……っが！」

　肩が壊こわれてしまったのではないかと錯さつ覚かくする程ほどの痛みを感じ、俺は呼吸さえ忘れて悶もん絶ぜつした。

「望み通りにしてやったよ。これで良いのかな」

　怪人は、足下に転がる雪名へ告げた。雪名は、解放された俺を視線だけで確認したようだった。傷いためた肩を庇かばいながら立ち上がる俺の姿に安あん堵どしたのだろうか。雪名は青ざめた顔に、無理をした笑みを浮かべて俺に言った。

「…………生き伸びて……」

　一ひと言ことだけを呟つぶやき、雪せつ名なは静かに瞼まぶたを閉ざす。気を失ったのだ。

　雪名を傷付け、妹を傷付けた怪人。もはや我慢の限界だった。勝算などなくても、俺おれは今すぐにでも怪人を八やつ裂ざきにしてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　だが俺の怒りに任まかせた暴ぼう挙きよを、冷れい徹てつな女性の警けい告こくが遮さえぎった。

「────動くな」

　怪人の背後で、秋あき月づき刑事が拳けん銃じゆうを構えていた。おそらく派手なこの騒ぎに気が付き、駆け付けたのだろう。秋月刑事は怪人を鋭く睨にらみ付けている。しかし背後から銃口を突き付けられているというのに、怪人は秋月刑事を歯し牙がにもかけない。怪人は雪名から鉄骨を引き抜くと、その身体からだを肩に担かつぎ直なおした。

「……良いのかね。僕は確率を操あやつる。君の銃を暴発させる事なんて容易たやすいぞ」

「……！」

　銃口を構えていた秋月刑事の厳しい顔に、僅わずかな動どう揺ようが見られた。引き金を引けば自分が死ぬ。怪人の警告の意味を理解し、その場で固まってしまったのだ。

　一ひと言ことで秋月刑事を無力化した怪人は、秋月刑事に興味を失い、改めて俺へと向き直る。

「色々と慌あわただしくてすまなかったね。何せ今夜は特別な夜なんだ。君達に邪じや魔まをされては面めん倒どうなので、先回りして羽う鷺さぎ君を無力化させてもらう必要があったんだ」

「特別な夜だと……！」

「ああ、特別だとも。今夜起こるのは、雪名君を殺すためにだけ用意した小規模な天体爆ばく発はつとは違う。それよりも遥はるかに強力で破は壊かい的な現象だ。なにせ〝核かく爆ばく弾だんによる爆発〟だ。僕がこの国へ招き入れておいたんだよ」

「……スーツケース型の小型核爆弾の事ね」

　真っ先に怪人の告白に反応したのは、銃を構えたままの秋月刑事だった。

「国内に銃火器を持ち込んだ密みつ輸ゆ団だんが手引きしていた、大口の取引。それはプルトニウムの売買だった。……証拠はなくても、先せん輩ぱいの使っていた情報筋すじだから間違いないとは思っていたわ」

「ほう。無能な警察にも、感付いている者がいたとは。その通りだよ」

　秋月刑事には、思い当たる情報がある様よう子すだった。怪人の言葉を裏付ける証拠などないが、今さら怪人の異能を疑うつもりもない。おそらく核爆弾が日本国内に持ち込まれたというのは、事実なのだと考えるべきだ。あまりに衝しよう撃げき的な怪人の発言に対して……だが俺は、付きまとう疑問を投げかけざるをえない。

「……どうなってるんだよ。お前は人々の願いを叶かなえ、人々を幸せにする事が目的だったんじゃなかったのか。何で核爆弾で大量虐ぎやく殺さつする事なんて考えたんだ！」

「誤解しないで欲しいな。これは僕の意志ではない」

　怪人は、心外とばかりに嘆たん息そくを漏もらした。

「僕が出会い、僕に願ったのが、偶然にもテロリストだったというだけだ。僕は願いを叶える相手を選えり好ごのみなどしていない。何かを願うという行為に罪はないだろう。たとえそれが、誰だれかの死や不幸に繋つながる悲劇だとしてもね。僕の目的は生あい憎にくと世界平和なんてものじゃなくてね。僕は人々の生しよう涯がいが輝く方法を探しているだけだ。それ以外の些さ末まつな事に興味はない」

「人の生涯が輝く方法を探してるだと……だったらお前は、誰かのためなんかじゃなく、最初から自分の目的のために他人の願いを叶かなえて回っていたって事だったのかよ！」

　もっともらしい戯ざれ言ごとを口にする怪人に、俺おれは反へ吐どが出そうだった。

　だが俺の言葉を耳にした怪人は────言葉を失い、唖あ然ぜんとしているようだった。

　怪人はしばらく黙もつ考こうし、やがて低く腹の底を震ふるわせながら笑い始める。

「フフフ……なるほどそう思うのか。君は面おも白しろいよ、冴さえ上がみ誠せい一いち。心底から不ふ愉ゆ快かいに思う程ほどだ」

　怪人は１つ手を打ち、何かが閃ひらめいた様よう子すで続けて言った。

「そうだ。良い事を教えよう。核かく爆ばく弾だんは時限式だ。今夜の24時ちょうどに爆発するようにセットされている。そろそろこの首都へ向けて、輸送が開始される頃合いだろう」

　雄ゆう弁べんな怪人の態度が理解できず、俺は問い返す。

「……急に何を言い出しているんだ」

「君達に核爆弾を見つけて欲しいのさ。何せ僕はね。君に興味を持ったのだよ、冴上君」

　無力に立たち尽つくす俺と秋あき月づき刑事を見渡し、怪人はクツクツと低く笑った。

「妹が存在し続ける限り、君が望んだ幸せを得られる確率は０ゼロだ。それなのに君は妹を救った。輝く事のない惨みじめな将来が約束されているというのに。君は絶望する事もなく、疑う事もなく、来るはずのない未来の存在を未いまだに信じている。ならば君という人間が核爆発の驚異を生き残り、そして未来を輝かせて行けるのか。試してみたくなった」

　怪人は手にしていた傘かさを開くと、俺へ向かって告げた。

「君が核爆発を防ぎ、僕を倒そうと言うのなら、せいぜい楽しませて欲しい。君が残りの５時間程度で、どこまでやれるのか。まあ、僕を殺せる確率なんてものは０ゼロパーセントなのだが」

　苦くるし紛まぎれに睨にらみ付つける俺を、嘲あざ笑わらっている怪人。

　傘を差した怪人は雪せつ名なを連れ、そのままガレキの山の上を歩いて去って行こうとする。

　当然だろう。自分が圧あつ倒とう的てきに優位な立場でいる事を理解しているからこそ、怪人は平然と俺と秋月刑事に背中を向けられるのだ。────だが、

「…………待てよ」

　静かに歩みを止める怪人。怪人は面めん倒どうそうに俺を振り向いた。

　怪人は俺の言葉に耳を傾かたむけ始める。俺は怪人へ向けて続けた。

「お前が俺に喧けん嘩かを売ってる事はよく分かったよ。余裕綽しやく々しやくでいる事もな。まあ、そりゃあ当然だろう。確率を操あやつるお前なら、自分の勝率を絶対のものに出で来きるんだからな」

　絶望的な事実。だが白い吐息を唇くちびるから棚たな引びかせた俺は、逆に余裕の怪人を嘲笑ってやった。

「上等じゃないか。なら試してみるとしよう。勝率が０ゼロパーセントなら、本当に俺達はお前に勝てないのか。０ゼロパーセントの未来は変えられないものなのか」

「僕の挑戦を受ける気になったのか？」

「ああ。何せ俺おれはとっくに切れちまってる。お前は雪せつ名なを傷付けた。俺の妹を傷付けた。残念ながら、俺はこれだけの事をされて引き下がれるような腰こし抜ぬけじゃないんだよ」

「……警けい察さつも軍隊も当てに出で来きず、頼みの綱つなの羽う鷺さぎ君も頼れないのだ。絶望が約束された自分の将来だけでは懲こりず、君は本気で０ゼロパーセントの未来に挑もうと言うのかね」

「決まってる。俺は妹にも言ったんだよ。未来の確率は書かき換かえられるものなんだってな。兄貴が嘘うそつきにならないためには、兄貴自身が証明するしかないだろう？」

　そうして俺は、赤帽子レツドハツトの顔を鋭く睨にらみ付つけ、断言した。

「俺が全部ひっくり返してやるよ。お前の言う、０ゼロの確率ってやつをな」

　不敵に細く笑み、俺は怪人へ向けて宣せん戦せん布ふ告こくをする。

　俺はポケットへ両手を突つっ込こむと、怪人とは反対の方角へと歩き出す。雪名を怪人の魔ま手しゆに預けたままで、この場を去ろうとする俺の行動が理解出来なかったのだろう。秋あき月づき刑事は困こん惑わくした顔のままで、それでも俺の後ろへ駆かけ寄よって来た。

　俺は１度だけ立ち止まる。背後にいる怪人へ、警告した。

「断言しておくぜ。俺は必ず雪名を取り戻しに行く。お前が死ぬのはその時だ」

「なるほど。せいぜい楽しみに待っているよ」

　怪人は俺の言葉を鼻で笑っていた。

　今はそれで良い。怪人がどう思おうと、雪名は後で必ず救い出すのだから。

　０ゼロパーセントの未来を諦あきらめてしまった臆病者レツドハツドに、俺が最高の番狂わせを用意してやる。




　　　　■■■




　秋月刑事が入手していた情報によれば、つまりはこういうことらしい。

　日本国内に持ち込まれたのは────ロシア製のスーツケース型小型核かく爆ばく弾だん。車によって輸送されている。核出力値は２メガトン級と推測され、これは長崎型原爆のおよそ１００倍の破壊力を持つ計算だ。この爆弾が爆発するのは、空中ではなく地表であると予測される。地表での爆発は、空中での爆発よりも被害範囲は抑おさえられるが、爆心地から直径30キロは熱放射半径に入るため、２００万人以上が瞬時に焼死する事になる。その上、巻き上げられる土砂は相当な量となって降り注ぎ、風向きによっては広範囲に渡って土地が汚染される……。

　つまり結論は、この爆弾は東とう京きよう都と内ないの何ど処こで爆発しても、壊滅的な被害になるという事だ。

　現在、東京都内の主要な幹線道路や電車は、積雪の影響を理由に部分的な通行しか許可されていない。つまり都内に爆弾を持ち込もうと思えば、通行が許可されている限られたルートを選択するしかないのだが……テロリスト達は何処を通過するのか。それは不明だった。

「……いつまでこうしているんですか」

　焦じれったくなったのだろう、秋あき月づき刑事が問いかけてきた。

　学校の近くにある、行きつけの自然公園。雪の降っている今夜は、幸いな事に人の姿が見受けられない。俺おれと秋月刑事は２人だけ。深夜の公園の街灯下に立ち、人を待まち呆ぼうけているところだった。頑がんとして黙り続ける俺に対し、秋月刑事は続けた。

「言われた通りにメールを送信しましたが……あれで教団の使者が現れるとは思えません。私が５年かけてもコンタクトの取れなかった相手なんです。先せん輩ぱいがいた時ならともかく……ここで彼を待っていても、時間の無駄に終わる可能性の方が高いです」

「来ますよ。必ず」

　俺は断言する。あまりにも自信に満ちた俺の言動に、秋月刑事は何も言えなくなってしまったようだった。不服そうではあったが、秋月刑事はそれ以上、苦言を漏もらす事はなかった。そうしてどれだけの時間が過ぎただろうか。

「………………嘘うそでしょ。本当に来た……！」

　秋月刑事は、身を乗り出すようにして呟つぶやいた。

　公園の入り口、暗がりの中から長ちよう身しん痩そう躯くの人影が現れる。オールバックの黒くろ髪かみ。鷹たかのように研とがれた双そう眸ぼう。黒のスーツに、黒のネクタイ。ギターケースを担かついだ喪も服ふくの男である。

　喪服の男は、街灯の明かりの下には入らずに立ち止まる。そして言った。

「…………こちらが怪人の居い所どころを教える代わりに、貴き様さまのコネクションを使って核かく爆ばく弾だんの情報を探る。交換条件はそれだけだったはずだがな、秋月杏きよう子こ」

「……ディエゴ執しつ行こう官かん……！」

　秋月刑事は、喪服の男をディエゴと呼んだ。ディエゴの言葉で、俺は秋月刑事と教団のやり取りを推測できた。つまりは情報の交換だったようだ。それはさておき、俺は対たい峙じする秋月刑事とディエゴと呼ばれた男の間に割って入る。

「何者だ、小僧」

　ディエゴの不ぶ躾しつけな開口第一番を耳にした俺は、唇くちびるをへの字に曲げて憮ぶ然ぜんとする。

「……おいおい、初対面でいきなりそれかよ。もっと礼儀正しく行こうと思ってたのにな」

　疑念の眼まな差ざしを投げかけてくるディエゴと、半眼で呆あきれてしまう俺。俺は言った。

「あんたが、秋月さんの知り合いだって言う〝教団〟の人間なんだろう」

「だとしたら何だというんだ、小僧」

　険悪になりつつある俺達の間を取り持つように、秋月刑事が会話へ割って入る。

「…………メールで〝赤帽子レツドハツトを倒せる〟と言っていたのは彼よ」

　秋月刑事の言葉を耳にしたディエゴは、興味深そうに俺を観察し始めた。少しは話を聞く姿勢になったのだと理解した俺は、沈黙するディエゴに言った。

「教団は災厄の数アルヘトスを始末するのが仕事なんだってな。それなのに、あんた達は今までずっと赤帽子レツドハツトに手を出してこなかった。それは何な故ぜかを考えたよ。たぶん教団も俺おれ達と同じなんだと推測した。あんた達には今、赤帽子レツドハツトを倒す策がないんじゃないのか？」

　俺の唐とう突とつな発言に、ディエゴは黙り込む。いきなり見知らぬ子供から、図星を突つかれたのが面おも白しろくなかったのかもしれない。だが俺は、不快な心境のディエゴに構わず続けた。

「赤帽子レツドハツトを倒す手段ならあるぜ。そのためには、教団の力を借して欲しいんだ」

「……貴様達に協力する事で、赤帽子レツドハツトを始末出で来きるとでも言うのか」

　ディエゴの鋭い眼光からは、強きよう烈れつな威い圧あつ感かんが発せられた。ディエゴの圧あつ迫ぱくする雰ふん囲い気きに気け圧おされる事もなく、俺はディエゴに言って退のける。

「やらなきゃならない事は２つだ」

　俺はディエゴに向けて、大おお真ま面じ目めにＶサインを突き出した。

「１つは核かく爆ばく弾だんの爆発で被害が出るのを阻そ止しする事。もう１つは赤帽子レツドハツトを倒す事。だがこの２つの目的は、残りの少ない時間で両方達成する事は難しい。そこで発想の逆転だ。ようするに〝２つの目的を、１つの目的にすれば良いんじゃないか〟ってな」

「………………話してみろ」

　乗ってきたディエゴの言葉に、俺はニヤリと不敵に微笑ほほえんでしまう。求められた通り、俺は自分の考えた作戦の全容を話し始めた。秋あき月づき刑事も、俺の作戦を聞くのはこの場が初めてだ。

　俺の話が終わると、ディエゴと秋月刑事は唇くちびるを半開きにして、呆あきれ果はてた顔をしていた。

「その作戦を考えたのは貴き様さまか、小僧？」

「当たり前だろう。他に誰だれがいる」

「作戦が失敗すれば、おそらく東とう京きよう都と民みんを含ふくめた我々全員が死ぬ事になる。運うん任まかせの部分も多分に目立つ。そんなものを作戦と呼べるのか、甚はなはだ疑問だ」

「良いじゃないか。どうせ指を咥くわえて待っていたって全員死ぬんだ。どうせ死ぬなら、みんな思いっきり派手に死のうぜ。東京を道連れで死ねるんだ。贅ぜい沢たくだろ」

「………………小僧、名前は何と言う」

「冴さえ上がみ誠せい一いちだ」

「冴上だと？」

　俺の名前を耳にしたディエゴは、クツクツと低く笑い始める。

　やがてそれは、盛大な哄こう笑しようへと変わっていく。

「フフフ……はははは！　道理で！　土ど壇たん場ばでこんなイカレた話を持ち込んで来るのは、いつも決まってあの男だった！」

　ディエゴの大笑いの理由が理解できず、俺は憮ぶ然ぜんとした顔をしてしまう。笑っているのはディエゴだけではない。秋月も、唇くちびるを押さえて笑いを噛かみ殺ころしているようだった。

　静せい寂じやくに満たされた雪の公園で、ディエゴは俺の提案に応えて見せた。

「見届けてやろう。破は滅めつへ向かうこの国の未来を、〝数リのテ支ラ配ル〟から救い出すと言うのなら」







Phase5：０ゼロパーセントの夜







　白一色だ。瞼まぶたを開いた時、そう思った。

　目前に見えたのは、天高くまで灰に覆おおわれた空だ。

　仰あお向むけに倒れていたようだった。目が覚めた少女が最初に相あい対たいしたのは、粉ふん塵じんに満たされた空だった。周囲一帯を濃い霧きりのように漂ただよう灰に咳せき込こみ、少女はゆっくりと上体を起こす。

　辺あたりは全く見覚えのない場所だった。

　足あし下もとはコンクリートのタイルを敷しき詰つめた床。ひび割れており、大小様々なコンクリの破は片へんがばらまかれている。何かがこの場で爆ばく発はつした後だろうか……焦こげた化学油の匂いが漂っている。周囲の視界は悪く、灰のベールに覆われた景観は、２メートル先の様よう子すさえも見渡す事が出で来きない。周囲に何があるのか。この場所が何ど処こなのか。少女にはまるで見当も付かない状況だった。

　少女はしばらく、周囲の様子へ視線を配る。だがめぼしいものなど何も見つかりはしなかった。程ほどなくして、少女はこの灰に満たされた空間からの出口を求める。少女は移動を始めるべく、ゆっくりとその場で立ち上がった。だがそこで、猛もう烈れつな違和感に襲おそわれてしまう。

　少女は思い出したのだ。自らの脳のう裏りに残されていた、最後の記憶を。

　少女は自分の部屋にいた時、地震のような激しい揺ゆれに襲おそわれた。天井の壁が崩くずれて降ふり注そそぎ……自分は下した敷じきになって圧あつ死ししたはずだった。

「どうして私は、まだ生きているの……私は死んだはずじゃ……」

「……君が石へ強く願ったからさ……〝生きていたい〟ってね」

　少女の呟つぶやきに、知らない男の声が返事をした。予期せぬ返事に驚き、少女は小さく身を竦すくめる。恐る恐る、少女は見えない灰の向こうに、声の主ぬしの居い所どころを探し始めた。

　灰のベールの中を少し歩いた先で、少女は行き止まりに辿たどり着つく。そこは白色の壁。

　少女は、その壁に背中を預けて倒れている男を見付けた。

　男はボロ切れ同然のコートを羽は織おっており、壁に寄りかかったまま、四し肢しをだらしなく投げ出して倒れ込んでいる。息苦しいのだろうか。青ざめた表情には脂あぶら汗あせを浮かべ、息も絶え絶えになっていた。男が押さえている脇わき腹ばらからは、止めどない出血が見えた。……どうやら男は、怪け我がをしているようだ。よく見れば、男の周囲には点々と血の跡がこびり付いている。傷の程度はよくわからないが、男の具合は、決して良くはなさそうだった。

　男は脇腹を押さえていない方の腕を小さく掲かかげ、苦くるし紛まぎれにＶサインを作って見せる。

「よお。初めまして」

「…………あなたは？」

「しがない安月給の刑事だよ。ちょっと死にかけてるから、今は職務を果たせないけどな」

　少女は唖あ然ぜんと男を見下ろしていたが、やがて大切な事に思い至った。

「そうだ、お父さん……！　私のお父さんとお母さんがどうなったのか、知りませんか！」

「………………残念だが２人共、もうお亡くなりになったよ。俺おれには助けられなかった」

　鼓こ膜まくの奥で、少女の何かがひび割れる。言葉を失う少女に、男は落らく胆たんした様よう子すで続けた。

「俺は……君のお父さんに頼まれたんだよ。君だけは救い出してくれってさ。この怪け我がの具合からして、俺ももう長くなくてね。君をここまで運び出し、手持ちの〝石〟で、死にかけていた君の命を繋つなぎ止とめるだけが精せい一いつ杯ぱいだった…………すまないと思っているよ」

　喉のどの奥が乾いて軋きしむ。

　小さく首を左右に振りながら、少女は掠かすれた声を絞しぼり出そうと唇くちびるを開く。

「そんな……そんなっ…………あんまりだよっ！　何で私のお父さんとお母さんが……！」

　眼球が燃もえ尽つきてしまうかと思う程ほどだった。涙が溢あふれて止まらない。身体からだを支える力が消え、少女は足場を失ったかのように、膝ひざからその場へ崩くずれ落おちてしまう。捨てられた子犬のように肩を震ふるわせ、顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて泣き崩れてしまうしかない。

　唐とう突とつな両親の悲報に、呆ぼう然ぜんと泣きじゃくる少女。だが苦しげな男は、余裕なく話しかけた。

「ごめんな、お嬢ちゃん……手を引いて一いつ緒しよに脱出したいのは山々なんだが……どうやら俺はここで死ぬ。ここから先は、お嬢ちゃん１人で行くしかないらしい」

「……もうお父さんもお母さんもいないのに……私にはもう誰だれも残されていないのに……これからいったい、何ど処こへ行けばいいって言うんですか……！」

「……」

　遠くから、大地を震ふるわせる振動音が聞こえた。爆ばく音おんから僅わずかな時間差があって、少女と男へ、横よこ殴なぐりの強風が叩たたき付ける。風と共に襲おそいかかって来る砂さ塵じんから顔を守ろうと、少女は顔の前で両腕を交差させ、瞼まぶたを閉ざした。風にさらわれてしまいそうな髪かみや衣服の裾すそが、ビリビリと肌はだを細かく叩く。風が収まった頃……少女はもう１度、ゆっくりとその場で瞼を開く。

「地上に出るのは初めてだったよね、お嬢ちゃん。御ご覧らんよ、この景色を」

　少女が瞼を開いた時、目の前を覆おおっていた灰のベールは、跡あと形かたもなく消え去っていた。

　緑色の小さな双そう眸ぼうに映り込む圧倒的な景観を前に、少女は青ざめた。

　そこはまるで戦場だった────。

　遠くで黒こく煙えんを立ち上らせ、炎えん上じようしている無数のビル。灰色の空へ舞い踊る火の粉や、微かすかに聞こえて来る銃じゆう声せい。少女が立っていたのは、知らないビルの屋上だった。周囲の建物は全て破は壊かいし尽つくされており、積み上がったガレキで出で来きた大地の上には、所ところ々どころに人の死体が散らばって見えた。少女は唇を戦慄わななかせ、目の前の恐ろしい光景から後あと退ずさった。

「可哀かわい想そうにな……君はこの地じ獄ごくを背負って生きて行かなければならなくなるだろう」

　男はコートのポケットからタバコを取り出した。曲がって萎しおれた、１本だけのタバコだ。

「お嬢ちゃん、何処へ行けば良いのかって聞いたね……」

　男は酷ひどく震ふるえる指先で、タバコを唇くちびるへ運ぶ。マッチで火を点つけ、ようやく１服をした。

「……探してみると良い。君の事を思い。君と一いつ緒しよに悩み。君の力になってくれる人を」

「…………そんな人、何ど処こにもいるはずがないですよ。今までだってそうだったんですから」

「いるさ。必ずいる。何せこの世界は広いんだ。あらゆる人間がいるはずだ」

　タバコを咥くわえたまま、男は虚うつろな眼まな差ざしで、人々の憎しみに淀よどんだ空を見上げて言った。

「世界の広さを疑うのなら、実際に世界中を歩いて確かめてみれば良い。誰だれも信じられないと言うのなら、誰も信じずに生きてみれば良い。それでもきっと、君は思い知る事になるだろう。自分が決して────独ひとりではないのだという事を」

「……独りじゃない……？」

　遠くから爆ばく音おんと、地響きが聞こえる。誰かと誰かが撃うち合あい、殺し合いに耽ふけっている悲しい音だ。地響きが聞こえる度たびに、少女と男のいるビルの屋上も、細かなひび割れが大きく育っていく。この建物も長くは保もたなくなって来た事を悟さとり、男は少女へ言った。

「もうすぐここも崩くずれる……そろそろ行きなさい……」

「でも、おじさんを置いては……」

「行くんだ！」

　男は、厳しい口調で少女を睨にらみ付つけた。男の迫はく力りよくに気け圧おされた少女は、くしゃくしゃに泣き歪ゆがめていた顔を、いっそう悲しそうに、深く歪めた。家族を失って傷付いている健けな気げな少女。その心の痛みを察し、男は後あと味あじの悪い気分になる。

　少女はやがて、ふらつくような足取りで立ち上がった。

　辿たど々たどしい歩行で、降りられそうな小さな段差を見つけては、そこを飛び降りて行く。その場から少女の小さな背中が消えると、男は１人、タバコの煙を唇から棚たな引びかせて呟つぶやいた。

「…………誠せい一いちと愛あい架かを守ってやらずに……命いのち懸がけで仇かたきの娘なんか助けて……なーにやってんだかなあ俺おれは…………」

　すでに霞かすんでいる視界の中、唇から天へ解けていく煙を見上げて、それでも男は苦笑した。

「……………わりぃ、友ゆ里り……復ふく讐しゆうはもうやめだ…………俺はあの娘を許したいんだ……」

　静かに瞼を閉ざすと、男の耳にはもう、何も聞こえなくなってしまっていた。




　　　　■■■




　漆しつ黒こくの鉄馬に跨またがり、俺達は夜風の中を弾だん丸がんの如ごとく疾しつ走そうする。

　雪雲の合間から覗のぞく蒼あお白じろい満月。そして月と雪を空に背負った首しゆ都と高こう速そく道路へと至る。

　視界を流れ去って行くのは、赤く灯った車のテールランプと、オレンジ色に高速道路を染そめ上げる街灯の明かり。アクセルを全開までこじ開けられたエンジン音が、甲かん高だかい悲ひ鳴めいを刻み付けて加速して行く。前方の景色が視界の隅すみへと消し飛んで行く中、俺はバイクの後部シートで、秋あき月づき刑事へしがみ付いていた。羽は織おった制服の裾すそを激しくはためかせ、俺おれはバイクの行く手の、遥はるかその先へと視線を投げ続けている。

「……フフフ」

　俺のかぶったヘルメット。そのインカムスピーカーから、秋月刑事の含ふくみ笑いが聞こえて来る。小刻みに揺ゆれ続ける後部シートで、俺は秋月刑事の含み笑いを耳にし続けていた。

「さっきからずっと何を笑ってるんですか、気味が悪いですよ！」

　堪たまらず、インカムマイク越しに秋月刑事へと問いかけてしまう。秋月刑事は悪びれずに言った。

「フフ。いえ、とんでもない高校生がいたもんだと感心したの。秘密結社のエージェントに取引を持ちかけて、挙あげ句くに国家権力や軍隊でも太た刀ち打うちできない怪物相手に、おかしな勝負を挑いどもうとしているなんて。天才と馬ば鹿かは紙かみ一ひと重えって言うけど、君はどっちなんだかなってね」

　秋月刑事の返事を聞き、俺はちょっとした意外性の発見に驚いた。

「……へえ。秋月刑事って生き真ま面じ目めな人だと思ってましたけど、結構フランクな話し方もできる人なんですね。意外です」

「昔からみんなに言われるのよ、生真面目だって。でも実際の私はこの通り。ガッカリした？」

「いいや。俄が然ぜん、親しみやすいですよ。俺だって本当は敬語とか苦にが手てなんです」

「あらそうなの？　君の方が年齢に似合わず礼儀正しすぎるのよね。こっちの方が調子狂うわ」

　インカムスピーカーの向こうから、秋月刑事の苦笑が漏もれ聞きこえた。

　会話が途と切ぎれると、世界がエンジンの咆ほう哮こうに埋うめ尽つくされる。飛びかかるように迫せまりくる遠くの風景。耳の奥を満たしていく風切りの音。頭上に飾られた緑色の案内標識の下を潜くぐり、７つ程ほどの車を追い抜いた頃だった。俺は３車両ほど先に、目標と思おぼしき車両の一団を発見する。黒塗りのワゴン車が１台。その前方と後方に、黒塗りのセダン車が１台ずつ。計３台。セダン車は、中心のワゴン車を守るような陣形で併へい走そうしている。

「……いた！　あれだ！　あの車の一団、確率偽ぎ装そうされています！」

　車体の頭上に浮かんでいる赤い数値は、０．４。おそらく車両の一団が〝検問を通過できる確率〟なのだろう。異常なスカラーを視認できる俺にとって、確率偽装されているテロリスト達の車両は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　────ここへ来るまでに、実はそれほどの苦労はなかった。

　教団の調査によれば、テロリストは複数。彼等は全員がアサルトライフルで武ぶ装そうしており、核かく爆ばく弾だんなどという物騒なものを車に積せき載さいし、移動しているのだという事までわかっていた。

　それを聞いて、俺は予想した。

　現在東とう京きよう都とは積雪の影響であちこちが通行止めになっている。東京都内へ入るためには、通行止めになっていない主要幹線道路を通過するルートしかあり得ない。東京を核攻こう撃げきする以上、テロリスト達は核攻撃によるダメージを高めるために、東京中心部へ核を輸送する事を考えるはずだ。しかしここ数日間に渡り、主要幹線道路はピストル自殺事件の影響で検問を行っている。そのためには、いずれかの検問を通過せざるを得なくなる。

　密みつ輸ゆ団だんから盗ぬすまれた銃じゆう火か器きの流出、または流入を監かん視しするための検問だ。そんな検問へ武ぶ装そうした一団が近付いたりしたなら、すぐに捕とらえられてしまう事になるのは間違いない。

　だから赤帽子レツドハツトは解決策を講じているはずなのだ。

　あの怪人が自らの異能を使い、何らかの手段でテロリスト達の車を通過させようとすれば、そこには必ずスカラーの異常が発生する。それが狙ねらいだった。

　何せあの怪人は、こちらの〝眼めの良さ〟を知らないのだから。

　以前、雪せつ名なと怪人の居い所どころを探した時のように、俺おれは高所から東とう京きよう都と内ないを観察した。そうすれば、スカラーの異常を検出する事が出で来きるのではないかと考えたのだ。俺の眼に視みえるようなスカラーの異常が見付かれば、そこには必ず、核かくテロ攻こう撃げきに関係する何かがある。

　そうして目もく論ろ見み通り────俺は今、目前の車両の一団に行き当たる事が出来た。

「核爆ばく弾だんを運んでるのは、どの車両なの！」

「もっと近付かないと何とも！」

　俺の回答を聞いた秋あき月づき刑事は、のんびりと前方を走っている車両の横をすり抜けようと、アクセルを開けて加速する。それと同時に、前方のセダン車の助手席の窓が開いた。中からブラウンのスーツを着込んだ中年の男が姿を見せ、窓枠へ腰こしかける。男は大振りなアサルトライフルを肩かた当てに構え、俺達へと照しよう準じゆんを合わせていた。秋月刑事は即座に対応する。

「左右に車体を振るわ、掴つかまってて！」

　傾かたむけたバイクのステップが、黒いアスファルトの道路に荒々しく擦すり当あてられる。火花を散らしながら、重たいバイクの車体を、横の車線へと急速に移動させる。俺達が先さき程ほどまで走っていた空間に、おびただしい数の銃弾が着弾し、黒いアスファルトを抉えぐって破は片へんをまき散らす。空気をつんざいて飛来する銃弾の雨は、走行している車と車の間へと降ふり注そそいだ。俺達を狙ねらった銃弾は、まるで俺達だけを追尾しているとしか思えない集弾性だった。

「相手さん、素晴らしい射撃の腕じゃない！　かなり訓練されてるみたいよ！」

「他の一般車両がいるのに平気で撃うって来るなんて！」

「これだけ派手に暴れれば、近くで検問やってる警けい察さつも流石さすがに気が付くわね！　それまでに片を付けたいところだけど、私達がこれ以上、迂う闊かつに近付いたら巻まき添ぞえの犠ぎ牲せい者しやを出すわ！」

　コーナーへ差しかかると、銃撃が一いつ瞬しゆん途と絶だえた。

　秋月刑事はインカムマイクを片手で操作して、背後の俺との通話を切り替える。

「あんたの出番よ、執しつ行こう官かん！」

　進行方向へ向かって、秋月刑事がマイクへ喚わめいた。俺は目撃した。

　信じられないような光景だが────道路標識の上に、男が１人立っていた。

　男は漆しつ黒こくの喪も装そうに身を包んでいる。背中には大きなギターケースを背負い、鋭く研とがれた両の眼まな差ざしは、血肉に飢うえた獣けもののような邪じや気きを湛たたえている。白い吐と息いきを細く棚たな引びかせながら、男は車の一団が近づき始めたところで、背負っていたギターケースを取り出す。

　俺おれのインカムスピーカーの向こうから、男の声が漏もれ聞きこえた。

『我は第三の執しつ行こう官かん、ディエゴ。〝教団〟の意志をこの地上において執行する者』

　男、ディエゴは岩石のように固い無表情を緩ゆるめる事もなく、ギターケースの持ち手を持ったまま、ケースの腹を軽く蹴けり上あげる。すると持ち手の部分だけを残し、ギターケースの外側だけが道路へと落下して行く。落下したギターケースは、テロリストの先頭車両のフロントガラスへ容よう赦しやなく突つき刺ささった。

　次の瞬しゆん間かん────先頭車両が派手に爆ばく発はつして弾はじけ飛とぶ。

　爆薬入りのギターケースだった。

　炎上した先頭車両を避けようと、車両の一団の後続車は一様に、慌あわてて急ハンドルを切った。ガードレールへ車体をこすり付けて火花を散らす。後続車両は、先頭車両を無む理り矢や理りに迂う回かいした。俺達も、炎えん上じようする車の脇わきを何とかバイクですり抜ける。秋あき月づき刑事が喚わめいた。

「何考えてんのよ、いきなり先頭の１台を爆弾で吹き飛ばすなんて！」

『道路の中心で車を燃やしたのだ、後続車はこれ以上近づいては来れないだろう』

「そういう事じゃない！　どの車に核かくが載のってるのかわかんないでしょ！」

『……中央のワゴン車だ。すれ違い様に車内の様よう子すを見た』

　ディエゴの声はすれど、いつの間にかディエゴの姿は道路標識の上からは消えている。

　無線マイク越しに言い争っているディエゴと秋月刑事を横目に、俺はディエゴの姿を周囲に探した。すると、予期せぬ場所にディエゴの姿を発見する。

「おいおい……冗談だろ！　何だよ、あのオッサンは！」

　ディエゴは、俺達のバイクのすぐ傍かたわらを駆かけていた。時速１６０キロも出ているバイクの傍らを、息１つ切らさずに、生身の駆け足だけで併へい走そうしているのだ。ディエゴの右手には、いつの間にか１本の日本刀が握り込まれていた。ギターケースの中に仕込んでいたものなのだろう。俺はその日本刀の刀身に、幾いく重えもの青白い数式が浮かんでいるのを目もく撃げきする。

　一ひと際きわ大きな数式はこうだった。Ｖブイ０ゼロ＝３００。

　唖あ然ぜんとしている俺をサイドミラー越しに確認し、秋月刑事は言った。

「物体に働く〝速度〟は大きく２つの成分にわけて考えられるわ。１つは、時間経過と共に加速度で増していく速度、Ｖ１。もう１つは最初に与えられた初速度、Ｖ０。彼は教団から時速３００キロの初速度ブイゼロを与えられた戦士────第三の執行官」

　秋月刑事の言葉が終わるの同時に、ディエゴから強きよう烈れつな威い圧あつ感かんが放はなたれる。まるでディエゴの周囲だけ、空気に鉛なまりが混まじったような重さを感じた。ディエゴは告げる。

『我が司つかさどるは第三の執行。すなわち〝処刑〟』

　ディエゴは日本刀を下段に構えると、俺達のバイクを見る見る追い抜き、途方もない速度で車両の一団へと駆け迫せまっていく。道路のコーナーに差しかかろうが減速などしない。ディエゴは疾しつ駆くする速度を落とす事もなく、高速道路の防音壁を地面の代わりにして壁走りを始める。重力に縛しばられず、ディエゴは道路の壁面までをも利用して車両へと迫せまって行った。

　後方から駆かけ足あしで猛もう追ついしてくるディエゴに驚きよう愕がくしたのだろう。ワゴン車の後続であるセダン車は、慌てふためいて後部座席扉を開あけ放はなつ。後部座席に座っていた者達が、サブマシンガンを手に姿を露出させる。背後から猛追してくるディエゴを射うち殺ころそうと、一いつ斉せい掃そう射しやを始めた。

　ディエゴは前方から迫る銃じゆう弾だんの壁を目前に────天高く跳躍した。

　頭上にあった高速道路の案内板へ刃を突き立てると、ディエゴは案内板に取り付いた。そこで銃弾をやりすごす。間かん髪はつ入いれず、即座に案内板から刃を引き抜く。ディエゴは目前の道路標識を、目にも止まらぬ高速で何度も切きり裂さいた。細かいパーツに切り分けられた道路標識は、いずれも無数の鋭利な三角形へと形状を変える。

　再び、雪降る冷たい路上に着地するディエゴ。

　切り裂いた道路標識の金属片が、ディエゴに遅れて道路へと落下してくる。それら尖とがった破は片へんの１つ１つを、ディエゴは刃の峰みねで丁てい寧ねいに叩たたき、火花を散らして撃うち出だして行った。道路標識の破片は、銃弾のようにテロリストの車両目がけて飛んだ。破片は後続のセダン車へ突つき刺ささる。道路標識の破片によって後輪のホイールを滅めつ多た刺しにされた車両は、ホイールベースから甲高い金属の摩ま擦さつ音おんを放つ。車体の下からは、激しい火花が舞い上がった。

　ハンドル操作が無力化したセダン車は、為なす術すべもなく道路脇わきの防音壁へと、正面から突き刺さって爆ばく発はつ。炎えん上じようする。吹き付ける爆風と黒こく煙えんの中で、ディエゴが細く笑んだように見えた。

　残るは────核を運んでいるワゴン車が１台である。

　道路に着地し、速度が０ゼロになったディエゴではあった。だが、再び駆け出した時には、即座に時速３００キロで駆けていた。初速に時速３００キロが与えられているディエゴにとって、時速３００キロまでなら、加速に要する前動作は必要ない。

　俺はディエゴの猛もう威いに目を奪うばわれ続けた。

　ディエゴは一いつ瞬しゆんでワゴン車の横へ並び、唖あ然ぜんとしている助手席の男の首を、横よこ一いち文もん字じに斬きり飛ばした。頭を失った首の断面からは、脳へ送り出されるはずだった鮮血が、心臓の鼓こ動どうのリズムに合わせて吹き出している。温あたたかい返り血を浴びながら、ディエゴはワゴン車の屋根へと飛び乗った。屋根の上から車内を滅めつ多た刺しにすると、ワゴン車のフロントガラスやサイドガラスが、惨むごたらしい血ち染ぞめと化していく。間もなくワゴン車は制御を失い、他の車と同じように、道路脇の防音壁へと突き刺さって沈黙した。

　ディエゴは停止したワゴン車の後部座席を開け放った。車内に、ジュラルミンの小型スーツケースを発見したのだろう。ディエゴは車内から、血染めになったジュラルミンケースを引っ張り出していた。

　遅れて駆け付けた俺達のバイクが、高速道路上のディエゴと合流し、停車する。

　秋あき月づき刑事と俺はバイクから降りる事もなく、ディエゴから黙ってスーツケースを受け取った。秋あき月づき刑事が核かく爆ばく弾だんを受け取ってすぐに、後の方からパトカーの一団が見えて来る。やって来た警けい察さつは、俺おれ達をパトカーで取り囲んだ。すぐに、パトカーの中から拳けん銃じゆうを構えた警官達がなだれ出てくるのが見えた。拡声器越しに、警察からの警告が発せられた。

『そこの３人、持っている武器を地面へ捨てて投降しなさい。君達は大変危険な兵器を手にしている。今すぐそのスーツケースを、ゆっくりと足あし下もとに置いて離れなさい』

　口振りからして、警察は核爆弾の存在を知ったようだった。ようやく今いま更さらながらに、核爆弾の在あり処かを探し回っていたのかもしれない。拡声器の警告を聞きながら、俺達３人はお互いの顔を見合わせて苦笑してしまう。警察からの警告は、耳みみ煩うるさく俺達へと続けられた。

『繰り返します、今すぐそのスーツケースを足下に置いて投降しな────』

「今更やって来て、偉そうにガーガーガーガーうっさいのよ！」

　俺の横で、停職中の秋月刑事が、中指を立てながら警官達を一いつ喝かつする。

「どうせあんた達は最後まで役に立たないんだから、邪じや魔ましないで私達に任まかせておきなさい！」

　立腹している秋月刑事の叱しつ咤たに、警官達は言葉を失ってしまう。

『……………………君達はテロリストの仲間なのか？』

「違うわよ！　何ど処こに目付けてんのよ！」

　秋月刑事は嬉き々きとして微笑ほほえみ、呟つぶやく。

「この核爆弾は、私がいただいて行くけどね」

　秋月刑事はパトカーの一団に向かってバイクで突とつ進しんする。俺は乱暴な運転に振り落とされないよう、必死に秋月刑事へしがみ付いた。突然接近してきたバイクに怯ひるんだ警官達は、及および腰ごしで後あと退ずさり、思わずバイクの進路を開けてしまう。秋月刑事はパトカーの合間を縫ぬうように走り、俺を後部座席に乗せたまま、パトカーの包囲を強引に突とつ破ぱした。

　そうして俺達は、さらなる高速道路の向こうへと走り出した。




　　　　■■■




　包囲を突破された警官達は、体勢を立て直し始めていた。

「……っく！　情報によれば核爆弾は外部からの衝しよう撃げきなどでは起爆しない設計になっている！　構わない、あのバイクを撃うって止めろ！」

　遠くなっていく秋月刑事の背中に、無数の危険な銃口が集められて行く。それら銃口から秋月刑事の背を庇かばうように、警官達の前にディエゴ執しつ行こう官かんが立ちはだかった。

　ディエゴは銃を構えた警官達を一いち瞥べつすると、面めん倒どうそうに嘆たん息そくを漏もらす。

「……こういうわけだ。面倒な事に露つゆ払はらいと足止めを引き受けてしまったんでな」

　血に染そまった白銀の刃で虚こ空くうを一ひと薙なぎにすると、刀身を濡ぬらしていた鮮血が振り払われた。ビチャビチャと品のない音を立て、血がアスファルトの上を汚す。

　ディエゴは、ふと見上げた雪の空に、美しい月があった事を思い出す。その月を見上げ、馬ば鹿か馬鹿しくも苦笑混じりの願いを口にしてみた。

「…………勝てよ」




　　　　■■■




　雲間から覗のぞいた月光の粒子が、淡く理科室の窓から差し込んで来る。

　薄暗く静かな校舎内は、柔らかい光の雨に照らし出されていた。

　夜の校舎には生徒達の姿はなく、どの教室も無人の静せい寂じやくに包まれている。深々と雪が降り積もる今夜の静寂は、普段にも増して色濃いものだ。主あるじのいない物悲しい座席達は規則正しく並べられており、柔らかい月光の中で室内に影を落としている。

　無人のはずの景観に、今こ宵よいは２つの人影が混まじっていた。

　窓際に佇たたずみ、紅ぐ蓮れんのシルクハットを目ま深ぶかにかぶった男は、雪空に浮かぶ月を見上げていた。自らの異能によって降らせている雪ではあったが、無む性しように夜空に月の姿を恋しく思った。だからこそ曇どん天てんの空に亀き裂れつを入れ、月の姿を顕あらわにしてみる事にしたのである。

　厚い雲の向こうに現れた月を見上げながら、赤い帽子の怪人は問いかけた。

「……月は好きかね？」

　怪人は夜空の月へと、緩ゆるやかに手を伸ばしてみた。その唇くちびるから白い吐と息いきが溢あふれる。

　月を掴つかもうと握にぎり締しめた手の平。固めた拳こぶしは虚むなしく宙を掴む。それを見上げ……呟つぶやいた。

「あの月は、手を伸ばせば掴まえられそうな程ほど小さいのに、実際には近付けば近付くほど、それが手の平には余る巨大なものだという事に気が付く。人の手に余るものなど、探せばいくらでも見付かるものさ。君に与えられた〝無限〟も、その１つなのだろう？」

　怪人の問いかけは、夜の教室内に存在する、もう１つの影に向かってのものだった。

　もう１つの影────羽う鷺さぎ雪せつ名なは、黒板に両手脚を磔はりつけにされていた。

　手の平、足の甲。のみならず、肘ひじ、膝ひざ。雪名の各関節部からは、無骨な冷たい釘くぎが無数に生え出ていた。釘によって壁へ縫ぬい止とめられている雪名の白いシャツが血に染まっている。雪名はＹの字の格かつ好こうで黒板に磔にされたまま、苦痛で言葉も発せられずに項うな垂だれ続けていた。

「不老不死というのも厄やつ介かいなものだね。死なないというよりは〝死ねない〟ようだ」

　釘を打ち込まれた傷口は、損傷と再生を幾度も繰り返し続けていた。雪名にとって磔の状態は、絶え間ない痛みが際限なく繰り返される拷ごう問もんに等しい。

「残念だが、どうせ冴さえ上がみ君は来ない。考えてもみたまえ。所しよ詮せん、彼はただの人間だ。期待する事など最初から無む駄だだとは思わないかね？」

　雪名は激痛に歯を食くい縛しばり、身を震ふるわせながらも、懸けん命めいに怪人を見上げた。

　怪人を憐あわれむように、視線を細めた悲しい顔で。

　怪人は唇くちびるを一いち文もん字じに引き結ぶ。雪せつ名なのその視線には、露ろ骨こつに不快な態度を示した。

「…………そうだな。くだらない１人の男の話をしても良いかな」

　笑いもせず、怪人は手近な壁へと寄りかかり、腕を組んで語り始めた。

「ある所に１人の男がいた。男は、この国ではありふれた人生を送っていたよ。普通の進学、普通の就職。変わらない平凡な毎日の中を、男は流れに身を任まかせるだけで生きてきた。それなのにある時から、男はずっと拭ぬぐい去されずにいる馬ば鹿か馬鹿しい不安に苛さいなまれ始めたんだ」

　静まり返る室内。雪の積もる音さえ聞こえてきそうな静せい寂じやく。やがて怪人は唇を開く。

「考えてしまったのさ。〝自分はこれで良いのだろうか〟。そんな漠ばく然ぜんとした不安をね」

　息も絶え絶えになっている雪名に、怪人は小さく苦笑を漏もらす。

「原始の時代より、人の営みは単純だとは思わないかね。ただ生まれ、ただ子孫を残して死んで行くんだ。それを歴史の中で、何万回と繰り返してきた。しかし、生きる事がただそれだけの事であるというのなら……それは作業だ。まるで人間は、生まれては死ぬだけの単調な作業を繰り返す量産された機械のようじゃないか」

　怪人は小さく俯うつむいた。シルクハットの下に覗のぞいた唇が、僅わずかに陰かげってしまう。

「機械のように生きる事が理想とされたこの世界で、男は機械になどなりたくないと願った。どうしようもなく、自分という人間の存在を輝かせたいと願ってしまった。だから自分の未来に、夢や、希望を描いた。何でもない自分で終わる事に耐えられなくて。本当に価値ある何かを得られぬままに消える事が恐ろしくて。いつからか男は耐えられなくなっていたのさ。こんなちっぽけでくだらない、ただの人間で終わる自分の生しよう涯がいに」

　雪名は何１つとして語る事はない。それなのに怪人は、構わずに語り続ける。

「願った夢や希望にどれだけ傷付けられても、いつかは報むくわれる事を信じて生きてきた。それなのに……男は輝く事さえ出で来きずに、ただ年老いてしまった。男は人生に絶望した。自分が報われない願いを抱いて、実を結ばない無む駄だな時間を過ごしてきた事を思い知った。報われない希望に期待し続ける事が、どれだけ残ざん酷こくな事なのかわかるかい？」

「……」

「だから男は死のうと考えたよ。勤め先の会社の屋上へ上ったんだ。そこから見下ろした下界は────酷ひどく理り不ふ尽じんな世界に見えた。浮かない顔で通りを行いき交かう人々。日々の忙しさ、人間関係、社会的地位に縛しばられ、思うがままに生きられずにいる。男は思った。自分と同じだ。この世の誰だれもが自らの生涯を輝かせたいと必死に足あ掻がき、願っているというのに。どうして理想通りに生きられない人間の方が、この世の中には圧あつ倒とう的てきに多いというのだろう」

　怪人は、再び窓の向こうに見える満月を見上げた。神さえをも睨にらみ上あげていたのかもしれない。その頬ほおは固く強こわ張ばり、込み上げてくる何かを堪たえ忍しのんでいる様にも見えた。

「……もう１度だけこの世界に生まれる事が出来たのなら、この世界の理不尽を全て消し去ろう。誰もが笑って過ごし、誰もの人生が輝く事が出来るように、あらゆる願いを叶かなえ尽つくそう。屋上から飛び降り、地面へ落ちるまでの短い間の話さ。男はそう願っていた」

「…………そうして生まれたんだ、確率を操あやつる災厄の数アルヘトスは」

　怪人は雪せつ名なへ視線を戻し、言葉を紡つむぐ。

「誰だれよりも理解出で来きるはずだろう。自分の願いが報むくわれない事をよく知る、君にならね」

　磔はりつけの雪名へ、怪人はゆっくりと歩み寄って行った。怪人の足音が、無人の教室へ木霊こだまする。

「もはや自分の未来に何の期待もしていないのに。ただ自分が消えてしまう事に安あん寧ねいを求めようとしているのに。それなのに……絶対に死ぬ事だけが許されない。死ぬ事で救われる人間がいるのかと、かつて君は問うたな。君自身がそうではないのか。君の願いは、これから先も永遠に成じよう就じゆしない。君の願いが叶かなう確率は、０ゼロパーセントなのだから」

　間近に迫せまった雪名の顔を、怪人は興味深く覗のぞき込こむ。息がかかる程ほどに接近した雪名の顔は、未いまだ身体からだの苦痛に歯を食くい縛しばり、青ざめている。

「可哀かわい想そうにな。僕にも、君だけは救えそうにないよ」

「…………いいえ。可哀想なのは、あなたの方だよ」

　覗き込んで来る怪人の顔を、だが雪名は鋭く睨にらみ上あげた。予期せぬ雪名の反論に、怪人は口を閉ざす。雪名は、身体の苦痛を噛かみ殺ころしながら言った。

「あなたはあらゆる人々の願いを叶え、その人生を輝かせたいのだと言った。でもそれは何な故ぜ。無む償しようの善行？　人類愛？　そんな崇すう高こうなものじゃないはず。あなたのやっている事は救済じゃない。かつての自分のように、挫ざ折せつに傷付く人間を作らないようにしているだけ」

「……何だと」

「人間だった頃の満たされなかった気持ちを、他人の気持ちを満たす事で誤ご魔ま化かそうとしている。人々の願いを叶える事は、まるであなたにとって〝自分を救うため〟の代だい償しよう行為の様」

「おい………………黙れ」

「あなたが殺したピストル自殺の少年少女達の人生は、無価値なんかじゃなかった。彼かれ等らは望んだ通りに変われたかもしれない。人生に希望があったかもしれない。彼等の未来を信じなかったのは彼等自身じゃない。あなただけだったはずだよ」

「黙れと言ったんだ」

「何かを願いながら生きているのは、私達だけじゃない。あなただって同じだよ。あなたは、あなた自身を救うために赤帽子レツドハツトになった。あなたが本当に輝かせたいのは……」

「黙れと言っているだろう、小娘！」

　肩を吊つり上あげ、露ろ骨こつに怒りを顕あらわにする怪人。しかし雪名は黙らない。

「認めるわ。あなたの言う通り、たしかに私は死にたいと考えていた」

　雪名は地面へ、力なく視線を落とす。

「私の家族は、たくさんの人達から大切なものを奪うばった。何気なく道ですれ違う人達や、私のクラスメイト達からだってそう。冴さえ上がみ君からだって……彼の大切な人達を奪っている。私の両親は大たい罪ざい人にん。娘である私は、多くの人達から憎まれて当然だし、そんな私の居場所なんて、きっと何ど処こにもない。この場所で永遠の時間を過ごす事は、私にとって辛過ぎた」

　雪せつ名なは泣き出しそうに歪ゆがめた顔で、掠かすれた声を懸けん命めいに絞しぼって続けた。

「なのに何でなんだろう。冴さえ上がみ君は、こんな私を抱だき締しめ返してくれた。あったかくて。力強くて。私は嬉うれしくて、ずっとずっとそうしていて欲しかった。私には決して許されないはずなのに……今はただ、もっとこの場所に居続けたいと願うようになってしまった」

　激げつ高こうしていた怪人は無言になる。独白する雪名を、冷ややかに見下ろすのみだ。

　雪名の唇くちびるからは、決定的な一ひと言ことが溢あふれた。

「報むくわれる可能性が０ゼロだって構わないの。私はまだ……未来を信じて生きていきたい」

「……………………不ふ愉ゆ快かいだ。この上なくね」

　怪人は吐はき捨すてるように告げる。目前の雪名に背を向けると、実験机に備え付けられたガスの元もと栓せんを緩ゆるめ始めた。
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　火を放はなった。たったそれだけの事で、大だい爆ばく発はつを起こす事が出で来きた。怪人は燃え盛る理科室を後にして、廊ろう下かを出口へと向かって歩き始める。階段を下っていくと、昇降口に突つき当あたった。怪人は校舎から出ると、頭上で燃え盛っている理科室を見上げた。４階建ての校舎。理科室はその３階に位置している。

　紅ぐ蓮れんの炎を勢い良く吹き出している校舎の一角。弾はじけ飛とんだ窓の向こうから上る黒こく煙えんを見上げ、怪人は帽子の鍔つばを摘つまんで下げる。校庭に積もった雪の上を踏み締めながら、炎えん上じようする理科室に残された少女を思い、ちょっとした哀あい悼とうを示したのだ。

「……どうせ死ねはしないのだろうが、しばらくは地じ獄ごくの苦しみを味わうと良い」

　あらゆる人々の願いを叶かなえ、その生しよう涯がいを輝かせる都市伝説の怪人。そんな自らに似つかわしくない冷れい酷こくな台詞せりふを呟つぶやいてしまった事に、怪人は苦笑する。……そして静かに苛いら立だちもする。

　────報われる可能性が０ゼロでも構わない？

　雪名の戯ざれ言ごとを耳にしたせいで、怪人はどうしても惑まどわされてしまいそうになる。

　だから怪人は、自らへと言い聞かせる。

　そんな事を本心で思う人間などいるものか。叶わなくても良い願いなど、誰だれが望んだりするというのだろう。怪人が命を奪うばってきた人間達は、永遠に叶わない、報われない願いを抱かかえて生きている憐あわれな人々のはずだった。

　────報われぬ事が決まっている人生など、捨て去った方が幸せだ。

　怪人は間違っていないと思っていた。しかし、それなのに雪名は怪人へ告げたのだ。報われなくても、未来を信じて生きていたいのだと。未来のない人生に縋すがり付つく事の、何が幸福だというのだろうか。そんな苦しいだけの人生を、続ける価値などない。

　────自らが命を奪うばってしまった負け犬たちゼロパーセントは、本当はどうだったのだろうか。

「……僕は彼かれ等らの人生を救った……救ったんだ……！」

　怪人は懸けん命めいに１人で呟つぶやいた。そのまま静かに、校門を抜けて学校を後にしようとした。

　怪人が足先を向けた校門前に────だが１人の女が佇たたずんでいた。

　少しウェーブがかったミディアムロングの黒くろ髪かみ。女性用のトレンチコートで身を固めた、冷然とした女だった。怪人にとって、その女の登場は予期せぬものだった。だから問うてしまう。

「…………どうしてこの場所に僕がいるとわかったのだ、刑事」

「生あい憎にくと〝霊れい感かん〟が強い知り合いがいたの。彼からすれば、あなたの位置は丸わかりみたいよ」

　現れた女、秋あき月づき刑事は不敵に笑んで答えた。答えの意味は、怪人にとって明めい瞭りようだった。

　あの少女だけではなく、あの少年にも────スカラーが視みえるとでも言うのか。

　怪人は、女が片手に提さげているジュラルミン製のスーツケースに気が付いた。

「……そのスーツケース」

「ええ、そうね。あなたが用意して、テロリスト達が運んでいた〝小型核かく爆ばく弾だん〟よ」

　秋月刑事は、片手に提げていたスーツケースを怪人にも見えるように掲かかげて見せた。

「あなたの能力の事、愛あい架かさんから聞いたわ。今この瞬しゆん間かんに存在するあらゆる可能性の中から、発生し得る好きな出で来き事ごとを発現させられるんですってね。けれど０ゼロパーセントの確率には手も足も出ない。存在しない選せん択たく肢しは選べないから。それが、あなたの操あやつる数の限界」

　秋月刑事はスーツケースから手を離す。

　スーツケースは秋月刑事の手を離れ、音もなく積雪の上へと落着した。

「フフ。それを聞いて、おかしな事が閃ひらめいた人がいるのよ。あんたを倒す方法っていうのは、つまりあんたが〝生き延びられる確率が０ゼロパーセントの状況〟を作り上げる事。核爆弾を無力化するんじゃなく、逆に核爆弾を使ってあんたを倒せば良いんじゃないかってね」

　秋月刑事は、自分の足あし下もとに転がったスーツケースを皮ひ肉にくっぽく指差して言う。

「この爆弾、まだ解体されていないわ。確か今日の24時ちょうどに爆発するんだったわね。あと20分くらいしかないけど、ここで爆発したら、さすがのあんたも死ぬんじゃない？」

　怪人は、しばらく黙って秋月刑事の話を聞いていた。

　だがやがて、肩を竦すくめて呟つぶやいた。

「…………自や棄けになっているのか？」

　怪人は、秋月刑事へと問いかける。

「この場で核が爆発したとして、ただでは済まないのは君も一いつ緒しよだろう。周囲一体の民間人を巻まき添ぞえに、僕を道連れに自爆しようとでも言うのか。これを狂っていると言わずに何と言えば良いんだ」

「要らない心配をどうもありがとう。でもね、ここで核と一緒に消えるのはあんただけだから」

　秋あき月づき刑事は、腰こしの後ろに差していた警けい棒ぼうを抜ぬき放はなつ。警棒を手に、身構える。

「彼は必ず彼女を連れてやって来る。それまで私は、あんたをここから一歩も出さないから」
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　見慣れた理科室が、紅ぐ蓮れんの炎に染まっている。

　俺おれは廊ろう下かから、燃え盛る炎の教室内に彼女の姿を探し続けていた。

　秋月刑事のバイクを降りて、俺は裏門の方から校舎へと潜入した。そして燃え盛る理科室の方角に頭痛を感じ、スカラーの異常に気が付いたのだ。おそらく理科室の火災に巻き込まれ、雪せつ名なの肉体は傷付き、再生をしている最さい中ちゆうなのだろうと予測した。怪人の巨大な気配以外に俺が感じたスカラー異常は、雪名のものだとしか思えなかったからだ。

　案あんの定じよう────俺は燃える教室の中に羽う鷺さぎ雪名の姿を見つけ出した。

「雪名！」

　俺は声を張り上げて叫さけぶ。痛々しく黒板に磔はりつけにされた雪名。どうやら爆ばく発はつの衝しよう撃げきで気を失っているようだった。やむなく、俺は煙を吸い込まないように身を低くしながら、慎重に教室内の雪名に向かって近付いて行った。

　突とつ如じよ、雪名に向かって鉄骨の柱が倒れかかって行く。熱された鉄骨の下した敷じきになりそうな雪名を見過ごせず────俺は咄とつ嗟さに、雪名と鉄骨の間に割り込む。

「……っがああ！」

　重たくて熱い鉄骨の柱が、俺の痛めた左肩を圧あつ迫ぱくする。あまりの激痛に膝ひざを折りそうになったが、懸けん命めいに踏み留まった。今ここで自分が倒れでもしたら、雪名諸もろ共とも、下した敷じきになってしまうだろう。痛みで朦もう朧ろうとする意識を必死に繋つなぎ止とめながら、俺は目前まで近づいた雪名の姿を見下ろした。

　……彼女の傷付いた姿に、言葉が出なかった。

　熱された無骨な釘くぎ。各関節を貫き、彼女の身体からだを背後の黒板へ縫ぬい止とめていた。理科室の爆発に巻き込まれたのだろう。彼女の両脚は千ち切ぎれ飛んで潰つぶれてしまっているようだった。黒こげになって千切れた脚が、再び元の形状へと戻って行く様よう子すが窺うかがえた。彼女の背中には、教会で視みた無限を表す記号が浮かんでいる。それはまるで、傷ついた天使の翼つばさだ。

　自分の目前で痛々しく傷ついた天使に、俺の心は擦すり切きれそうな痛みを覚えた。

　意識を取り戻しつつある雪名は、小さな唇くちびるで呟つぶやいていた。

「…………どうして私は、誰だれかを傷付けずには生きていけないんだろう……」

　朦朧としながら、彼女はそう言う。痛々しい彼女の言葉に耐えかねて、俺は思わず答えた。

「お前はまだ、誰も傷付けてなんかいないじゃないか」

「…………………………！」

　俺おれの声に、朦もう朧ろうとしていた雪せつ名なの眼まな差ざしが反応した。雪名の開いていた瞳どう孔こうは絞しぼられ、意識を鮮明に取り戻す。項うな垂だれていた彼女が頭を持ち上げると、そこにようやく俺を見付けたようだった。

「……嘘うそ……幻まぼろしなの……？」

　灼しやく熱ねつの煉れん獄ごくと化した理科室で、だが俺は変わらず、雪名に向かって微笑ほほえんで見せた。その笑顔が強がりによって作られたものである事は、すぐに気付かれたのだと思う。何せ俺は、雪名に向かって倒れかかっている巨大な鉄骨を、背中で受け止めているところなのだから。

　巨大な鉄骨の重量は、容よう赦しやなく俺の背中の肉を引ひき裂さこうとしている。頭部と肩口から血を滲にじませ、正直なところ今にも押おし潰つぶされてしまいそうだった。それでも、震ふるえる自らの膝ひざを折る事はできない。全身全ぜん霊れいを持って、今度は俺が雪名を守ってやらなければならないのだ。

　理解するが早いか、雪名は慌あわて、俺に向かって必死に懇こん願がんをした。

「やめて、冴さえ上がみ君！　死んじゃうよ！　私は死なないんだから！　君に庇かばって貰もらわなくても大丈夫だから！　だから……だから今すぐ離れてよ！」

「離れねえよ！」

　俺は背中で鉄骨を受け止めながら、雪名の肘ひじを縫ぬい止とめている釘くぎを、懸けん命めいに引き抜こうとしていた。爆発の熱で高温と化している釘は熱く、指先を焦こがす。だが構わずに俺は掴つかんだ。

「……私は大丈夫だって？　馬ば鹿か言うな。お前に刺さったこの釘は、こんなにも熱くて痛いじゃないか。不老不死だからって、何でもかんでも平気でいられるわけがないだろう！」

　俺は苦く悶もんの表情を押し殺し、雪名の両肘を黒板へ縫い止めていた釘を引き抜いた。

　高温と化した釘を掴む手の平からは、肉の焼ける匂においが漂ただよい、酷ひどい激痛が迸ほとばしる。

　それでも彼女の感じてきた苦しみや痛みを考えれば、どうという事はない。そう自分に言い聞かせながら、俺は無む我が夢む中ちゆうで雪名を救おうとしていた。

　身を投げ出して雪名を庇う俺に、彼女は震える唇くちびるで問いかけてきた。

「どうして」

　気が付けば、涙が呆あつ気けなく雪名の頬ほおを伝って流れ落ちていた。

　今までずっと俺の前で泣かないよう、雪名が我慢し続けていた事になら気が付いていた。これまで気丈に振る舞い続けてきた彼女は、初めて弱さを露ろ呈ていしながら俺を見上げている。

「どうして私なんかのために傷付こうとするの……わからないよ……！」

　雪名は俺の瞳ひとみを見つめながら問いかけてくる。

「私のお父さんとお母さんは、東とう京きよう内ない戦せんの元凶なんだよ？　たくさんの人達に憎まれても仕方がない……嫌きらわれても仕方がない……君だって内戦で家族を失った！　私が死ねない身体からだになったのは、きっと罰ばつなんだよ。苦しむ以外の道なんて、私には許されないのに！」

　泣きじゃくる雪名へ、だが俺は今いま更さらの事にうんざりした心境で言いい放はなつ。

「俺はお前の両親の事を責め立てたいなんて思っていない。内戦の真実を知った今もだ。それなのに責め立てているのはお前自身だ。両親のやった事を一番許せていないのは、お前自身なんじゃないのかよ、雪せつ名な。────まずはお前自身が、家族のやった事を許してやれ」

　俺おれの言葉に、雪名は言葉を失ってしまったようだった。

　俺の言っている事が的を射ていたのかはわからない。彼女が、俺の言葉をどう捉とらえたのかもわからない。けれど、俺は思った通りの事を口にした。言って退のけた俺の顔を、ただ雪名は呆ぼう然ぜんと見上げるだけだった。雪名はやがて、もう１度だけ恐る恐る問いかけてきた。

「貴方あなたは私の両親を…………私を……許してくれるんですか？」

　雪名はついに、それを問いかけてきた。今ならハッキリとわかる。

　彼女が欲しかったはずの言葉が何か────彼女が欲しかった許しが何なのか。

「当たり前だろ」

　俺は断言する。俺の明らかな肯定に、雪名は再び言葉を失ってしまった。

　俺は次々と雪名に刺ささった釘くぎを引き抜き、放ほうり捨すてて行く。残されたのは雪名の両手の平を繋つなぎ止とめている残った２つの釘だけとなった。俺はその２つを両腕で掴つかんで、一気に引き抜こうと力を込め始める。熱された釘を素手の中で燻くすぶらせながら、俺は続けて言った。

「……お前は、お前が一番強く想おもっていた願いを最適化され、結果こうして生きているんだ。ならお前が石に望んだ事は、両親の贖しよく罪ざいや、死ぬ事なんかじゃなかったはずなんだよ。かつてのお前は、確かに願っていたはずじゃないのか────生きて幸せになりたいんだって」

　言葉を失ったまま、唖あ然ぜんとしてしまう少女。彼女はただ、俺の言葉に涙し続けていた。

　何も言えずにいる少女の胸中はどうなっているのだろう。

　癒いやされているのか。傷ついているのか。俺にはわからない。けれど、俺の言うべき事なら決まっていた。今の俺は、俺が一番正しいと思った事を口にするまでだ。

「……雪名。俺がお前を殺してやるよ」

　俺の放はなつ残ざん酷こくな台詞せりふが、雪名の魂たましいを震ふるわせることを願って続けた。

「不老不死だから死ねないって、言ってたよな。なら俺は必ず見付けるよ。お前を死なせられる方法を。お前の不老不死を終わらせる方法を。お前が心の底から願うのなら、俺はどんな手段を使ってでもお前を必ず殺してやる。だから頼む────殺してやるから生きろ」

　俺は渾こん身しんの力で、雪名の身体からだを繋ぎ止めていた最後の楔くさびを引き抜いた。

　雪名は拘こう束そくから解放され、力なく俺の胸の中へと崩くずれ落おちてくる。

　しばらく俺の胸の中で項うな垂だれ続けていた雪名。彼女は、緩ゆるやかに語り出した。

「……殺してやるから生きろ。なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな事を言う人なんだろう、君は」

　雪名は項垂れたまま、俺の顔を見上げずに呟つぶやいた。

「……今までずっと考えてた。不老不死の宿命からは逃れられない。両親の贖罪をしなくてはならない。そうするしかない。それ以外に道なんてない。いつからか何をするにしても、そんな苦しい思いばかりを信じて生きてきた気がする。何でなんだろうね。馬ば鹿かみたいだ……」

　雪せつ名なはそこでようやく、俺おれの顔を見上げた。

「何で私は、未来に抗あらがう事を諦あきらめていたんだろう。何で自分の未来を変えていこうとしなかったんだろう。私はただ……全てを諦めていただけだったんだね」

　雪せつ名なは泣きながら、困ったように小さく微笑ほほえむ。コツリと、俺おれの胸板へと額ひたいを当てた。

「…………なら、約束してくれますか」

　俺は雪名の頬ほおへ手を伸ばす。雪名の頬に触れた俺の手。それを、今度は雪名が、小さな両手で懸けん命めいに包み込んで来る。雪名の頬の温もりが、今は俺の全てのように感じられた。まるで灼しやく熱ねつのように熱い、傷ついた少女の魂たましい。もはやここに、凍えた気持ちなど存在していない。

　雪名は懇こん願がんした。

「必ず貴方あなたが、私を殺してください」

「ああ。約束だ」

　雪名の頬を、いっそうに熱い涙が溢こぼれ落ちていく。もう迷う事はなく、今度こそ雪名は俺の背中へと手を回した。ずっと雪名が吐はき出だしたかったはずの言葉。ずっと雪名が、言いたくて誰だれにも言えなかった言葉。俺は、彼女がそれを言うのを黙って耳にしていた。

「私を…………私をたすけてください！」

　燃え尽つきていく教室で、雪名はありったけの声を枯からして叫さけんだ。

　次の瞬しゆん間かん。教室中が青白いスカラーの光で溢あふれ返る。俺と雪名を取り囲むように、無数の数字の表記が虚こ空くうへ躍おどり出でたのだ。数あま多たの数字が何を意味しているのかなど、俺達には容易に想像が付いている。今この瞬間から────あらゆる確率が書かき換かわっていこうとしていた。




　　　　■■■




　再び満月が、厚い雪雲の向こうへ隠れて行こうとしている。

　周囲が暗く陰かげり始めると、雲の切れ間から幾いく重えもの帯状の月光が木こ洩もれ出て来た。光が雲の切れ間から放射状に降ふり注そそぐ景色を、旧約聖書では天使のハシゴと呼んだ。

　天使達が地上へとかけた光のハシゴは、街を覆おおう雪を、青白い光の粒子で輝かせ始める。

　雪の積もった校庭も例外なく、射さし込こんできた月光を眩まぶしく反射し始めた。一面が青く、光輝く水晶で出で来きているかのような光景────まるで今夜のこの場は、美しい宝石の庭園だ。

「まったく呆あきれたものだ。無む駄だな努力というやつだよ」

　怪人は、足あし下もとで無ぶ様ざまにうずくまっている女刑事を見下ろして言った。

　怪人に何度も殴おう打だされた女刑事は満まん身しん創そう痍いだった。おかしな方向に曲がった右腕は骨折しており、怪人に蹴けり上あげられた腹を抱かかえながら、息も切れ切れに、雪にまみれて倒れている。手負いの女刑事は、怪人を鋭く睨にらみ付つけながら、震ふるえる唇くちびるに笑みを作って言った。

「…………無駄なんかじゃない。あんたをこの場から逃がさないようにしたのは、あんたの注意を惹ひいて、僅わずかでも彼の時間を稼ぐため……思おも惑わく通りよ……ざまあ……見なさい…………！」

　最後の力を振ふり絞しぼったのだろう。女刑事は、それだけを告げて意識を失ってしまう。

　怪人は先さき程ほど、女刑事から取り上げたスーツケースを見下ろす。

　確かに、こんな至近距離で核かく爆ばく弾だんの爆発に巻き込まれたなら、怪人が生き残る確率は０ゼロパーセントだった。このまま時間が来て、核爆弾がこの場で爆発してしまえば、怪人は一いつ瞬しゆんで蒸発して消え去ってしまうだろう。しかしそれは女刑事も一いつ緒しよだった。

　女刑事は言った。核と一緒に消えるのは怪人だけなのだと。

　怪人は予測していた。つまり女刑事は、自分が核爆発から生き残る勝算を持っているのだ。おそらくその勝算の鍵かぎを握っているのは、先程から女刑事が『彼』と呼ぶ存在。

　冴さえ上がみ誠せい一いちだ。

　怪人は不ふ愉ゆ快かいだった。怪人には理解不能だった。

　冴上誠一といい。羽う鷺さぎ雪せつ名なといい。そしてこの女刑事もだ。どうして誰だれも彼もが、報われる確率が０ゼロの未来を諦あきらめない。怪人は確率を操あやつるのだ。どう足あ掻がいたところで、ただの人間達が怪人に勝利する確率は０ゼロだ。結果がわかっている勝負を何な故ぜに続けようとする。

　何故、この者達は０ゼロパーセントという数リのテ支ラ配ルに屈しないのか。

「────お前はもう終わりだ、赤帽子レツドハツト」

　聞いた声が、背後から怪人の呼び名を口にする。

　怪人が振り向いた先には────磔はりつけにしておいたはずの、不老不死の少女の姿があった。

　怪人は即座に理解する。女刑事が怪人の注意を惹ひき付つけている間に、燃え盛る理科室から、冴上誠一が少女を救出していたといったところだろう。だとしたなら今……あの少年は何ど処こにいる。少年の姿がない事を気にかけながらも、怪人は目前の羽鷺雪名へと注意を払った。

「……なるほど。女刑事の勝算とは、つまり羽鷺君頼みだったという事か」

「そんな事はない。何せ彼かれ等らの立てた作戦は、私１人では成り立たないものだからな」

　炎に裾すそを焼かれ、煤すすけてボロボロになった制服姿だった。ここまでは素足で歩いて来たらしい。昇降口から点々と雪上に残っている足跡は、少女の小さな足の大きさと合がつ致ちしていた。

　怪人はすぐに、雪名の異変を察さつ知ちする。

　赤いネクタイを僅わずかな風に揺ゆらせて佇たたずむ彼女には……表情がない。怒りも憎しみも、悲しみも孤独も。何１つとして見受けられない人形のような無の表情。怪人は気が付いた。それは教会で相あい対たいした時に見た、豹ひよう変へんした彼女の雰ふん囲い気きに似ている。雪名は冷たい口振りで言った。

「────お前の異能とは、〝可能性の選択〟に過ぎない。だからこそ、お前には０ゼロパーセントの未来が、あたかも初めから存在しないものであるかのように視みえてしまったんだ」

　雪名を頭上から照てらすように、天使達のハシゴが雲間から射さし込こむ。月光がまるでスポットライトのように、雪名の姿を闇やみの中で輝かせた。雪名は静かに言葉を紡つむいでいく。

「人は０ゼロパーセントの未来に、１パーセントの確率を創つくり出だす力を秘めている。未来を選ぶ事しか出で来きないお前には、未来を創つくり出だす事なんて出来ない。今この瞬しゆん間かんに希望が見えないからと言って、勝手に他人の未来を諦あきらめ、勝手に他人の未来を奪うばい取とった。言ったはずだ、赤帽子レツドハツト。お前には誰だれの願いも叶かなえられないし、誰も幸せになんて出来ないのだと」

　雪せつ名なは人形のような無表情で淡々と続けた。緑色の双そう眸ぼうが、ネオン管のように淡く光を灯し始める。雪名は怪人の様よう子すを冷ややかに覗のぞき込こんだ。雪名の眼まな差ざしは氷の塊かたまりのように淀よどんで冷え切っているというのに、得え体たいの知れない力強さが込められている。

　不快さばかりが募つのっている胸中のせいか、怪人は笑いもせずに冷たく問う。

「スカラーの視みえる君になら、この数字が視えるだろう？」

　怪人の周囲をリング状に囲っている、無数の赤い輪。輪の一つを指差して、怪人はそこに浮かんでいる数値を示した。数値は０ゼロパーセントを示していた。

「これが……この場で僕が死ぬ確率だ。この数値が意味している事は理解出来るだろう。君達が何をしたところで、大局は何ら変わっていないのだよ」

　怪人は１つ嘆たん息そくを漏もらし、わざとらしく肩を竦すくめて見せた。

「冴さえ上がみ君達の作戦は良いアイディアだった。テロリスト達から核かく爆ばく弾だんを奪うばい、それを使って僕を消しよう滅めつさせる計画なのだろう。しかし所しよ詮せんは子供の浅あさ知ぢ恵えだ。残念ながら計画にはいくつもの致ち命めい的てきな欠点がある。まずは──民間人や自分達ごと巻まき添ぞえになる自爆作戦に過ぎないという点だ。この点をどう考えているのかね」

「どうやって私達が、駅の不発弾や、あの天体爆発から生せい還かん出来たと思っている？」

　怪人の問いかけを、だが彼女は小さく首を傾かしげて皮ひ肉にくる。

　彼女は虚こ空くうに白く息を吐はき出だすと、それを優雅に見下ろして言った。

「私達の吐く息は、大気中で白く濁にごって姿を見せる。だがやがては消えてしまうだろう。あらゆる物質やエネルギーは拡散して、やがて消えてしまうという死の法則から逃れられない。これがエントロピー増大の法則。エントロピーとは拡散の度合いを表現できる数値ステータスだ」

　雪名は、手にしていた紙切れを掲かかげて見せる。それはルーズリーフの切きれ端はしだった。紙には複雑な数式が無数に書き込まれている。記き載さいされた数式は、溢あふれんばかりに青い光を放はなった。次の瞬しゆん間かん、積もった雪の下から、数式で出来た魔法円が緩ゆるやかに浮かび上がって来た。魔法円を構築している数式は、紙に記載されていたものと同じだった。数式の魔法円は、校庭に巨大なドームを生み出した。そのドームでさえも、数あま多たの数式によって形作られていた。

　少女は、白い吐息を唇くちびるから漏もらしながら言った。

「────エントロピーの急速増大。私の周囲で発生したあらゆるエネルギーは、急速に拡散して無力化される。この魔法円はそういう意味だ。つまり私は、この核爆弾の被害範囲を、この屋上を吹き飛ばす程度のレベルに限定する事も出来るという事だよ」

　雪名の言葉を聞き終えた怪人は、１つだけ嘆息を漏らす。

「なるほどな。冴上君や女刑事は、君にこうした芸当が出来る事を知っていたというわけか。限定核かく爆ばく発はつによる僕の抹まつ殺さつ計画。女刑事が、消えるのは僕だけなのだと言っていた理由がよくわかったよ。しかし……こうしてみたらどうだろう？」

　怪人は、手にしていた核爆弾だんのスーツケースを掲かかげて見せる。そのスーツケースの上に、ノイズがかった異常なスカラーが浮かんだ。スカラーが示す値は、０．０４。

「この爆弾の起爆装置が〝動作不良を起こす確率〟だ」

　怪人は、帽子の下の頬ほおに亀き裂れつのような笑みを浮かべて言った。

「君達が僕を殺すための決め手など、こうして簡単に無力化出で来きる。全て無む駄だな努力だったのだよ。これでもうこの核爆弾は、24時になったところで爆発する事はなくなったわけだ」

「……」

　何も答えない雪せつ名なの態度に、怪人は胸中でだけ勝ち誇る。

　怪人は改めて確信した。やはり０ゼロパーセントの未来が変わる事などあり得ない。自分が殺される事などあり得ないのだ。黙り込んだ雪名の様よう子すに、怪人は自らの勝利が絶対のものになった事を洞どう察さつする。

　しかし雪名の無の表情────その唇くちびるの端はしに、微び笑しようが垣かい間ま見えた。

「お前は何もわかっていないよ、赤帽子レツドハツト。残念だがこれ以上は、お前の思った通りにはならない。０ゼロパーセントの未来なんて、数の支配に屈しない者アンチリテラルの前では無意味だ」

「……？」

　背後から、雪の上を踏ふみ締しめる足音。駆かけ足あしの速度で近付くそれを、怪人は振り返る。

　怪人の背後から駆けて来ていたのは────冴さえ上がみ誠せい一いちだった。

　誠一は腰こし溜だめに拳こぶしを構え、静かに怪人へと駆け寄って来ていた。

　怪人の目の前まで辿たどり着つくと、誠一は怪人の腹を目がけて拳を放はなつ。

　予期せぬ奇き襲しゆうに驚いたものの、怪人はすぐさま冷静に状況を理解する。半身を小さく捻ひねると、誠一の拳は呆あつ気けなく空振りした。誠一の攻撃を回避した事を確認し、怪人は誠一から距離を取ろうと、背後へと小さく跳躍し────。

「……！」

　刹せつ那な、理解出来ない事が起きていた。怪人の目と鼻の先に────握り拳程度の雪玉が飛来していた。誠一の空振った拳とは反対の拳。手の平の中には、雪の塊かたまりが握り込まれていた。誠一は自分の攻こう撃げきを避けられた直後に、手にしていた雪玉を怪人目がけて投げ出していたのだ。怪人の注意は、反射的に目前の雪玉へと注そそがれてしまう。思わず怪人は、目前に飛来していた雪玉を払いのけようと、誠一から注意を逸そらした。

「うおおおおおお！」

　誠一の雄お叫たけびが、雪玉を払いのけた怪人の耳に届いた。次の瞬しゆん間かん、怪人は横よこっ面つらを思い切り殴なぐり付けられていた。瞬間的に途と絶だえる思考。手に提さげていたスーツケースを手放してしまい、踏み留まるために足取りがふら付いた。すぐに体勢を立て直し、怪人は誠一から距離を取る。誠せい一いちは肩を竦すくめて皮ひ肉にくった。

「初めて１発殴なぐられたな。ざまあ見ろよ、帽子野郎」

　自分を殴り付ける事に成功した誠一を、怪人は心から忌いま々いましく睨にらみ付つけた。

「……ただの人間風情ふぜいに殴られるとは、不覚を取った」

　怪人の取り落としたスーツケースを拾い上げ、誠一は怪人の言葉に苦笑してしまう。

「結局、お前も元々は人間だ。例外なく、〝興フ味レのー枠ム〟があるって事だろ」

　誠一はスーツケースを、雪せつ名なの方へ向かって放ほうり投なげた。すると雪名の足下に、核かく爆ばく弾だん入りのスーツケースが転がる。雪名は、誠一が投げたスーツケースを拾い上げた。

　そうしてからようやく、誠一は怪人へと続きを語ってやった。

「お前、教会で愛あい架かが生き延びていた事に気が付かなかったよな。どうして何でも思い通りのはずのお前が、俺を見て愛架が死んだのだと勘違いしたのか。俺はずっと疑問に思ってたよ」

　誠一は、不敵に笑んで怪人を睨にらんだ。

「考えてみれば実に当たり前だった。一部始終を目もく撃げきしていなかったから知らなかったんだろ。お前には何でも見えて、何でもわかっているわけじゃない。なら、お前に予期されていない攻こう撃げきなら当たるんじゃないのか。そう思って一か八か、雪玉を使ったフェイントでお前を殴ってみたが正解だったな。雪玉に注意が行って、俺の２発目は興フ味レのー枠ムの外だったんだ。お前には、お前が視みたい確率しか視えないらしい。だから────お前はここで負けるんだ」

　怪人は舌打ちを１つ漏もらした。

「僕が負けるだって？　たかだか１発だけ僕を殴れた程度で、随ずい分ぶんと強気になるじゃないか。君が何をしたところでこの確率が変わることなど────」

　そう言いながら、怪人は最後まで台詞せりふを言えずに硬直する。

「……馬ば鹿かな！」

　もうこの時になれば視えていた。怪人の周囲をリング状に漂ただよって視えるスカラー。その数値は、先さき程ほどまで視えていた〝０ゼロパーセント〟ではなくなっていたのだ。

　怪人の死ぬ確率が────50パーセントへと書かき換かえられている。

　誠一は雪名へ向かって一ひと言ことを叫さけぶ。

「雪名、俺は秋あき月づきさんを連れて先に行く！　作戦通り、お前もすぐにここを離れろ！」

「わかっている」

　誠一は、近くに倒れていた女刑事に肩を貸す。女刑事の身体からだを起こし上げ、背負った。

　愕がく然ぜんと、信じられない数値の変化を目前に硬直している怪人。その横を、女刑事を背負った誠一が過ぎ去って行く。誠一が校門の向こうへと無ぶ事じに去って行く姿を見守ってから、雪名はようやく小さく胸を撫なで下おろした。そうして、目前で立たち尽つくしている怪人と対たい峙じする。

「確かこの核爆弾の起爆確率は、すでにお前が支配しているんだったな」

　怪人は、何も答えずに雪名の言葉に耳を傾かたむけていた。雪名は続ける。

「核かく爆ばく弾だんとは、過か剰じような核分ぶん裂れつ反応を利用した爆発を引き起こす装置。この爆弾の材料には軽量改造されたプルトニウム２３９が用もちいられている。つまりこの爆弾の爆発は、プルトニウム２３９の放射性連れん鎖さ崩ほう壊かい方程式によって、数式表現可能なものという事になる。起爆装置など使わない数すう秘ひ術じゆつでなら、爆発させる事は可能だ。爆発後に出る放射能は、半減期に入るまでに約２万５０００年の歳月が必要だろう。だが、これも放射能のエントロピー制御で解決できる」

　雪せつ名なの講こう釈しやくに、怪人は何の言葉も返せない。

　数秘術師アルケニストが扱う数秘術とは、術者本人がその数式の意味を熟じゆく知ちしていなければ制御など不可能なのだ。とくに、現象の創造を行う高度術式の制御は、桁けた違ちがいに高度な知能を要する。雪名がすでに数秘術制御している拡散度エントロピー急速増大の数秘術もその１つだ。この上雪名は核爆発の制御までをも同時に行うと言うのか。

　どれ程ほど無む茶ちやで、どれ程に規格外な知能の高さであるのか。怪人は絶句する。

　だがそこで怪人は気が付いた。高度術式の使用には〝膨ぼう大だいなスカラー〟を必要とするのだ。

　怪人は我に返る。思い直し、雪名に向かって吐はき捨すてた。

「ハッタリだな！　理論的には可能であっても、君は今、すでに高度術式を１つ発現させているんだ。もう１つ高度術式を発現させる程、大量のスカラーなど持ち合わせられないはずだ！」

　怪人は自分で言いながら納得した。だからこそ薄ら笑う。

「なるほどそうか、だからまだ50パーセントなんだ！　君に高度術式を使用出で来きるだけのスカラーさえ与えなければ、爆弾は爆発しない！　僕は死なない！　死ぬわけがないんだ！」

　だが……そんな怪人のささやかな希望さえ、雪名は嘲あざ笑わらう。

「────残念だったな。忘れていないか。私が〝無限〟の災厄の数アルヘトスであるという事を」

　怪人にとって、雪名の口振りは、死刑を宣告する冷れい酷こくな死神のように思えた。

　雪名は感情の色がない無表情へ、引ひき攣つった笑みのようなものを浮かべて見せる。

「古代の呪じゆ術じゆつ師し達は、神へ生いけ贄にえを捧ささげる事によって強力な術を扱う事が出来た。理由は簡単。人の生きられる〝時間〟とは、すなわち膨大なスカラーだったからさ」

　怪人は視みた。だからこそ気が付いた。雪名へスカラーを与えずに済む確率は０ゼロパーセント。怪人は雪名の言わんとする事をようやく理解し、あまりにも狂った雪名の正体に驚きよう愕がくする。

「まさか君は────自分の無限の命を、数秘術のエネルギー源として使っているのか！」

「自分の〝時間〟を消費すると、こんな具合に情じよう緒ちよが鈍感になってしまうのが難点だがな」

　怪人は思わず後あと退ずさり、目前の少女を恐れる。

「拡散度エントロピーの制御に、核分裂反応だと……！」

「お前はとっくに負けていたんだよ。彼がこの場に現れた時点でだ。０ゼロパーセントの未来へ挑いどむ愚か者だとお前が嘲笑い、取るに足りないと甘く見ていた、ただの人間達によってだ」

「何な故ぜだ……どうしてこんな事になっている……！」

　怪人の周囲に漂ただよう、怪人の死亡確率を示すスカラー。

　それはすでに、完全な〝１００パーセント〟へと書かき換かわっていた。怪人は唖あ然ぜんと呟つぶやいた。

「嘘うそだ……存在しないはずの未来が…………存在しただと…………！」

「……確率が視みえるお前には、もう視えているんだろう、赤帽子レツドハツト。お前がもしも、人々の願いを叶かなえる事が出で来きるというのなら、同じように自分の生きたいという願いも叶えてみろよ。さあ、彼のように変えてみれば良い────０ゼロパーセントの確率を」

　雪せつ名なは、スカートのポケットへ隠し持っていた、もう１枚のルーズリーフを取り出した。

　そのルーズリーフに書かれた、複雑極まる数式が青白く輝く。

　すると雪名の手にした１枚の紙から、青白い光が無数の帯となって飛び出した。虚こ空くうへ飛び出した、数式で出で来きた帯。それは包帯のように、彼女が手に提さげていたスーツケースへ何重にも巻き付き、がんじがらめに縛しばり付つける。
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「自じ爆ばくする事を冴さえ上がみ君に言ったら、きっと許して貰もらえなかっただろう。けれど１度試してみたかった。私は────至近距離の核かく爆発でも死ねないのかな？」

　雪名は狂ったように笑みを浮かべ、首を傾かしげて見せる。

　スーツケースへ巻き付いたスカラーの数式が青く発光し始める。

　────目前に光の奔ほん流りゆうが炸さく裂れつすると、この世から全ての雑音がかき消えた────。

　これまで怪人が見た事のない程ほどに濃厚な白色。足あし下もとからは影さえもかき消され、身体からだを地上へ引き寄せる重力さえも、怪人は感じなくなった。一いつ瞬しゆんの熱さを感じた後は、もう自分が生きているのか、死んでいるのか、怪人にはそんな単純な事さえも理解出で来きなくなっている。ただ漠ばく然ぜんと白く、何も感じられない空白の世界へと投げ出されていたのだから。

　何も語れない。何も得られない。何も変えては行けない。それが死んでいるという事のはずだった。人間だった頃の自分はどうだっただろうかと、怪人は自問する。

　自分は普通の家に生まれ、普通に生き、普通に幸せになれるはずだった。

　それなのに、ただ普通に生きる事が、いつからか苦痛に感じられるようになった気がした。

　自分の人生には大きな価値がある。意味がある。それを証明するために、未来に夢や希望を描いた。夢を実現する事で、自他共に認められる名誉を手に入れたかったのだ。

　そうだ。自分は、まだ見ぬ理想の明日に焦こがれて生きるようになっていたのだ。

　しかし現実は厳しかった。この世界は、誰だれもの願いが叶かなうようには出で来きていなかった。

　姿を見せてくれない希望の存在を信じる事に疲つかれ果はて、いつからか自分の未来には何もないのだと、期待する事を諦あきらめてしまった。現実は報むくわれないものだから。救世主でも現れない限り、万ばん人にんが幸せになれる事などないのだから。そう言い聞かせながら、自分の満たされない境遇を誤ご魔ま化かし、輝けずに生きる毎日を苦痛の日々だと感じるようになったのだ。

　人間だった頃の怪人は、つまり生きながらも死人と変わらなかったのかもしれない。

「…………ああ、何だ………………彼の言う通りだったのか…………」

　何も聞こえない今となっては、声に出して言えた呟つぶやきなのかすらわからない。

　だが怪人は理解し、だからこそ苦笑したのだ。

　怪人は人々の願いを叶かなえ続ける事で、人々の生しよう涯がいを輝かせられるのだと思っていた。

　願いが叶えられる事で、人生は輝くのだと信じていたからだ。けれど、どれだけ人々の願いを叶え続けたところで、怪人が見たいと思っていた、力強い命の輝きは見付けられなかった。自分自身が輝いた事がなかった怪人は、本当に輝ける方法を知らなかったのだ。

　そんな中、怪人にとって冴さえ上がみ誠せい一いちという存在が眩まばゆく見えた。

　だからこそ憎かったのかもしれない。だからこそ妬ねたましく思えたのかもしれない。

　怪人はきっと、冴上誠一の戦う姿にこそ、力強い輝きを垣かい間ま見ていた。先の見えない暗くら闇やみの中に光を信じ続け、未来の確率を書かき換かえてしまえる程ほどの、気高い勇気に。

　怪人は、誰だれでもなく自分自身を救いたかった。

　かつて人間だった頃の自分。あの輝けなかった生しよう涯がいが無意味などではなかった事を、誰かに証明して欲しかったのだ。

　だから本当は視みたかった。

　自分が到達できず、諦あきらめてしまった０ゼロパーセントの未来を。赤帽子レツドハツトと呼ばれる超常の奇き蹟せきに頼らなくても、何でもないただの人間が、０ゼロパーセントの確率を変えていく瞬しゆん間かんを。

　その証明こそが、怪人の唯ゆい一いつの願いだったのかもしれない。

　ならば最さい期ごに、怪人の願いは叶えられていたのだろう。だから怪人は、もう１度だけ呟つぶやいた。

「…………ありがとう……」

　感謝の言葉は、おそらく誰だれにも届かない。

　だが彼や彼女に届く事を願い、怪人の意識は光の奔ほん流りゆうに飲み込まれて拡散する。

　人工の救世主の最さい期ごは、そんなくだらない幕まく引ひきで終わりを告げた。







　　　　エピローグ







　季節外はずれの積雪が終わり、街はまた夏の温あたたかみを取り戻していた。

　暑かった８月が過ぎ、９月へ入った今となっては、昼間の太陽光は徐々に熱線を弱めて行くばかりだ。今朝は春のように麗うららかな青空。開けられた窓から入り込む風は心地良く、白いカーテンを揺ゆらして秋あき月づき杏きよう子この頬ほおを撫なでて行く。

　扉をノックする音が聞こえた。扉の向こうから現れたのは、小さな見舞いの花はな束たばを手にした老人だった。刈かり込こまれた白はく髪はつで、分厚い老ろう眼がん鏡きようをかけたネクタイ姿。眼鏡めがねの奥に潜ひそめた眼光は鋭く、その物もの腰ごしからして重じゆう鎮ちんと呼ぶに相応ふさわしい貫かん禄ろくを備そなえていた。

　四し肢しを包帯で巻かれ、病室のベッドの上でミイラになっている秋月の姿を見るなり、上司の警けい部ぶは皮ひ肉にくった。

「しぶとく生き残ったようだな、秋月」

　上司は持ってきた花束を、ベッド横のチェストケースの上へと乱暴に置く。嘆たん息そく混まじりに腰に手を当て、いつも通りに秋月へ説教を始めた。

「まったく、うちの課の経費を使って入院するのは、いつもお前ばかりだぞ。少しは自分の身の安全を確保しつつ捜そう査さする事を覚えろ。労ろう災さい請求で億万長者でも目指す気か。勘かん弁べんしろ」

「…………私を逮たい捕ほしに来たんですか……国家反逆罪で」

　いつも通りに説教をする上司へ、だが秋月は愛あい想そ笑えむ事すらなく冷淡に尋たずねた。

　……仕方がなかったとは言え、秋月は核かく爆ばく弾だんを強ごう奪だつし、その上紛ふん失しつした事になっている。国の治安を著いちじるしく危険に晒さらし、警察権力に楯たて突ついたのだ。まるでテロリスト。国家反逆罪を適用されて、終身刑になってもおかしくない違法行為だった。

　秋月の問いかけにしばらく黙っていた上司だったが、ベッドの脇わきの椅い子すを引っ張り出して腰かけると、小さく肩を竦すくめて首を振る。

「……いいや。お前は無罪放ほう免めんだそうだ。ついでに停職処分も解除だ」

　予期せぬ上司の返事に、秋月は唖あ然ぜんと伊だ達ての顔を覗のぞき込こむ。上司は嘆息混まじりに続けた。

「知っていたか？　物好きなお偉いさんが証言してくれたらしい。お前は公安調査庁の特命で核爆弾を強奪したってな。お前の行動の理由については、クソッタレな国防上の極秘扱いで俺おれ達には説明されないようだ。まあ勿もち論ろん、俺はお前に謹きん慎しん処分くらいは言い渡しに来たんだがな」

　上司の話を聞きながら、安あん堵どと共に、秋月は可お笑かしくて笑ってしまう。

　────ディエゴ執しつ行こう官かんだ。

　各国の司法権力へも口くち利ききができる程ほどの影響力を持っているのは、この世界で教団くらいのものだ。その力を使い、日本の司法権力へ働きかけを行ってくれたのだろう。わざわざ手を回して秋月の身の潔白を証明してくれるとは、思いも寄らない親切であった。もしかしたらこれは、秋あき月づきやあの少年に対しての、謝礼代わりの配はい慮りよなのだろうか。だとしたら、秋月の立場を救ってくれたのはきっと────あの少年なのだ。

「今回の事件……」

　秋月は上司から視線を外はずし、目を遠く細めて言った。

「魔法使いは、あらゆる人々の願いを叶かなえた。けれど……魔法使い自身の願いを叶えられる者はいなかった。苦しんでいた魔法使い自身を助けてくれる人は、誰だれもいなかったんですね……」

「願いが叶うのを待つのも、助けられるのを待つのも、どっちも他力本願過ぎやしないか」

　秋月の呟つぶやきに、上司は苦笑して見せた。

「自分の願いを叶えられるのは自分だけだ。自分を救ってやれるのも自分だけだ。周まわりがどんなに手を差し伸べたって、最後に立ち上がるのは自分の足でしかない。いつだってそうだろう」

　秋月も苦笑して見せる。

「……そうかもしれません」

　上司は椅い子すから腰こしを上げ、面めん倒どうそうに頭をかいて言った。

「わかったなら、とっとと復帰して来い。てめえみたいなクソ生意気な下したっ端ぱでも、いねえと助かる奴やつ等らも助からねえんだ。警けい視し庁ちようで数かず絡がらみの事件やる奴なんざ、死んじまった冴さえ上がみ以外じゃお前しかいねえんだから」

　激げき励れいの言葉の後、なんだか照てれくさそうに背を向けて去って行く上司。

　イソイソと病室を後にして行った上司が、秋月には少しだけかわいらしく感じられた。

　上司と言い、かつての先輩と言い、秋月は良い先せん達だつに恵まれているようだった。その幸運を噛かみ締しめながらも、秋月は愛おしげに窓の向こうへと視線を投げる。

　核かく爆ばく発だんの危機から脱した街。先せん輩ぱいがいなくても、彼や彼女、そして────秋月が救えた街。遠くに聞こえるセミの鳴き声へ耳を澄まし、秋月は優しい気持ちで微笑ほほえむ事が出で来きた。

「ありがとうございました、先輩。いいえ……冴上刑事」

　上司のいなくなった病室に、感謝の言葉が漏もれた。




　　　　■■■




　赤帽子レツドハツトとの戦いの後、〝ガス爆ばく発はつ事故〟によって壊こわれた校舎の安全確認のために、先週はまるまる学校が休みになっていた。破は損そんしていたのは何も理科室だけではなく、校庭に巨大なクレーターまで出来上がっていたのだから、事態は結構な大おお事ごとになっていたのだと聞く。

　警察や消防も、深夜の学校で何が起きたのかを未いまだ正確には究明出来ていないようだが……まさか核爆弾が爆発したなんて、大人おとな達は永遠に気付く事はないだろう。

　一応の補修工事が終わり、今週から学校は再開した。

　奇くしくも俺おれが病院から退院した翌日から学校が始まるとは、我ながらついていなかったかもしれない。両手の火傷やけどを覆おおう包帯を見下ろしながら、俺おれは１人で苦笑してしまう。

　先週起きた様々な事が、まるで嘘うそであったかのように平へい穏おんな１日が過ぎた。

　授業を終えた俺と弘ひろ樹きは、いつも通り一いつ緒しよに下校しているところだった。

　……だが困った事に、今日はいつもより２人程ほど、一緒に歩く人数が多かったりしている。

「何してるのー、誠せい一いちくーん！」

　少し先を歩いていた雪せつ名なが、こちらに手を振って呼びかけてくる。対して俺は、詰め寄る愛あい架かと弘樹に足止めされており、呼びかけてきている雪名へは、苦くるし紛まぎれに微笑ほほえみを返すだけだ。

「……ちょっと誠一、説明しなさいよ。あの綺き麗れいな人とはどういう関係なの？」

「そうだ、説明しろ。なんで羽う鷺さぎちゃんが、お前の事を下の名前で呼んでるんだよ……！」

　愛架と弘樹は、どういうわけだか、据すわった眼まな差ざしで俺に問いかける。

　事の発ほつ端たんは、雪名が教室で「一緒に帰っても良いか」と尋たずねて来たところからだ。さらにややこしくなったのは、校門で俺を待まち伏ぶせしていた愛架に遭そう遇ぐうしたところからだ。

　詰め寄る２人の迫はく力りよくに怯ひるみ、俺はしどろもどろになって答えさせられる。

「いや、あの……クラスメイトなんですけど」

「知ってるっつの！　今から２人して何ど処こ行くつもりなんだよ！　何するつもりなんだよ！」

「えっと、その……知り合いの刑事さんのお見舞いへ行くんだけど」

「本当に本当なのかよ！　てめえ、嘘うそだったら泣くぞ！　ここで俺は泣くからな！」

　微び妙みように脅おどしになっているようでなっていないが、弘樹は迫力だけは十分で肉にく薄はくしてくる。やがて落ち込んだのだろうか、肩を落として項うな垂だれる弘樹。色んな意味で呆あきれながらそれを尻しり目めにしていると、傍かたわらを歩いていた愛架が、携帯電話の時計表示を確認して慌あわて始めた。

「あ、もうこんな時間か」

「ん、なんか用事でもあるのか？」

　愛架は「えへへー」と、小悪魔的な笑みを浮かべて俺を見やる。

「今日からあたしもバイトする事にしたの。お花屋さんだよ」

　愛架がアルバイトを始めるなどという話は初耳だった。だがその理由なら、今の俺にはすぐに察しが付く事だった。

「バイトって……。愛架、お前もしかして俺のせいで……」

「あたしも決めたんだよ。誠一があたしのために進学費を稼かせぐって言うなら、あたしだって誠一の進学費を稼いじゃうんだから。未来は変えていかなきゃね。これでお互い様でしょ」

「……そんな事に気を遣つかうなよ。別に俺のために働かなくても、自分の小遣いにしろって」

「あははーん。常にあたしへ気を遣ってるお兄ちゃん様が、それを言いますかねぇ」

　愛架は苦笑すると、俺に背を向けて駆かけ出した。雪名とすれ違う所で立ち止まり、１度だけ俺を振り向いて言った。

「誠一が何と言おうと、これがあたしの決めたやり方。文もん句くは言わせないんだからね！」

　悪戯いたずらそうに目を輝かせ、愛あい架かは得意げに真まっ平たいらな胸を張って見せる。そして再び駆かけ出し、駅の方角へと走って去って行った。

　退院して初めて見る、愛架の元気な後ろ姿。安あん堵ど感を覚え、小さく笑んでしまう。

　未いまだ項うな垂だれてブツブツと呟つぶやいている弘ひろ樹きは無視して、俺おれは雪せつ名なの傍そばへと歩み寄って行った。

　雪名の微笑ほほえみは────教室で見かけてきた、どんな彼女の笑顔よりも純粋だった。

「誠せい一いち君」

　彼女は優しく、俺の名を呼ぶ。

「色々あったのに、私ずっと、肝かん心じんな事を言い忘れたままだった事に気が付いたよ」

「肝心な事？」

　雪名は１つ、大きく伸びをしながら、やがて目を細めて視線を遠くして行く。

「覚えてる？　……初めて君に出会った日。飛び降りた私は、気付けば君の背中に背負われていた。君はあの時、変な鼻歌を歌ってたよね」

「……おい、ずるいぞ。あの時からもう意識あったのかよ。恥はずかしいだろうが」

「フフ。何となく、君の変な鼻歌を聴きいていたかったから」

　雪名は照てれて、俺から視線を外はずした。

「飛び降りて。気を失って。気が付いたら知らない男の子の背中に背負われてて。君が何で私を背負って歩いていたのか、私にはよくわからなかった。何な故ぜ、私を背負っているのか聞いたら君は、私が泣いていたからだって答えてくれた。……すごく、嬉うれしかった」

　俺の顔を見上げ、雪名は心からの言葉を口にした。

「あの時、私を助けてくれてありがとう。君がいてくれて良かった」

　雪名が言い忘れていた事とは、どうやら感謝の言葉のようだった。

　雪名の思いも寄らない言葉を聞いていた俺は、唖あ然ぜんとその場に立たち尽つくしてしまう。それはどれだけ多くの本を読んでも、見付けられなかった言葉だった。聞けなかった言葉だった。

　何だ……こんなにも単純な言葉だったのだ。あの時の俺が欲しかった言葉なんてものは。

「どうしたの、誠一君？」

「いいや、何でもないよ」

　１人で満足そうに微笑む俺を、雪名は不思議そうに見つめていた。

　そうして俺達は、照てり付ける残された夏の日差しの下を歩き出した。

　────殺害の約束。

　世間一般から見れば、俺と雪名の交かわした約束とは、おかしなものなのかもしれない。

　けれど、それで彼女が、まだ見ぬ幸せを信じて生きていこうと思えるのなら、きっと悪い約束ではない。たとえ存在しないように見える０ゼロパーセントの未来だって、俺達は見つけ出す事が出で来きるだろう。いつだって、誰だれだって、そうして未来へと歩んでいるのだから。







　　　　あとがき







「空を飛べると信じていたがために、逆に苦しんでいた」

　世界で初めて飛行機を発明したライト兄弟。その兄、ウィルバー＝ライトの言葉です。

　19世紀末のアメリカ。

　当時、「機械が空を飛ぶ」というライト兄弟の発想は非常識なものでした。

　あらゆる著ちよ名めいな学者達が「不可能だ」と批判し、あらゆる新聞がライト兄弟の考えを揶や揄ゆする論調でした。世間は彼かれ等らの挑戦に対して、とても冷ややかだったのです。言うなればライト兄弟は、人々が「無い」のだと主張するものを、「有る」のだと信じ続けていました。見えないものを信じ続けるというのは、口で言う程ほどに簡単な事ではないと思います。

　あとがきから読んでくださっている方にアピールするなら、本作はこのライト兄弟の話のように、「見えないものを信じたり、信じられなかったりする人々の物語」といったところです。




　さて、小難しい前置きが長くなりました。

　どーも初めまして。兎う月づき山や羊ぎと申します。

　この度たび、銀賞という素す晴ばらしい栄えい誉よに与あずかることが出で来きました。誠に恐れ入ります。

　これまで約５年間。年に１作だけ小説を書いては、電撃小説大賞に応募することを繰り返してきました。選考過程を見守るのが楽しくて、応募するだけで毎日が活気付いたものです。

　しかし楽しかったのと同時に、もちろん辛い事だってありました。

　自分の作品名が選考通過者リストの中から消失する事です。落選というやつですね。真剣に書いたものが認められなかった時の悔くやしさは、尋じん常じようなものではありませんでした。

　私の場合、そんな幾いく度どかの挫ざ折せつを経ているせいかもしれませんが……最終選考に残ったというお電話を編集部からいただいた時、まず最初に恐怖しました。何せ私は、落選した人達の真剣さ、悔しさを、身を以もつて知っています。今回応募された４８４２作品の中から最終選考に残ったのですから、喜ぶ以前に、その責任を強く感じました。

　他の受賞者の方々を含め、全ての応募者の方々に敬意を払いながら、拙せつ作さくは完成しております。その結果がどう評価されるのかは、私には判断できません。せめていただいた賞に恥じず、読者を楽しませることが出来る作品に仕上がっていることを願うばかりです。




　そうした経けい緯いを抱かかえていたりする拙作ではありますが、実際いかがでしたでしょうか。

　扱う内容が専門的なものである都つ合ごう上じよう、難易度が心配の種でした。

　難解過ぎず、容易過ぎず。微妙なバランスを意識して書きましたが、どちらかに振り切っているようでしたら申し訳ないことです。また他にも、理解の容易さを優先して書いておりますので、本来の学問的な意味合いとして、誤解を招く内容になっていないかも心配だったりしています。その反面、学生の読者の方にはぜひ本作の粗あらを探し出すために、理数の教科書を熟じゆく読どくしていただきたいと期待する気持ちがあったりもします（笑）。科学技術の世界は、面おも白しろいことがいっぱいですよ。拙せつ作さくを読んでくださった学生読者の方々が、願わくば全員、私以上の変態技術者に成長してくださることを願ってやみません！




　末筆となってしまいますが、改めて謝しや辞じを述べさせていただきたいと思います。

　拙作に輝かしい賞を与えてくださった選考委員の皆様。

　数ある応募作の中から拙作を選んでくださった編集部、並びに選考に携たずさわった全ての方々。

　拙作が製本されてこの世に存在するのは、偏ひとえに皆様方のおかげです。

　また、拙作をより良いものとするために、様々なお力添えをしてくださった担当編集の三み木き様、西にし谷たに様。私の想像力を遥はるかに上回って、美麗なイラストを付けてくださった笹ささ森もりさん。ご多忙の中、拙作のオビに勿もつ体たいない推薦文を書いてくださった鎌かま池ち先生。皆さんにいただいた御恩は計り知れません。他にも、私の心に火を点つけてくださった好敵手の某人。私に小説を書くことを勧めてくださった、高校時代の恩師。ついでにいつものメッセメンバーの皆さん（笑）。こんな私を支えてくださっている、あらゆる人達に深く感謝しております。




　そして最後の最後となってしまいましたが、ごめんなさい。

　拙作を手に取り、貴重なお時間を割さいてまで、このあとがきを読んでくださっているあなた。

　本当の本当に、ありがとうございます。

　もしもこの本をお楽しみいただけたのなら、私にとってそのことが、受賞することよりもずっと嬉うれしいことに感じられます。機会に恵まれましたら、是ぜ非ひまたどこかでお会いしましょう。今後いっそう素晴らしい作品を生み出していけるよう、ただ精しよう進じんを続けていく所しよ存ぞんです。
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兎う月づき山や羊ぎ

１９８３年、お茶で有名な某県に誕生する。工業高校を経て大学へ進学。授業よりも、悪戯や電子工作に夢中となる。そんな不良でも会社員として何とか社会へ出ることに成功。現在は技術の仕事に携わりながら、作家業に勤しむ。
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笹ささ森もりトモエ

とある島でサラリーマンをして生活しています。朝はカモメの声で目覚め、昼は木に生ったミカンを食らい、夜は父が捕ってきた猪を煮込みます。飲み物は自販機で買います。
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